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　 　 昭 和60年2月

　　　 田 田 、

財団法人 日本情報処理開発協会



　 この報告 書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収入の一部である機械工業

振興資金の補助を受 けて,昭 和59年 度 に実施 した 「日・独 フォーラム に

関す る補助事業」の成果 を とりまとめ たものであ ります。
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'

日独 情報技術 フォーラム
　　 　 　 　(メ ン バ.一'・ リ ス ト),

日　　　　　　　　本 卜　 ・ ・イぽ 邦共和国　 .、

-

.　.　,　　　　F

議　　　　　　　長　　　　　　、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∀

柳　井　久 義
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、」

ワル ター ・エ ン グル
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

東京大学名誉教授'
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

アーヘン工科大学教授　　　　　　　　　1
`

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '
芝浦工業大学教授　　　　　　 、 同理論電気工学研究所長

1920 生 　 　'
一 レーゲ ンス プル クに生 まれ る

)

1942 東京大学電気工学科卒 1949 ミュンヘン工科大学物理学料率　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も1

_・ 同大学工学部講師 1950 . ジー メンス(カ ー ルス ルーエ)制 御部 ・

1947 伺大学助教授』(電気工学) 1953 博士(ミ 声 ンヘン工科大学)　 、"

1953 工学博士(同 大学)
一

1961 カ」ルスルー工工科大学教授資格(電 子工学)

1960 東京大学教授(工 学部電子工学) 1963 現　職

(1966以 来 ミュ ンヘ ン工科 大学 、ス トッ トガル}工 科 大 (1967以 来ア リゾナ 大学 、スタ ンフ ォー ド大学 、東京 大,

学 、ブ ラウ ン・シュヴ ァイ ク工 科大 学等客 員教 学等の客員教授を歴任)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　「

1981

授歴任)

現　職
(研 究分 野)1統 合 電子理 論 とア プ リケー シ ゴン。電 子
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

磁 気、ネッ トワー 久 電子機 器理 論等
　 　 　 　 `　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L,

一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ノ

ニ ュ ー メ デ イ ア

`

宮　川　　洋　　　　　　　　　　(主査) クレ メンス ・パ ー ク　　　　　　　　 (主査)

東京大学工学部教授 ・ハ イ ン リ ッ ヒ・ヘ ル ツ ・テ レ コ ミュ ニ ケー シ ョン 研 究 所

1931 生
科学 部長 、ベ ル リン工 科大学 教授

1953 東京大学工学部卒 1937 メシェ ドに生 まれ る・

1958 工学博士 1959 ライン高 等専 門学校 卒(.電気工学)

東京大学講師 1967 ベルリン工科大学修士課程修了

1959 東京大学助教授 1968 ハ ー ン ・マ イ トナー 研究 所(原 子 力研究)『

1970 現　職 1970 ベルリン工科大学電子工学研究所共同研究員
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ン

(研 究分 野)電 気通信 工学 、テ レ ビジ ョン工学 、情報 博士(伺 大学)

理論、交通および運用応用 1974 フォー シュ ン クス通 信研究 所

大　越 孝 　敬　　　　　　　(レポータ)
1975 ハ イ ン リ ッ ヒ ・ヘ ル ツ ・テ レ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン研究所

東京大学工学部教授 1982 現　職

1932 東京に生まれる
1

　 カー ル ・プ ラ シ ク　　　 　　　 (スピーカ)一
1955 東京大学工学部卒(電 気工学)

》

1960 工学博士
テレフォンバウ&ノ ルマルツアイト社技術開発担当役員

1961 同大学助教授(電 子工学)

1

　 1929 ギーセ ン/ラ ー ンに生 まれ る　　 　 　　 　 　,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

1963 ベ ル研究 所研 究員(～1964)　 　 　 　 ,A
、

.アニヘ ン工 科大学 に学ぶ。 博士(同 大学)1

1972 ミュ ンヘ ン工 科大学 客 員教授 1959 テ レフォ ンパ ウ&ノ ルマ ル ツア イ ト社研 究開 発

1977 現　職 部

(研究 分野)光 ファ イバ 通信 、光 フ ァイバ理論 、ヘ テ 1972 同社開 発責 任者 ・ ・

ロダ イン ・コヒー レン ト光 通信 のため の フ リー ド リ ッ ヒ ・テ レ フ ォ ン バ ウ理 事

光デ バ イス テ レー マ開 発協会 会長

1980 アーヘン工科大学名誉教授

び

1



戸 田 厳 　 　　 (スピーカ)

日本電信電話公社研究開発本部副本部長

1934

1956

1958

1964

1979

1983

生

東京大学工学部卒(電 気工学)

同大学修士課程修了

電電公社電気通信研究所

工学博士

カリフォルニア大学客員講師

電電公社横須賀研究所データ通信研究部長

現　職

(研究分野) コ ン ピ ュ ー タ ・ア ー キ テ クチ ャ 、

コ ン ピ ュ ー タ通 信 技 術

(桜　井　健二郎)

財団法人 光産業振興協会理事

沢　辺　栄　一

日本放送協会総合技術研究所次長

1933

1955

1973

生

東京大学(電 気工学)卒

日本放送協会

(無線放送機器、衛星放送機器研究)

宇宙開発事業団(～1983)

その後現職

(研究分野)　衛星放送方式、新放送方式

塚　本　祐　造'

社団法人 昨 融 セ・タ脇 会醇

㈱ セ ンチュ リ・リサ ーチ ・セ ン タ取 締役社 長

1917

1938

1958

1960

生

海 軍兵学 校卒

東京電 子計算 サー ビス取 締役

伊藤忠 電子計 算サ ー ビス(社 名変 更)常 務 取締

役専務 を経 て取締 役社長 、その 後社名変 更(セ

ンチ ュ リ ・リサー チ ・セ ンタ):1971

立 川　　清兵衛
　　　　　　　　　～

三菱電気株式会社高度情報通信事業推進本部開発推進部長

1928　 兵 庫県 に生 まれ る

1953　 大 阪大学 工学部卒 、三 菱電 機

1962　 工 学博士

(1969年 以来 同社鎌 倉製 作所 、通 信機 製作所 副所長 を

　　 　経 て現職 に至 る(1983)

マ ク ス ・シ ル ベ

フ ラウンホ ファー応 用研 究協 会会長

1966

1968

1971

1973

1980

フラウ ンホ フ ァー 応用研 究協 会 メンバー

(～1973)

制 御工学VDI/VDEグ ループ 会長(～1972)

フラ ウン ホフ ァー 研究協 会 、科学 技術学 会副 会

長(一 一　1973)

連邦 研究 技 術省 コ ンピュー タ・プ ロセ ス・コン ト

ロール ・エ キ スパー ト・グループ 会長(～ 　1980)

諮 問理事 会VDI/VDE(計 測制 御工学)メ ンバ ー

情報 処理 最 高機関 メンバー

エ ッケル ト・ラ ウボ ル ト

数学データ処理協会システム研究所長

1938

　～

1974

～

生

(物 理学)博 士(ハ ンブ ル ク大学)

ドイツ電子 シン ク トロン(DESY)デ ー タ処理

部長

その 後 、現職 に至 る

ベ ル ン ト ・シ ェ ー ン バ ル ト

クル ップ社 研究 開 発担 当役員

1973

0891

1891

アーヘ ン工 科大学 通信工 学修士 課 程修 了

フ ラ ウンホ フ ァー 協会 、マ ッ クス ・プ,ラン ク協

会 にて リモ ー ト・セ ン シン グの 研究

博士(ハ ンブ ル ク大学)

現 　職

フ フ ン ツ ・ビ ン ケ ル

インフ ォルマ テ ィー ク社取 締役

1940

1963

1966

1969

1972

イ リン ゲ ン ・ザ ー ルに生 まれ る

(電 信電話 シス テム)研 究 開発技 術者

コ ンピュー タ技術の 研究(交 通制御 システム)

コンピ ュー タ・シス テムお よび プロセ ス・コン ト

ロール ・シ ステムの コンサ ル タン ト

ユ ルゲ ン ・へ ーマー 博士 と同 社 を設立

(研究 分野) LAN、 光 ファ イバ 、産 業用 アプ リケー

シ ョン

2



'

松　下　　　温

沖電気工業株式会社システム本部開発第三部長

1939. 生

1963 慶応義塾大学電気工学科卒、沖電気工業㈱

1968 イ リノイ大学 大学 院修 了(コ ン ピュー タ ・サ イ .

エ ンス)。 工学 博士 。その 後現職 に至 る

(研究 分野)　 トンネ ル ・ダイ オー ド高 速論理 回路 、国
'

際 テ レッ クス交 換 シ ステム 、DCNA共 「

同研 究 、LAN

コ　ン　ピ ュ　一 夕

元　岡　　　達　　　　　　　　(主査) ノルベ ル ト・シペ ル スキ　 　 　 　 (主査)

東京大学工学部教授 数学データ処理協会理事長、ケルン大学教授
1

1929 生 1931 ベル リンに 生 まれ る

1952 東京大学電気工学科卒 1957 ベ ル リン自由大学卒

1957 同大学助教授 1961 博士(ベ ル リン)

1958 工学博士 ベ ル リン産業 研究 所科学 ア シス タン ト

1967 現　職 1962 ドイツ・アイゼ ンハ ワー交換 留学(ア メ リカ)

(1961年 以来 、イ リノイ大学 、 ワシ ン トン大学 客 員教 授 1963 フロリダ大学経営学部助教授

歴任) 1968 ケルン大学経営組織化・自動化研究所長

(研究 分野)　 コン ピュー タ ・アー キテ クチ ャ、分 散 コ 1970 ケルン大学経営学部教授

ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム 、 人工 知 脳 等 1981 現　職
、

相　磯　秀　夫　　　　　　　(レポータ)
(研究分野)計 画理論、応用情報学
,

慶応義塾大学理工学部教授 クラ ウス・ブ リッチ ュ　　　　　(スピーカ)

1957 慶応義塾大学修士課程(電 気工学)修 了
トリウム フ・ア ドラー 社研究 開 発部長

1

大阪大学工学部助手 1938 ドイツ国内生 まれ
、

電気試験所(現電子技術総合研究所) 1966 アーヘン工科大学電子学科卒

1960 イリノイ大学計算研究所 1967 AGEテ レフ ンケン社(TR440研 究)

(ト ラ ンジス タ計 算機 の研 究開 発) 1969 ニ クス ドル フ社

1971 工学博士 (CAD、 エ ラー 診断 、分散処 理 、　SBC等)
…

現　職 1982 現　職

木　　　寛　　　　　　　(スピーカ)
(分散OA、 分散 情報処 理 シス テム等)

柏 ,
ウ ォル フガ ン グ・ジロワ　　'

工業技術院電子技術総合研究所電子計算磯部部長
ベ ル リン工科 大学 教授 、数 学デ ー タ処理協 会 ・高性

1934 生 能 コン ピュー タ ・シ ステム技 術研究 所部長

1960 慶応義塾大学修士課程(工 学科)修 了

,

　 1930 ゾーベ ルハ イムに生 まれる

1963 電気試験所(現 電子技術総合研究所) 1957 ス トッ トガル ト大学 電子 工学 科卒

1967 工学博士 1960 電子工学博士(同 大学)

1973 電子技術総合研究所レーザ研究室長
1965

AEGテ レフ ンケン社 コンピュー タ部長

ベ ル リン工科 大学電 子工 学教 授

そ の後企 画室 長 を経 て現 職(1981)に 至 る

渕　　 　 一　 博

財団法人:

新世代コンピュータ技術開発機構研究所長

1971　 ミネソ タ(ア メ リカ)大 学 コン ピュー タ科 学教授

1977　 ベ ル リン工科 大学 コン ピュー タ科 教授

(1966年 以来 、メキ シコ大学 、MIT、UCLA等 の客

　 　　員教授 を歴 任)

1983　 現　職

3
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1936　 生

1958　 東 京大学 応用物 理学 料率

　 　 　 電 気試験 所(現 電子 技術 総合 研究所)

(1972年 以 来 、同所音 声 認識研究 室 長、推論 機構 研究tt－

　 　 　長、パ ター ン情報 部長 を歴 任)

　 　 　(計 算機 方式 、時 分割共 同利 用 システム 、OS、

　 　 　言語処 理 、人工知 能等)

1982・ 現 　職

川　 合 　英 　 俊

情報処理振興事業協会技術センター所長

1934

1956

1961

1969

1978

1981

1983

生

北海道大学物理学科挙、札幌管区気象台

電気試験所(現電子技術総合研究所)

通商産業省技官

米国標準局出向

電総研パターン情報部数理基礎研究室表

現　職

工学博士

岸 　 田 　 孝 　 一

社団法 人 ソフ トウェア産業 振 興協 会技術委 員 長

㈱ ソフ トウェア ・　'IJサーチ ・ア ソ シェ イ ツ専務 取 締役

1936

～

1967

～

東京に 生 まれ る

東京大 学物 理学 科に て夫文学 を研究

沖 ビジ ネス ・マ シ ン㈱

コン ピュー タ ・システム㈱

㈱ ソフ トウ ェア ・リサ ー チ ・ア ソシェ イツ創立

参加 。現職 に至 る.

(社)ソ フ トウェア産業 振興 協 会技術委 員 長

日本UNIXユ ーザ ー会 会長筆

使　藤　　　繁

株式会社 富士通研究所電子研究部門長代理

1935

1958

1982

生

東京大学電気工学科卒、富士通株式会社

(電子計算機基本技術、システム開発)

現 職　　tJ

(新世代電子計算機基本技術の研究・開発)

浦 　城 　恒 　雄

株式会社 日立製作所神奈川工場企画部長

1936

1959

生

東京 大学物 理学 科挙 、株 式会社 日立製 作所

(HITAC8000シ リー ズ、Mシ リー ズ・コ ンピ ュー

タ開 発 および アー キテ クチ ャ開 発)現 職 に至 る

ギ ュ ン タ ー ・メ フ ー

ドイツ機械工 業 会事 務 及び情 報技 術 部長(VDMA)

1971

1979

VDMAブ ラッセル事 務所 長

ESPRITプ ロ グラム準 備検討 会委 員

現職

ヨー ロ ッパ 協 会事 務 局 長(1980)

(そ の他 、国際情 報産 業学 会(IIIG)設 立 メンバー)

ギ ュ ン タ ー ・グ ロ ウ

ブ イリップ ス・デー タシ ステム ズ社部 長

1933

ユ961

1963

1966

1970

1974

ユ980

キールに生 まれ る

キール大学 卒(物 理 、数 学 、化学 、海 洋学)

同大学(物 理 、数 学 、海洋学)博 士 論文

キー ル大学 応用物理 学 研究室

フ ィ リップ ス研究 所(ソ リッ ド ・ステー ト、

レーザ ー ・ビーム 、ホロ グラフ ィ)

ア メ リカ光 学 会 員

フ ィリップ ズ 技 術 シ ステ ム"研 究主 任

ブ イリ・ソプ ス研究所 主任

ブイ リップ ス・デー タシ ステム ズ社 、国際 製造 ・

提 供セ ン ター を経 て現職(1982)に 至 る

エ ル ビ ン ・ケ ー ニ ヒ ス

ニ クス ドル フ杜技 術開 発部 長

1950

1974

1978

生

アーヘ ン工 科大 学物理 学 料亭

(高 エ ネル ギー物理)博 」:

ニ クス ドル フ社

(ソ フ トウ ェア部 門担 当、 プ リン ト回路 レイア

ウ ト用CADツ ー ル、機 械建 築 、VLSI用 デ

ザ イ ン ・ツー ル等 の評価)

現職 に至 る
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戊

L

半　　 導　　 体

柳　井　久　義　　　　　　　　　(主査) イ ン ゴル フ ・ルー ゲ　 　　 　　 　 　(主査)

東京大学名誉教授 ・芝浦工業大学教授 フラ ンホフ ァー応用 研究 協会固体物 理研 究所 長

ミュ ンヘ ン工 科大学 教授

菅　野　卓　雄　　　　　　　 (レポータ) 1

1934 シュ ヴ ァイ トニ ッツに生 まれ る

東京大学工学部教授
1959 ミュ ンヘ ン工 科大学 電気工学 科卒

1931 生 1964 博士(同 大学)

1954

1959

東京大学電気工学科卒

工学博士

1967　　 　 同大学 教授(電 子工 学)
　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 1(
1969年 以来 、同大 学電子 技術研 究所長 、IC部 長 等 を

東京大学講師(電 気工学) 経 て現職(1974)に 至 る)

1960 同×学助教授(電 子工学)

1

　(研究分野)　固体素子技術、半導体計測技術、回路技

1971 現　職 術 、デ ィ ジ タ ル ・ア ナ ロ グ ・IC、 医 療 電 子

田　 中　 昭　二　　　　　　　 (スピーカ)

1

　　クル ト・ガル ブル ヒ ト　 　　 　 (スピーカ)

東京大学工学部教授 ジー メ ンス杜IC・ 電子部 品研 究開 発部 長

1927 生

1

　 1932 ヴイ ッ トシュ トックに生 まれ る

1950 東京大学工学部卒 1958 ドレスデン工科大学卒(電気通信技術)

1955 同大学院(応 用物理)修 了 同大学助教授

同大学工学部講師 1960 SEL、 フ ォ ル ツ ア イ ン　(ラ ジ オ リ レー ・シ ス

1957 同大学工学部助教授 テム開 発)

1959 プ ル ドウ大 学研 究 員(～1961) 1962 ジー メンス社 中央 研究 所(テ レコ ミュニ ケー シ

1968 現　職 ヨ ン)

高　橋　　　清
1965 博士(ミ ュ ンヘ ン工科 大学)

(1967以 来 、中 央 研 究 所 マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ ・シ ス テ ム ・

東京工業大学工学部教授
マ ネ ー ジ ャ 、 そ の 後 、 技 術 部 長 、 長期 コ ミュ ニ

1934 生 ケー シ ョン計 画部 門、半導 体工場 開発 部長 等 を
∨

1957 東京工業大学電気工学科卒 経 て現職(1979)に 至 る)

1962 同大学博士課程修了
ワル ター ・エ ングル

工学博士

同大学工学部助手
アーヘン工科大学教授、同理論電気工学研究所長

1964 同大学工学部助教授
ミ ヒ ャ エ ル ・シ ェ ー ド リ ヒ

(1973年 以来 、メキ シ コ国立 工 科大学 、サ ンパ ウ ロ大 学

客員教授)
クル ップ・ア トラ ス・エ レ ク トロニ クス社 開 発部 長

1977已 職
電子技術協会開発部長一

ハ ンブ ル ク大学 お よび ドイツ電子 サ イ クロ トロ

片　岡　照　栄
ン(DESY)に て物理 お よび コンピ ュー タ技

工業技術院電子技術総合研究所電子デバイス部長 術の研究

1929 生 生 1977 クル ップ社 会長(バ ー トル ト ・バ イツ)の 個 人

1953 東京大学電子工学科卒 1 アシ スタ ン ト

電気試験所(現電子技術総合研究所) 1980 現　職

1955 ロン ドン大 学大 学院 留学

1966 工学博士(東 京大学)

1978 科学 博士(ロ ン ドン大学)
`

(;瓢 墾瓢 謬灘藍:遍、鷲劉
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石　立　　　喬

日本電気株式会社電子デバイス事業グループ副技師長

A、

　 :

1932 徳島県に生まれる

1955 東京大学電気学科挙

日本電気(株)

1964 工学博士

(:㌶ 灘'メ モリ脚 繊')
1980 日本電 気ア イ シーマ イコ ンシス テム㈱

1983 現　職

小田川　嘉一郎

株式会社 東芝超LSI開 発推進本部副本部長

1929 生

1952 東京大学電気工学科卒

東芝マツダ研究所

1961 工学博士

1965 半導体事業部

(IC、LSI、VLSI』 開 発事 業 化)

(そ の後 、IC技術 部長 、副技師 長 を経 て現職 に至 る)

(研 究 分 野)VLSI(メ モ リ 、ゲー ト・ア レ イ ・カ ス トム

VLSI)お よび関 連 技術 の開 発

全　 体　 会 』議

児　玉 ・幸　治 ウ ー べ ・トー マ ス

通商産業省機械情報産業局次長 連 月;研究技 術 書箱4局 次 長

1

1934 広島県に生まれる 1938 ドレ スデ ンに生 まれ る

1957 通商産業省 1964 ミュ ンヘ ン大学 物理 学 科卒

1974 機械情報産業局情報処理振興課長
1965 AEGテ レ フ ンケン研究 所(ベ ル リン)

1975 官房企画室長
1967 特 許 庁 、連 月;プ レ ス ・オ フ ィ ス の コ ン ピ ュ ー タ

1980 機械情報産業局総務課長
・プ ロ ジ ェ ク ト ・ リー ダ ー

1969 OECD(パ リ)
1982 経済協力部長

1971 ボン首相 オフ ィス(行 政 改革 プ ロ ジェ ク ト ・グ
1983 現　職　　　　　　　.

ルー プ)

1973 連 邦研究 技 術 省。現 職 に至 る

ジ ー ク フ リー ト ・フ ォ ン ・ク ロ ー ジ ク

数学データ処理協会日本関係事務所長

1932 ポ ツダムに 生 まれ る

1952 カー ル スル ー工工 科大 学土 木工 学干斗卒

1964 博.以 同大 学)、 カー ル スルー 工工 科 大学 流体 力

学研 究所 、ア フガニ スタ ン技 術援助(水 管理 副

プ ロ ジ ェ ク ト長)

1969 OECD(パ リ)

1970 連川環境省(水 管理研究部)

1976 連月1研究技術省、外務省、在 日ドイツ大使館科学参三雛r

ユ982 現　職

6



目 次

1

2

3

4

5

6

7

プログラム

メ　ンバ　一

閲　 　　 　 　 会

開 会 あ い さ っ

来 賓 あ い さ つ

議 長 あ い さ つ

ペ ー ジ

フ ォー ラ ムの運 営 に つ い て

7.

7.2

7.3

出 席 者 紹 介

基　調　報　告

1 日本における情報化の現状 と将来展望

第5世 代 コンピュータ技術の研究開発動向

ドイツ連邦共和国における情報技術の将来動向

1

1

2

4

6

7

7

7
'

-

[
0

　

　

　

1

1

8・ ニ ュ ー メ ■ イ ア

　 8.1

　 8.2

　 8.3　 討 議 及 び ま とめ

開会 あい さつ及びメンバー紹介

当分野における研究開発動向の報告

3

り
0

5

7

9
臼

9
ム

9
ム

4

9,　 コ ン ピ ュ ー タ 54

10.半

　 10.1

　 10.2

　 10.3

　 10.4

導　　体

開会あいさつ及びメンバー紹介

当分野における研究開発動向の報告

討　　　議

ま　と　め

82

82

82

93

108

11　 全 体 会 議 ⑪

　 IL　 1　 各分科会報告

　 11.2　 総 括 討 議

112

112

120

7





1.開 会

進行役　　(財)　 日本情 報 処 理 開 発 協 会

　　　　　　　常務理事　中　山　隆　夫

2.開 会 あ い さ つ

主 催 者 代 表 　 　 日 本 貿 易 振 興 会

　　　　　　　 理 事 長　　赤　 澤　 璋　 一

　 クラウス ・ブレ ッヒ ドイツ連邦共和国大使閣下,ワ ルター ・エ ングル教授,大 木通商産業政務次官

並びに柳井東京大学名誉教授,御 列席の皆様,本 日ここに 日本情報処理開発協会,日 本電子工業振興

協会及び 日本貿易振興会の三者の共催の もとに,第1回 目独情報技術 フォーラムが開催 できることを

心か らうれ しく思いまするとともに,主 催者を代表いた しまして,関 係者の皆様に心か ら御礼 を申 し上

げます。

　本 フォーラ,ムは,昨 年8月,西 独研究技術省 リーゼンフーバー大 臣が,当 時の宇野通産大臣を訪問

し,会 談を され ました際に,情 報技術分野において両国の一層の緊密な協力関係 を構築 することを目

的 として,こ れ を設置す ることが合意 された もので ございます。

　近年,世 界における情報処理技術 と通信技術の進歩 は目覚 ましい ものがあ り,先 進各 国は急速 に高

度情報化社会へ と移行 しつつあ るの であ ります。 この分野の技術 は,今 後,先 進各国は もとより,発

展途上国において も社会,経 済 の中核 となる技術である と考 えてお ります。 われわれは21世 紀 を展

望 しなが ら,こ の分野の技術開発 に総力 を挙げて取 り組 まなければな りません。

　御列席の皆様,競 争のないところに技術の進歩はない とい うのが私のフィロソフィーであ ります。

その反面,技 術開発 の基礎的分野 にお きましては,各 国間で協力 し得る面 も,ま た,多 々あるのでは

ないか と考 えてお ります。

　最近,西 独政府におかれましては,1988年 ま で,30億 マルクの予算で実施をされ るきわめて意

欲的な情報技術の研究開発計画が決定をされたと伺 っております。 また,わ が国にお きま して も,
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1982年 か ら10カ 年 の計画で第5世 代 コンピュータ技術の研究開発 を開始いたしてお ります。

　　このような状況の もとに,両 国の著名な研究者,技 術者が一堂に会 し,情 報の交換,技 術の交流を

'行 います ことは,世 界の情報 化の強力 な原動力 である両国にとりまして,き わめて有意義 であると考

えてお ります。 と同時に,本 日のフォーラムは,こ うした国際的な技術交流の動 きに一層 のはずみを

与 え,世 界経済に大 きな貢献 をす る ものと思います。

　 私 どものJETROに お きまして も,近 年,世 界経済の再活性化に資す るため,産 業協力の推進,

技 術の交流の円滑化 といった事業 にそのウ ェー トを高 めてまい ってきてお ります。

　 最後 に,私 は,こ の フォーラムが実 りの多い もの とな り,こ れによって ドイツ,日 本両国の経済及

び技術の緊密化が一層図 られ ることを心か ら祈念 をいたしま して,私 の開会のあい さつといたします。

　　どうもあ りが とうございました。　 (拍 手)

3.来 賓 あ い さ つ

(1)通 商産業政務次官　　大　 木 浩　 先生

　 ブレッヒ大使閣下,赤 沢理事長 さん,エ ングル,柳 井両議長 さん,御 出席の皆様,本 日,こ こに日

独情報技術 フォーラムが開催 されるに当た りま して,通 商産業省 を代表い たしまして,一 言歓迎の あ

いさつを申 し上げます。

　私は,ま ず本 フォーラムの実現 に向けて多大 の努力をされたブレッヒ大使閣下 を初め とする ドイツ

連邦共和国の関係者の皆様方に対 し,深 い敬意 を表 したい と思います。 また,本 フォーラムに参加す

るために遠路 はるばる来 日され ました皆様方に対 し,心 か ら歓迎の意 を表 したいと思います。

　 さて,わ れわれ は,近 年の飛躍的な技術革新によって新 たな変革 の時代 を迎えよ うとしていること

を感 じてお ります。 この変革 は,単 に産業構造のみならず,広 く社会生活 や文化活動 を も包摂 して,

全世界に大 きな影響 をもた らす もの とな ることであ りましょう。特 にコンピュータ,半 導体等 の情報

技術の飛躍的進歩 と,そ の普及 による社会の情報化の進展 は,各 国の産業,社 会生活のあ らゆる分野,

さ らに国際社会へ も大 きな影響を与えつつ あ ります。

　 日独両国は,高 い技術力 と強い経済力 を有 し,国 際社会にお きまして指導的 な位置 を占めてお りま

す。両 国は,情 報技術の分野 にお きまして,次 の世代 の繁栄の ための基盤を整備するとい う先駆者 と

しての責務 を負 っていると申せ ましょう。従来 か ら両国は大学,政 府機関,産 業界等各界において情

報技術分野の研究開発 を積極的に進 めてまい りま した。 しか し,今 後両国が この分野 におけ る研究開

発 をさらに飛躍 させ,世 界 に貢献す るためには,両 国間のよ り緊密 な交流,協 力が不可欠で ございま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -2一



　昨年8月 の リーゼンフーパー大 臣閣下 と宇野通商産業大 臣とのお話 し合いの結果 に基づきま して,

両 国の産業界,学 会,政 府関係者 が一堂 に会 して直接意見や情報 を交換す る場 として,こ のたび本 フ

ォーラムが開催されま した ことは,ま さに時宜を得た もの と申せ まし ょう。通商産業省 といた しまし

ては,本 フ合一ラムの成果 に大いに期待を してお りまして,今 後 とも情報技術の分野 における両国の

交流,協 力を深めるべ く努力 してまいる所存 でございます。

　最後 に,今 回の会議 にご参加の皆様方に よる,活 発な意見交換 を通 じま して,本 フォー ラムが成功

をお さめ られ ます ことを,心 か らお祈 り申 し上 げまして,私 のあい さつの結び とさせていただきます。

　 どうもあ りが とうございま した。　 (拍 手)

(2)　 ドイ ツ連 邦 共 和 国 大 使 ク ラ ウ ス ・ブ レ ッ'ヒ博 士

　私は,本 日,皆 様方に,非 常 に小規模 ではあ りますけれ ども,ト ップレベルの産業界及び学会 との

間に行 われ る情報 フォー ラムにおいて,あ い さつで きることを非常に うれ しく思ってお ります。

　本 日は,日 本 と ドイツとの情報 フ ォーラムであ ります。現在の ところは フレーム ワークが非常に小

さいわけであ りますけれ ども,コ ミュニケーシ ・ンとい うのは非常に大 きな分野であ ります。 そして

今 回の会議が非常に有意義であ るとい うことを確信 してお ります6そ して,こ の機会 をか りま して,

よ り友情 を深め,理 解を深 め,協 力関係 を 日独両方で深めてい きたい と思 ってお ります。

　 43年 前 であ りますけれ ど も,最 初にプログラム されたディジタルコンピュータがで きました。 当

時,エ レク トロメカニ ック リレーを使 って行 ったわけであ ります。 そして,30年 前 にエ レク トロニ

クスの使用が広範に,ト ラ ンジスタとい う形で応用 され るようにな りました。 エレクトロニクス技術

は社会及び経済 に大 きな影響を与 えたわけであ ります。 とくに,日 本は工業力 を高 め今 日重要な輸出

国にな ったのです。 アメリカと同様に重要 な輸出国であ ります し,同 じことは ドイツに も言 えること

であ ります。

　 ドイツといた しまして も,こ ういった伝統的な強み,そ して世界市場 での工業力 を維持 してい きた

い と思 ってお ります。 そして,維 持 してい くためには,革 新的な新 しい技術を応用 していかな くては

いけないわけです。特 に情報技術 が重要です。

　私 ども日独両 国は共通の基盤に立 ってお ります。 と申しますのは,私 ど もは天然資源 を持 たない国

で,工 業国としての力 を維持 してい くためには,頭 脳に頼 らな くてはいけない。 そして国民の心に頼

らな くてはな らないのです。 イマジネーシ ・ンを生か し,知 的な力 を活用す ること,そ して貴重な経

験 を積み上 げること,こ れ らが私 どもの唯一の資産です。 そ して,こ の資産を活用 す ることにより,

継 続的に更新 してい くことで工業力 を維持 してい くのです。

　 情報技術の分野に戻 って考 えます と,ぜ ひ申 し上 げたい ことは,日 本 と ドイツとい うのはいろい ろ

な業績があ ります。 そ して同様な問題に遭遇 してお ります。いつ も同 じ問題 とい うわけではないけれ

ども,方 向的には同 じです。私は 日独 で行 われている努力 とい うのは,お 互いに補 完すべ き関係にあ
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るべ きだ と思 ってお ります。

　また,重 要な ことは,両 国は自由貿易 を擁護するとい う点 で非常 に共通 してお ります。友情 とい う

のはやは り相互に享受で きる ものでな くてはいけません。

　今回,日 本側は通産省,ド イツは情報研究者 をその主催者 といた しまして,科 学界及び産業界,政

府の代表の方が集 うフ ォーラムを開催することができたわけであ ります。 この会合に関 しま しては,

ハ インツフィーバーさんが非常に大 きな尽力 をいただきまして,今 回の第1回 の フォーラムの開催に

こぎつけたわけであ りまして,感 謝 申 し上げます。

　私がいままで申し上げていたことであ りますけれ ども,現 在の 日本 と ドィッとの関係は非常によい

ものであります。 そして,将 来 も開発 を目指 して,お 互いに考 え合 い,進 んでい きたいと思 ってお り

ます。

　 この技術的な開発 とい うの は,企 業の努力だけではで きない ものであ ります。 したがい まして,こ

こで重要 になることは,科 学の学術学会 といったような もの も,プ ラス産業界 とがお互いに協力 をし

合いまして両 国間で交流 し合 う。 そして,準 備万端整 えて,そ れぞれの興味において仕事 をす るこ と。

それは協力を進 めることであ り,か つ,協 力的精神に基づいて その友情的 な関係 を築 き,お 互いに幸

福 をもたらす とい うことで,こ れに向かって働いてい く必要が あ ります。

　 日本の皆様方及 び柳井先生 とエングル先生,両 議長 でい らっしゃいますけれ ども,こ の方々に対 し

ま して心か ら御礼 申 し上げます。 この ように完壁なフォーラムを御用惹 くだ さって どうもあ りが と う

ございま した。

　 終わ りに,新 しい,そ して有望な共同事業の可能性が追求 されることを願 ってやみません。

そして,両 国の科学技術の きずなを一層深 めることになることを願 ってお ります。

　 どうもあ りが とうござい ました。　 (拍 手)

4.議 長 あ い さ つ

(1)ド イツ側議 長 　 エ ン グ ル 教 授

初めに,児 玉氏が代表 としてお越 しになっている日本政府 と,ト ーマス氏がお越 しにな ってい る ド

イツ政府に御礼申 し上 げます。

　皆様の御努力のおかげで,今 日ここに集 まることがで きました。 そうして,こ の輝か しい席上 に数

多 くの両国の古 きよき友の顔が見受け られることをとて もうれ しく思います。

　 ことに半導体科学の同僚である柳井教授に再会できたことを非常 に喜んでお ります。 ごらんの とお

り,柳 井先生 は,退 職な され ましたが,い まで もとて も忙 しい人物でい らっ しゃいます。 そのため,

残念なが ら,い まだに私た ちはアーヘンの町で日本料理のお店を開業することができません。(笑 声)
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　私 は,先 生のよ うに若 い ときに外 国語を現地で勉強する機会があ りませんで した。 このよ うに聞き

取 りに くい片言の 日本語 であることをお許 しくだ さい。皆様の鼓膜が破れて しまう前 に,わ れわれ科

学者の国際的共通語であるブロークン ・イング リッシュに移 りたいと思います。　 (拍 手)

(2)　日本側 議 長 　 柳 　井 　久 　義 　教 授

　 ただい ま,紹 介いただきま した柳井 でございます。

　 エングル先生初め ドイツ側の代表 の皆様及 び大木政務次官,児 玉次長,日 本側の代表の方 々,お 早

うござい ます。

　 ただい まエングル先生が 日本語でお話 しにな りまして,こ れは しまったと思 っているんでございま

すが,そ うす ると私 もドイツ語であいさつせ ざるを得なか ったんでござい ます。 けれ ど,ま さか ここ

まで勉強 してこられ るとは思 いませんでした ものですか ら,日 本語 で用意 をいたしま した関係上,日

本語 でごあい さつさせていただきます。

　 いずれに しましても,今 日,科 学技術は非常に 目覚ましい発展 を遂 げてお りまして,特 に本 日問題

にな ります最近の半導体,コ ンピュータ,通 信の分野 とい うのは,21世 紀 に向けま していま非常に

革新的な変革を遂 げてるところで ござい ます。

　一方において,情 報 とい うものは,材 料,エ ネルギーと同様に,わ れわれの生活 に とって非常に基

本的 な問題で ございま して,こ れの革新的な進歩,発 達 とい うものが,今 日では情報革命あるいは第

2次 産業革命 とさえいわれているようなわけだと存 じます。

　 こうい う意 味で,情 報技術 とい うものが,技 術的のみな らず,社 会的に見 て も本質的な重要性を持

ってお ります。 したがって,こ うい う問題 を進歩,発 達 させ てい くとい うためには,ひ とりわが国の

みな らず世界各国の技術者あるいは研究者が積極的に協力 してい くことが必要 ではないか と思います。

　特 に,日 独両国 とい うのは,こ の方面の技術分野において も非常に高い水準にあるわけでございま

す。 両国は世界的に見 まして も先進工業 国 として大変似た立場に ございます。一方 において,歴 史的

な背景 とか文化,言 語,あ るいは物の考 え方 とい うような ものにな ります と,今 度 は非常 に異 ってお

ります。 むしろコンプ リメンタ リーな ものではないかと考え られます。

　 このよ うな両国を考 えてみます と,お 互 いに コンプリメンタリーであるとい う特徴 を生か しまして,

足 らない ところを補 ない,相 手の特徴を生か して,両 国でお互いに協力 し合 うとい うことは,あ る意

味では非常に条件がそろってるん じゃないか と存 じます。

　 このよ うな背景の もとで,こ のたび 日独両国政府の首脳の方々が,情 報技術の分野 で幅広い情報の

交換 と,そ れか ら両 国の学会,産 業界等 を代表す る指導的な方々の交流を通 じて,研 究面 あるいは産

業面で緊密な協力を行い,こ れが今後の世界 的な発展に寄与するために,今 回,こ の ようなフォーラ

ムを企画 されたとい うことは,ま ことに時宜 を得 たことではないか と存 じます。

　 このよ うな重要な意義を持 ちます フォーラムで,本 日私が 日本側の議長を務め させていただ くとい

一5



うことにな りましたことは,ま ことに光栄の至 りでござい ます。で きるだけの ことをいたしたい と存

じてお ります。

　 ことに,西 独側の議長 を務めていただ きますエングル教授 とは,非 常 に長い間のおつ きあいでござ

いまして,西 独側 のメンバーの方 々で もそのほかにかな りよ く存 じ上げた方が数名 おられ ます。 そん

な ようなことか ら,今 回のフォーラムは非常にスムースに進めてい けるのではないか とい う期待 を持

ってお る次第 でござい ます。

　 ただいまエングル先生が 日本語 でお話 しいただきましたの で,本 当は皆様 日本語 でや っていただけ

　 　 　 　 　 　 も

るとわれわれにとっては非常に好都合な ことではございますが,残 念な ことに,ド イツの方 々に 日本

語 で とい うのは無理 か と存 じます し,そ れは もちろんわれわれに も言 えることでござい まして,わ れ

われが ドイツ語 でやれない ことその ものが非常に遺憾 なことなんで ございます。

　 しかし,い ずれに しまして も,情 報 とい う問題 を取 り扱います場合 には,ど うも言葉の問題 とい う

のが非常に重要 ではなかろ うか と。要 するに,情 報の交換手段 とい うのは言葉が基本にな ってお りま

して,わ れわれが物を考 えるのは言葉 で考えてお りますので,言 葉 とい うものが非常に重要な要素た

なっているか と存 じます。 その点で,お 互いに言葉が話 し合 えない とい うことは非常に残念なんで ご

ざいます。 また,通 訳 をいたしますのに英語 を使わ ざるを得なかったとい うもの も,こ れまたま こと

に残念なんでございますが,そ の辺の事情 をお察 しいただ きまして,本 日これか ら,特 に きょうの午

後の分科会等 でのデ ィスカッシ ・ンを,言 葉の足 らない ところを十分な説明でお互いに補い合って,

十分な理解を した上で協力関係 を進 めてい くということがで きます ことを心か ら期待いた します。

　 今回のフ ォーラムでは,両 国の緊密な協力 をしてまい ります ために,第 ユ回の ものでございますの

で,情 報の交流 とい うのが どのようにすれが効果的な ものになってい くか,そ れか ら,'研 究 開発 上の

協力体制 とい うような ものは どんな形で進め られるのが適当なんだ ろうか,あ るいは,産 業界の協力

体制をとる とすれば,ど の ような形 がいいんだろうか,こ の ような問題 を検討 してみていただ くとい

うことが目的ではないか と思いますが,そ れに対 して,本 日1日 でございますので,大 変短いのです

が,あ る程度の指針が得 られれば非常に幸いではないか と思 ってお ります。

　 西独側の議長のエ ングル先生を初 め,西 独側の参加者の方 々及び日本側の参加者の方々の積極的な

御援助によりまして,目 的 とす ることが達せ られます ことを祈 りまして,簡 単でございますが,あ い

さつにかえさせ ていただきます。

　 どうもあ りが とうございま した。　 (拍 手)

5.フ ォ ー ラ ム の 運 営 に つ い て

柳 井 議 長 　 　恐縮 でございますが,こ れか ら私 が進行役 をさせていただきます。
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　 一応お手元 にござい ます プログラムに沿 って進 めさせていただ きます。

　 先ほ どエ ングル先生 とも御相談いたしましたんですが,大 体は私が進行役 を務 めさせていただきま

して,必 要に応 じましてエングル先生 と御相談 させていただ くことに したいと思 います。 よろ しくお

願 いいたします。

　 日独情報技術 フォーラムとい うものは,ド イツ側 と日本側両国の研究開発の状況につきまして,先

ほ どもお話がC"ざ い ま した ように,情 報交換を年1度 ぐらいの割合で進め,交 互 に両 国で開催 してい

くとい うことが一応基本的に決まってお ります。

　 本 日は,第1回 とい うことで ございますので,午 前中は基調的なお話,午 後は,始 めに分科会を開

催 いた し,そ の後全体会議で御討論いただ くとい うことに してお ります。

　 午前中の基調講演は,通 産省の児玉 さん,東 京大学の元岡先生,そ れか ら西独の研究技術者の トー

マス さんか らの3人 にお願いいた します。

　 午後は,1時 か ら3時15分 まで,ニ ューメデ ィアと半導体,及 びコンビ。ユ一 夕の3つ の分科会に

分 かれまして御討議いただきまして,そ の後,3時35分 ぐ らいか ら再度 皆様にお集 まりいただいて

全体会議 をして,分 科会 の御報告をい ただ き,総 括的な討議 をいたしまして,一 応の本 日の結論 を出

したい と思います。

　 これについて,エ ングル先生,よ ろしゅうございますか。 一 　　どうもあ りが と うございま した。

6.出 席 者 紹 介 (　 省　　略　 )

7.基 　 調　 報　 告

7,1　 日本におけ る情報化 の現状 と将来展望

講 師　 通商産業省機械情報産業局次長 児　玉　幸　治

　 ブレッヒ大使閣下,エ ングル先生,柳 井先生,並 びに御列席の皆様,第1回 の 日独情報技術 フ ォー

ラムが開催 され るに当た りまして発言の機会 を得ました ことを大変光栄に存 ずる ものであ ります。

　 この会合の開催につ きましては,先 ほどか らお話が出てお りますように,昨 年,リ ーゼ ンフーバー

研究技術大 臣が訪 日され,宇 野通産大臣 との会談が行われま した際 に合意 を見た ものでござい ます。

それか ら今 日まで,こ の会合 を開催す るために 日独両国の関係者が払って こられました御努力に対 し

まして,ま ず心か ら敬意 を表す る次第で ございます。
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　さて,皆 様,世 界はいま,高 度情報化社会に向けて新たな胎動 を始めようとしてお ります。 コンピ

ュータ,半 導体 な どの情報関連技術の革新は,世 界経済の再活性化の原動力 となるとと もに,社 会の

あ らゆる分野の情報化を促 し,人 間性 あふれ る豊かな社会の構築に貢献することが期待 されてお りま

す。

　 この ような時期に本 フォーラムが開催 され,日 独両 国間の情報技術分野の交流 が行 われ ることは き

わめて意義深い ものであ ります。

　本 フ ォーラムの開始 に当た りまして,ま ず,わ が国における情報化の現状を紹介す る とと もに,

高度情報化社会を実現 してい くための課題 について検討す ることによ り,本 日の議論の 口火 を切 るこ

ととしたい と思います。

　 日本 は,1960年 代 後半か ら1970年 代 にかけま して,産 業界におけるコンピュータ導入 を中心

とす る情報化,い わゆる第1次 情報化革命を経験いたしま した。 しか し,そ の後,超LSI,マ イ ク

ロコンピュータな どの情報処理技術 と,光 ファイバー,通 信衛星 などの通信技術の飛躍的発達 とその

結合によるネ ットワーク化が進んで きてお ります。

　 その結果,わ が国は,第1次 情報化革命 とは質的に異なる広が りと内容を持つ,第2次 情報化革命

とも呼ぶべ き新 たな段階を迎 えつつあ ります。 この第2次 情報化革命には次のような特色があ ります。

まず第1に,情 報化はこれ までの拠点的な展開か ら面的な展開へ と一層広範に展開 しつつあ ります。

すなわ ち,こ れまでのコ ンピュータ利用は,産 業界 を中心に進んでまい りましたが,現 在では社会 や

家庭へ も広が りつつ あります。今後,情 報化は,都 市部のみな らず地方 も含め社会のあ らゆ る分野,

あ らゆる局面において一層広範 に,か つ深 く浸透 してい くものと思われます。

　 第2に,情 報化の内容 も質的に高度な ものになりつっあ ります。従来 コンピュータは単純な計算,

単 純な事務処理 に主 として使われてお りました。 しかし,コ ンピュータが高性能化するとともに,ネ

ットワーク化 されることによ って,現 在では より高度な利用が可能 とな りつつあ ります。

　 第3に,こ の ような情報化の進展 に際 して双方向CATV,ビ デオテックス等のニ ューメデ ィアが

きわめて重要な役割 りを果た してい くと予想 されます。 この ようなニ ューメディアは,多 様 な情報 シ

ステムを構築 してい く際の重要なツール として位置づけ ることができます。 もとより,高 度情報化社

会の実現 は必ず しも自明の ものではあ りません。今後,産 業,社 会のあ らゆ る分野におけ る情報化の

円滑 な進展 を図るためには,幾 つかの課題 に対 し的確に対応 してい くことが必要 であ ります。

　 このよ うな観点か ら,高 度情報化社会 を実現するための課題 を整理 してみます と,次 の6点 が重要

であると考え られ ます。第1は 技術開発 の推進 であ ります。第2は インフラス トラクチ ュアの整備で

あ ります。第3は 制 度的 な基盤の整備であ ります。第4は パブ リック ・アクセプタンスの形成であ り

ます。第5は 情報開運産業の基盤整備 であ ります。第6は 国際的な展開の推進で ございます。以上の

6点 につきま して具体的に説明をいた します。

　 まず第1に,情 報化推進の原動力 となるのは,何 と申 しまして も技術開発 で ございます。今後,情
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報 システム,ソ フ トウェアに対す るニーズはます ます高度かつ多様な もの となることが予想 され ます。

このため一層の技術開発 に取 り組む ことが必要 であ ります。

　 わが国においては民間部門が主体 となって技術 開発 を行 ってお ります。 しか し,社 会的 ニーズが高

いに もかかわ らず開発期間が長 く,所 要費用 が莫大 であるため,円 滑な研究開発 を期 しがたい場合 も

あ ります。 この ような場合には,市 場 メカニズムを補完 する立場か ら政府 みずか らが技術開発 を行い,

または民間の技術開発に対 して支援を行 ってい くことが必要 と考 えております。

　 また,特 に重点的 に取 り組 むべ き技術開発 のテーマとしては,次 の5つ を挙げることがで きるので

はないか と思います。第1は 知識情報処理のための技術開発であ ります。音声,文 字,図 形,画 像な

どによる高度なマ ン・マシン ・インターフェース技術,コ ンピュータの適用分野の飛躍的な拡大 を可

能 とす る知識情報処理 コンピュータ,す なわ ち第5世 代 コンピュータの開発が重要で ございます。

　 第2に は,イ ンターオペラビリテ ィ確保 のための技術開発 であ ります。 これは,近 年の技術革新の

結果,従 来独立 して用 い られてお りま した コンピュータ等の機器,シ ステムが相互に接続 されネ ット

ワーク化 してい く傾向が強まって きてお ります。 このため,技 術開発の初期の段階か ら機器,シ ステ

ムの相互運用性 ,す なわちインターオペ ラビリテ ィの確保を図 ってい く必要性が高まってきてお りま

す。具体的には機器,シ ステム間の相互接続のための標準 インターフェース,標 準 プロ トコールの開

発,標 準化 されていない機器 を接続 するための変換 システムの開発な どについて重点的に取 り組 んで

い く必要があ ると思われ ます。

　 第3は 高度化 ・大容量化のための技術開発であ ります。今後,情 報に対するニーズは音声か ら映像

へ とシフ トしてい くとと もに双方向化へ の要請が高 まってい くと思われます。 これにこたえるために

は,光 フ ァイバー通信 を中心 とした一層 の高速大容量伝送技術,高 速ディジタル交換技術 などについ

て,基 礎技術 を含め十分研究を行 ってい く必要が あ ります。

　 第4は,情 報 ソフ トウェア作成の容易化のための技術開発 であ ります。高度情報化社会における多

様な情報 ニーズに こたえてい くためには,良 質 で豊 富な情報 ソフ トウェアを迅速 に作成 することが必

要 とな ります。 このため,今 後,情 報 ソフ トウェアの作成の能力の拡大,作 成の容易化を技術開発面

か ら支援するための情報入力技術,画 像処理技術,情 報記録技術な どについて重点的に開発する必要

があると考 え.ます。

　第5点 はセキュリティ確保の ための技術開発であ ります。企業機密や プライバ シーな どの漏洩,あ

るいはシステムダウンによる企業活動,社 会生活へ の重大な支障を防止するため,高 信頼化技術,暗

号化技術,個 人 識別技術の開発 を推進す る必要があ ります。

　次に,第2の 課題はインフラス トラクチ=ア の整備であ ります。光 ファイバー網等のインフラス ト

ラクチ ュアは整備 に膨大な投資 と長期間を要す るものであ ります。 このため,将 来に向けての技術 の'

進 歩,需 要の動向 を見通 して先行的 に整備 を図 っていくことが必要 であります。 また,情 報網 システ

ムが提供す るサー ビスはインフラス トラクチ ュアに規定 されることとなるため,そ の整備に当たって

9



＼

は利用者のニーズを的確 に反映 させた もの とす ることが重要であ ります。

　第3の 課題は,制 度的な基盤の整備であります。御承知のように,現 在のわが国の通信制度は公衆

電気通信業務を公社独占とする一方,通 信回線の利用に関 してもさまざまな制約が残存してお ります。

しかしなが ら,高 度情報化社会を実現するためには,民 間事業者の創意 と工夫を最大限に生かすこと

のできる自由な活動基盤を整備する必要があ ります。

　 このような観点か ら,政 府は日本電信電話公社を民営化するとともに,従 来の公社独占分野に競争

原理を導入することとし,政 府部内の調整を得て,日 本電信電話株式会社法案及び電気通信事業法案

を国会に提出したところであります。また,単 に通信関連法制の見直しのみならず,ソ フトウェアの

法的保護の確立等,高 度情報化社会にふさわしい新たなルールづくりに政府を挙げて積極的に取 り組

むことが必要であります。

　 第4の 課題は,パ ブリック ・アクセプタンスの形成 であ ります。情報化の進展 による急激な変化は,

情報化社会に対す る漠然 とした不安を生ぜ しめ るゆえん と もなって お ります。 また,管 理社会の弊

害 を懸念する向 きもあ ります。 さらに,コ ンピュータ ・セキュリティの問題,あ るいはプライバシー

の問題 を指摘す る声 もあ ります。 これ らは情報化の進展に伴 ういわば影の部分 であ りますが,高 度情

報化社会への道 は国民的な コンセ ンサスによって選択 されなければな りません。情報化について正 し

い認識を酒養することによってパ ブリック ・アクセプタンスを形成す ることが きわめて重要であ りま

す。

　 第5の 課題は,情 報関連産業の基盤整備であります。情報の収集 ・作成から利用までの情報関連産

業の各部門は相互に密接な関係を持 ってお ります。 このため,情 報化が健全に進展 してい くためには,

情報関連産業 の各部門 とも産業全体の成長の降路 となることなく,い わ ば相互に助長す る形 でバランス

の とれた発展 を遂げることが重要であ ります。 この ような観点か ら現状 を見 ました場合,た とえばデ

ータベース等 の情報収集 ・作成部門の充実 を図 ることが必要であ ります。

　 最後の6番 目の課題は国際的な展開の推進 であ ります。情報化 はい まや世界的な広が りを もって進

みつつあります。 したがって,情 報化を進めるに当たっては,国 際機関における協力や産業協力,技

術交流等 を推進す ることに より,世 界の情報化に貢献 してい くことが必要 であ ります。 このよ うな意

味か らも,今 回の フォーラムは きわめて意義深い ものであ ります。

　 以上,高 度情報化社会 を実現するための6つ の課題 について述べてまい りました。 いずれの課題 も

きわめて重要であ り,か つ相互 に関連す るもの もた くさんあ ります。 また,こ れ らの課題 を解決 して

い くことは必ず しも容易 ではありません。 しか し,日 独両国が互いに連携 して共通 の課題 に取 り組 め

ば,高 度情報化社会の実現 に向 けて大 きな1歩 を踏み出す ことは十分可能 であ ります。われわれ通商

産業省は,今 後 ともこの ために全力を傾けて努力 してまい りたいと考 えてお ります。

　　どうもあ りが とうござい ました。　 (拍 手)
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7.2　 第5世 代 コン ピュ ータ技 術 の研 究 開発 動 向

講 師　東京大学教授　元　岡 達

　 第1回 の情報技術 フ ォーラムで第5世 代 コンピュータの開発状況をお話 しする機会 を持つ ことが で

きました ことを非常に光栄に存 じます。 ただ,こ の話 は私 も何辺かや りまして,も うす でに何人かの

方 はお聞 きになってい る話になるか と思いますけれ ど も,ご 存 じない方 もい らっしゃると思いまして
,

余 り開発研究 の細部にわたりませ んで,こ のプロジェク トの考 え方を中心 にお話 ししたい と思 います
。

　 ご存 じのよ うに,第5世 代のコ ンピュータと申 しますのは,1990年 代 に世界で使われ るであろ

う代表的なコンピュータとい うものを考 えま して ,そ れについて日本の政府が どうい う研究開発 をサ

ポー トす るか とい うことか ら始 まったプロジェク トであ ります。 その段階で どうい う問題が現 在の コ

ンピュータ技術 にあるかとい うことをまとめたのが このプロジェク トです
。 まず第1に,プ ログラム

をつ くることの困難性か ら来 てい る問題です。 コンピュータを使 うことにおけるいろいろな問題点が

あ ります。2番 目には,い わゆるソフ トウェアの危機 と呼ばれる問題 です
。ソフ トウェアをつ くるの

に非常に多 くの労力 を要する,あ るいはなかなか思 ったようなソフ トウェアがで きない とい う問題が

あ ります。

　 3番 目の問題 としまして,人 間にとって自然 な情報の交換 手段であ ります手書 きの文字を読 むとか

あるいは音声であるとか図形 といった ものをコン ピュータに理解 させ るとい うことを考えた ときに
,

コ ンピュータの能力 が非常に不足 しているとい う問題 であ ります
。4番 目には,現 在普通 に使われて

お ります シーケ ンシャル ・コンピュータとい うものの動作速度 とい うものの限界が見えて きたとい う

ことが挙げ られます。

　 これ らのいろいろな問題点を克服す るために,現 在われわれが使 うことがで きる技術 として どうい

ったものがあるか とい うことを考 えてみます。 ソフ トウェアの方面 では
,ソ フ トウェアの生産性 を向

上するためにソフ トウェア ・エ ンジニア リングとい うのがかな り研究 されて
,い ろいろいい アイデア

が出てお ります。 それか ら,VLSI技 術 を使 うことに よって,非 常に複雑な コンピュータを安 くつ

くることが できる可能性があ ります。

　 そ ういったコンピュータをつ くるための新 しいアーキテクチャについて もいろい ろな提案があ り,

た くさんのVLSIで つ くられたコンピュ　一ータを並列に走 らせることによって
,高 い処理速度 を実現

で きる可能性が ります。

　それか ら,プ ログラ ミング言語を考 えてみまして も,ロ ジ ックプログラ ミングとい うように,従 来

の言語 がプロセデ ュアーを記述するのに対 して,ス ペシフィケーシ ョンを記述す るのに近い よ うなプ

ログラムの方式 とい うものが実用化 され る可能性が見えてきてお ります
。 それから,数 値以外のいろ



いうなデータ,人 間が 臨 生活で使・てお ります文章であるとかいろい ろな図形 とい ・たような もの

を解釈 して人間の頭脳活動 をサポー トす るような人工知能,ア ーティフィシャル ・インテ リジェンス

と呼ばれ てい る頒 で も多 くの成果が出てお り,・ うい うもの 繰 大成する・とによ・て第5世 代の

コンピュータ として新 しい応用面が開け ると考えてい るわけであ ります。

　いま申 し上げましたような観点か ら,1979年 と1980年 に第5世 代の コンピュータとしてどうい

。た ことを研究すればいいか とい うことを,こ こにあ りますよ うな組織 をつ くりまして研究 したわけ

であ ります。 きょう,こ の中でアーキテクチ ャの方の ワーキ ングループを指導 された相磯教授,そ れ

か ら理論面 のグループを指導 された渕 さんが見 えてい ます。

　 一 言 で 言 え ば,第5世 代 の コ ンte　a－ 夕 を 使 っ てKIPS－ こ れ は ナ リ ッ ジ ・ イ ン フ ォ メ ー ン ・

ン.プ 。セ 。シング.シ ステム とい うことであ りますが 一 を実現 しようとい うわけであ りますが・

KIPSを 実 現す ることによって何が できるか。大 きく分 けて2つ あ りまして,1つ は フレン ドリー

なコンピュータ,だ れ にで も使いやすいコンピュータを実現 しようとい うのが1つ であ ります。

第2は 新 しい応鮒 野を開拓 してい こうとい う・とで励 ます・ その新 しい応用分野 とい うのは・

数値計算以外のいろい ろな人間の活動 をサポー トするような分野 を考 えているわけであ ります。

まず,使 いやすい・ンピ一 夕としま して{よ,一 般の専門でない人た ちに も広 く・ンピ一 夕棚

えるようにす る。 そのために必要な問題 としては,そ うい う人 たちに とって 自然な マン ・マシン ・イ

ンターフェースを実現す るとい うことと,そ れか ら,自 分が解 きたい問題を与えれ ばそれに対する解

答 を。ン ピ。一夕の方でサジ 。ス トするようなサ紅 ト・・テムを実現す るとい うことであ ります・

　 専門家 にとって使いやすい システムとい う観 点か らお話 しします と,そ れはプログラ ミングの しや

すいee境 趨 偏すると・Yうこと,い ろ・・うな願 のイ・ター・・一ス報 えるよう}こす る・ それか ら

既存 のソフ トウェアを利用で きるようなシステムをサポー トす るとい うことであ ります。

　　もう1つ のね らい としてい る・ンピー タの新 しい応用 としましては・い ろいろな知的働 をコン

ピュータにや らせるとい うことが考え られます。 その代表的な もの として自然言語の処理 であるとか,

自然言語の アンダースタ・デ,ン グとい う噸 があ ります・ 日独両国間の語 の翻訳が蹴 によ・て

行われ,そ れが実時間で行われれば,こ の・ ・一ラム もわれわれに と・てほる旅 カンフ ・タプルな

　フォーラムになるだろうとい うわけであ ります。

　　それか ら設計の ような問題.い ろいろな プランニングも入るわけであ りますが・そ うい う もの に も

専門家が持 。ている知的 腰 勲 加 え聞 しいCAD・ ・テムとい うような もの を実現す る・あ るいは

　い ろい ろな システムの信頼度 を上げ,修 理 を容易にするための ダイァグノシスのための コンサルテー

シ。ン.シ ステムとい った もの をつ くる.あ るし・は,プ ・グラ ミングのソ・ トウ・アをつ くるとい う

ことが太 き媚 題 にな。てお りますが,そ れの下の方の ・ベル鮒 しては自動的}・プ・グラ ミングを

行 うとい うことがで きるようなシステムをサポー トしたい と考 えているわけであ ります・

　　 こ うい う使いやす さと新 しい・プ リケーシ ・ンを実現す るためには・知性を持 ・たインテ リジ・ン
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トなプログラムとい うものを実現す る必要があ ります。 そのインテ リジェン トなプログラムを走 らす

ために,コ ン ピュータの方 としてはインフェレンスを行 う機能,そ れか ら,知 識をマネー ジメン トす

る機能 といったものが必要 になって くるとい うわけであ ります。

　 いま申 し上げま したことをだいたいの図で示す と,判 り良 くな るのではないか と思いますが,こ の3

つ のサー クルの真ん中のサークルは大体 ソフトウ ェア ・システムをあ らわす ものであ ります
。右側の

サークルはハー ドウェア ・システム。左側 はこの システムを使 うユーザーを考 えてい ます
。 この図で

言 いたい ことは,ユ ーザー側が ソフ トウェア ・システム との間で使 うインターフェース として
,自 然

言語であるとか,画 像 とい ったような ものを扱 う。 そ うしますと,自 然言語 を例 にと ります と,自 然

言語についての知識を使いなが ら解析 して,コ ンピュータの中で取 り扱いやすいよ うな仕様 に変換す

るわけであ ります。

　 このサ ークルの上半分 が知的なプログラ ミング ・システム,下 半分が知識ベース ・システムをあ ら

わ していて,そ の中心 となる問題理解 を考えます と,こ の内部の仕様 を知識を使いなが ら解析 して,

それを処理す るための処理の仕様に変換 するわけであ ります。

　 こちら側はマシンのハー ドウェア ・システムをあ らわ しているわけで,そ こにイ ンファレンス ・マ

シンがあるわけで,そ の インファレンス ・マシンが理解 できるよ うなロジック ・プログラ ミング ・ラ

ンゲ ージに対す るような プログラムを シンセシス するとい うことが ここで行われ るわけであ ります
。

そのためにはマシンについての知識 とい うものを使 って プログラムの シンセ シス と
,そ れか らオプ

ティマイゼーシ 。ンが行 われ る。 このインファレンス ・マシンが いろいろな シンボル ・マニピュレーシ

・ンマシン,あ るいは数値計算用のマシン,デ ータベース ・マシンといったよ うな もの を使 って計算

を して,そ の結果が またこの道 を通 ってユーザーの方にわか りやすいレスポ ンスとして戻 され るとい

うようなイメージをあ らわ した図であ ります。

　 現 在 の コ ン ピ ュ ー タの ハ ー ドウ ェ ア と い う の は こ の 部 分 を サ ポ ー トして い る。 ソ フ ト ウ ェ ア は,物

によって異 りますけれど も,現 在の マン ・マ シンの インターフェースとい うのは
,人 間 との インター

フェースとい うのは こういった ところにあるんだろ うと思 います。ハー ドウェアのサポー トによ りま

してこの辺の ところまで,人 間の方へ八一 ドウェアが近 づいて くる。 そして
,そ の上にかぶせたソフ

トウェアによって人間 とマシンとの間のインターフェースは ,こ ういった人間にとって非常 に自然 な ものに持

ってい こうとい うのが基本的な考 え方であ ります。

　 KIPSを 実 現す るために,わ れわれはVLSIの 技 術,そ のVLSIを 有効に使 うためのハイ リ

ーパラ レルなコンピュータ ・アーキテクチ ャとい うもの を使 いまして,ロ ジック ・プログラ ミングが

効率 よ く実現で きるインファレンス ・マシン,そ れか ら知識 を効率 よくマネー ジで きる知識ベースの

マネージメン トシステム とい うものを実現 して
,そ の上で知識情報処理を実行 しようとい うわけであ

ります。

　ただい ま説 明 しましたよ うな構想 を実現す るために,現 在通産省(MITI)の プ ロジェク トとし

一13一



て実行 されてい る体制を説明 します と,新 世代 コンピュータ技術開発機構(ICOT)と 呼 んでお り

ます組織 を設立 してお ります。 この研究所 の所長 が渕 さんです。

そこにいろいろな リサーチ ・インステ ィテユー ト,そ れか らコンピュータ ・インダス トリー,そ れか

ら大学 とい うものが協力 して行 っていますpMITIの 中 にア ドバイザ リーコ ミッテ ィがあ り,こ れ

が,中 心 にな って全 プロジェク トの推進 をサ ポー トしてお ります。

　 これはこの説明 とほ とん ど同 じよ うな ものであ りますが,MITIが 一 括 してICOTと コン トラ

ク トを結 んで,そ のICOTが,そ れ以外 の,こ れはMITIの 研究所であ ります電子技術総合研究

所(ETL),そ れか ら電電公社の電気通信研究所(ECL)の 研究所,そ れか ら産業界,そ れか ら

いろいろな振興機関,例 えば日本情報処理開発協会(JIPDEC))　 日本電子工業振興協会(JE

IDA)な どの第3セ クターか ら人が集 まってICOTを 支 援 しているとい うわけであ ります。

　 大学はいまの この 説 明 の中に含まれていないのにお気 づきかと思 います。大学の研究者はアドバイザ

リー ・グループとい うのに属 して,そ れを通 してICOTの 研 究に協力 しています。 このプロジェク

ト・プ ロモーシ ョン ・コ ミッティの もとにパ ラレル ・プロセ ッシング ・メカニズムを中心 としたア ド

バイザ リー ・グループ,そ れか らFGKLと 書 いてあ りますのはカーネルランゲージで,ハ ー ドウェ

ア とソフ トウェアの境界 を決 める新 しい ランゲージをここで考 えようとしています。 それか ら,こ の

ランゲ ージ ・プロセ ッシングというのはナチ ュラル ・ランゲー ジの アンダースタンディングとヵ・プロ

セ ッシングであ ります。 それからコンサルテーシ 。ン ・システム,そ れか らコンピュータの基本的な

いろいろなセオ リーを研究 するグル ープ,そ れか ら,こ れはロジック ・プログラ ミングの ような新 し

いソフ トウェア技術 とい うもの を普及 させ る活動 をどうや った らいいか とい うことを考 えるグループ

として あ ります。

　 その ほかに,コ ンビ'一 夕の技術 の もうちょっと,第5世 代 に限 らない広い範囲 について調査研究

す るグループとして ニュー トレンドを研究するグループ。 これは相磯教授が担当 してや っておられま

すが,そ れか らソーシャルインパク トを研究するグループ。 これは唐津 さんが担当 して研究 をしてい

ます。

　 この第5世 代のプロジェク トは,一 応10年 計画 とい うわけで,初 期のステー ジと中間,そ れか ら

最終 ステージと,3段 階 に分けて考えてお ります。現在,ま ず この第1段 階の初期 ステー ジが,1984

年 度 に一応終わることになってお ります。 その成果は この11月 にFGCS,84と い う インターナシ・

ナル ・コンフェレンスを開 きまして,そ こで報告す る予定です。

　 R&Dの 計 画概要 を説明いたします。 大 きく分 けましてインファレンス ・マシン,そ れか らナリッ

ジベース ・マシン,そ れか ら,ツ ール と書 きましたのは,ソ フ トウェアを開発す るための,ソ フトウ

ェアのR&Dの ためのツール として考えてい るものです。 イ ンフ ァ レンス ・マシンとしてはパラ レ

ル.イ ン フ ァ レンス ・マシンとい うのの基礎的な研究 をやってお りまして,そ れが中期につながっ

て い く。
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　それか らナリッジベース ・マシンについては,現 在の ところは リレーシ ョナル ・データベース ・マ

シンをつ くりま して,そ れを中期でナ リッジベース ・マシンに変えてい く。 それか ら,ツ ール として

は,シ ークエ ンシャルな インファレンス ・マシンとい うのをつくりまして,こ れが一応 ハー ドウェア

としては完成 したとい う状況 にあ ります。

　ソフ トウェア もやは りそれに対応 しまして,イ ンファレンス ・マシン用で動 くハイ レベルのユーテ

ィリティ ・システムや,こ れはアプ リケ ーション　 　　,そ れか ら基本的な ソフ トウェア ・プログラ

ミング ・ランゲージといった ものを前期の研究開発 で進 めているわけであ ります。

　前期では主 として最終 システムに使われます基本 モジュールの開発を考えています。 それ を組み合

わせて中期 にサ ブシステムをつ くり,後 期ステー ジでそれをまとめてシステムにつ くり上げていこ う

とい うことでござい ますが,現 在つ くられているシークエンシャル ・インファレンス ・マシンとリレ

ーシ。ナル ・データベース ・マシンとは
,こ の中期,後 期の システムづ くりに役立ててい くんだ と。

こちら側 がアーキテクチ ュやハー ドウェアの研究が どう組み合わ さってい くか。 こちら側が ソフ トウ

ェアが どう関係 してい くか とい うことをあ らわした ものであ ります。

　余 り具体的な内容について説明す る時間が ございませんで したけれども,基 本的な考 え方 はいま説

明 したような考え方に沿 って,こ れか ら中期 に向かって プロジェク トを進めていこうとしているわけ

であ ります。

　 どうも御静聴あ りが とうございま した。　 (拍 手)

7.3　 ドイツ連邦共和 国におけ る情報技術の将来動向

講 師　 研究技術省

　議長,皆 様,私 の話は西 ドイツにおける情報技術 の将来の見通 しとい うことであ ります。

　最初にまず通訳に警告 を与えてお きます。 ときどき話 の途中で原稿を離れま して話をします。 ちょ

とつ け加 えることがあ ります。

　 それでは,ま ず最初に申 し上 げますが,一 般世論 に関す るお話であ ります。

　情報技術が技術,経 済開発の原動力 になってきました。 これは疑 いを持つ人 はない と思います。 だ

れ もが賛成 をするであ りましょう。 日本の輸出産業が非常 に成功 してお られ ますが,こ れ はこの重要な

技術 と密接な関係 を持 っています。 たとえばアメリカの産業界 を見ていただいて,そ の中か ら情報技

術がつ くり出 してい る部分を取 り除 いて しまい ます と,ア メ リカの産業の経済的な力,ど れだけが残

るでしょうか。取 って しまえぱほかの先進 国 と全然変わ らな くな ってしまい ます。

　現状を ちょっと見てみ ますと,世 論の面か ら考えてみます と,政 府及び政界 にとっては重要な こと

なんですけど も,絵 を1つ ごらんに入れ ます。 これは中世の書類に出ておる絵 であ ります。 ちょっ と
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見ていただきまし ょう。 これは中世の本か らと りました 「幸運の羽車」であ ります。情報技術の女神

が一番上に座 ってお ります。

　 これはいいで しょうね。 まだ米国です。 こち らに日本がいます。 この2つ の手 に持 ってお る権力 の

シンボルを取ろ うとしてお る。 ヨー ロッパ諸国は廻 ってお りてい く方に座 ってお ります。 ち ょっとつ

け加 えますけども,こ れを逆廻 りに廻 したい とい うのが私 ど もの考 え方 であ ります。

　 こうい うふ うに,世 論が情報技術 とい うものを見 ています。 これは驚 くべ きことではない と思 いま

す。現在,多 くのヨーロッパ諸国の政府が政治的に非常に集中 した討議を始めまして,こ の分野にお

ける競争力 とか,あ るいはR&Dを 取 り上 げてお ります。 ドィッ連邦共和国 も例外 ではございませ ん。

　 ドイツの世論は現在非常 にわ き立 ってお ります。 つま り,わ れわれの国の産業が特 にマイクロエ レ

クトロニクス及びデータ処理の分野 にお きまして,特 に世界市場で とりたてて活発な役割 りを果た し

ていない,と 見ています。 ところが 日本では,少 な くともマイクロエ レク トロニクスに関 してはすで

に世界 の市場 でかな りの成功をお さめています。

　私 どもとしては,日 本の皆様が非常 に努力 をなさって,勇 気 のあ る決断を行 ってこ ういった成功を

お さめてお られ るわけですか ら,お 祝いの言葉 を申 し上げたい と思います。 マイクロエレク トロニク

スの分野で外国の市場,特 にアメ リカの市場 を征服す るような指導力を発揮 してお られ る。

　 このような状況か ら見ま して,お もしろい ことであ りますが,日 本 と ドイツの貿易構造 は相当異 っ

ています。 それか らまた,日 本の情報技術に関す る貿易が ドィッの情報技術 に関す る貿易 よりも早 く

伸びています。 しか しなが ら,そ れ に もかかわ らず この両国は,大 体の ところはいままで貿易のバラ

ンスの伸 び,推 移につ きましては,こ の間の オイル シ ・ック以来同 じような経過 をた どっています。

すなわ ち,両 国 とも1981年 以降急速 に貿易の黒字 を経験 しておるとい うことです。

　 ドイツは,オ イル シ ・ックでは余 り影響 は受けませんでした。投資用資材の生産が強 かった とい う

こともあ ります。産油国に対 していろい ろそ ういった産業施設 を売 りましたので余 り落 ち込みません

で した。 ここで ドイツの経済政策について申 し上げてお きたい と思います。 ドイツの経済学者は ドイ

ツの経済状態について全然心配をしてお りません。第5世 代 コンピュータ計画がなければ,わ れわれ

としては ドイツの政治家に情報技術が重要だ とい うことを説得することはで きなかったん じゃないか

と思います。 ですか ら大変お世話にな ってお ります。

　 それか ら忘れ てはいけない ことは,貿 易 とい う観点で見ます と,一 般に日独関係 とい うのはそれほ

ど重要ではないんであ ります。例外 は若干 の産業についてあ りますけれ ども。私 どもはフランスに対

する貿易黒字は 日本 との全貿易額 よりも大 きいのであ ります。 そ ういった ぐあいで,ド イツ経済学者

は余 り心配 をしていない とい う理由がおわか りいただける と思います。

　 それでは,ド イツの情報技術産業の,こ こで現状 を申 し上 げましょう。情報技術 に関する貿易 の現

状です。私 どもの定義に よります と,情 報技術の中には次のよ うな ものが入ってい ます。 まず電気通

信。 それか ら民生電 子機器。第3に データ処理。 これはハ ー ドウェア もソフ トウェアも入 ります。
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第4に 測定及 び制御機器,技 術。 第5番 目が電子部品。特 に半導体部品であ ります。

　 この5つ の分野における貿易の収支 を見 ます と2つ の分野 で黒字 になってお ります。 まず通信技術,

それか ら設備機器 として重要な測定及び制御関係の機器,技 術 であ ります。半導体,特 に集積回路 は,

貿 易収支が赤字で弱 くな ってお ります。現在米国か ら主に輸入が きています。

　 それか らデータ処理 と民生電子機器の2つ の分野 も赤字 です。以前にはわれわれの強 い分野の1つ

でした。 ここでは私 は,5つ の分野 で差が出てきておるとい う理 由については,本 日の主題でないの

で申し上げません。

　 いずれにしまして も,疑 い もな く研究開発に対 する政府の影響力,そ れか らまた売 り手,買 い手の

市場が独 占的な形態にな っていた とい うこと,こ の両方が過去において非常に大 きな役割 りを果 たし

ていましたし,こ れか らも引 き続 き影響 を及 ぼすであ りま しょう。

　 さて,そ れでは フォーラムの主題である情報技術の分野 における西 ドイツの研究の現状 について説

明いたします。

　 まず西 ドイツにおいて一般的な観点か ら政府の資金で行われてる研究を見 る。 それか らまた,い ろ

い ろな分 野の中か ら情報技術だけを特 に取 り出 して考えるとい うことをやってみ ます と,非 常 に目に

つ く特徴 が3つ 浮かびます。

　 まず第1に,基 礎研究の分野では,定 義 としましては,人 間の知識を広 げるための研究,こ う定義

で きるかと思 いますが,こ のよ うな種類の基礎研究はマ ックスプランク協会において相当の予算が使

えます。 それか らまた,そ のほかに も大 きな研究機関,大 学等が あ ります。 しか しなが ら,マ ックス

プ ランク協会では,情 報技術 の研究 はたくさんある研究所の中の1ヵ 所で しか現在 のところやってい

ません。将来 は変 わるか もしれませんが。 もちろんす ぐれた仕事 をしてお りますけれど も,シ ュツッ

トガル トで研究を してお ります。 皆 さん御存 じだと思 います。

　第2の 特徴 としては,も う少 し応用に顔 を向けた基礎研究 は,い ままでは原子力関係の研究が中心

で した。

　 ちょつ とまたここでつけ加 えますけれど も私の世代 のす ぐれ た物理学者,私 はエクセ レン トではあ

りません けれ ど も,す ぐれた方 々は皆原子力研究所 に行 って しまったのであ ります。15年,20年,

原 子力研究所に閉 じこもってお りま した。 この人 たちを情報技術の方に振 り向ける ことがで きれば非

常にお もしろい経験 になるんじゃないかと思います。 したが って,基 礎研究の中 で も応用 に顔 を向 け

た方,こ れはやは り原子力研究が中心でした。 ところが,現 在,情 報技術が非常 に急速に追いかけて

きてお ります。

　 1つ の例 を申 し上 げます と,フ ラウンフォー　ファゲゼルシ ャフ トが マイクロエ レク トロニクス関係

の研究所 をふや してお りま して,そ れ も1つ の例 で しょう。 それか らマスマティックデ一夕ンベルラ

ーバィテ ィングゲセル シャフ ト
,こ れは数学及び データ処理に関す る研究所ですが,こ ういった とこ

ろ も非常 に成長 してきてお ります。 それか らハインリッヒハ ーッ研究所 もそ うであ ります。 ドイツ及
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びヨーロ ッパの産業 とよ り密接な関係 を持 った研究 をするようになって きてお ります。 こういった面

でいろい ろ変化が起 こって くる もの と思われます。

　いずれに しまして も,ド イツの研究の現状 をこの非常に複雑な分野 で見直 してみます と,若 干の分

野については きの うもやったんですけ ども,情 報及 び生産技術 に関するきの うの懇話会で も評価 はし

ましたけれ ども,こ ういった再評価をやるとい う場合 には,や は り民間及び政府の努力両方が必要だ

と思います。

　 ここで もう一度3つ の要素について注意 を向けていただ きたい と思います。 まず最初 は,皆 さん御

存 じの とお り,私 どもの国は皆様の国 よりも強いマーケ ットリーダーがデータ処理の面 ではあ ります。

この マーケ ヅトリーダーが,絶 対値 でい きまして も研究開発 で非常 に強い位置を維持 してます。 それ

か ら売 り上 げの割合で見て も相当量 を研究開発につ ぎ込んでいます。 日本 の会社,ヨ ーロッパの会社

よ りも割合 でい って もた くさん研究開発に金 をつ ぎ込んでお るし,ま た,特 に米 国を中心にす ぐれた

研究施設を持 ってい ます。

　 第2に,こ れは非常に重要であ ります けれ ども,ア メリカ及び日本 の通信 サー ビス企業が非常 に重

要な研究の潜在能力 を持 っています。 ちょっと例 を挙 げてみます と,日 本電信電話公社のECLは マ

ックスプランク研究所の全研究所 を集めたよ りももっと多額の予算 をECLだ け で持 ってい るのであ

ります。 それか ら ドイツの郵政省,PTT,こ れ は手紙 だとか小包だ とかそ ういった もの,赤 字です

か ら金 をつ ぎ込んでいます。毎年40億 ドイツマルクつ ぎ込んでおるんであ ります。 ところが,自 分

の ところの研究所 にはECLの 予算 のわずか5%し か つ ぎ込んでいない。役割 りは大体同 じような こ

とを考 えてい ます。

　 それか ら国防関係の研究。米国 では国防関係の研究の40%が この分野だ といわれています。 国防

関係の研究予算の40%が 情 報技術 に入 っているとい うんであ りますか ら大変な額であ ります。 それ

によって産業面での応用,基 礎研究に もそれが相当量廻 ってきます。 これは現在の ところは米国に限

られてお ります。 こうい った分析 を取 りま とめてみ ます と,情 報技術 とい う分野 はほかの技術分野 と

異 なってお ります。 すなわち,研 究開発を ちょっと遅 くらせます、と,ま た,商 業的な導入 をちょっと

遅 くれ させます と会社 は大変損 をするか もしれない。 ところが,ち ・よっと技術で進んでいれば大変 も

うかるか もしれないんであ ります。

　 こうい った ことを念頭 に置 きまして,こ こで ドイツの研究,す なわ ち情報技術における弱い点,強

い点を申し上 げてみましょう。

　 まず最初に強い点であ ります。第1,全 体 としてわれわれの国の高等教育の機関,特 に工科大学,

これは非常に能率 よく動いてお ります。第2と しては,メ カニ ック とエレクトロニクスの結合,す な

わ ちメカ トロニック,こ こでは ドイツの機械工業及 びプラン ト産業,こ ういったところはやは り非常

にす ぐれた研究所が あ りますので強 くなってお ります。その中の4つ はフランフォーフ ォア研究所の

中に入 っています。第3番 目に,通 信技術の面では,ド イツの産業は非常 に市場 で強 い位置を保 って
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お ります。 た とえば交換技術等 も数年前に開発 をしま した。 ところが,非 常 に進んだディジタル化技

術 をその後 も引 き続 き開発 をしてお ります。 これは伝統的に ドイツではソフ トの技術が強かったとい

うことに起因 してお るか もしれません。 こうい った強 い点は これだけに限 らないと思います。 しか し,

い わゆるメカ トロニクス,そ れか ら複雑な システム的な解決策 をつ くるとい うところ,こ れは ドイツ

のR&Dの 強 い面 だと思い ます。

　 一方,弱 い面 であ りますが,ま ず第1に,R&Dの 成 果を新 しい製品に手早 く変換 してい くところ

がどうも弱い。 これはマ ネージメ ン トの問題であ ります。 これ も変わ って くるように思 えます。第2

の弱点は,こ れは システムではな くてIC自 体 の生産技術がお くれているとい うこと。第3に,超 大

型 コンピューターの開発 がお くれてい るとい うこと。第4番 目に,光 通信及 び光通信部品の工業化が

お くれているとい うことであ ります。

　 ドイツの こういった弱点 は,日 本の強 い点 とちょうど対応 してお るとい うふ うにお考えになるか も

しれません。 しか し,そ うだ と結論づけるためにはまだ詳 しい分析が必要であ りま しょう。

　 さて,簡 単に分析 をい たしま したけれ ど も,こ こで,残 ってお る時間を使いま して,マ イクロエレ

ク トロニクス及 び情報,及 び通信技術の促進 を図る連邦政府 の計画 について申 し上 げましょう。

　 この考 え方であ りますけれど も,こ れは政府の宣言の中に入 ってい たものであ ります。 コール首相

が申 し上 げた ものであ りました。 そ して,こ れに基づ きまして3月14日 に決 定 が下 されたわけであ

ります。 この中には次の ような ものが入 ってお ります。5つ の分野が入 ってお りま す。 この5つ の分

野 とい うのはそれぞれ関係の省庁が あるわけです。 この5つ の分野を挙 げます前に,少 し戦略的な目

標についてお話 ししたい と思います。　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　 ・　 　 '

　 この コンセプ トの 目標 とい うのは,投 資材の産業を強化す ることであります。 そして,そ のために

は新 しい情報技術 を使ってい くとい うこと,こ れが一番大 きな戦略上の 目標 であ ります。5つ の分野

であ りますけれ ども,ま ず最初が経 済状況全般を向上 させることであ ります。 すなわ ち,国 内及びE

C域 内 での競争力を強化することを願 ってお ります。技術的には競争力を上 げることができます
。 た

とえば児玉先生がお っしゃいました ように,イ ンターフェースの問題 とか標 準化の問題 です とかいろ

いろあるんですけれ ども,技 術的にはい ろいろな方法が あるわけです。 しか し,こ の概念にお きまし

て私 どもが行い たい ことは もっと市場を開放すること。 そして革新指向の公共調達 を重点に置 きたい

とい うこと。 そして リスクキャピタルのス トラクチ ュアを強化 したい ことであ ります。 そして情報技

術の迅速 な製品化を図っていきたい と思 ってお ります。

　第2の 概念は人的資源の動機づけであ ります。すなわ ち,技 術への挑戦に立 ち向かわせるような動

機づけを行 うことであ ります。 まず将来についての情報を一般国民に対 しま して広範に伝えること。

そして,す べての教育機関及 び研修機関 に対 しても情報 の重要性について働 きかけることであ りまし

て,特 に専門教育が必要であ ります。エキスパ ー トを育 てることであ りま して
,こ れが過去に行われ

てきたか らこそ私 どもの工業力が高 まったわけであ ります。 したがい まして ,情 報技術 につ きまして
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も同様 な育成 をしてい きたい と思 ってお ります。

　第3番 目のポ イン トは,革 新指向の市場を刺激す ることであ ります。すなわち,未 来を見据えまし

て通信の インフラス トラクチ ュアを拡張す ることであります。 その手段 といたしま しては,端 末分野

の革新 を進 めていきたい と思ってお ります。っ まり,私 ども考 えますに,投 資 を迅速 に行 ってい きた

いわけです。すなわちISDNの ネ ットワークにっいて新 たな投資 をしてい きたい と思 ってお ります。

そして,こ れを刺激策 といた しまして,す べてのOA及 び オフィスコ ミュニケーシ ・ンの分野におい

て進めてい きたいと思 ってお ります。 そ して,長 期的には光通信の 方も行 っていきたい と思 ってお り

ます。

　第4番 目は,技 術ベースを広 げること。 そして,ド イツが長期的に自己防衛 で きるよ う能力を積み

上 げることがで きるよう図 ることであ ります。現在,防 衛技術 においていろいろな議論が行われてお

ります。 もちろん,こ うい った防衛技 術 とい うの も戦路上の 目的に合致 しな くてはいけないわけで,

ドイツ としては非常に よく定義 がされてお ります。すなわち,こ の戦略上の 目標 とい うのは,情 報技

術の開発によって支 えられ る ものであ ります。　 これについては詳細は述べません。

　第5番 目は,情 報技術分野での研究能力 を強化 し,集 中させ ることであ ります。私の ペーパ ーを ご

らんいただければ,若 干のコメン トを載せてお きました。 いま5つ 対策 を述べま したけれ ども,そ の

うち特 に2つ に焦点を当てて述べ てあ ります。1つ の分野が通信関係の ものです。 これは8ペ ージに

あ ります。2つ 目がR&D関 係 であ ります。しかし,議 長に御 迷惑をかけないためにあ と1分 ほどで話

を終わ らせなければいけませんので,も う少 し原稿か ら離れることにな ります。

　私 どもはまだ5世 代 コンピュータ ・プロジェクトは持 ってお りませ ん。 まだその定義 をしていない

わけであ りまして,い わゆ る一般的 な目標,す なわ ち情報技術が これか ら向か っていく方向について

は定義はしてお りません。 そ して,も ちろんこのためにはいろいろな関連技術 を,VLSIな ど を使

って,ま たハー ドウェアの開発な どを行 っていかな くてはいけないわけです;そ れか らもちろん ソフ

トウェアの アイディア も必要 であ ります。 それか ら応用 も必要 であ ります。

　 しか し,す べ ての要素,す なわ ち現在 この概念の中にある,元 岡先生 もおっしゃいましたように,

い ろい ろ概念に関 して要素 があるわけなんですけ ど,こ ういった要素 とい うのは ドィッのプログラム

の申に もちゃん と入 ってい るものであ ります。 このように申 し上 げたい と思 うんですけれど も,最 も

具体的な産業の 目標 とい うのは3つ 挙 げ られると思います。

　 まず第1の 目標。 この10年 が終 わ ります ころまでには,ICの 分 野 で ドイツの企業が強力な競合

性を誇 っていきたい と思 ってお ります。具体的な分野は挙 げません。 と申しますのは,言 う必要 もな

いんですけれ ど も,全 面的 に本格的に市場で頭角 をあ らわ したい と思 ってい るわけで,こ れは非常 に

野望に満 ちた目標ではあ ります。 しか し,う れ しい ことに財政的に も,ま た技術的に もす ぐれた能力

のある企業が協力を行いま して,互 いにその研究成果 などを交換 し,共 同研究 してお ります。 そして

その後はまた個 々の レベルに帰 って世界市場で個々に競争 してい くといったよ うな動 きが見 られ ます
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ので,非 常 にうれ し く思 ってお ります。

　 第2の 目標は,こ れはす ぐ達成 可能な ものなんですけれ ども,情 報技術 をいわゆ る伝統的なメカニ

ック指向の産業 に融合 させてい くことであ ります。 すなわち,現 在の ところエキスパー ト・スタティ

ステ ィクスに関す る問題 とい うのは向 こう5年 間はそれほ どないんですけれ ども
,も ちろん これに関

しましては 自動車の製造ですとか化学産業 です とか,業 界 には若干問題があ りますが現在の ところは

ドイツでは非常 に うま くい っています。

　 また,R&Dプ ロ グラム もございますけれ ども,こ の 目標に とって もよ り重要な ことは,ド イツの

経営陣が優秀な人材を見つけるとい うことであ ります。かな り人材の方 も豊富にそろってい るようで

あ ります。

　 第3番 目の目標は,調 和の とれた通信の インフラス トラクチ ュアをつ くること,そ して,そ れに見

合 ったオフィスストラクチュアをつ くることであ ります。すなわち,そ れぞれがそれ ぞれの刺激 とな り合

い まして,こ の システム とい うのは日増 しに複雑性 を増 している ものですので,こ れについてはその

2つ が よく合致するような形で持 っていきたい と思 ってお ります。 これが大 きなチ ャレンジの1つ で

あります。ISDNも しか りであ ります。

　 この ような新 しいサー ビスの可能性がた くさんあるわけであ ります。こういった ものがオ フィスで

実行 できるわけなんですけれ ども,私 ど もはすべ ての分野で競合性 を誇 りたい とは思 ってお りませ ん。

すなわ ち,ス ーパーコンピュータがないとして も,そ して世界一速いパフォーマンスを持 っているス

ーパーコン ピュータがな くて も別にいいんです
。 とい うのは,私 ど もとしてはより知的な解決策を見

出 したいこと。たとえば アルゴ リズムです とか,そ れ らを コンピュータ ・アーキテクチ ャーに翻訳す

るような もの,そ してそれを広範 に応用 で きるよ うな ものをつ くることさえできれ ば,そ れで私 ども

は満足 であ ります。

　 それか らまた数値であ りますけれ ども,ド イツの政府 とい うのは大体30億 ドイツマルクを1984

～1988年 に割 り当ててお ります
。 この中には研究費 も入 っているわけであ ります。 それか らまた業

界 の方 も60億 ～70億 マル クくらいR&Dに 費 やす予定 になってお ります。　 もちろん,R&D経 費

に何 を含むか,含 まないかで この数値 は大分変わってくるんですけれ ども。

あ と30秒 だ けお時間をいただきたいんですけれ ども,こ れを成功 させるためには次の ようなことが

必要です。すなわち,世 界の自由貿易が擁護 されていかなければ,こ うい った目的を達成 することが

で きないんです。すなわち,私 ど もとしては努力 をして,世 界最大の国が現在あるわけなんですけれ

ども,そ の国においてでさえい ろいろ保護主義を唱え るときさえあるわけです。 したがいまして,日

本 とドイツとい うのはお互いに協 力いたしましてこの保護主義の波に闘ってい く必要があ ると思いま

す。 と申しますのは,保 護主義か ら益する者はだれ もいないわけです。公正な競争 こそが重要なこ と

であ りまして,公 正な競争の ある自由貿易が必要であ ります。 そして,自 由市場 をこれか らも開放 し

て いく必要があ ります。 そ して,私 どもは個人の意志力 と,こ のコンセプ トの強 さに重 きを置 きまし
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て近代的な社会 を構築 してい きたい と思 ってお ります。

　私 どもの産業 とい うのは,競 争回避の ために保護策に とりません。 なぜな ら競争があって こそ強力

な輸出国になれ るか らです。 また科学者やエ ンジニアの方はいつで も国際協力に参加する用意がで き

てお ります。 ドイツは古 くか ら日本 と強い友情の きずなに結ばれてお りました。 そして,情 報技術の

分野で もぜひ共同研究 と新 たな協力の精神が生 まれることを願 ってお ります。 そして,特 に学術界 と

産業界 のこれが使命 であ ります。

　政府が この点 でで きることといえば,そ れを支援す ることであ ります し,祝 福することであ ります。

だか らこそ両国の大 臣が昨年 この情報技術 フォーラムをつ くろうと話 し合いがな され たわけであ りま

す。相互に有益な協力分野 について検討が進むことを願 ってお ります。 しか し,私 は非常 に楽観的に

思ってお りまして,本 日,こ の会議 を組織 して くだ さった日本 の友人の皆様方に心か ら御礼 申し上げ

たい と思います。

　 どうもあ りが とうございました。　 (拍 手)
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8.　 ニ　ュ　ー　メ　デ ィ　ア

8.1　 開 会 あ い さっ 及 び メ ンバ ー紹 介

　 宮 川 主 査 　 　時間 は限 られていますか ら,す ぐに始めたい と思います。

　 私 はここでこのセ ッシ ・ンの コーチ ャーマンをパーク先生 と一緒にさせていただ くことを大変光栄

に思ってお ります。,

　 最初に私,ど うい うふ うに討論 をしてい った らいいのか とい うことを打 ち合わせ したい と思います。

　 会議の進 め方をパーク先生 と昼 食の ときに御相談いたしました。

　 提案 としては,ま ず最初に 自己招介をしてい ただいて,名 前 とどこか ら来ておられるか,ま たどう

い った分野に主な興味があるかを自分 で述べていただきます。

　 次に,ス ピーチにつ きましてはプランク先生 と戸田先生 に20分 ず つお話 をいただ くことになっ て

います。

　 その後,各 メ ンバーの方に参加 をしていただいて,数 分間ずつお話 をしていただ きます。 日本の方

にはすでにお願 いをしてあ ります。4人 の方に4分 間ずつお話 をいただ くことになっています。

　 その後,ド ィッ側の方 々に1人 ずつ,3～4分 ずつお話をいただ くことに したいと思います。

　 そして その後,来 年の仕事 をどうす るかとい うことを相談 したいと思います。

　柳井議長か ら話があ りま して,3つ か4つ トピックスを選んで,将 来共同の研究 をやってい こうと

い うお話があ りましたので,そ れを選んでいただきたい と思います。

　 この方法 でよろしければ,す ぐに始めたい と思います。 よろしゅうございますか。

　 それではまず私 が自己紹介 をいたします。

　私,宮 川洋 といいまして,東 京大学 の教授 です。私 はデ ィジタル ・コ ミュニケーシ ・ンを主にや っ

ております。 放送及びニューメデ ィア,ま た同時に運輸 とか医学分野への応用 とい うことをやってお

ります。

　パ ーク主査　　パークと申 します。

　 ドイツのベル リン工科大学教授であ りま して,ハ インリッヒ ・ヘルツ ・テ レコ ミュニケ ーシ ・ン研

究所の科学部長 をやってお ります。光 を使い ました広帯域の通信,ま たそのほかの光 システム,ま た

高解像度 テレビ,こ ういった ところです。

　プ ラ ン ク　　 プランクと申します。

　　私は テレフォンバウ&ノ ルマルッアイ ト社 でR&D担 当の役員 をしてお ります。 アーヘ ンの工科

　大学で も交換装置 の入 ったコ ミュニケーシ ・ンについて教 えてお ります。

　　スイッチ をしたブロー ドバ ン ドの通信に関心 を持 ってお ります。
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　シ　ル　 ベ　　 シルベ と申 します。

　フラウンホ ファー応用研究協会の会長 であ りまして,同 時にカールスルーエ大学の情報処理学部で

も教えてお ります。

私,理 論的にコンピュータの システム ・ネ ットワークを描写 しよ うとしてお ります。

　ラウボル ト　　 ラウボル トと申 します。

私 はGMDに 属 してお りま して,英 語で言 います とドィッ国立数学及びデータ処理研究所 というこ

とであ ります。 これは初 めて正式 に英語に翻訳 した名前であ ります。

私 はシステム研究所長 をしてお ります。

私の関心分野 はデ一夕コ ミュニケーシ。ンのプロ トコル,そ れか らプロ トコルのベ リフィケ ーシ・

ン及びデフィニシ ・ンの方法,ま たそれの実行,こ ういったところです。

　シェーンバル ト　　 シェーンパル トであ ります。

　私,ク ル ップ株式会社の研究開発を本部 で担当 してお ります。

　 データプロセシング,及 び産業のオー トメ化,ま たユーザー としてコ ミュニケーシ ・ンに も関心 を

持 ってお ります。

　 ピ ン ケ ル　　　ビンケルであ ります。

　私は インフォルマテ ィーク ・システム ・テクニックのオーナーでございまして,シ ュツ ットガル ト

にある小 さ'なハイテ ック会社 であ ります。 われわれは小 さなLANを 開 発 してお りまして,光 ファイ.

バ ーを使 って工業用途にこれを用いてお ります。

　 私の専門分野は国際的な規格化,標 準化,そ れか らコ ミュニケーシ ョンのインターフェースを小 さ

なコ ミュニケーシ ョン・システムの ためにつ くろ うとしてお ります。小 さな コンピュータを用いた も

の,そ れか らそれの周辺機器 とい うことにな ります。

　 エ バ ー ス　　　エパース と申します。

　 ハインリッヒ・ヘルツ研究所の メンバーでございます。ベル リンにあ ります。

　 現在,ハ イン リッヒ研究所 と ドイツの国立研究セ ンターの間の仲介 とい うことで,日 本に,JIP

DECを 中心 に2年 間留学 とい うことにな って,来 てお ります。

　 情報処理 と通信 をいかに統合するか,そ して将来のネ ットワークをつ くるか とい うことが関心です。

　 松 下 松下です。沖電気か ら来てお ります。

　 6社 でコンピュータをつ くってお りますが,そ の中の一つであ ります。

　 開発部門のマネージャーを してお りまして,コ ンピュータ関係の仕事 をしてお ります。高度な ワー

クステーシ ョン,及 びLANの 開 発,こ れには光 ファイバーを使 います。

　 私の関心分 野 としましては分散型 データベ ース,LANを 使 うものに関心 を持 ってお ります。

　 立 川 立川 と申します。私 は三菱電気株式会社で開発推進部長をやってお ります。

　 私 の仕事 は新 しいメデ ィア全般 をカバーしてお りますが,私 が特に関心を持 ってお りますのは人工
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衛星による通信,ま た光 ファイバ ーによる通信,こ ういった ところです。

　塚 本 塚本祐造で ございます。 日本情報セ ンター協会の理事 と同時にセンチ ュリー ・リサー

チ ・セ ンターの社長をやってお ります。情報通信処理全般に関 してやってお ります。

　沢　 　辺　　沢辺 と申します。NHKの 技 術研究所か ら参 ってお ります。

　私は人工衛星放送 システム及び高度放送 システム,す なわ ちテレテクストとか,高 解像度テ レビ,こ

ういったものの開発をしてお ります。

　戸　　田　　私は戸田厳 で ございます。NTT,日 本 電信電話公社の研究開発本部 というところに

お ります。

　現在 はNTTの 研究計画の全般を見 てお りますが,技 術的な関心 としては,コ ンピュータ ・アーキ

テクチャとか,コ ンピュータ ・コ ミュニケーシ ョンでご ざいます。

　大 越 大越であ ります。 東京大学の工学部で教 えてお ります。

　光通信 システムが関心であ ります。

　 Okoshiと い うふ うにつづ りを直 していただ きます。

8.2　 当分野 における研究開発動 向の報告

　宮 川 主 査 　 　戸田さん,ど うぞ。

　 時間が限 られていますので,大 変済み ませんが,20分 以 内でス ピーチを行 うようにお願 いします。

　戸 田 宮川先生,ど うも御紹介あ りが とうございました。

　 きょうはニ ューメディアとい うことで,日 本 にお きましてサ ービスとか技術 の現状 を中心 にお話 し

申 し上げます。

　昨年,1983年 は世界 コ ミュニケーシ ・ン年に も当た りま して,ま た日本 で初 めての実用通信衛星

が本格 サー ビスを始めた等の ことか ら日本 ではニューメディア元年 と呼ばれてお ります。 日刊の新聞

はニューメディア特集 とい うもの を掲載 したり,さ らには 「New　 Media」 　 とい う名前の月刊雑

誌が発行 されてお りますし,ニ ューメデ ィア用語辞典 という もの も出版 されてお ります。 この過熱ぶ

りはニ ューメデ ィア ・フィパーと言いたい ところで ございます。

　 この ようにニ ューメディアとい う言葉は,日 本 では広 く使われてお りますけれ ども,必 ず しもその

厳密な定義があるようじゃござい ません。

　 きょうは,こ こに書 きましたように,電 気通信 コ ミュニケーシ ・ンに関係い たしました新サー ビス,

ま たは新システム及び新 テクノロジー と定義 して話 を進 めさせていただきたい と思い ます。

　まず新サ ービス,新 システムといたしましては,こ こに ござい ますよ うに ビデオテ ックス,CATV,

テ レテクス ト,ビ デオ レスポンスシステム,ビ デオコンファレンス,VAN,　 INSと い うような も
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のについてお話 を申 し上げたいと思 います。

　字が細かいのですが,ビ デオテ ックスは1979年 英 国でサー ビスを開始 して以来,新 しい情報 メデ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

イアとして注 目されてお りま して,西 ドィッにお きまして もBildschirmtext　 と して実施 さ

れていると伺 ってお ります。

　わが国では郵政省 と電電公社が79年 よ り東京 でキ ャプテンシステム(キ ャラクター ・アン ド・パ

ターン ・テ レフォン ・アクセス ・インフォメーシ・ン ・ネットワーク)と い う名前で実験サービスを

行 ってお ります。

　現在約20万 の画面 を用意 してお りまして,約2,000個 の 端末が接続 されてお ります。 本年の11

月 に は商用 サービスに移行す る予定であ ります。 当社は1万 端末程度 を予想 してお りますが　 5～6

年 後には数十万端末 に増加す るもの と見込んでお ります。

　一方,カ ナダで開発 され ま したテ リドン方式 も民間各社の構内用 のシステムとして,昨 年よ り一部

の会社で使用 されてお ります。

　次 はCATVで ございます。現在 は主 として難視聴地域へのサービスとして400万 人 弱の利用 者

が ございます。双方向通信の形で利用 されてお りますのは,約20万 で あ りまして,多 用 化 されたニ

ーズにこたえる高度 なCATVの 普 及 はこれか らとい うところでございます。

　通産省が中心 とな りまして,実 験 を進めてお りますHi-O　 VISと い うのがございます。 これは

光 ファイバーによ ります双方向型のCATVで,現 在160端 末 で実験 サービスを行 ってお ります。

　 一方,郵 政省が進めてお りますACCSは 同軸 ケーブルで双方向CATVを ね らってお ります。現

在は3,500端 末 に対 しでサービスを行　てお ります。

　 次はテレテクス トでeざ い ますが,こ れは文字多重放送 としてNHKが1983年 よ り聴力障害者向

けに限定 して,東 京,大 阪 で実験放送中でござい ます。現在実験中の方式 はパ ターン方式 であ ります

が,文 字,図 形 を符号で送 って,伝 送効率を増大 させ ることのできるコー ド方式による実験放送は86

年 か ら開始 され る予定であ ります。

　 ビデオレスポンスシステムは,キ ャプテンシステムが既存の電話回線 を使 ったサー ビスであ るのに

対 しまして,広 帯域の伝送路 を用いて,自 然画や動画 と音声 を組 み合わせ た高度の映像サー ビスを提

供す る ものであ りまして,現 在40端 末 で実験サービス中であ ります。

　 もう1つ の画像サー ビスで ございますテ レビ会議 は電電公社が本年3月 か らサー ビスを開始いた し

まして,現 在4つ の会社が利用 してお ります。

　 中継系には6.3MBit/6の デ ィジタル伝送路を用いてお りまして,加 入者系につ きましては4M

H/sの アナログ伝送 によって,カ ラーの動画 によるサービスを提供 してお ります。

　 VANに っ きましては,現 在中小企業者向けの もののみが法律で認め られてお ります。現在国内で

約10社 のVANシ ス テムが稼動 してお ります。来年 には電気通信事業に関する法律が改定 される見

込 みであ りまして,企 業間にまたが る全国的規模のVANサ ー ビス も出現す ると思われ ます。
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　 なお電電公社は銀行間の為替交換等 を行 う通信 システム,各 種高度通信 システムのサー ビスを,公

衆電気通信サー ビスの一環 として行 ってお ります。

　 次にINSに つ いて説明 いたします。パ ンフ レッ トも配布 してお りますので,後 ほどごらんいただ

きたいと思い ます。

　 INSは 日本でのISDNの 実現 と通信 と情報処理の統合 を目指 して,電 電公社が提案 して推進中

の システムでございます。INSは 安 く便利で,豊 富な電気通信 サービスを,距 離 にかかわ りな く,

あ まね く公平に提供 しようとすることを目的 とした ものです。　　　 .

　 この ようなINSを 実 現するために,次 のような理念に従 ってネ ットワークを構築 しよ うとしてお

ります。

　 まずデ ィジタル ・コ ミュニケー シ・ンで ございますが,ア ナログ技術を主体 として構成 されてお り

ます現在の電気通信網 をデ ィジタル化する とい うことであ ります。デ ィジタル化によりまして,電 話

だけでな く,フ ァクシ ミリ,デ ー タ,画 像等の非電話系の通信までを含めて,あ らゆるメディアでの

情報を効率的,経 済的に伝達で きるよ うにす るものでござい ます。

　 INSで は64KBit/6と1.5MBit/も の2種 類の情報チ ャネルを用意 してお ります。

　 次にネ ットワーク ・インテグレーシ ・ンとい うことでございますが,現 在の電気通信網 は通信メデ

ィアの種別,通 信の形態 に対応い たしまして,信 号方式,番 号体系,料 金体系が異 なってお ります個

別のネ ットワークとして形成 されてお ります。

　 INSで は デ ィジタル化によ りまして,こ れ らの通信網を一元的に統合 しまして,サ ー ビスが共用

で きるよ うに1っ のネ ットワークを建設することを考えてお ります。

　最後にネ ットワークの高度化で ございます。 これはネ ットワークの中にプロ トコル変換 とか,メ デ

ィア変換,デ ータベースの所在検索な どの機能を有する,い わゆる通信処理の ノー ドを配備 すること

により実現いたします。

　 これ によりまして,各 種の端末の接続 の利便化,デ ータベ ースサー ビスへの支援の ほか蓄積,通 信

による通信コス トの低減等が可能 になると考えてお ります。

　 これ らの機能 は,い ままでお話 しいたしましたニ ューメデ ィア ・サ ービスに今後必須 となる機能 と

考えてお ります。

　 INSの 技 術の確認 と新 しいサー ビスが もたらします社会的影響 を調査す るために,　 INSの パ イ

ロットプ ラン ト ー これ を私 どもはモデル システムと呼んでお りますが 一 を現 在建 設 中 で ご ざい

ます。

　 この 絵 は モ デル シス テ ムの概 略 の 構成 を示 した もの であ ります。 加 入 者 は メ タ リ ッ クの

回線 と光 フ ァ イバ ー を伝 送媒 体 として用 い て お ります 。 これに よ りま して,加 入 者宅 内 の

デ ィジタ ル電話 機 か ら高速 デ ィジ タル端 末 に至 ります 多様 な機器 が加 入 者線 交換 機 を通 し

ま して,ま た広 帯 域 交換 機 を通 しま して 接続 され ます。
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　デ ィジタル加入者線交換機及び通信処理の ノー ドの選択 ・接続機能を合わせ持 ちますデ ィジタルの

中継線交換機 と,各 種の通信処理装置によ りま して,通 信路の設定,情 報の蓄積 ・交換等 を行います。

また,各 種の情報処理 センターと も接続 し,通 信の効率化,使 いやす さ,多 様な情報授受方法 を確認

することに してお ります。 このシステムか ら既存 のアナログ通信網への接続 も可能であ ります。

　 このモデル システムを使い まして,サ ービスや情報の提供者,イ ンフォメーシ ョン ・プロバ イザー

といってお りますが,こ うい う方が現在340社 程 度申 し込みが ございます。約2,000人 の 加入 者が

モニター としてサー ビスを受 けることになってお ります。

　 ここで実験 されますサー ビスの例 としてはホームシ ・ッピング,フ ァームバ ンキング,各 種行政情

報 を提供いた します行政情報 システム,そ れか ら学習 システム等が予定 されております。 この システ

ムは本年9月 か ら運用 を開始す る予定でございます。

　 引 き続 きまして,ニ ューメデ ィアに関連いた しました新技術 についてお話 しいたします。主 として

LSI,光 フ ァイバー通信,衛 星通信,そ れか ら画像 と音声の圧縮,デ ータベ ースについてお話 し申

し上げます。

　 LSIの 進 歩は,ネ ットワーク,セ ンター設備,宅 内設備な どの経済化,高 機能 化を促進す る原動

力 とな ってお ります。

　 これは皆 さん御存 じだと思いますけれ ども,MOS-LSIメ モ リーの集積化の傾向を示 してお り

ます。LSIの 集 積度の上昇 と値段の低減はいずれ も5年 で約1桁 以上 とい うことにな ってお りまし

て,こ の傾向は本世紀中 ぐらいは続 くのではないか と思 ってお ります。

　 次は光 ファイバー通信でeざ います。1970年 に コ一二ング社が ㎞ 当た りの損失が約20dBの

光 ファイバーを発表 して以来,フ ァイバーの低損失化の進歩は目覚 ま しくて10年 を経ず してほぼ 理

論限界 に達 してお ります。

　 電電公社ではこれ らの光 ファイバー技術を背景に長距離基幹回線,電 話回線6,000回 線 を収容で き

ます400メ ガ方式 を適用 して,現 在商用試験 を実施 してお ります。 このF400M方 式 を使 いまして,

来年 には東京の,札 幌か ら福岡間の 日本を従貫いたします縦貫 ルー トを構築す る予定であ ります。

　 また,短 距離の回線に使われます中容量の100メ ガ ビット,32メ ガ ビットにつ きましては,現 在

32の 区間で使用中 であ りまして,小 容量の6メ ガの方式 につ きましては7区 間で商用 試験 を進めて

お ります。 また超大容量の光伝送方式 として1.6ギ ガ毎秒の光伝送方式について現在研究中であ りま

す。

　 次が衛星通信技術 でござい ます。 昨年打 ち上げました国内の通信衛星 であ りますCS-2は,わ が

国が世界 に先駆けて開発いた しました30/20ギ ガヘルツとい う準 ミリ波帯 と,6/4ギ ガヘルツの

　マイクロ波帯 を使 ってお りまして,非 常災害時の通信の確保,そ れか ら離 島や辺地 との通信の確保,

　それか ら各種の通信の実験 に利用 されてお ります。

　　今後は画像通信,デ ータ通信等 のニ ューサー ビスに向けた利用 も想定 されてお りま して,CS-2
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の寿命が きます1988年 に はさらに大型のCS-3を 打 ち上 げる予定 でお ります。

　　放送衛星につ きま しては世界最初の実用放送衛星 としてBS-2を こ とし打 ち上げてお ります。

NHKテ レ ビジ ョン放送の難視聴解消や非常災害時 における放送の確保に本年5月 か ら使用 され る予

定で ございます。

　　 1989年 に打 ち上げを予定 してお りますBS-3で はテ レビジ・ン放送のほかに静止画放送,フ ァ

　クシ ミリ放送な どのニューメディア ・サー ビスに も使用 され るようになると考え られます。

　　放送衛星につ きま しては,後 ほ どNHKの 沢辺 さんか ら直接お話 しいただけると思います。

　　テレビ放送,画 像会議等 に使用 いたします広帯域 の通信サービスを実現す る上での最大の問題点の

　 1つ は伝送 コス トの低減であ ります。情報量の大 きい画像データにつ きましてはデータの圧縮技術が

重要になってまい ります。

　　フレーム内の符号化,フ レーム間の符号化は画像情報の フレーム内,フ レーム間 の相関関係 に着 目

　してデータを圧縮す る方法であ ります。

　　動画サービスの よ うに,動 きの大 きな画像につきましては,フ レーム内の符号化 を適用い たしまし

　て,32メ ガ ビットまで帯域圧縮 を実現 してお ります。

　　テレビ会議,静 止画伝送のように動 きの少ないサ ービスには,フ レーム間符号化方式 も適用 いたし

　ま して,6.3メ ガ ビット,1.5メ ガ ビットまで帯域圧縮 を行 ってお ります。

　　音声通信にお きまして も,情 報 の性質に着 目した帯域圧縮技術が進んでお ります。

　　波形符号化方式 であ りますAPC-AB方 式 では16キ ロ ビット毎秒 ぐらい でも実用上 は問題のな

　い品質が得 られ てお ります。

　　それか ら機械 による音声合成のための分析合成方式では毎秒8～4キ ロビ ット程度 まで圧縮が可能

　でございます。 さ らに 日本語の母音 一子音 一母音 とい う構成 に着 目いたしま して,一 層の帯域圧縮が

　可能 となってお ります。

　　先 ほど説明いたしま したニ ューメデ ィアのサー ビスのほとんどがデータベースに関連 してお ります。

　データベースの大容 量化,デ ータの相互関係の複雑化が進む と考え られまして,こ れ らを取 り扱 うデ

　一夕ベースの技術が重要 になって くると考えてお ります。

　　データの収納の媒体 としては従来 のハー ドディスクで,現 在1ス ピン ドル1.2ギ ガ バイ トの ものが

　実用化 されてお ります。

　　ハー ドディスクの記録密度は大体平方セ ンチ当た り105な い し106ビ ッ トにとどまってお ります

　が,光 を用いま した記録 では原理的には108ビ ッ ト以上の記録密度が可能であ りまして,デ ィジタル

　オーディオディスクとか,画 像 プアイルとして実用化 され始 めてお ります。

　　データベースの構築の問題 の1つ はデータの初期投入 であ ります。多様化する情報入力の1つ であ

'る パ ター ン認識技術の果 たす役割 りも大 きくて
,OCRの 技 術 であるとか,キ ーワー ドを自動付与す

　るとい うような技術 の検討 を進 めてお ります。
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　以上述べてまい りましたが,ニ ューメデ ィアを社会のニーズにこたえた もの としてい くためには,

社 会 ・経済活動を支 えます情報 とか通信のインフラス トラクチ ャーの整備が前提であると考 えてお り

ます。 このため,INSも 高度情報 化社会 のインフラス トラクチ ャーとして構築を進 めていきたいと

考 えてお ります。

　 ドイツにお きまして もBIGFONと か,衛 星通信の開発 を進めてお られ ると聞いてお りまして,き

ょうのよ うなフ ォーラムを通 じまして,そ の成果や評価をお互いに情報交換 してい きたい と思 ってお

ります。

　 どうもあ りが とうございま した。

　 宮 川 主 査 　 　どうもあ りが とうございました。

　 それではプランク先生に次のスピーチ をお願いいたします。

　 プ ラ ン ク　 　皆 さん,ニ ューメデ ィアにおけ る西 ドィッの技術の現状であ りますが,4つ の分野

をカバーしております。

　 まず通信 ネットワークの交換機つ きの もの,そ れか らオーディオ,テ レビジ ョン用 のネ ットワーク,

それか らプライベー トの コ ミュニケーション,こ うい ったネ ッ トワークで取 り扱 うサ ービスというこ

,とにな ります。

　 戸田 さん,同 じようなスピーチになると思います。

　 御存 じの ことと思いますが,ま ず交換 テレコ ミネ ットワークであ ります。現在 ドイツではかな り質

の高いネ ットワークを使 ってお りまして,ま たテレビの放送等 も無線で全部やってお ります。電話の

交換網 もC"ざ います。2,000万 の電話 があ ります し,PBXで サ ー ビスしている部分 もあ ります。い

ろいろ商業用,政 府用に使 われている もの もあ ります。全部 自動交換 であ ります。

　 外へ 出てい きますコールは98%ま で実用化 してお ります。 それか らテ レックスのサービスはID

Nと い う相当能力のあるインチプレーテ ッ ド・データ ・ネッ トワークによって置 きか えられておりま

す。 これはディジタルの長距離ネ ットワークであ りまして,完 全にデ ィジタル化 したスイ ッチを使っ

てお ります。

　 このネ ットワークは48kbま で データレー トを上げることがで きます。 さらに これが1984年 に

は64キ ロ ビットまで上が ります。

　 お客様 にとりま しては ラインスイ ッチ,及 びパケ ットスイッチ両方提供 してお りまして,HDLC
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

プ ロシージ ャーを使ってお ります。 これはX21,　 X25で あ ります。 さらに64キ ロ ビッ ト の速 さ

が手 に入れば,郵 政省 は走行路,モ デル ネ ットをつ くろうとい うことを言 いまして,こ れがISDN

の 先駆 けということにな りまして,実 験が来年か ら始 まります。

　 したが って,ネ ットワークの開発は次の ようなことになると思 います。最初 は電話及びテ レックス

の専用 のネ ットワーク,そ れか らラジオ及 びテレビの無線放送 とい うことにな ります。現在 テレック

スのネ ットワークがIDNに 移 ってまい りました。 そして付加価値 をさ らに電話 ネ ットワークにっけ
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加 えましてファクシ ミリとかPTX,こ れ は皆 さんの方で言 えば ビデオテ ックスですがPTXと 申 し

ます。 ビデオテクス トとドイツで言います と,無 線でテキス トを送 るとい うことで,ピ クチャーフレ

ーム
,黒 の部分 を利用す るとい うことにな ります。

　 この二つのサービスが一緒にな りまして,ISDNの バ ンドの狭い方,こ こが大体85年 か ら90年

ぐ らいまでとい うことにな ります。1990年 には全国的にISDNベ ースでレッチD,レ ッチBの イ

ーガーを使 っていけるよ うにしたい と思
ってお ります。

　 完全にディジタル化 した44キ ロ ビット,そ れか ら16キ ロ ビット,両 方手に入 るということにな

りまして,デ ータ及びテレメー トリーの情報送信がで きます。

　 それか ら広帯域の2.04ビ ッ トの ラインも準備 してお りまして,こ れはPBX,ロ ーカル ・ エリア

・ネッ トワーク用 です。

　 それか らさらに進み ます と,光 フ ァイバーのブロー ドバン ド,ISDNに な りますが,こ れはこの

次の1990年 以 降 とい うことにな ります。1990年 か ら95年 ぐ らいの間 であ りまして,全 国 ネ ット

ワークをね らってお ります。

　 こちらではいろいろの放送ネ ッ トワーク も入 ってまい ります。CATVと か,あ るいはいままでの

割 り当て られた周波数 ベース,ま たは人工衛星ベース,こ ういった ものが現在計画 されてお ります。

それでオプティカル式 になれば一緒になってい くとい うことであ りまし ょう。

　 それで ドイツ郵政省 はISDNを 去年か ら急速 に導入す ることを決 めてお ります。1985年 に は

実験が始まるであ りま しょうし,ま た地域的に標準化 された形で1987年 に はサービスが始 まると

思います。

　 ドイツの電話 ネ ットワークのデ ィジタル化は1983年 の11月 に始 まってお ります。EWSD型 の

スイ ッチ ングシステムが シーメンス とDTウ ェ イ『とTNに よ って開発 され て,こ れがシステム12と

い うELが つ くったコンピューターを使 って始ま りま した。　ISDNは1990年 までには 全 国
、的 に

サービスを提供することにな ります。

　 ブロー ドバン ドのISDNをBIGFONと い う名前で,戸 田 さんがお っしゃいましたけれ ども,

実験 を始 めます。BIGFONの 実験 は去年の11月 か ら始まってお りまして,こ としの2月 か らも

また新 しく試験が始ま ってお ります。 このBIGFONの 機 材は研究用であ りまして,こ のよ うな総

合的な電話 ネ ットワークが どうい うものになるか とい うことをテス トす るたみの ものであ りま して,

技術 的に完全に これで解決策がで きた とい うものでは ございません。若干 の変更 はまだ出て くると思

い ます。

　次 の話はオーデ ィオ及びテ レビの放送技術 であ ります。CATVの ネ ッ トワークは急速 に広が ると

思います。 これは ドイツ政府が後押 しをしてい るか らです。 さ らに人工衛星の放送が新 しいテレビプ

ログラムの一部 として入 って くると思い ます。新 しいディス トリビ.ユーシ ョンのシ'ステム,ま た付加

価値 とい うことで,高 い資質のテ レビが送 られます。

一31一



　ブロー ドバン ドの経済性につ きましては,CATVと か,サ テライ トのネ ットワーク,こ うい った

ことでまだ基本的 な改善は見 られていません。同 じ伝送 キャパシテ ィーを基礎に して,い ま改善を し

てお りまして,た とえばインターレースの線の数 とか,そ ういった もの も同 じものを使 ってお ります。

さらに,ラ インインター レーシングモ ー ドもいまと同 じものを使 ってお ります。

　それで レシーバーの制御 サーキ ットがデ ィジタル化 されることに従 って,だ んだん と小型になって

きます。 テ レビ受信機 をほかの 目的に使 うとい うことも出て くるでし ょう。 ビデオテ ックス もその例

であ りまして,急 速 に広がっています。それか らピクチャーの メモ リーを使 うことによ りま して,さ

らに ピクチ ャーシークエンスをふや して,イ メージを改善するとい うことが可能 にな ります。 それか

らブロー ドバン ドのISDNが 入 って くれば,非 常に高品質 のテレビも可能 にな ります。

　 この分野では帯域幅の経済性 とい うことは余 り重要でな くなって くるか らです。

　 したがって,高 品位 テ レビのめどを1300ラ イ ンまで,い ま上 げようとしてお ります し,イ ンター

レースピクチ ャーが75枚1秒 とい うことにな ります。大体280メ ガ ビッ ト・パー ・セカン ド程度で

送 ることにな ります。 光フ ァイバーを使いますが,リ ダンダンシー,リ ジューシングメソッ ドで コー

ディングを行います。 テレビの レシーバーがい ろい ろ多角的なター ミナルにな ってきます。

　 それか ら現在のところ,ま だ具体的 なスタ ンダー ドはできてお りません。 しか しなが ら ドイツは3

年 以内に新 しいテ レビのスタンダー ドの放送方式を決めることにな ります。 ほかのいろいろのイメー

ジサービス等の要求に も合 わせた ものになるであ りまし ょう。 ファイバーを使 いました広帯域ネ ッ ト

ワークとも合わせなければな りません。 これによって高品位 テレビを送 ることにな ります。

　 それか らディジタルオーデ ィオも現在開発 してお ります分野であ りまして,こ の面で も光 ファイバ

ーが使 えます。 コンパク トデ ィスクもだんだん と使 ってきてお ります。 そしてマイクか らスピーカー

まで全部デ ィジタル化す ることによって,ゆ がみ,ノ イズを減 らす ことが可能になってまい ります。

　 それか ら衛星放送であ りますが,こ れにつ きましては進んだ半導体技術を使い まして,送 信の経済

性 を上げたい と思 ってお ります。帯域幅を光 ファイバ ーを使 って上げ る方が,そ れぞれの受信機 ごと

に通信の速度を上げるよりも楽であ ります。 それで トランス ミッシ・ンの レー トを下げるとい うこと

が実現で きれば,画 像 を伴 った電話 とか,い ろいろのテレビの送信が行われ ることにな りますが,現

在はまだ行 ってお りません。

　 CATV及 び無線 のテ レビ放送に関 しまして も,送 信の能力 を節約す るための努力は行われてお り

ます。

　 それか ら光 ファイバーが先進国で全国的に使 われるようにな るまでは,い ろいろの ところで ボ トル

ネ ックが出て くるもの と思 われ ます。

　 さらに人工衛星の放送の場合には リダンダンシー,リ ダクシ ョンを相当高度に行 うことにな りまし

ょう。 それか らテ レビシグナルの維持 コーデ ィングも必要になってまい りま よう。 ドイツの工科大学

の ハノーバー,及 びアーヘ ンの大学で こうい った面では作業を進 めてお ります。
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　 そ れ か ら次 の プ ラ イ ベ ー トの コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン ・ネ ッ トワ ー ク で あ りま す が,こ の3つ 目 の ト ピ

　ッ ク に つ い て お 話 を い た し ま し ょ う。 プ ラ イ ベ ー トの コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。 ン ・ネ ッ ト ワ ー ク で す 。 よ く

言 わ れ る こ と で す け れ ど も,ド ィ ッ の 連 邦 法 に よ り ま して ,プ ラ イ ベ ー ト ・ネ ッ ト ワ ー ク が 〔 ラ イ ベ

ー ト ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ほ か の 分 野 と 同 じ よ うに 競 争 し て い く こ と は で き な い ん だ と言 わ れ て い

ま す。

　 パブリックのネ ッ トワークについては全国的なオペレーシ ・ンに関する限 り,可 能性 があ ります。

確 かにその とお りであ ります。 ドィッ政府が独 占を してお ります。

　 しか しなが ら1900年 以 降,ド イツ皇帝が ゴールデン ・アムス トル ブラッ ドとい う宣言 をしてお

りまして,だ れ で もコ ミュ,ニケ ーシ。ン機材を自分の屋敷 の中,会 社の中 でオペレー トす ることは構

わないとしてお ります。そのために ドイツではPBXだ とか
,そ うい うもの もできて きました し,ロ

ーカル ・エ リア ・ネ ットワーク も可能であ ります
。 ただ,こ うい ったネットワークを公共のネ ットワ

ークにつな ごうといたします と
,若 干の制約がかかってまい ります。 これは公共の ネ ットワークにい

ろいろの悪影響が出ないよ うにす るためです。

　 私の会社はPABXの サ プライヤーの大手1社 であります。電話機でPABXで オペ レー トしてい

る会社の3分 の1は 私 どもが出 してお ります。60社 がPABXの 機 材を入れることを許 されてお り

ます。60社 ですか ら,非 常に競争が激 しい とい うことはおわか りいただけ ると思 います
。

　 私 ど もの国の地理的な状況か らしまして,プ ライベー ト・ネ ソトワークはパブリックのネ ットワー

クとどうして もつながなければな りません。 ドイツでは とにか くサービスを提供 しよ うとすることに

なれば,ド イツ一般,あ るいは西 ヨーロッパ とつながなければな りません
。 ここでネ ットワークの標

準化 とい うことが大切 にな ってきます。

　 米 国とか,あ るいは日本のような国では島国ですか ら状況が違 います。 ドイツの システムは ヨーロ

ッパ共同体 と密接 に結びついています。すべての電話の コールの10%は 外 へ出てい くもの であ りま

す。 ですか ら,こ うい うことを考 えますと,御 母解 いただけると思いますけれども
,基 本的にはCE

PT,こ れ は公共の ネ ットワークのオペレTタ ー といいます。あ るいはECMAが デ ータサービス,

あ るいはインターフェース等 について規制をしておるのはおわか りいただけると思い ます
。

　 それでPABXが プ ライベー ト・ネ ットワークの重要な部分であるとい うふ うに考 えますので,　P

ABX,こ れ は電話 のネッ トワークに限 られてい るということを忘れてはな りません。一番成功 して

いるPABXシ ス テムは私 どもの会社 であ りますけれ ども
,私 ど ものシステムでは電話 とファクシ ミ

リ,デ ータ,こ れを全部取 り扱 うことがで きます。

　 私 ど もの 会 社 の 研 究 所 で は ノ ン ス ピ ー チ ・ネ ッ トワ ー ク に ソ リ ッ ドス テ ー トス イ ッチ を 使 い ま して,

フ ラ ン ク フ ル ト,ミ ュ ンヘ ン,ジ ュ ッセ ル ドル フ に デ ッ ク の2060シ ス テ ム を使 っ て つ な い で お りま

す 。 ジ ー メ ン ス の7838こ う い っ た もの も使 わ れ て お り ま す 。

　 そ れ か らISDNネ ッ ト ワ ー ク は ヨ ー ロ ッパ の 各 郵 政 省 で 入 れ て い た だ け ば,イ ン タ ー フ ェ ー ス の
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問題がな くなるわけであ ります。は っきりとしたインターフェース ・コンデ ィシ ョンが そのときには

打 ち立て られることにな ります。

　 それか らLANも このよ うにPABXの 一部 として重要 にな ってきてお ります。 この面で もいま非

常 に作業が進んでいます。

　 それでは ここで将来のテ レコ ミネ ットワー クのサー ビスについて,ち ょっと申 し上 げてお きま しょ

う。 まず ドイツでどうい うふ うにサービスが進展 して きたか とい うことを,簡 単に申 し上げてお きま

す。国際的なスタンダー ドとい うことを先ほ ど申しましたけれ ど も,パ ブリック及びプライベー トの

ネッ トワークにとって,非 常に重要な ことであ ります。 それか らオフィス ・オー トメのサービスがこ

こ数年間の通信の発展で非常 に重要性を持 って くるで しょう。

　 また,音 声以外のサー ビス,こ れ も重要にな ってくる と思 われます。 それか らISDNは 非音声サ

ービスが中心にな ります
。 さらに コミュニケ ーシ ・ン ・サー ビス,い わゆるベ アラサ ービスと言われ

ているものが重要性を増 して きます。ベ アラサー ビスとい うのを定義 します と,ネ ッ トワークの伝送

容力 と,情 報を変形 して使えるような形 に して送 る。 こうい うものであ りま して,こ れは郵政省 その

ほかの規制 にかか らない ものであ ります。

　 それか らデ リケーテッ ド・ネットワーク,こ れはデータ伝送の分野で も恐 らく長距離の伝送 システ

ム及びマルチファンクシ ョンのター ミナルによって置 きかえ られて くるであ りましょう。

　 普通のオ フィスでいろいろのサービスを1っ の ネッ トワークを通 じてシェアす るとい う形 にな ると

思 います。

　 ヨーロ ッパのこの分野における標準化の作業にお きましては,各 資料 に示 されてお ります とおり,

い ろんなことが起 こってお ります。CCITTの 作 業が一番下の桃色の ところです。 そしてわれわれ

の国のCEPTが や っておるレギ ュレー ション,こ れはヨー ロッパの監督官庁であ ります。 これは黄

色 いところであ ります。 ここで全 国的な,各 国の スタンダー ドとい うことにな ります。

　 そしてその上に点線 を引いて別に分けてお りますけれど も,非 音声が上,そ れか ら音声が下 とい う

ことで,そ れぞれの国における別 々の行 き方を示 してお ります。

　 イギ リスでは非音声 と音声が大体同 じぐらいの量になっています。 フランスはすでにセ ミデ ィジタ

ルな形で,電 話 の交換 ネ ットワークをや ってお ります。 そして重点が非音声 に置かれています。空色

の ところです。真ん中の ものです。 それか らドイツではISDNを つ くりたい。 しか し現在の既存の

ネ ットワークを利用 したい とい う考えであ りますか ら,音 声の方 に重点 を置 いてお ります。

　 次の ところをご らんいただければ,も っとはっ きりす ると思 うのであ りますけれ ども,公 共の ネット

ワークとPABX,そ れ か らプライベー トのネ ットワークの分野を分けてお ります。 ドイツ連邦政府

のスペシフィケーシ ・ンは黄色であ ります。 ですか ら,ご らんの とお り,一 般的な スペ ックが音声の

方に偏 ってい ます。

　 ところがPABXの 方 では商用 の トラフィックが多いわけであ りま して,非 音声 サー ビスが重要に
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な ってきます。 したがって,ス ペ ックは非音声で,音 声の方のスペ ックは少 ない とい うことにな りま

す。非常 に近代的なPABXシ ス テムを入れてお りまして,普 通の会話等 が処理で きます。 これが現

状 でございます し,標 準化の努力 はこ うい うふ うになってお ります。

　将来は どうなるか と考えます と,3つ の グループ ー テ レコ ミのサービスがあると思います,そ れ

か らオ フィス ・テクノロジー,そ れか らコンピュータ及びデータ処理の この3つ の分野があると思 う

のであ りますが,こ れがISDNで 一緒 にな って くる,統 合 され る。基礎 としてはテ レコ ミの中で電

話が基礎 になってお ります。 それに イメージ,あ るいは画像通信 とい うのが入 って くる。 またテレフ

ァクス,テ レックス画像,そ うい った ものが電話につけ加わ って くる。それか らオフ ィス ・テクノロ

ジーが入 って くる。 そしてテクサ イ リテ ィング,フ ァイリングだ とか,グ ラフ ィクス,そ れが入 って

きて,最 後にコンピュータとフソテクノロジーが境が とれてインフォメー シ・ンの検索か らプロセ シ

ングまでずっ と広がってい く。

　最終的にはパ ソコン,デ スク トップキャラクレ一夕ー,こ うい った もの も大型のコンピュータと同

じようにつなが るとい う仕組 みになって くるであ りましょう。

　 したが って,す でにこの中で相当部分が現在動作 をしてお ります。電話 であるとか,イ メージの通

信,電 子 メール,テ レテ ックス,メ ールボ ックス,こ ういった ものがすでに行われてお ります。

　それか らオフィス技術の方はまだ進ん でいません。書 いてあ りませんけれ どもファクシ ミリ,イ メ

ージコ ミュニケーシ ・ンの方に入 ります。 それか らテクス トプロセシング,ビ リング,イ ンフ ォメー

シ ・ン ・リティバル,こ ういった ものが まだ入 っていません。それか らコンピュータ技術の方ではま

だアイデ ィアの段階であ ります。ISDNに は1987年 か ら90年 ぐらいになって初 めて コンピュー

タ技術が入 って く、ると思います。

　 とい うことで簡単に ドイツの実情の御説明 をいたしました。あ りが とうございました。　 (拍 手)

　宮 川 主 査 　 　プランク教授 あ りが とうございました。

　あ と4人,日 本のメンバーか ら手短 にス ピーチをお願い したい と思います。時間が大変限 られてお

りますので,短 くお願いいたします。

　デ ィスカッシ ョンの前に短いス ピーチを日本の メンバーか ら,そ れか ら ドイツのメンバーか ら,そ

してその後でディスカ ッションをしたい と思います。

　まず 日本サ イ ドか ら沢辺 さん,ス ピーチをお願いいたします。

沢 辺 先 ほ ど戸田さんか ら御説明いただ きました日本のニ ューメデ ィアにつ きま して,戸 田

さんの説明のなかった放送関係の高品位 テレビにつ きまして,簡 単 に御説明いた したい と思います。

現行のテレ ビジ ・ンに関 しましては,御 存 じのよ うにいまか ら40年 前 の技術 レベルを もって開発

した ものでございま して,現 在の技術 レベルか ら見 ます と,改 良すべ き点が非常 に多 くあるわけで ご

ざいます。

　これか ら簡単 に御説明いたします高品位 テレビはわれわれの研究所にお きまして,1970年 ごろか
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ら次のテレビジ ・ンとい うことで研究が開始 された ものでございまして,高 品位 テレビは迫力 といい

ますか,臨 場感 といいますか,そ うい うものをテレビジ・ンの映像に求める とい う観点か ら,人 間の

視覚,そ れか ら心理の性質 を調査いた しまして,こ の結果を取 り入れた もの でございます。

　それか ら視覚,心 理 の調査の結果によ ります と,高 品質のテ レビとい うことに関 しま しては少な く

とも走査線が1000本 以 上,そ れか ら画面の大 きさが1平 方 メー トル以上,そ れか らアスペク トレー

シ・が5対3ま たは6対3と い うものが よい とい う結果が出てお ります。

　 この結果 を取 り入れま して,NHKで 暫定的に決 めま した規格が,こ のオーバ ーヘ ッドプロジェク

ターでお示 しいた した ものでござい ますが,走 査線数は従来の ラインの2倍 以上 とい うことで1125

本,そ れか らアスペク トレーシ ・が5対3と,大 体25%ぐ らいの横長 とい うことにな ってお ります。

　 それか ら適視距離 も現在の スクリーンの高 さの7倍 で見 る とい うものに比較 しまして,3倍 の距離

でよろしい とい うことで,近 づいて見 ることもできまして,視 角,見 る角 も30度 とい う形 で大 きく

な りますので,非 常 に心理効果 も生 じて きてお ります。

　情報量 も現行のテ レビの5倍 ござい まして,表 にC"ざ い ます よ うに帯域幅 も20メ ガ ヘルツ と非常

に広 くなってお ります。

　 この辺の ことを幾 ら口で説明してみて も,御 理解が非常にむずか しいと思いますので,実 際に ごら

んいただ くことが一番 いいと思 いますが,こ こではご らんいただけませんのでスライ ドで簡単 に比較

をさせていただ きたい と思い ます。

　右側が従来のテ レビジ ・ンで映しま した文字で ございます。左側が高品位 テ レビの絵で ございます。

　 次に桜の花で ございますけれ ども,右 側が従来のテレビジ ョン,同 じく左側が高品位テ レビの絵で

ございます。

　 次は従来のテレビジ・ンで映 しました静物 でございますが,こ れが高品位 で撮 りま したテ レビジ。

ンで,ス ライ ドでその差がはっきりとわか らないのが残念 で ございます。

　 次は一般家庭の リビングルームでごらんいただいている状況 をごらんいただいていますが,こ のス

クリーンは約1.4メ ー トルの大 きさの もので ございます。

　 現在のテレビが大体16ミ リのフ ィルムに相 当す るのに当た りま して,こ の高品位 テレビは35ミ リ

フィルム以上の質の ものでございます。

　 こうい うことなの で,放 送だけでな く映画界 とか印刷界か らも注 目されておるわけでございます。

　 このように5倍 の情報量 とい うことでございますので,放 送 として伝送するには,そ のままでは5

倍 の帯域幅を必要 といたしますので,最 近衛星放送用 といたしま して,帯 域圧縮技術 を開発い たしま

して,1チ ャンネルで伝送できるシステムを開発いたしま した。 したがって放送 として も実用化に一

歩近づいたとい うふ うに考えてお りま して,5年 後,放 送衛星3号 で実用化で きるようにがんば って

お ります。

　 来年の3月 か ら半年ばか り,筑 波 で科学技術博覧会がございますが,そ の政府 出展 館の多目的 ホー
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ルとい うところで,横8メ ー トル縦4.8メ ー トルの大 きな画面で,高 品位 テレビの表示 をいたします。

また数 ヵ所に受信機 を置 きま して,模 疑放送 とい う形で電波を出す予定 にしてお ります。 それか ら光

ファイバーの伝送 も考えてお ります。

　高品位 テ レビは世界的に も注 目されてお りまして,現 在国際電気通信諮問委員会等 で も世界の統一

の規格を決め ようとい う動 きが ございます し,日 本 で もこれに対応いた しまして電波技術審議会等 で

ことしか ら規格 を決めてい くため,審 議が開始 されてお ります。

　 また,現 在の放送衛星の使 っていない時間 を用 いまして,深 夜実験をやる予定で ございます。

　以上,簡 単で ございますが,こ れで終わ ります。

　宮 川 主 査 　 　沢辺 さん,あ りが とうございま した。

　 それでは次のス ピーカーを御紹介 いたします。立川 さん,ど うぞ。

　立 川 日本にお きますLAN,ロ ー カル ・エ リア ・ネッ トワークについて御紹介いたします。

　皆様御存 じのよ うにオフィス ・オー トメーシ ョン,フ ァク トリー ・オー トメーシ ョン,ラ ボラ トリ

ー ・オー トメーシ ョンの進歩は
,こ れ1に用 い られ るいろいろの装置の間の通信路 を介 しまして,接 続

して,装 置の単体 としての機能に加 えて,シ ステムとして利用す るケースがふえてお ります。

　特に企業にお きましては,特 定の構内に終始す る通信比率が高 うございます。 ここにデ ィジタルP

BX,あ るいはLANと い った新 しいネ ッ トワークに対する期待が高ま りつつございます。

　 ところでデ ィジタルPBXとLANと は一見 します とお互いに競合関係 にあるように も見 えます。

しか しオフィスの情報の中心は今後 とも音声にあ りまして,端 末数 として最 も多いのは電話機である

ことは当分変 わ らないとい うふ うに思います。

　一方,LANは 高速 でC"ざ い まして,た とえば高解像度ディスプレーを備 えたイ ンテ リジェン ト・

ワークステーシ ョン,大 容量のデータ伝送 を必要 とする機器の接続にはLANが 有 利ではないか と考

えてお ります。

　 こうい うふ うに考 えます と,デ ィジタルPBXとLANと の間はお互いに対立す る関係 ではな くて,

相互 に補完 して共存す る関係にあるのではないか と考 えてお ります。

　 ここでは向こう5年 間を見たオフィスの姿をあ らわした物 のつ もりで ございます。 ごらんのよ うに

当分の間,電 話機 とか ファクシ ミリはPBXに 接続 されてお ります。 この図でPBXに 接 続 されてい

るのは黒い線で示 されてお ります。

　一方,デ ータ端末 あるいはワークステー シ・ン,デ ータファイル といったような ものはLANで 結

ばれてお る。

　それか らLANの 種類 につ きまして,ネ ッ トワーク ・アーキテ クチャの種類 としてはジ よく知 られ

てお ります ように,バ ス型,ス ター型,ル ープ型,り ング型が ございます。

　これ らをどうい うように使い分 けるか とい うことは,信 頼度,伝 送容量,接 続の容易性,保 守性に

よる もの と考えてお ります。
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　 この うちで リング型は伝送距離,伝 送速度にっいての制約が少な くて,本 質的 に分散処理 でござい

ます。今後の大規模なLANの 主 流になるのではないか と考えてお ります。

　一方,バ ス型LANも 分 散処理でC"ざ い ますが,ノ ー ドの追加,除 去が容易でございます。伝送距

離や接続可能な端末数には制約はございますが,中 規模以下のLANに は有用なものではないかと考

えてお ります。

　一方 リング型,バ ス型のおのおのの特徴 を生かしま して,リ ング型のノー ドにバス型を接続す ると

い うような組み合 わせの姿 も今後有用 な ものではないかと考えてお ります。

　 これ ら は 外 国製14品 種,日 本 製29品 種 に つ き ま し て ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ.ク チ ャ,ア ク セ ス

方法,伝 送媒体を比較 した ものでございます。

　 まずネ ットワーク'・アーキテクチ ャとして 日本はい わゆるループ型,リ ング型が多いのが特徴的 で

ございます。 しか し,各 メーカーともリング型,バ ス型 をともに製作 してお りまして,た だ リング型

の メニューが多い とい うこ とか と思います。

　 それか らアクセス方法 につ きましては,日 本の場合,リ ング型 との親和性の点よ り,い わゆる トー

クン ・パ ッシングがよ り多 く採用 されてい るのは当然の ことで ございます。

　 日本のLANの 際 立った特徴 は伝送媒体にあると思 います。伝送媒体 として光 ファイバー ・ケーブ

ルの使用が きわめて多いことではないか と思います。 これは伝送速度が速い とい う点よ りも,む しろ

日本では工場の中等の設置 を考 えて電磁干渉の点 を重視 している結果ではないかと考 えてお ります。

　 以上でござい ます。 どうもありが とうございました。　 (拍 手)

　 宮 川 主 査 　 　立川先生,あ りが とうございました。

　 それでは次に松下先生,ど うぞ。

　 松 下 原稿 を英語 で用意 しましたので,英 語 でしゃべ ります。 ドイツ語の通訳だ と思い まし

たので,最 初は 日本語を使 う予定だったんですが,英 語 を使 います。

　 光学 ファイバーを使いましたLANの 開発 に従事 してお ります。

　 それでは私の感触 としてマン ・マシン ・インターフ ェースの設計に関して,ど のようなことが行わ

れているかをお話 ししたい と思います。 ヒューマン ・インターフェースが必要 である。 また使いやす

さ,機 能性,そ うい った ことは しょっちゅう話に出ているわけですけれ ども,余 りいままで実験は行

われていません。 つま りマ ン ・マシン ・インターフェースの最 もいい ものはどうい うものであ るか と

い う実験は余 り行われていません。

　 インターフェースの設計は,具 体的な実験 の結果だけに よる ものではな くて,実 際の市場性,つ ま

りコス トや受け入れサ イ ドが タイムリーであ るか どうか とい うことによって決 まってお ります。 それ

で設計者 としては,ユ ーザーとのインター フェースの モデ リングに時間をかけま して,そ の ときに制

約があ ります。つ まり個々の入力,出 力の装置 に関 していろい ろな限界に制約 を受 けます。 これは最

適 なインターフェースをつ くる際に,い ろいろな制約 を受けて設計をしておるわけです。
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　 一番下 に書 いてあ りますよ うに,ま ず最初に必要 なことは望 まれておるヒューマ ン ・インターフェ

ースとは一体荷 であるか
。一番望まれてお る機能性,フ ァンクシ ョナリテ ィー とは一体何 であるか。

使いやすさとは何であるか とい うことを定義す る必要があると思い ます。

　 そこで簡単 にマン ・マシン ・インターフェースに関 してレビュー したいと思 います。 まず,キ ーイ

ンターフエースとして,原 則的にはそれぞれの トークンの外見や意 味はあ らゆるコンテクス トにおい

てあいまいであ る。

　 そこでユーザーの イメージはユニークであ り,ま た覚 えやすい。記憶 しやすい必要があ ります。 し

かし通常使 われてお ります プライベ ー トな言語 とい うのはそ うではあ りません。ユーザーは正確 にス

ペ リングを覚 えて
,ト ークンを覚 える必要があ ります。ですか ら,そ れに関連する システムは適切な

共通のモー ドである必要があ ります。 それによって命令 された トークンは容易 に受 け入れ られること

がで きます。 そして読めるようなテキス トになることがで きます。

　 コントロール ・キーインターフエースに関 しましては,こ の トークンは アルファニュメロ,つ ま り

数値 とアルファキーボー ドによって決 まってお ります。

　 このキーインタフエースの機能 は,ト ークンを特定のキーに指示いたします。 そ して このテクニッ

クの問題点であ りますけれ どもそれ はファンクシ ョンキーの数が ,ト ークンの数がふえるに従 って,

連携 してふえてしま うとい うことが問題 になって しまいます。

　 そ こ で 一 つ の タ イ プ の イ ン タ ー フ ェー ス,つ ま り こ の よ う な ク ラ イ テ リ ア に 満 た す よ うな イ ン タ ー

フェースというのは,こ ういう ものであ ります。つ まりインプ ット・ディバイスは どん どんふえて し

ま うどい うふ うな問題はあ りますけれ ども,こ うい ったインターフェースが考 えられます。つ まり,

メ ニューインターフェースが1つ のタイプであ ります。 それによってキーインター フエースの問題 を

解決す ることがで きます。 そして トークンを記憶す る必要があ りません。 メニ ューがユーザーに必要

な トークンだけを提供 いたします。必要な ときに。 その点において,フ ァンクシ ・ン ・キーボー ドと

は違い ます。

　 しか しなが らハイラキアルな メニ ュース トラクチ ャーとい うのは,と きには非常に複雑 であ りまし

て,ユ ーザーは しば しばヘルプコマン ドを使 う必要があ ります。

　 キーインターフエースにおきま して,ユ ーザ ーは正 しいスペ リング,正 しい アグ リゲーシ ・ンを使

う必要があ ります。つ まりユーザーはそ ういった トークンを しっか りと覚 えて,タ イプインす る必要

があります。

　 ICONの 場合 には,一 方 ユーザーが必要な ことはスクリーンを見 る。 そして必要 な,適 切なポイ

ンティング ・ディバイスを使 って,マ ウスタブレットなどを使 って操作す るだけでいいわけであ りま

す。

　 しか し幾つかの問題 はあ ります。 つまり複雑なハ イラキアルス トラクチャーの場合にあ ります。つ

ま りICONの 数 がふえると,少 々複雑になってまい りまして,問 題 が生 じます。
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　 そ こ で マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェ ー ス は 徐 々 に 改 良 され て ま い り ま し た 。 しか し,こ れ ま で 一 番

いい インターフェースの選択,そ してそのファンクシ 。ナリテ ィーの選択 とい うことに関しましては,

ま だほんの少 ししかテス トにパ スしておりません。 そして,非 常に よく定義 された コンセプシ ・ンモ

デルとい うもの も,も っと数少な くしかで きてお りません。 ここでマン ・マシン ・インターフェース

の設計者たちは,概 念上の モデルとインターフ ェースを実際に実行す る前 に,デ スクの上でまずつ く

り上 げる必要があると思います。

　最後に提案 したい ことは,次 のよ うな重要な4っ の点,マ ン ・マシン ・イ ンター フェースの設計に

忘れてはな らない4つ の点であ ります。ユーザーは単純にポイン トアウ トす る。つま り必要なタスク

を指示 する。 つまり記憶 した り,命 令 した り,タ イプキー,シ ークェンスをする必要はなくて,見 て

ポインテ ィングだけでいい。 つま りシーイングとポインティング,見 ること とポインテ ィングだけの

方が記憶 した り,キ ーインす るよりも単純であるとい うことであ ります。

　 それか ら2番 目です けれ ども,オ ーソマルセ ット,こ の命令 のオー ソマルセ ットはあ らゆるユーザ

ーにおいて必要 とされているべ きであ ります。 それか らた とえばコピーフ ォーマ ット,こ れは同 じよ

うな意味論を持つ,つ ま り共通の コマン ドセ ットを持つ必要があ ります。 スタテ ィステ ィカル ・コマ

ン ドパケ ット,共 通の ものをあ らゆ るユーザニが使 えるよ うにする必要があると思い ます。

　 それか ら3番 目の点であ りますけれ ども,こ の システムの設計はプ ログレッシブ ・ディスクロージ

ャーによって オペー トす る必要があ ります。 つま りシステムがユーザーに対 して,共 通の選択権,選

択値を持たれ ました プログレッシブ ・ディスクロージャーでオペ レー トできるよ うにする必要があ り

ます。

　 4番 目はス クリーンの画面の質 であ ります けれ ども,こ れは最終的な ドキュメン トと同 じような形

でスクリーンにあ らわれ る必要が あ ります。4番 目は非常に重要です,今 日では特に。 とい うのはこ

れまで非常にOAの 装 置はふえているんです。 ファクシ ミリとか,プ リンターなんか,ふ えてお りま

す。CRT。 しか し,密 度が違 うわけなんです。ですか ら密度の変換 とい うことが必常に重要になっ

て くる技術であ ります。

　 最後にマルチファンクシ ・ナル ・ワ ークステーシ・ンの外見 をお見せ したい と思い ます。

　 これで私の コメン トに したい と思い ます。 あ りが とうございました。　 (拍 手)

　 宮 川 主 査 　 　松下先生,ど うもあ りが とうございました。

　 では最後の日本側か ら大越先生にお願い します。

　 大　 　越 　時間が余 りありませんので,3分 間使いま して,お 話 をさせていただ きたい と思います。

　 私はニ ューメディア ・ネ ットワークと社会的 インフラス トラクチ ャーの関連 について,一 言だけお

話 し申し上 げたいと思います。

　 今後30年 間 ぐらい,ド ィッ,日 本 その他 の先進国において,ニ ューメディアの インフラス トラク

チ ャーをつ くるとい うことが,大 きな社会的責務 になると思 います。 インフラス トラクチャーの構築
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が大変大 きな問題 にな ると思います。 であ りますけれども,実 は この点においては残念 なが ら日本 は

非常 にウィークな歴史を持 っています。 たくさんの言葉 を使 うよ りも,1つ の写真 をお見せするとよろ

しいと思 うのであ りますが,こ れは 日本の電力網の現状 であ ります。

　 これは大変残念なが ら東京の都心近 くの写真であ りま して,日 本 では しば しば見 られ る風景なので

あ ります。

　私,し ば らく前に ドイツのブランシュワイクに滞在いたしまして,ブ ランシュワイクの写真 をお見

せいたします。 これはブランシュワイクの町 であ ります。残念なが ら日本 と ドイツには差があ ります。

　 日本は確かに製品 をつ くることは うまいのであ りますが,大 きな社会的 システムをつ くることにか

けては,私 は ドイツの方 々の方がは るかにす ぐれてい ると考えてお ります。

　 この ようなことは最近大変問題になってお りまして,こ のよ うな点で皆 さんとわれわれ との協力が

何 らかの果実を将来結 ぶことを私は期待 してお ります し,私 だけでなく,た くさんの方 々が期待 をし

てお ります。

　時間があ りませんので,2分 間 で終わ らせていただきます。

　 どうもあ りが とうございま した。　 (拍 手)

　 宮 川 主 査 　 　大越先生,ど うもあ りが とうございま した。非常 にお もしろいお話 でした。

　 さて,そ れでは日本側が終わ りま したので,パ ーク先生にお願いして,ド ィッ側 か らのお話 をして

いただ きたい と思います。

　パーク主査　 　宮川先生,ど う もあ りが とうございま した。

　 それではまず ラウボル ト氏か ら簡単にISDNに つ いて説明を して もらいまし:う 。

　 ラウボル ト　　私,準 備 はして きませんでした。 とい うのは,ど うい うふ うに こうい った会議をや

るのか知 りませんで したので。

　私,コ メン トを思 いつ くままに申 し上 げてみたい と思います。

　 ISDN,　 PABX,ロ ー カル ・エリア ・ネッ トワーク,こ うい った ものについてコメン トいたし

たい と思い ます。 すでにお聞 きの とお り ドイツではISDNの 導 入が現在の アナ ログの電話網に とっ

てかわるとい う形 で入 ってまい ります。 しか しPABXは す でに現在非常に重要な もの として入 って

お りまして,こ れを使 っていろいろの種類のサー ビスを,い まインハウスの分野 であるもの を取 りま

とめて,総 合化 しようとしてお ります。

　 GMDと しては,こ れは私 どもの グループのことしか言 えないのであ りますけれ ども,　PABXは

ISDNが 出 る前 にすでにデータサー ビスを統合 した もの,ま たはスピーチテクス ト,そ のほかのサ

ービスをインハ ウスで提供 してお ったのであ ります
。現在すでにこういったサー ビスの統合化が始 ま

ってお ります。

　問題は,一 番われ われが興味を持 ってお ります問題,す なわちスタンダー ドに関心を持 った もの と

しては,い かに してスタ ンダー ドをつ くって,使 って,デ ータ処理 のスタンダー ド化を図 るか。 それ
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か らISDNと それ を結 びつける。またPABXの 機 能 も一緒にスタンダー ド化 してい くか とい うこ

とが問題 なのであ ります。

　私 どもの考 えではCCITTの レギュレー トをしているサー ビス,テ レテ ックスが一番重要な もの

であ りますけれ ども,そ の後 でテクス トファックス,こ れは ファクシミリとテクス トがまざった もの

です,こ うい った もの もインハウスの分野ではCCITTの ス タンダー ドになって きます。 ですか ら,

われわれの観点か ら見た場合にはテレテ ックス型のスタンダー ド,プ ロ トコルのスタンダー ドがイン

ハウスの分野 でも使われるよ うにな らな くてはいけない とい うふ うにな ります。

　 も う少 し具 体 的 に 言 い ま す と,.S70と い う テ レ テ ッ ク ス の リ コ メ ン デ ー シ ・ン が あ りま す が,こ

の 中 に い ろ い ろ違 っ た ネ ッ トワ ー ク技 術 を 使 っ て,コ モ ン ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス を 提 供 す る。 そ し

て そ の 上 に ト ラ ン ス ポ ー ト ・プ ロ ト コ ル を ひ っ か け て い く。 こ うい う こ と で あ りま す 。

　 インハウスの分野で使 われるプロ トコル,そ れか らISDNの サ ービスで使 わなければな らないプ

ロトコル,こ うい った もの をすなわちCCS7σ で定義 した もの,こ うい った ものによってCCITT

の レギ ュレー トしているサー ビスをインハウスの部分 について も提供 していかなければな らない。 こ

うい うふ うに考 えます。

　 われわれが何をや ったか といいます と,こ の ような形の開発 を進めますために,シ ーメンスは日本

で もよ'く知 られておるようですけれ ども,シ ーメンスと協力 をしまして,S70の プ ロ トコルをE『S

DNに マ ップす るとい うことを実験的にや りま した。

　 もうちょっと具体的 に言 います と,S70の プ ロ トコルのコネクシ ・ン,そ れか らESDNに 使 っ

て お るS70の プ ロ'ト コ ル,こ れ を ネ ッ ト ワー ク コ ネ ク'シ ・'ンの プ ロ ト コ ル と合 わ せ て,64キ ロ ビ

ッ トのESDNに 結 び つ け よ う。 こ う い う実 験 を し た わ け で あ り ま す 。

　 これ をX25型 の ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス に も,ま たX21型 の ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス に も応 用

し よ う と思 い ま す 。

　 そしてESDN,　 PBXが で きるわけで,仮 想サーキ ットと実際の物理的なサーキ ットの間には違

いがない とい うことにな ります。PABXの 方 か ら見れば,常 に64キ ロ ビヅトの交換 ライ ン とい う

ことにな ります。↓

　 さてこれがESDN足 すCCITTの スタ ンダー;ドとい うことで,プ ロ トコルが1つ の面であ りま

す 。

　 そ れ か ら今 度 は ロ ー カ ル ・エ リ ア ・ネ ッ トワ ー ク が ど う い うふ うに こ れ に 結 び つ くか と い う こ とが

問 題 で す 。 わ れ わ れ の 観 点 か ら見 ま す と,2つ,LANを 使 う道 が あ りま す 。'1つ は,1つ のEPデ

ィ バ イ ス を 束 に し て,同 じ会 社 で つ く っ た もの を 結 び つ け る とい う こ と で す 。 た と え ば ユ ニ ッ ク ス マ

シ ン で特 定 の ソ フ トウ ェ ア を使 っ て,ゼ ロ ッ ク ス の ワ ー ク ス テ ー シ ・ ン を ク ラ ス タ ー に す る と か,そ

れ か ら フ ァ イ ル サ ー ビ ス,プ リ ン トサ ー ビ ス を く っ つ け る とか,と に か く1つ の 会 社 が つ く っ た もの,

同 じ タ イ プ の もの を そ の プ ロ トコ ル で ま と め て つ な ぐ とい うや り方 で す6
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　 これは規格化 を進 めまして もインターコネク トすべて標準化であ らわすとい うことはで きない と思

います。 それぞれのクラスターごとの製造業者の違 うものを,ど ちらに も当てはまるようなコンパチ

ブルなスタンダー ドはで きない と思 います。

　それか らもう1つ のや り方は ローカルなデ ィバイスか ら外のサ ービスに対 してコ ミュニケー トす る,

その ときにISOと か,CCITTで つ くったスタンダー ドを使 うとい うや り方であ ります。普通の

数字 でい きます と8対2と い うことにな っています けれ ども,外 と申の トラフィックの量の比率 がそ

の ぐらいだそうであ ります。 それで外 に出ていく トラフィックの割合 はその ぐらいになるとい うこと

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

であ ります。LANに 結 びついたデ ィバ イスの使用の20%は 出 てい くわけであ りますか ら,対 外的

なサー ビスとい うことにな ります。

　 したがって,CCITTが 規 定 したスタンダー ドで,こ の部分だけ行えばよろしい とい うことにな

ります。

　 この第2の 方法,す なわちLANを 外 向 きのサー ビスを提供す るもの として使 うとい うこと,こ れ

をやるためには ローカル ・エ リア ・ネ ットワークとプロトコルをインプルメン トしてい くことにな り

ます。 そ してそれをCCITTの ス タンダー ドのプロ トコルにマ ップをしてい く。 デー トウェイ ・デ

ィバイスでマップ して い く。　できるだけ簡単にマ ップす るとい うことにな ります。 したが って,で

きるだけ簡単に とは どうい うことか とい うことにな ります。 どうや ってやるか とい うことを研究 して

いますが,ま ず最初 には一群の会社 と協力 をしました。 ここに公式の翻訳が出てい ると思いますけれ

ども,ド イツ語 ではVDMAと い います。英語は どうなっているか,知 りませんが,オ フィス ・イン

フォメー シ・ン ・テクニ ック ・グループと言われています。 ドイツの機械及び プラン トメーカー協会

の中に置かれてお ります。

　 このグループが研究 をしまして,一 連のプロ トコルをLAN用 に つ くりました。 ミディアム ・アク

セス ・コン トロールの イ.ンターフェースに使 うものであ ります。 これはEAとOZに よって規定 され

た ものであ ります。

　 とにか くこの インター フェースに乗せ るプロ トコルを決め る。 そしてゲー トウェイをつくってLA

Nと 公共の ネットワーク ・サー ビスの間に置 くとい うことにな ります。

　そして,こ のや り方を とります と,一 方においてはESDN,　 PBXにS70型 の プ ロトコル を入

れてデータコ ミュニケー シ 。ンをやる。 そ して ローカル ・1リ ア ・ネ ット『一クを使 ってCCITT

の プ ロ トコルに簡単 にマ ップで きるプロ トコルを使 う。 こうい うや り方をとれば,LANを ローカル

なPABXを 通 じて公共サー ビスにつな ぐことができます。

　 とい うことは長期的に見 れば,イ ンハ ウスの代表的な普通 のや り方,デ ザインがそのオフィスにス

ペ シィフィックな ものであって も1つ の組織には とにか く1つ ,1つ の 会社には1つ とい うことで,

それ をローカルPABXで 全 部縛 り上げて,そ してPABXを 通 じて,　LANを 通 じて,公 共のES

DNに 結 びつける。 こうい うことにな ります。
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　ですか ら,な ぜ こうい うふ うになったか とい うことは御説明 しませんで した。ただ,や っているこ

とだけを御説 明しました。 われわれが やってい ることは理 由があってや っていることだとい うことだ

け申し上げてお きます。

　 どうもあ りが とうございま した。　 (拍 手)

　 パーク主査　　ラウボル ト先生,あ りが とうござい ました。

　 それではプランク先生 に,今 日どの ような異 なったサ三 ビスがあ るか,説 明 していただきたいと思

います。

　 プ ラ ン ク　 　 前 に申 し上 げましたように,.ド イツで紹介 したサービスにはテレフ ォンテレックス,

ビデオテ ックス,テ レファックスサー ビス,グ レー ド・ッー,ス リー,こ うい ったものがあ ります。

そして ビデオテキス'ト,電 子 メール,そ ういった ものがあ ります。 ビデオテキス トはいますでに決 ま

った規格があ りまして,4800の ピクチit　一 モジ三一ルが1画 面 ごとに入 ってお る規格 であ ります。

　 ISDNを 紹介 いたしましたテクス トファックスをつけ加えました。 そ・してそれによって高解像度,

テ リドンの解像度,品 位 を得 ることがで きます。 そしてその中にはピクチャーフリームを9分 の1,

ム ー ブエレメン トを使いまして可能 にな ります。

　 それか らL52秒 フ ァクシ ミリ,ス ピーチメールボ ックス,ス ロースキ ャン トランス ミッシ ョン,

伝送,こ うい ったことも重要 になってまい ります。 これは2つ のチ ャンネルが アベイラブルにな りま

して,2つ の サー ビスが同時に提供で きます。1っ の接続だけでいいの です。64キ ロ ビットを使 い

まして,2つ を1度 にできます。

　 ドイツにおきまして,こ の ような分野で非常 に重要 なことは,異 な ったサー ビスをいかに調和 させ

るか とい うことであ ります。 それは レシーバーの方はペーパ ーに しろ,デ ィスプ レーにしろ,あ らゆ

るサービスを使 って,こ の一つ のデ ィスプレーで,あ るいはグラフィ ックを使 いまして,そ のサー ビ

スにアクセスを持つ ことがで きるとい う必要 です。 それによって調和 を持つ必要があ ります。 ですか

らフレームワーク,規 格化が必要にな ります。ISDNの 規格化 を図る方向に入 ってお ります。

　 そしてそのためにはピクチ ャーデ ィスプレーチューブのオペ レーシ 。ンを行 うもの は,フ ァクシ ミ

リサ ービスも行 うことができる,テ レテクス トサ ービスとして。 あるいはメールボックスサービス,

そ ういったサー ビス もアベイラプルになるとい うことが必要 にな って まい ります。 こうい ったことは

これか ら先最 も重要な課題ではないか と思います。ですか ら,こ れはあ らゆるスタンダー ド,声,ア

ルファニ ューメデ ィック トランス ミッション,そ うした規格 をすべて超 えた もの とな るわけであ りま

す。

　 ありが とうございました。　 (拍 手)

　 パ ーク主査　　 プランク先生,あ りがとうございました。

　 それでは ビンケル先生 にLANに 関 して コメン トしていただきたい と思います。非常 に長いマニ ュ

スクリプ トがあ りまして,ち らっと見 えるんですけれ ども,恐 らく時間がないのでその アブス トラク
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トだけを していただけると思い ます。

　 ビ ン ケ ル　　 それではLANに 関 してお話 ししたい と思います。手短 にLANの 西独 における状

況 をお話 しします。

　 西独 でLANが 提供 されて,次 の ような分類が されてお ります。 いま出回 ってお ります ほとんどの

タイプは コンピューター製造志向型の システムであ ります。それは非常に急速 にファース トネーム ・

インフォメーシ ・ン ・システムを変えま した。つ ま りLANに 変 更 して きたということであ ります。

これが1つ のタイプです。急速にLANへ の移行が行われたとい うこと。

　 それか ら2番 目は西 ドイツの光 ファイバー リンクシステムの父,LANの 父 はフラウンホ ファー応

用 研 究 所 の シ ル ベ 先 生 で あ り ま す 。1979年 に 初 め て ド イ ツの 光 フ ァ イ バ ー が 産 業 用 の 応 用 と し て

提 供 され ま し た 。RCDシ ス テ ム とい う名 前 で 呼 ば れ て お りま す 。 こ の シ ス テ ム は1979年 に ス タ

ー トし た シ ス テ ム で あ り ま して
,そ れ 以 来,非 常 に 大 規 模 な 産 業 用 ア プ リ ケ ー シ ・ ン を 西 ドィッ に お

い て 持 っ て い るRCDシ ス テ ム で す 。

　 さ て,い ま で は2番 目 の シ ス テ ム が で き て お り ま し て,こ れ の 基 礎 と な る の は や は り フ ラ ウ ン ホ フ

ァ ー 研 究 所 か らで す け れ ど も,デ ィプ シ ー べ ー ス で あ り ます 。 デ ィ プ シ ー べ ー ス ,こ れ も光 フ ァ イ バ

ー
,そ し て トー ク ン ・パ ッ シ ン グ を使 っ て お り ま し て,こ の 開 発 は イ ン フ ォ マ テ ィ7ク シ ス テ ム ,シ

ュ トッ ク カ ウ ン シ テ ィ ー か ら開 発 され ま し た。

　 そ して 典 型 的 な 応 用 は 小 規 模 な 産 業 用 プ ロ セ ス コ ン ト ロー ル,そ れ か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・シ ス

テ ム,プ リ ン タ ー,パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ,ト ー ル マ シ ン,こ うい っ た もの で あ り ま す 。

　 これ は コ ミ ュ ニ ケ ー シ 。ン ・プ ロ ト コ ル に 関 し ま し て,ISOレ ヤ ー,2,3ヘ 一 八 ーDSCと 言

わ れ て お りま す 。 そ れ か らISOレ ヤ ー,4,7 ,Xポ イ ン ト25で あ りま す 。 そ し てXポ イ ン ト28

これ は 端 末 対 端 末 の 通 信 に使 わ れ て お り ま し て ,Xポ イ ン ト29を コ ン ピ ュ ー タ ・ コ ン ピ ュ ー タ 通 信

に 使 っ て お りま す。

　 わ れ わ れ は12の シ ス テ ム を 設 置 し ま し た。 これ は 光 フ ァ イ バ ー に 基 づ い て お り ます 。 昨 年12の

シ ス テ ム を設 置 い た し ま し た。 シ ュ ト ッ カ ー地 域 に 設 置 い た し ま し た
。

　 そ して ク ラ シ フ ィ ケ ー シ ョ ン と し て は,あ と バ ス シ ス テ ム が あ りま す 。 こ れ は,イ ー ザ ネ ッ トに ベ

ー ス を 置 い て お りま す
。CSMACDXで す 。

　 このLANの 応 用 は メ ー ン フ レ ー ム を メ ー ン フ レ ー ム を メ ー ン フ レ ー ム ・ コ ン ピ ュ ー タ ー に 接 続 す

る と い う応 用 が あ り ます 。 ま た 接 続 は 高 速 キ ャパ シ テ ィ ー の イ ン ス トレ ー シ ・ン に 使 わ れ て お り ま す 。

こ れ は 古 い テ ク ニ ッ ク で,新 し い 衣 を着 た 古 い 技 術 だ と言 え る と思 い ま す
。

　西独 にお きま して,ほ とんどの人 たちはイーザネ ット,エ サネ ットを好んでお ります。 といい ます

のは西 ドイツにお きまして,民 間 でそれほどポピュラーではあ りませんので。

　あ りが とうございました。　 (拍 手)

　パーク主査　　 ビンケル先生,ど うもあ りが とうございました。
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　それでは私,最 後le　2つ,ド ィッの研究 にっいて重要な点を申し上げておきたい と思 います。すな

わちインチ プレーテ ッド・オプテ ィクスと高解像度 テレビであ ります。集積光回路及び高解像度 テ レ

ビ両方 とも政府か らの研究費 も相 当出てお ります。

　まず集積光回路であ りますけれ ども,こ れは私の定義では光及び電子のディバイスをアル ミニウム

ボスヘー トのサブス トレー トに集積す るとい うことであ りまして,こ れの応用分野 が幾つか将来は出

てくると思います。

　最 も重量な分野 は公 共システムの加入者線だ と思い ます。 それか らもう1つ はインハ ウス ・コ ミュ

ニケーシ ョン。 これは ミテ ィがやってお られるオプ トプロジェク ト,光 通信プロジェク トと同 じだと

思います。 それか らさ らにその後,高 速の信号処理,そ の後は さらにファイバーのセンサーテクニ ッ

ク,こ うい ったところに応用 していけると思 います。

　 ところが,現 在の ところ集積光に関する部門 を新 しくつ くりまして40人 ぐ らいがい ま仕 事 をして

お りますが,さ らに これを80人 ぐ らいに,こ こ2年 ぐらいで拡張する予定であ ります。

　 それか らもう一つ別の分野で重要なのは高解像度 テレビであ ります。沢辺 さんが先ほ どお話 しにな

りま したけれ ど も,わ れわれ として もNHKと ソニーのやってお られ ることを大体追いかけてや って

お ります。 すなわ ち,走 査線 も倍,縦 横比 も3対5,そ れか ら1対2ぐ らいの率,こ うい ったことに

な ります。

　 こういったことでテ レビ受像機 と見 る人の距離 を,そ ららでは絵の高 さの3倍 とお っしゃいました

が,私 どもの システムでは2倍 とい うことに してい ます。 これは臨場感 を得 るためにはその ぐらい近

づくことが必要 じゃないか。 この ように考えています。

　 それか ら　 う1つ 重要 な違 うところは,汐 一 ミナルなのであ りますけれ ども,将 来の大量生産のタ

ー ミナルを考 えてお りまして,CRTVの テ レビで3つ ブラウン管 をつけるとい うことを考 えてお ら

れるようであ りますけれ ども,私 どもは一つの ビームのプロジェクター,高 品位の幅の広いスク リー

ンでプロジェク トする とい うことを考えてお ります。

　 それで ここ1年 の間にプロ トタイプをプロジェクターについてつ くっていきたいと思 ってお ります。

そして プロ トタイプがで きれば,産 業界の方で引 き継いで大量生産を してい くとい うことにな ります。

　 このような高品位テレビの研究活動 と並びまして,伝 送の問題 も現在研究 しています。高品位テレ

ビの信号 を送 りますのには,現 在 は光 ファイバーを使 うよりしようが ありません。 とい うのは,人 工

衛星の放送をす る能 力が あ りません。 ちょっと日本 とは事情 が違います。 日本では高品位 テレビを小

さな人工衛星のチ ャンネルで送 るとい う,お もしろい方法 を開発 してお られ ますけれ ども,こ れはヨ

ーロッパに とって も重要な問題 です。 われわれ としまして も,人 工衛星の容量が非常に限 られてお り

ます。

　 集積回路 とHDテ レ ビについて簡単に申し上げました。 どうもあ りが とうござい ました。

　　 (拍 手)
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宮川主査 さて御発表 は全部終わ りました。

8.3　 討 議 及 び ま と め

　宮 川 主 査 　 　いかがで しょうか,私 自身 もいろい ろ伺いたい質問があるぐらいで して,ど の1つ

の トピックを とりまして も,1時 間以上時間をか けなければ,討 論はできないで しょう。

　 したが っそ.私,柳 井議長か らのお申しつけ もあ りますので,こ れが第1回 の会議で もあ ります し,

き ょうの 目標 はとにか くお互いにお話 をし合 って,お 互いの国の実情 を理解 するとい うところが重点

だ と思い ます。

　第2に や らなければいけないことは,幾 つかの問題点を選んで,そ れを次の年,あ るいは将来の会

議で取 り上げて討論をす るとい うことに したい と思います。

　柳井先生か らも3っ か4つ,将 来め討論の トピックを出して くれ と言われ てお ります。

　将来一体 どうい う問題 を取 り上げて討議 をした らいいんで しょうか。

　パーク主査　 　 ドィッ側としましては若干の御提案が あ ります。将来の会議に対して何 を取 り上げ

るか とい うことです。

　 1っ の提案 は将来 の意 思疎通のため に,ヨ ー ロッパあるいはアメ リカのネ ッ トワークと日本の ネッ

トワークとの間の コ ミュニケ ー トとい うこ とにな りますね。 しか し,ス タ ンダー ドが それ ぞれの ネッ

トワークで違います ので,な かなかネ ットワークを結 びつけ ることが むずか しい状態です。

　ですか ら,わ れわれ としては討議の議題1としていろいろ違 った規格,'標 準 があるけれ ども,そ れを

いかにして乗 り越えてい くか。それか らいろいろの国で輸出,輸 入につい て,い ろい ろの 障壁が あ り

ますが,こ れの問題 も必要で しょ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ　コ

　宮川 さんにお昼御飯の ときに も申し上げたので ありますけれど も,宮 川 さんの方か らは 日本側の提

案 としていろいろ違 ったサー ビスが 日本,ド イツで どうい うふ うに受 け入れ られ ているか とい うこと。

こ ういった議題が提示 されました。

　で きれば こうい う両方 の提案 を一緒にまとめてお話 をす ることが可能じゃないでし ょうか。できれ

ばスタンダー ドの問題 も含めて。

　宮 川 主 査 　 　いかがでしょうか。いまの提案に対す る御質問が ございますか。

　松 下 多 くの方 がインハウス ・ネ ットワーク,ロ ーカル ・エリア ・ネ ットワーク,PBXと

い うことをよ く言 ってお られます。

　それで2つ のシステム,ロ ーカル ・エ リア ・ネッ トワー クとPABX,ど ち らが将来性があるのか。

これを討議してみたい と思います。 インハウスのネ ッ トワーキングにどち らがより力があ るのか とい

うことです。意見を交換 してみたい と思い ます。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
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　 1つ の トピック としていいんじゃないで しょうか。2国 間で討議す るの に。

　宮 川 主 査 　 　追加ですね。パーク先生に追加 しての提案 です。

　 シ ル ベ　 　私 も1つ,思 いついたままお話 しいたします。

　松下 さん,そ れか ら立川 さんか ら伺いたいんですけれど も,い ろいろな種類のLANが あ ると思 う

んですが,そ うい った ものに対するスタ ンダー ドの問題,マ シン ・インターフ ェースとか,そ のほか,

標 準化,規 格 化を どうしてお られ るのか。そ うい った面で問題はないのか,伺 い たい と思 うんです。

　 ヨー ロッパ共同体 では理論的なモデルを何かつ くって,シ ステムを描写 して,そ の中か らどのデー

タは標準化 しな くちゃいかんか,ど のデータはスタンダー ド化 しな くて もいいか とい うことを見 きわ

めなければな りませ ん。

　ですか ら討論のテーマとしては,こ ういった理論的なモデルを取 り上 げてはいかが でし ょうか。わ

れわれヨーロッパ共 同体では若干 そ ういった面で経験 はあ ります。

　宮 川 主 査 　 　松 下さんの いまの御提案に対す るコメン トですか。

　 シ ル ペ　　 私の提案は理論的なモデル を討論 した らどうが とい うことです。LANと か,あ るい

はマン ・マシン ・インターフ ェースとか,そ うい うものを描写す る理論モデルを討論 したちど うだろ

うか とい う提案です。

　宮 川 主 査 　 　 LAN全 体 ですか。

　 シ ル ペ　　 LAN全 体 と,そ れか らマン ・マシン ・インター フェースの両方のモデル とい うこと

です。

　宮 川 主 査 　 　そうす るとLANに 関 係のある提案 ですね。 ですか ら松下 さんの提案 と関係がある

という ことにな ります。

　パーク主査　 　ここで提案 を出 して,討 論を して煮詰めて向 こうへ出す とい うことも可能でしょう

し,こ こで全部出 してみて,そ れをそのまま挙 げるとい うこと も考 え られると思 います。

　大 越 第2の 方法の方が いいんじゃないで しょうか。

　パーク主査 　　それでは もうちょっと,私 どもの方 か ら提案 をつけ加えたい と思います。

　 きの う大越先生 ともすでに話を した もの も若干あ ります。また宮川 さん とお昼の ときお話 しした も

の もあ ります。

　高解像度テ レビが1つ です。 それか ら信号の伝送方式,ア ナログにす るか,デ ジタルに す るか。

それか らター ミナルはどうい うふ うな形にす るか。人工衛星の送信 にするか,光 ファイバーの伝送 に

するか。

　 それか らもう1つ 別の分野 としては,光 ファイバーを加入者線に使 うとい うことです。 それぞれの

国が現在 まだ光 フ ァイバーを加入者線に導入す るとい うところまでいっていません。 こうい うふ うな

ところへ入れ るについてはいろいろアイデア もあ るよ うであ ります。私 ど もとして も,こ れがいい と

い うような ものが ないよ うです。
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J　　 それか らもう1つ の トピックはシルベ先生の提案 にな った理論モデルであ ります。

　　　 それか らもう少 し将来 にわたる問題 としては集積光回路です。これは日本 では川崎でNTTと 共 同で

　　 研究 をしてお られるようですけれ ども,わ が 国で もそ ういった方向に向けて研究が始 ま りそうであ り

　　 ます。そ ういった ところが興味があ ると思います。

　　　 それか ら最 後に,私 の書いてあるこの リス トによりますと,コ ヒーレントな光伝送です。双方の伝

　　 送です。 コヒー レン トな光伝送 とい うのは2つ の利点があ ります。1つ は光マルチキャリアシステム

　　 がで きます。す なわ ちキ ャリアが たくさん入れ られ るということで非常に魅 力が あ ります。広帯域,

　 　 分散 ネットワークに非常によろしい。

　　　 それか らもう1つ は非常に感度がよろしい。ですか ら長距離の伝送 に向い てい るの じゃないか。 こ

　　 う言われてお りますので,こ うい ったことが私 どもの方か らの提案です。

　　　 宮 川 主 査　 　 い ままで出ました もの を書 き並べ てみましょう。(以 下①～⑩は黒板書 き)

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

　 　 standard

①

　 　 Imp・rt/Export

　 　 acceptance　 and　 u8e　 of

　 　 PABX　 vs　 LAN

HD-TV

New　 Media

sub8criber　 Loop　 u8ing　 Optical　 Fibre

Integrated　 optics

Coherent　 optical　 Tran8mission

Theoret輌cal　 Modelling　 of　 Man-Machine　 LAN　 before　 8td.

securty,　 integrity,　 authenticity,　 privacy・

Infrastructure

　 standard　 と　 Import/Exportは 同 じ分 野 で す 。 ア ク セ プ タ ン ス と ニ ュ ー メ デ ィ ア の

受 け入 れ,利 用 で す か ら,こ れ は1つ の 項 目 に な り ま す 。

　 こ れ と これ も非 常 に 似 て い ま す ね 。 サ ブ ス ク ラ イ バ ー ル ー プ,こ れ は オ プ テ ィ カ ル ・フ ァ イ バ ー,

光 フ ァ イ バ ー を使 っ て の 加 入 者 ル ー プ。 こ れ は 公 共 ネ ッ トワ ー ク で,こ っ ち は イ ン ハ ウ ス の 方 で し ょ

う。 し か し,こ れ は プ ラ イ ベ ー トで,非 常 に 似 て い ま す ね 。 全 く同 じで は な い け れ ど も,非 常 に 似 て

い る と 思 い ま す 。

　 違 い ま す か 。
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　パ ー ク 主 査 　 　こちらはLANで す。 それか らもう一つは公共網 でして,こ の公共網の中 の加入

者のエアリアです。

　宮 川 主 査 　　 違いますね。 それでは分 けて書 きまし ょう。

　 これはインチプレーテ ッド・オプティクス,こ れは③ と④,⑤ に関係あ ります。

　 これ じゃないです よ。 これ とこれですよ。 これはこれに関係 してませんか。

　パ ー ク主 査 　 集積光学,こ れが重要 なのはLANに 関 して重要です。光学 を使 ったLANに 必

要です。 それか らあとサ プスクライバーループ,公 共 ネッ トワーク,そ れか らコヒーレン ト・オプテ

ィカル ・トランス ミッシ ョンも重要になって きます。

　 シ　 ル　 ベ　 　 ⑧ 番は私が言 ったLANの 理 論モデルです。 それか らマン ・マシン ・インターフ

ェースを申 し上 げたので入れて ください。

　全 く違 うトピックにな ります。

　 それか ら規格 のエァリア,3つ あ ります。理論的 モデ リング,ス タンダー ドがあ りまして,規 格の

プリエアリア。

　 宮 川 主 査 　 といいますと 一 。

　 シ　 ル　 ベ　 規格化の前の エァリアであ ります。 それをプ リエアリア ・スタ ンダーダイゼーシ ・

ンと呼んでお ります。

　 ラ ウボ ル ト　 黒板がいっぱいになって,こ れ以上書けませんが,私,も っと提案 したいんですけ

れども,よ ろ しいですか。

　 このセ ッションではまだ どなたもお っしゃってい ません。 しか し,少 な くども一般的 な話で児玉先

生か らけさお話が あった内容です。

　 これは技術開発,機 密保守に関す るものであ ります。 これはニ ューメディアと非常に関係が深 い。

ニューメデ ィアはいかに受 け入れ られるか,浸 透で きるか とい うことに関係が深い と思います よ,機

密保守は。

　 ですか ら,私 の見解 では次 の3年 間の うちに この トピックは非常に重要な もの として注 目を浴 びる

分野だ と思います。

　 それか ら初期的段階の話では ドイツではリンチ 。ンテキス トを紹介 した ときには,こ れ をパ ブリッ

クサー ビスにす るとい うことに関しま して,話 された内容 であ ウ、ます。.

　 私の提案は一般的 な トピ ック,セ キ ュリティ,イ ンテグリテ ィー,そ れか らエレク トロニク ・.トラ

ンザクシ ・ンの プライバシーの分野を入れ るべ きだ と思い ます。

　 これは4つ の異な った側面になるんですけれ ども,別 個 に話 され るべ きだ と思います。機密保守,

それか らインテグ リテ ィー,尊 厳,.そ れか ら純粋性 ですか,正 当正,オ ーサ ンティシティ,そ れか ら

プライバシー。 これは電気通信に関 して,こ の分野に関 して4つ の分野に話すべ き 一 。　 エ レク ト

ロニクス ・セグネチ ャーとか,エ レク トリック ・マ二一とか,い ろんな分野で こうい った話をすべ き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一50一



だと思い ます。

　送金の分野で もこうい った問題が重要ですよ。

　宮 川 主 査　　 それでは私 も一言,⑩ 番 インフラス トラクチャーを入れましょう。

　大 越17分 した ら,私 はまとめて報 告しなきゃいけないんです。

　結論に達することが できると思いますか。時間が ちょっとしか,あ りませんけど。 もしで きなか っ

た ら,す べて並行 して提案 したらどうですか。 これ全部。

　 そして8月 にエ ンゴイ先生がい らっしゃるときに細か く話 していったらど うでし ょうか。

　宮 川 主 査 　 　優先順位をつけるべ きだと思 います。

　 ラウボル ト　 それか ら合わせて もいいような もの もあ るん じゃないですか,似 ている ものは1つ

にした りして。

　バー・ク主 査　 　た とえば一番 目の プロポーザルは⑥ と⑦ を合わせて1つ の項目にする。 インチプ レ

ーテッド ・オプテ ィクスと
,コ ヒーレン ト・オプテ ィカル ・トランスミッシ ョンを合わせて しまった

らいかがで しょうか。

　宮 川 主 査 　 　これ とこれですか。

　パーク主査 　 　それか ら① と②を合わせ てもいいん じゃないかと思います。

　 ラウボル ト先生,PABXとLANと 先生がおっしゃった 機密保守の点 と一 緒にして もいいですか。

　ラウボル ト　　 だめです。

　松 下 セ キ ュリテ ィとい うのは非常 に広 いネ ットワー クの分野に必要 とされ る問題です。 プ

ライベー トだけ じゃなくて。

割1主 査
tt重 複 していま間 ど②番 と⑨ 番を一縦 し・もいいん じ・ないですb・・　'

　②番 と⑨番は同 じか もしれません。つまりアクセ プタ ンスとい うのは,金 融の方 のシステムに も関

係 してきますか ら。ニ ューメデ ィアの金融関係で使 う。それか らテ レシ ・ッピングとか,銀 行業務 に

使 う。

　シ ル ペ　 　これは技術的な分野ですね。とにか く優先順位の決定をす る必要があると思います。

これか ら2,3週 間 の うちに,優 先順位をおのおの決 めるべ きではないでしょうか。

　パー ク主査　 　私,ち よっと一般的な質 問があ ります。 日本の メンバーの皆様方 に。

①番 を討議 して,い ろんな問題点,つ ま り規格化の問題 とい うものを話 し合 うことを1番 にで きる

と思います。

　政治的な問題,つ ま り規格化に伴 う政治的な問題を話す ことは問題があ りますか。 日本の皆様方に

とって。 それと もそ うい うことは自由に話 して もいいんでしょうか。

　大 越 個人的 には問題が あると思います。私 は個人的にはそう思います。

　宮 川 主 査 　 　とい うのは,い ろいろの 国際機関が規格に絡 まってきてお りますので,こ ちらのほ

とん どの皆様方はISOと か,　CCITTと か,　CCIRと か いろんな 機関に属 してい らっしゃいますか
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ら,規 格の問題は ここの会議で もって話 をするためには,異 なった角度か ら見 る必要があると思いま

す。

　つま り1つ の分野だけで,1つ の 見解 で見 るの ではないのです。CCIRと か,　 ISOと か,そ うい

ったことであった ら,全 く進歩 しないですか ら,い ろんな角度で見 る必要があると思 います。おのお

のの組織の見解だけに よって しまってはいけない。

　ですか らISOもCCIRもCCITTも みん な 同 じよ うに話をす る必要がある。ですか ら.こ こで規

格の話 をす るとして も,規 格 をそ うい った組織か ら離れた,異 なった 見解か ら見詰 める必要があると

思います。

　パーク主査　　そうします と重要な成果 を得 るような話がで きますか。つま り電気通信の開発 に関

して重要 な成果を得 るよ うな話ができますで しょうか。

　戸 田 電気通信の規格は別の場で議論 され る方がいいのではないか と思い ます。

　 ラウボル ト　　 そのかわ りに応用範囲.つ ま り国際的な実験 としてどうい う範 囲のアプ リケーシ ・

ンが考 え られるか とい う話がで きると思います。そ うなります と,ど の既存の規格 とい うものを選ん

で,そ うい ったアプ リケーシ ・ンを進 めるか とい う話が必要になってきます。 そ うな ります と,規 格

をつくるとい うんじゃな くて,既 存の規格の中 でどれを選ぶか,選 択するか とい う話になるでしょう。

　 この話で したら,規 格 とい う① 番の トピックは理解で きると思います。 この意味では。ですか らI

SOと か,　CCITTの 作 業 と重複するようなことであってはいけないと思 います。

　 宮 川 主 査 　 　同じ意見です。

　 パーク主査　　とにか く時間が限 られてお ります。5分 しかない。ですか ら,シ ルベ先生のプ ロポ

ーザルを取 り上げて,こ れか ら数週間の うちにそれぞれ各ポイン トに関して吟味 して,優 先順位をそ

れぞれ決めてくるとい う提案がいいと思います。

　 そしてその結果,い ま見 えない問題 も後か ら見えてきて,こ の中の幾つかは落 とされ るか もしれま

せん。 たとえば規格化の問題。 しか し両サイ ドが新 しい アイデアを持 って くることは自由に許可 され

るべ きだ と思います。ですか ら,私 の提案は リス トアップすること。つまり具体的な優先順位を設け

て,リ ス トアップす る宿題を設ける。その リス トをまとめて副議長 に渡 して,そ れを数 週間の うちに

集約す る必要があると思います。

　 宮 川 主 査 　 　手紙でいいんじゃないですか。手紙でお送 りすればいい とい うことです。

　 このセ ッシ ・ンでは大越先生がまとめの報告 をしな くてはいけないんです。 そ うす るとこの10の

項 目を本会議で報告すればいいですか。そこで次の数週間の うちに細か くや る。

　 大 　　越　 　私,す でに⑥ と⑦を合わせました よ,い いですか。

　 ① と② も合わせ るべ きでし ょう。

　 や っぱ り別にしま しょう。

　 それでは9つ に なりました。

52一



　プ ラ ン ク　　 もう1つ 合 わせ られることがあ ります。 スタンダー ド,イ ンポー ト,エ クスポー ト

の①番,そ れか らアクセプタンスタンス ・エン ド・ユース ・オブ ・ニ ューメデ ィアをコマーシャル ・

コミュニケーシ ョンとい うふ うに制約 して,PABX.1、AN。 コ マーシャル ・コミュニケーシ ョン用

の商業用の通信 とい うふ うに分 けて考えてもいい と思います。

　 その方が リスクが少 なくな るん じゃないですか。商業用の通信 とい うふ うに制約 を設ける。

　宮 川 主 査 　 　ということはど うい うことですか。ニ ューメデ ィアをコマー シャル……。

　 ラウボル ト　 ② と③ を合わせ るんです。

　 とい うの は1)ABXとLANは コ マー シャル=一 ス,商 業用の利用 とい うことで典型的な ものですか

ら,合 わせてしま って もいいんじゃないですか。

　宮 川 主 査　　 そ うす ると,問 題が複雑にな るので① と②を分けて.こ の ままにしておいた方が無

難iでほないでしようか。

　 それか ら残 りは どうやつて一 。

　 シ ル ペ　　 　私が言 ったのは各 グループ,と い うことは日本のグループとドイツの グループが そ

れぞれ優先順位を決め て意見の交換をす る。優先順位を決めた ときにどん な話をすべ きだ ということ

をコメン トして提出す るとい うことです。

　松 下2人 議長がお ります。ですか ら,こ の作業は2人 の議長の仕事 になるん じゃないです

か。2人 の議長がやるべ きじゃないですか。

　宮 川 主 査 　 　柳井先生 とビンケル先生 とに相談すればいい と思 います。

　それではすべてやるべ きことはや りました。 これ以上コメ ントがなければ,こ こでこのセ ッション

を閉会 したいと思 います。

　 よろしいでしょうか。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　御協力,ど うもあ りがと うございました。

閉　　会
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9.コ ン ピ ュ ー タ

開 会

元 岡 主 査 　それでは,時 間にな りましたので始 めさせていただ きたい と思います。

私 は元岡でございます。 このセ ッシ ョンのチ ェアマ ンを ドクター ・シペルスキと2人 でや らせてい

ただ きます。

　 メンバーの紹介は先ほ ど済んだの でやる必要 はないか と思います。

短い時間で議論 をしなければいけませんので,予 定 どお りそれぞれの国か らR&Dの トレン ドのレ

ff　一 トを20分 ず つや っていただいて,そ の後のフリーデ ィスカッシ ョンにつ きましては,日 本側で

は1人 の人が大体5分 ずつ ぐらい,そ れぞれの関係 してい る分野の紹介 と意見を述べ るように予定 し

てい ますので,そ れをや らせていただ きたい と思います。多分 その後 で今度は ドイツ側か ら御発言を

いただいて,そ れが終わ った後でこのセ ッシ ・ンとしての意見 をレポーターの相磯教授におまとめい

ただ くのがいいんではないか と思 ってお ります。

　 シペルスキ先生,そ れで よろ しいでしょうか。

　 シペルスキ主査　　結構 でございます。

　皆様 とお会いできることを大変 うれ しく思い ます。私 ども,皆 様方 と現在の,ま た将来の コンピュ

ータ ・アーキテクチ ャーについて論 じること,ま た,コ ンピュータの利用な どについて も言及 され る

だろ うとい うことを非常に期待 してお ります。

　 わが国におきましては,コ ンピュータ産業に とっては新 しい機械が登場 して くる,こ れは世界的に

そ うであると考 えています。また,コ ンピュータにおけますR&Dに と って も1つ のオポチ ュニテ ィ

が出て きている とい うふ うに思 うわけです。マイクロコンピュータ,マ イクロプ ロセスの世界の中で

は,新 しい自由 とい うもの,ハ ー ドウェアの設計の 自由 とい うものが出て きてい る。 また,シ ステム

の設計の 自由とい うような ものが出てきてい るとい うふ うに思います。1つ には,こ れは刺激にな り

ます し,一 方 では,わ れわれは環境でいろいろな将来を形づ くってい く,ま た将来の リクワィアメン

ト,ニ ーズを形づ くっていることに関して論 じていかなければな らないとい うふ うに思 うわけです。

そうい う意味で将来 を見通 していかなければな らない。お っしゃった手続には同意 いたします。

　 また,私 どもはブリッチ ュ博士にメーンステー トメ ントをしていただ きまして,そ れか ら日本側の

ステー トメン トに関 してコメン トさせていただ きたい とい うふ うに思います。それに関 してつけ足 し

た り共通の理解を深 めてい きたい とい うふ うに思 うわけです。

　 それでは,マ イクをお返 ししたいと思 います。

　 元 岡 主 査 　それでは,最 初に日本側か ら,電 総研ETLの 柏 木 さんにお話 しいただ きたい と思
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います。柏木 さんは,日 本の5世 代 のプロジェク トと並んであ ります スーパーコンピュータのプ ロジ

ュク トを中心に話 して くださる予定 になっています。

　 柏 木 時間が ございませんので早速説明を始めさせていただきます。

　 日本の国内で現在進行申のプロジェク トの概要をまず御紹介申 し上 げます。

　 先ほど元岡先 生か ら御紹介がございましたナシ ・ナルR&Dプ ログラム,こ れは大型 プロジェク ト

と称 している ものでございま して,正 式名称 を科学技術用高速計算 システムと称 します。単純に申 し

上げます とスーパースピー ドコン ピュ一夕プロジェク ト。 これは1981年 か ら1989年 まで230億

円で,ド ルにする とこ うなるんですが,マ ルクにすると幾つになるかは換算 していただ きたい と思い

ます。

　 このスーパ ーコンピュータの開発に関連 したデ ィバイス開発 といたしまして,次 世代産業基盤技術

といわれ るものが ございます。この中で特に新機能素子 と呼ばれ る3つ の素子が ございます。最初が

スパ ーラテ ィスデ ィバイスで,2番 目が3次 元素子,3番 目が対環境素子 と呼ばれてい るものでござ

います。 これはスーパーコンピュータプロジェク ト・と同 じように1981年 か らスター トしてお りまし

て,私 の手元にあ る資料で,84年 までの リサーチバジェッ トを トー タルします とこの金額 にな ります。

　 そのほかに,け さほど元岡先生がお話 しにな りました第5世 代 コンピュータプロジェク ト,こ れ は電

子計算機基礎技術に関す る研究開発 とい うのが通産省の正式名称にな ってお りま して,後 ほど渕 さん

が御紹介になると思いますが,1982年 か ら1991年 まで。先ほど元 岡先生が御紹介の基礎 フェーズ

といわれ るファー ス トフェーズが1982～1984年 。84年 までの リサーチバ ジェットの トータルが

82億6,000万 円 。10年 間 の トータル としては1,000億 円 とい うお話を伺 ってお ります。

　 そのほかのコンピュータ関係 のプロジェク トといたしま しては,こ こに書 いて ございます通産省 －

IPA,JSDで や ってお ります ソフ'トウ ェアデベ ロップメン トが ございます。25億2,000万 が こ

とし計上 されてい る。それか ら文部省関連で,や はり大学を中心 としたアクテ ィビテ ィが ございます。

これについては相磯先生か ら後ほ ど御紹介がある と思 います。それか らNTTが 持 っているINSコ

ン ピュータとい うプロジェク トが ございます。それか ら,け さほどの話に もございましたが,通 産省

の政策 としてニ ューメデ ィアとい う新政策が ございます。 これは現在までの ところ1億2,000万 程度

の調査費がついて る段階で ございます けれ ども,こ としか らスター トしてお ります。

　 このほかにス〔 シャル リサーチプロジェク トといた しま して,国 立研究所関連で情報関連の研究 を

や ってお ります。　　 　　　　　　 ,

　 それか ら,参 考 までに現在 までに終了 している大型 プロジ ェクト,い わゆる国としてのプロジェク

トの例 を2つ 挙 げて ございます。1つ は超高性能電子計算機開発 でしたか,と いうプロジェク ト。そ

れか ら,そ の後に1971年 か ら1980年 ま で,パ ターン ・インフォメーシ ョン ・プロセ ッシング ・シ

ステムというプロジェク トが走 ってお ります。 ここではスーパーコンピュータの プロジェク トに関 し

てデ ィテールをお話 ししたいと思 います。
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　まず,よ く皆 さんか ら質問の出るオーが二七ーシ・ンでございます。通産省は工業技術審議会 とい

うのを持 ってお りまして,そ こに大型 開発部会 といわれる ものが あるわけです。ここにはプロフェッ

サー ・元 岡 もメンバーとして加わ ってお られるわけです。 それか らMITIの も とに工業技術院があ

って,私 どものETLと い うのは工業技術院に所属しているわけですが,リ サーチコン トラク トを工

業技術院は……。研究組合 とリサーチコン トラク トを結びます。この組合は ここに書いてある6社 か

ら組織 されてお ります。

　 さて,ス ーパーコンビr－ 夕の 目標値で ございます。目標値の設定 をどうい うふ うにしたか とい う

ことでございますが,現 在 日本の国内で航空,気 象,原 子力 とい う3つ の大 きな大型計算 を抱 えてい

る分野を考えてみます と,現 在のコンビ=一 夕,3～7メ ガフロプスのマシンを使 って大体1ケ ース

当た り1時 間,0,5』 時 間,10時 間 とい うような時間 を費や してるわけで ございます。 したがい まし

て,2,3年 後 には大体100ん1,000メ ガ フロプスのマシンの ニーズ とい うものがあるだろ うとい

うことは当然見込め るわけで ございまして,現 に,後 ほど富士通の佐藤 さんの方か ら御紹介があ ると

思いますが,富 士通のVP-200と か,日 立のS、-810と い うような マシンがすでにコマーシャル

ベースで出てるわけでC/一ざ います。それに加 えて 日本電気のSX-2と い う1,3ギ ガ フロプスとい う

マシンもすでにアナウンス されているわけで ございます。近い うちに市場に出る予定にな ってお りま

す。したがいまして,5～10年 後 とい うのを予測い たしまして1～10ギ ガ7ロ プスのマシンが要求

されるであろうとい うこ とをターゲ ットとして考 えたわけで ございます。

　 それでは,そ うい ったマシンをつ くるのに一体 どうしようか とい うことになるわけですが,ま ず素

子 とアーキテクチ ャーと トータルシステムとい うふ うに分けて考 えてみ ます。高速論理記憶素子 とし

ての ターゲ ッ トを,こ こに書いてあるようにチ ップ当た り3キ ロゲー ト以上 とい う集積度でそれ ぞれ

の値 を書いて ございますが,JJ,　 HEMTと い う低温素子 に関 してはよ り高速性を要求 してい ると

い うのが特徴で ございます。'それか らメモ リーデ ィバ イスにはチ ップ当た り10キ ロ ビット以上の 集

積度を要求 してお ります。 アーキテクチャー的には並列性 を要求す るの と,そ れか らソフ トウエアの

改良 とい うのが必要にな って くるだろうとい うζ.とが言えます。 トータルシステム としては,ス ピー

ドとして10メ ガ フロプス。 それか ら大容量記憶素子があるわけですが,そ の使用 を4キ ロバイ ト以

上で,伝 送速度が2ギ ガバイ ト・パーr秒 以上 とい うものを要求するように。最大はこれの4倍 ぐら

いを必要 としているわけです。それか ら,後 ほど トータルの システムが出て きますが,そ こにござい

ます分散並列処理装置 とい うのは,別 途100メ ガ フロプス程度の ものを設けた方がいいとい うことに

な りまして,一 応 こうい ったゴールを設定 して現在研究開発 を進めて るところで ございます。

　 現在のデ ィバイス関連の研究開発について申 し上げます と,材 料 と加工 とい うファブリケーシ ・ン

の プ ロ セ ス とい うの と,そ れ か らデ ィバ イ スの 構 造 と 回 路 設 計,そ れ か らパ ッケ ー ジ ン グ,ク ー リ ン

グ の こ の 辺 の ベ ー シ ック ス タ デ ィ とい うの を 進 め て お りま す 。 現 在,LSIレ ベ ル の デ ィバ イ ス を 試

作 している段 階です。

一56一



　 それでは,そ れぞれの新 しいデ ィバイス,ジ ェセブソンとHEMTと ガ リウム砒素を私 どもは取 り

上げるわけですが,そ れぞれの リサーチアイテムが どうなってい るか と申します と,ま ずJJに 関 し

ては トンネルバ リヤー膜 の形成 とい う問題,そ れか ら熱 サイクルに対す る信頼性の問題 ,そ れか ら電

気的特性の改善 とい うよ うな こと。HEMTに 関 しま しては,　HEMTの ク リスタルの形成 とい うこ

と,そ れか らスレッシ・一ルドボルテージをいかに制御するかというような問題。 ガリウム砒素に関 しまし

ては,プ ロセ スイール ドを改良する とい うことと,表 面の状態の制御 とい うのが重要な問題になって

きてるわけでございます。

　 アーキ テクチャーの観点か らは,ユ ーザー コー ドの解析を行いまして,気 象,航 空,原 子力,分 子

科学,こ のそれ ぞれの分野で使われ てい るアプ リケーシ ・ンコー ドの並列性の解析をやって,そ れか

らアルゴリズムの改良 とい うのをやって,ア ーキテクチ ャーが どうあるべ きか とい うことを考 えてま

い ります と,1つ は,気 象 コー ドに関連 してはマルチパ イプラインが適当である とい う結果 が出 てま

い ります。 それか ら流体力学 コー ドを解析いたします とS'IMDラ イクのアーキテクチ ャーが適当だ

とい う結論 にな ります。それか ら原子力関係,特 に安全 コー ド解析 に関 してはMIMDラ イクの もの

がいいとい うことにな ります。分子化学関係ではハイァラキカルメモ リーとい うような方式が大変有

効である とい うことがわか ってまい ります。

　 さて,こ れすべて を満足す るよ うな解があるか というと,全 く頭 を悩 ますわけでございまして,ど

こにフォーカスして アーキ'テクチャーを決 めるか とい うのが今後の課題で ございます。要 は,す でに

あるアーキテクチ ャーとわれわれが対象 とす る物理現象 との間で数値アルゴ リズムの改善 を行 って,

す でに大 きなアプ リケーシ ・ンコー ドを抱 えてるわけですが,そ れ をいかに右側のサイ ドに トランス

ファーするか とい うのが研究のポ イン トになるわけでございます。

　最終的につ くります システムの概略を ここに書いてございます。先ほど分散並列処理 と申 し上 げた

のが この プリポス トプロセ ッシングシステム と書いてあるものでございま して,特 に図形,画 像の処

理 を専用 とす るものを考えてお ります。

　 これが開発 スケジ ュールでござい まして,ア ーキテクチ ャー,ソ フ トウェアに関 しては,こ としか

ら本格的な研究 が始 まっているわけで ございます。 これか ら,フ ァイナルシ'ステムの検討は今年度の

半ばか ら始 ま ります。ニ ューデ ィバ イスの方の ファイナル ・デ ィバイス ・エバ リエーシ ・ンを85年

末 に行お うとしてい るわけで ございます。85年 度末 とい うことは86年3月 とい うことで ございま

す。

　以上,こ のプロジェク トに関連 してサマライズい たします と,わ れわれが必要 とす るアイテム とい

うのは こうい うふうに書 くことがで きます。まず新 しいデ ィバイスの安定供給 とい うこと,そ れか ら

ロジ ックデザインやパ ッケージクー リングの新 しい方法 ,い ろんな問題に対 して最適の アーキテ クチ

ャーが何であるか とい うこと,並 列処理に向いた効率のいいソフ トウェアの開発,並 列 アーキテクチ

ャーに最適 のアル ゴリズムは何か とい うことに しぼ られ ると思います。
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　これは,富 士通が委託研究開発で開発 してお りますHEMTの 例 でございます。

　 これは東芝が開発 してお ります1キ ロビットのSRAMの 例 で ございます。

　 これが ジョセ ブソン接合素子の1キ ロビ'ットRAMの 例。

　 これが フルアーダーの例で ございます。

　 とい うふ うな3種 の素子開発に加 えて3次 元素子 と超格子素子 とい う2つ の素子が,現 在,次 世代

産業基盤技術の中で開発が行われて るわけですが,そ の うちスーパーラーテ ィスに関 しては,こ うい

った もの を考 えているとい うのをごらんいただきたいと思います。それか ら3次 元 に関 しては こんな

イメージの もの を現在開発 しようとして進めてい るわけでございます。

　将来のデ ィバイス屋 さんの夢 でございます3次 元デ ィバイスが最後にどうい うふ うになるか とい う

ことを例示 して私めお話を終わ らせていただ きたい と思いますが,INSユ ン ピュータに関して最後

に簡単に触れておきたい と思います。INSコ ン ピュータのベースになるのはDIPSl/Vと い う

ことでございまして,こ れはCPUが2万 ゲー ト・チ ップのMOSLSIか ら成 ってい るとい うふ うに

聞いてお ります。それ をベースといたしまして,従 来の方式 にマ ッチ した,現 在のサー ビス網 と整合

性 と連続性を持 つことを特徴 といたしましたコンピュータ開発 を考えているとい うのが実態でござい

ます。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　どうもあ りが とうございま した。

　何 か御質問があった らどうぞ。

　 ジ　 ロ　 ワ　 私の理解が正 しければ,ア ーキテクチャーの最終決定はまだな されてない とい うこ

となんですか。 それか ら,そ れに続けて言 うな らば,い つその決定がなされるんで しょうか。

　 柏 木 デ ィバイスの ファイナルエバリエーシ ・ンをや るときでございます。同時 ぐらいに決

めたい と考 えてお ります。 この辺は,元 岡先生 もこのプロジェク トに深 くコ ミッ トしてお られて,先

生 も悩みを抱 えているわけで ございま.すが,ベ ンダーは従来技術の延長でいきたい と言います。それ

か ら私 どもの研究所サイ ドは全 く新 しいアーキテクチ ャーをプロポーズしたい と考 えてお ります。そ

の間でどう調整を とるかとい うことがポイン トになる と思 いますが。

　 元岡先生,い かがで ござい ますか。

　 元 岡 主 査 　大 変 むずかしいですね。

　 ケ 一 二 ヒス　 2つ 御質問があ ります。1つ はソフ トウェアに関 して。 もう1つ はハー ドウェアに

対 してであ ります。ソフ トウェアの質問を先に させていただ きます。もしこの機械 を在来 アプ リケー

シ ョンに使 う場合には,現 在 のシステムとコンバーチブルでなければならない と思 います。た とえば

IBMの 機 種 です とか。私の質問 ですが,す でにコ ンセプ トがおあ りでしょうか。 どの ようにマイグ

レー トす るか,あ るいは現在のシステム とオペ レーテ ィングシステムを見 る限 りどのよ うに一貫性 を

持 たせ るか とい うことについて コンセ プ トをお持 ちで しょうか。

　 柏 木 これは重要な ところでございますが,い まの段階では明確 なお答 えはで きませ ん。 し
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かし,先 ほど資料 に書いてあった ように,フ ォー トランの大量のコー ドは抱えてるわけで,そ れが ス

ムーズに トランスファーで きるようなシステムでな きゃいけないだろうとい うことだけは言 えるだ ろ

うと思います。

　 ケ一 二 ヒス　　2番 目の質問はハードウェアデザインに関す るもの ですが,も しこの非常に複雑 で大

型のゲー トデ ィバイスを考 えるな らば,新 しいデザインメソ ドロジーをお持 ちでなければな らない と

思 います。すなわ ちデザ インエー ドツールです とかシ ミュレーテ ィングテステ ィングの方法 もこの ロ

ジックのために必要だ と思 うんですが ,こ のよ うなアイデアやコンセプ トは どこまで進んでい らっし

やるで しょうか。

　柏 木 ジ ョセ フソン,HEMT,ガ リウム砒素,そ の どれについて……。

　ケ ー ニ ヒス　 ロジックデ ィバイスとメモリーについてです。 もしJJを 取 り上げるとすれば,非 常

にデンスでコンプレ ック スでハィゲ ー トデ ィバイスをお考 えになって らっしゃるな らば ,デ ザインあ

るいはコンベ ンシ・ナルメソッ ドでは,あ るいはテステ ィングでは非常 にむずか しいと思 うわけです

が。新 しいツール,新 しい方法 を用いなければな らない と思 うわけです。それはどうい うものになる

んで しょうか。

　柏 木 それ ぞれ研究所 ベースで新 しい方法 は使 って るわけで ございますけれ ど も,特 にジ ・

セ フソンだか ら他の素子 よ りも高集積化す るとい うことは考えてお りません。む しろジ ・セ フソンの

メリットとい うの は,同 じ集積度 で もス ピー ドが上 げられ るとい うことに見出そうとしてお りますの

で。

　ケ ーニ ヒス　　3次 元 デ ィバイスについて も同 じですか。

　柏 木 現 在,そ うい う方法論に関 しては研究 をスター トしたばか りでございます。現在,10

層 ぐ らいのデ ィバイスは実際にフ ァブリケーシ ・ン上可能であるとい うデータは出てお りますけれ ど

も,特 に縦方向の接続 とい うのが問題になって きているわけで ございます。

　元 岡 主 査 　 まだいろいろ議論が あるかと思い ますけれ ども,ほ かに も議論をしたいことがたく

さんあるので,次 に進 ませていただいて,後 でまた時間があ ったらお願いす ることに したい と思い ま

す。

　それでは,次 に ドイツ側か らお話をいただきたい と思い ます。

　シペルスキ主査　　以前,御 存知の方だ と思いますけれ ども,ブ リッチ ュ博士はAGEテ レフンケ

ンにお られま した。 コンピュータ設計の ごく初期の時代にかかわ ってお られ ました。また,ニ クス ド

ル フでの開発 に も長 く携わ ってお られましたが,現 在,ト リウムフ ・ア ドラーにお られ ます。 ニュー

システムの開発担当でお られます。

　プ リッチ ュ　 皆様,ま ず ドイツの研究開発状況について簡単に御説明申し上げたいと思います。

　始めます前に,ご く簡単な御説明を ドィッの研究開発及びコンピュータ部門での研究状 況について

申 し上げたい と思います。
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　 今 回 は ス ラ イ ドを 使 わ せ て い た だ くわ け で す が,こ れ は イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

・プ ロ セ ッ シ ン グ の 世 界 の 実 例 を お 見 せ し た い と思 い ま す 。 す な わ ち あ す の 世 界 に お け る オ フ ィス の

イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・イ ン フ ォ ー メ ー シ ョン ・プ ロ セ ッ シ ン グ で ご ざ い ま す 。　 　 　 '

　 まず デ リケ ー テ ッ ド ・ワ ー ク ス テ ー シ ・ ン。 分 散 デ ー タ処 理 シ ス テ ム 及 び メ ー ン フ レ ー ム は ご く限

られ た 数 で ご ざ い ま す が,こ れ が 新 し い イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の 方 に っ な が れ ま

す 。 そ れ か らサ ー バ ス トラ ク チ ュ ア及 び 外 部 の 世 界 と の ゲ ー ト ウ ェー に つ な が っ て お りま す 。 こ れ は

マ ル チ ネ ッ トワ ー ク を 通 じ て つ な が っ て お りま す 。 マ ル チ ネ ッ トワ ー ク と い う の は イ ンテ リ ジ ェ ン ト

カ'ッ プ リ ン グ,す な わ ち1)ABX,ロ ー カ ル エ リ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク 及 び プ ロ セ ッサ ー ・カ ッ プ リ ン グ

ネ ッ トか ら成 る もの で あ り ま す 。

　現在,ド ィッにおきましては,こ ちらの赤い部分ですが,こ れが特に重視 されてお ります。私 は皆

様方 にこれ らの ものを2つ の方向図形 を もって御説明 したい と思います。まず アーキテ クチ ャー指向

の もの,そ れか らソフ トウェア技術指 向の もの,そ の両面か ら御説明 したい と思います。

　 まずアーキテ クチ ャーですが,ア ーキテクチ ャーに関す るアプローチですが∴ ドイツにお きまして

は2つ の方向へ向けて努力がな されてお ります。現在のVLSI技 術 を もってすれば,わ れわれは ま

すますユーザーに対 し完全 なCPU並 び に完全なオペレーテ ィングシステム,並 びに完全なアプ リケ

ーシ ョン ・ソフ トウェア ・パ ッケージを提供す ることがで きるようになってお ります。

　 ですか ら,従 来のシェア ドロジカル ・アーキテクチャーとい うものか ら離れてい くことがで きるわけ

です。従来 はダムター ミナルが1つ のインテ リジェン トCPUを 分か ち合 ってお りました。で,シ ェ

ア ドリソーセズ ・アーキテクチ ャーとい うものがあったわけです。単に組織的な理 由か らコモンデー

タベースとかゲー トウェーである とか,サ ー ビスストラクチ ュア とい うものをシ ェアしなくてはな ら

なか ったわけであ ります。 これがスライ ドでお示 しした とお りです。

　 2番 目の問題はマルチプロセ ス ・アーキテ クチ ャーの問題 であ ります。私 ど もが試みてい るのはフ

ォル トトレラントシステムであ ります。単に追加のCPUボ ー ドをプラグインす ることによって性能

を高めようとす るものであ ります。ニクス ドルフ ・システム88-32と い うのはこの構 造 の典型的

な ものであ ります。

　 大学 にお きましては,デ ー タフローアーキテクチ ャーに重点が置かれてお ります。GMDの イ ノバ

テ ィブコンピュ一夕システムとテクノロジーのラボラ トリーにお きましては,今 回御出席 してお られ

ます ジロワ先生が フォンノイマンボ トルネックを避け るためのデザ インに専心 して研究を行 ってお ら

れます.こ の ‥ キテクチ ・一とい うのはデータ・ トラクチ ・ア.オブジ・ク トを表現 し・ プロセ スす

ることので きるものであ ります。 マシンレベルでアーキテクチ ャーのデータをプロセ スす るとい うこ

とであ ります。マシン ・データス トラクチ ュアタイプ とい う形で これ を行います。

　 まず スター レットシステムがあ ります。それか らアッパー とい うシステムがあ ります。 これによ り

ま してネットとの コミュニケーシ ョンが1セ カン ド当た り280メ ガ ビットにな ります。また,ジ ロワ
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先 生 と フ ェ ラ ン テ ィと い う イ ギ リ スの 会 社 との 共 同 研 究 が あ り ま して,こ れ は ア ー グ ス1,000FT

プ ロ ジ ェ ク ト と 申 し ます 。 これ は マ ル チ プ ロ セ ッ サ ー の 研 究 努 力 を し て お られ ま す 。

　 ネ ッ ト ワー ク 面 で は,ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ ト ワ ー ク,LANの 研 究 が な さ れ て お り ま す 。 ま た,外

界 へ 容 易 に 適 用 す る もの,民 間 のPABXと か そ の 他 のLANと の 適 応 の た め の 研 究 を し て お ら れ ま

す 。 そ れ か らハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ ア面 で の ス タ ン ダ ー ドに フ ォ ロ ー ア ッ プ で き る もの,た と え

ば キ ャ リ ア ・セ ン シ テ ィ ブ ・マ ル チ プ ル ・ア ク セ ス エ サ ネ ッ トの 方 法,あ る い は オ ム ニ ネ ッ ト,あ る

い は トー ク ン ア プ ロ ー チ,そ れ か ら ソ フ ト ウ ェア ス タ ン ダ ー ドで 言 うな らば ア イ ソ セ ブ ン レ ベ ル レ フ

ァ レ ン ス モ デ ル な どが あ り ま す 。1

　 3番 目 に,容 易 に 加 入 者 との 接 続 が 行 え る もの,お 互 い に 非 常 に 異 な っ た サ ブ スケ ア リア 同 士 の コ

ネ ク シ ョ ン を 可 能 に す る もの,た と え ば 電 動 タ イ プ ラ イ タ ー と ゲ ー トウ ェ ー を通 じ ま し て メ ー ン ウ ェ

ー に つ な ぐ
,あ る い は メ ー ン フ レ ー ム が ワ ー ク プ ロ セ ス シ ス テ ム に つ な が れ る,そ し て 最 後 に フ ァ イ

ル サ ー ビ スへ 接 続 す る。 異 な っ た 加 入 者 同 士 を 接 続 す る と い う こ とが 可 能 に な りま す 。

　 こ れ らの ネ ッ トワ ー ク は さ らに,こ れ は シ ェ ア ド リソ ー セ ズ ァ ー キ テ ク チ ャ ー に 非 常 に 類 似 し た エ

ミュ レ ー トを す る こ とが 可 能 で あ る もの 。

　 ま た,PABXの 世 界 に お き ま して は,ド ィ ッ で は パ ル スア ン プ リテ ユ ー ドモ ジ ュ レ ー シ ョン か

らパ ル ス コ ー ドモ ジ ュ レー シ ・ ン の デ ィジ タ ル な もの に 変 わ っ て お りま す 。 こ れ で す と ス ピー チ,デ

ー タ な ど を
,ま た 画 像 な ど を ス イ ッ チ ・イ ン テ グ レ ー シ ョ ンす る とい う こ とが 容 易 に な りま す 。 ま た,

イ ン チ プ レー テ ッ ド ・』サ ー ビ ス ・デ ィ ジ タ ル ネ ッ ト ワ ー ク ・ス タ ン ダ ー ドに 備 え てISDMは64キ

ロ ビ ッ ト ・パ ー ・セ カ ン ドチ ャ ン ネ ル,2つ を 使 っ て 作 業 い た し ます 。 ま た8キ ロ ビ ッ ト ・パ ー ・セ

カ ン ドチ ャ ン ネ ル も2つ 使 い ま す 。 こ れ は デ ー タ と コ ン ト ロ ー ル イ ン フ ォ メ ー シ ・ン 用 で ご ざ い ま す 。

こ こ で は ジ ー メ ン ス,SEL,そ れ か ら ドイ チ ャ ブ ン デ ス ポ ス ト,郵 便 局 で ご ざ い ま す が,こ こ で は

先 端 を行 って お り ま す 。

　 ソ フ ト ウ ェ ア技 術 で す が,ま す ま す ス タ ン ダ ー ドの プ レ ー テ ィン グ シ ス テ ム,ま た 分 散 処 理 シ ス テ

ム に 変 わ りつ つ あ る と い う こ と。 特 にUNIXが 使 わ れ る とい う こ との ほ か に,ま た,ツ ー ル の エ

リ ア,特 に ソ フ ト ウ ェ アの ツ ー ル の 分 野 で は カ ン フ ァ タ ブ ル な デ ザ イ ニ ン グ ッ ー ル か ら非 常 に カ ン フ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼㎡

アタブルなデザ インツールに変わ りつつあるとい うこと。 また,エ キ スパー トシステムに関 しては全

く新しい世代のプ ログラ ミングシステムがあ らわれつつあるとい うこと。また,エ キスパー トシステ

ムの知識ベースの ものを見てみます と,こ こでお見せ してお りますのは2つ の特別な例でeざ います。

特にいま開発中の ものであ り,研 究開発省の支援 を受けてるものであります。 これはシペル1キ 氏のG

MD,ま た シ ュツッ トガル ト大学 フィッシャ先生の大学であ りますが,そ こで行われてる ものであ りま

す。特に,1つ は ニクス ドル フコンピュ一夕社に よって行われて るのがこれであ ります。 これはエキ

スパー トシステムであ りまして,ニ クス ドルフの リモー トポル トダイグノーシス.を,シ ステムをサー

ポー トす るものであ ります。 これはフ ィール ドメ ンテナンスのためであ ります。 もう一つの ものは ト
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リンファ ドラー社に よって実施 されている ものですが,こ れ はマン ・マシン ・インターアクシ ョンを

オ フィスオー トメーシ ョン ・システムにおいてサポー トする ものであ ります。 これ はダイアログエキ

スパ ー ト・システムを用いてお ります。

　 このダイアログエキ スパー ト・システムにっいて もう少 し詳細に御説明 したい と思 います。未来の

オ フィスにお きましては,知 識労働者 とい うのは,す なわ ちオフ ィスのスタッフはエキスパー トシス

テムに よって アシス トされ ることにな ります。 これは大変効率の よい ものであ ります。 シンデ ィオテ

ィックオペ レーシ ョン,す なわちスタ ッフとコンピ ュータの間の シンデ ィオテ ィックコオペー レーシ

ョンに よって効率 よく行われます。オフ ィスの環境において余知で きないような環境 の中にお きまし

ては,非 常 に効率 よ く知識ベースのシステムにおいてサポー トされることにな ります。皆 さん も御承

知のとお り,こ のよ うなシステムはオフ ィスでの仕事の構造 も変わ ってまいります。ですか ら,こ れ

らのシステムのアクセプタンススピー ドは限定 され ることにな ります。

　今 日の最新のマ ン ・マシン ・インターアクシ ョンの システムですが,こ れはソフ トウェアエコノ ミ

ックスを見ますと,こ の例,皆 様 よく御承知の ように,エ ピリーザ,エ ックスゼロクス タ,　 御存 じ

と思いますが,オ フ ィスの環境 にお きましてはゼ ロックススター及びア ップルVSAを 見 ます と,非

常に完壁 な形 のオフ ィスシステムがつ くら'れてお ります。　 これはエ クスプ リシッ トな コミュニケー

シ ョンチャンネルをつ くり上 げるためにマンとマシンの間の コ ミュニケーシ ョンチ ャンネルを確立す

るために,オ フィスの問題分野についての知識 を完 全に持 つこと,ま た,マ ン,マ シンの間の コ ミュ

ニケーシ ョンのプロセスの知識を持…つ とい うこと。現在 ドイツにおきましてはインテグレーテ ッドコ ミュ

ニケー シ ョンチ ャンネルをマンとマシンの間に設け ることが可能 にな りつつあ ります。

　最後に申し上げる点 といたしましては,新 しいプログラ ミングシステムであ ります。われわれはよ

くいってい る様に,25年 前に ゴボルがつ くられま した。 コボルシステムとい うのは,オ フ ィスの作

業 を説明す るには,あ るいはオフィスの作業 において表現す るには全 く不十分であ ります。1960年

代 よりパ ドワルットにおきま しては一部の人が スモ トーの開発 を始めてお ります。ゼ ロックス ・スモ

ール ・トークの開発 を始めてお ります。 これをいま ドイツでオブジェク ト・オリエ ン ト・プログラ ミ

ングシステムとい うもの,そ れか らリレー ショナル ・データベースと組み合わせて,こ れ はフ ォーマ

テ ッド並 びにアンフ ォーマテ ッ ドの ものをス トアす ることがで きるデータシステムであ ります。 これ

らのシステムを用 いまして,エ キスパ ー トシステムの アプ リケーシ ・ンのほかに,さ らに容易 にユー

ザーが使えるようなコンピュータを開発することが可能 にな ってお ります。

　 御静聴あ りが とうございました。(拍 手)

　 シペルスキ主査　　幾つかプロジ ェク トに関 して,こ とし開始されるプロジ ェク ト,あ るいは来年

の初めにな るか もしれ ませんが,少 し申し1二げたい と思います。

　 けさも少 し トーマス博士が言及なす ったわけですが,こ れ らのプログラムの中か ら6つ の例 を差 し

上げたい と思います。特に大 きなもの。大 きな もの と申します と500万 ～1億 ドイツマルクぐらいの
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もの で3年 ほどかか って行 うプロジェク トでござい ます。その うち2つ が コンピ ュータ ・アーキテク

チ ャーに関連す る ものです。1つ は人工知能のアーキテクチ ャーの分野 でして
,プ ロローグの機械で

あるとか,こ れは持 に知識ワーカーが 自分の卓上で作業 を行 えるように持に考えた ものであ ります
。

それか らアーキテクチ ャーの2番 目のプロジェク トは,高 性能 の数値科学 コンピュータでございます。

新 しいテクノロジーを理解す るとい うよ りは,ア ルゴ リズムと最適 なアーキテ クチ ャー との関係
,あ

るいは幾つかの アーキテクチ ャーのセ ッ トの組み合わせが どの関係 を調整 しようとい うふ うに思 って

お ります。

　 現在,数 値アル ゴリズムの開発 は順調に進んでお ります。それによって1000の 単位で解 決 の ス

ピー ドを高めてお ります。 それか らマルチグ リッ ドアプローチをとってお りまして
,そ れをパ ラレル

あるいはマルテ ィレァキ ューブ ・アーキテクチ ャーと組み合 わせることに よって2つ の特性 をあわせ

た ものをつ くれ るのではないか と研究 してお ります。『非常にインテ リジ ェン トなアルゴリズムと
,そ

れか ら非常に迅速 な,ま た適切 なコンピュータ ・アーキテクチ ャー との組 み合わせ を実現す るとい う

ことです。

　 3番 目のプロジ ェク トは,エ キスパ ー トシステムあデザインの方法論に関連 した ものであ りまして,

また,エ キスパー トシステム開発 に関連 した調査 であ ります。エキスパー トシステムを開発す る'だけ

ではな くて,そ のエキスパー トシステムを使 ってエキスパー トシステムを開発す るとい うこ とを して

るわけです。

　 4番 目のプロジェク トグループといたしましては,ソ フ トウェアテクノロジーの研究をしてお りま

す。特にUNIX指 向 の もの。UNIXコ ー ドを再設計す ることを行 う
。 これ はUNIX生 産 シス テ

　　 ムのツールを使 って行 うとい うことです。

　 それか ら,パ ターンとイメージの理解 とい うのが5番 目のプロジェク トです。特に製造の産業にお

きましての応用 とい うことを指向 した ものであ ります。

　 最後に,VLSIのCID,CAD/CAMの シ ミュレーシ・ンテステ ィングの素子が開発中でC・ざ

い ます。

　 これ らのプロジェク トに関 して,研 究機関,た とえばGMDあ るいは ワラウンホー ファ ゲゼル シ

ャフ ト・ファース ト,そ して幾つかの企業,1社 のみでな くて幾つかの企業の参加 を得 る。それか ら

大学の参 加。 これ らすべ ての分野が協力するとい うことをするわけです。 ですか ら次 回には これ らの

プ ロジェクトの計画,そ して構成 を もう少 し詳 しく申 し上げ られるか もしれません
。 これか ら3年 先

の ことですか らち ょっとまだ考える時間が あ ります。まだ考案中 とい うことでございます。

　元 岡 主 査 　 どうもあ りが とうございました。

　何か日本側か ら質問があ りましたら。

　 ジ　 ロ　 ワ　 ち ょつとつけ加えたいんですけ ど,御 関心があるものではないかと思います。 とい

うのは,そ ちらの御 計画 との関連性があ るもので,特 に自然言語の研究開発 に関 してでございます。
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これは第5世 代のコンピュータの方向だと思います。

　元 岡 主 査 　何 か質問は。

　 岸 田 ブ リ ッチ ュ さん の お 話 の 中 で オ ブ ジ ェク ト ・オ リエ ンテ ッ ド ・プ ロ グ ラ ミン グの 導 入

の話があ って,日 本で もそ うい うものに対す る関心は高 まってると思いますが,お 考えを伺いたいん

ですけど,新 しいオブジ・ク ト・オリエンテ ・ドなプ・グラ ミングの・タイルと・'うのは・旧来の プ

ログラ ミングスタイルに置 きかわる ものなのか。それ と も新 しいアプリケーシ ョンエ リアに対 してオ

ブジ ェク ト・オ リエ ンテ ッドなプログラ ミングスタイルがあ って,旧 来のコールや フォー トランはそ

のまま生 き残 るとお考 えになるか。 どうい うふ うにお考 えになるで しょうか。

　 ジ ロ ワ　 対 象 指 向 プ ログラミングで す が,こ れは新 しいアプ リケーシ ョン専用 とい うわけで

はあ りません。 これは1つ の プログラ ミングスタイルの選択肢 にす ぎません。私 自身は非常に ファン

クシ 。ナル ・プ・グラ ミング ・アブ・一チの非常}・興味深い1つ の選択脚 な るとい うふ『に思 って

お ります。つま り,同 じ問題 を解決す るに当 たって,フ ァンクシ ・ナルあるいはアプ リカーデ ィフ ・

プログラム ・アプローチが解決 しようとい う問題 と同 じ問題 を解決 しよ うと努力することであります。

　 た と え ば,過 去 に は ス モ ー ル トー クが あ りま し た が,ADAな ど もそ の オ ブ ジ ェ ク ト ・オ リエ ン テ

ッ ド ・ラ ン ゲ ー ジ と考 え られ ま し ょ う。 ア ブ ス トラ ク ト ・フ ィ ロ ソ フ ィに 基 づ く もの で あ りま す 。

　 そ れ か ら,ブ リ ッチ.ユ 先 生 が 言 っ て お られ ま し た マ シ ン は,ハ イ レ ベ ル ・オ ブ ジ ェ ク ト ・オ リ エ ン

テ ッド ・ランゲージのマシンであ りまして,こ れはMITのCLUの 言 語に似てお ります。

　 岸 田 私の質問は,そ うい うことはわか ってるんですが,い ままでコンベ ンショナルなプロ

グラ ミング ・ランゲージは これだけ世の中に使われてると,そ うい うもの を使 って きた人たちの ライ

フスタイルを変 えるのはなかなかむずか しいと思 うんですけ ども,そ の辺 についてどうお考えか と。

　 ジ ロ ワ　　コメン トさせ て い ただ くな らば,こ れ らの言語の利用 を強制 していくためには,ア

メリカの国防省の よ うな存在が要 るわけなんです。(笑 声)

　 岸 田MITI.も それほ ど強 くは あ りません。

　 ジ ロ ワ　　 ただ,市 場があ りますか ら。

　 シペルスキ主査　また,将 来について考 える場合 に,だ れが何 をプログラムす るかとい うことも考

えねばな りません。 たとえば,朝 元岡先生がおっしゃったよ うに,エ キスパー トと素人の違いは,ソ

フ トウェアを生産する際の違いは,異 な ったアプローチ,異 なったランゲージを使 うわけです けれ ど

　も,一 方,非 常に強力 なパ ーソナル コンピュータの開発 に当た っては,数 値ばか りではな くテキス ト

なども処理す るパーソナルコンピュータを開発する場合には,い まあ る言語 ではどんなタイプのプロ

グラ ミング も処理 が非常にむずか しゅうございます。ですか ら新 しい オブジ ェク ト・オ リエ ンテ ッド

　 .ラ ンゲージを開発いたします と新 しい分野が開発 され ると,い ままで容易に解決 できなか った問題

　も処理 できる。た とえばウ ィン ドテ クニ ックを組み合わせ るな らば,イ ンターフ ェースの取 り扱 いの

　スタイルとい うものが劇的に変わ って くるわけです。
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　柏 木 先ほ どの ブリッチ ュさんのお話の中で インプ リセ ット・コ ミュニケーシ ・ン ・マ ン ・

マシン ・インターフ ェー スのお話があ ったんですが,こ れは具体的 な形で もうすでに実現 できるよう

な雰囲気があるとい うお話 だったんですが,も うち ょっと詳 しくお話 を伺えないで しょうか。

　 プ リッチ ュ　 エクスプリシ ット・コ ミュニケーシ ョン ・チ ャンネル,ウ ィンドテクニ ックですが,

それか らオフィス環境を スク リーンに シミュレーシ ョンす るとい うのは,ま だ遠い話であ ります。 イ

ンプリセ ットの ものは来年中 ごろに実現するのではないか と思ってお ります。エクスプ リシ ットもま

だ遠い先の ことですが。

　川　　合　 　エ レク トロニ ックデスクの話があ りましたが,遠 い将来に素人の人が コンピュータを

使 うような場合に,シ ステム側 で非常にハイ レベルのエキスパー トシステムを提供 できた ときにはど

うい う形で使 うのが最 もいい と考 えるべ きなんでし ょうか。つま り,人 と話をす るときと同 じように

コンピュータと話 さなければいけないのか ,そ れ とも新 しい機械に対するコ ミュニケーシ ・ンの方法

とい うのを これか ら新 しく人間は身につけなきゃいけないのかとい う点についてお伺い したい と思 い

ます。

　 ブ リッチ ュ　 　 目標 としてはマシンが人間に極応 してい く。逆ではないということ。今 日は逆なん

ですけれ ども,ど こまでやれるか とい うのは現在わか らない実態で ございます。

　元 岡 主 査 　 　まだた くさん御質 問があると思い ます けれ ども,皆 さん も一言ずつ話 していただ く

準備 もされていると思いますので次 に進みたい と思いますが,シ ペルスキ先生,そ れ で よ ろ しい で

すか。

　シペルスキ主査　 (通 訳な し)

　 元 岡 主 査 　 　それでは,渕 先生。

　質問は全部済 んでか らまとめてや っていただ きたい と思います。

　渕　　第5世 代の プロジェク トにっいては元岡先生がけ さ御講演 されましたし,多 くの人が御存 じ

なので,ご く簡単なサプ リメン トを したいと思います。

　 1つ は資料 としてお渡 しした ものについて御説明 したい と思います。これは皆様すでにお持 ちか と

思いますが,プ ロジェク トの計画の概要を書いたものです。 それか ら「リサーチ ・レポー ト ・オン 」

とい うのがあ りまして,サ マ リー と書い'tの が2冊 あ ります。 これは83年 度版 と84年 度 版です。

これは この2年 間の活動の状況を要約 したものです。84年 度 版は来週できる予定 で表紙が で きてな

いんですが,こ の ミーテ ィングのために特に持参 しました。 それからrlCOTジ ャーナル 」とい うの

は,ICOTの 広 報誌 を出 しているわけですが,茄1か らyfa　3ま でのダイジ ェス ト版 をつ くりまして,

これは きの うで きた ものです。

　それか ら,ち ょっと現状の ことで。 これは全体の研 究テーマの分類 なんですが,こ この逐次型 シー

クエンシャル ・インファレンス ・マシンとい うものは,ハ ー ドウェアの部分は昨年 の暮れに試作がで

きています。現在,こ のためのオペ レーテ ィングシステムをっ くっているところです。 ことしの9月
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か10月 ぐ らいに大VANが で きるつ もりで,秋 の国際会議ではデモンス トレーシ ョンできるん じゃ

ないか と思 います。

　これについて ちょっとつけ加えます と,こ こにあ ります 核 言語,カ ーネル ランゲージとい うのは

プロローグの拡張 なんですが,そ れ を現在の レベルではKLOと 呼 んでいます。この上 にシステムプ

ログラマーが使 うためのESPと い う言語 をっ くっています。 これはプロローグの ような言語の上で

の一種のマクロプロセ ッサーです。 このマクロ機能 を使 うことによっていろんなことができますが,

フ ァンクシ ・ナルな書 き方 ノーテーシ ・ン も使 え ます。 だか ら表面上はフ ァンクシ ・ナル ・ランゲ

ージ と同 じよ うなことがで きる
。それか らマクロを定義することによって さっきの オブジェク ト・オ

リエンテ ッド・ランゲージと同 じよ うな もの も容易に実現 できます。 これはテクニカル レポー トが出

てますので,後 で御参考に していただきたいと思います。

　 もう一つ これについて言いたい ことは,ESPと い う言語 を使 ってSIMのOSを 全 部いま書いて

います。ですか ら,こ れが一応書 き上がれば,ロ ジ ック ・ランゲージあるいはオブジェク ト・オ リエ

ンテ ッド ・ランゲージその組 み合わせ で書いた大 きなプログラムの最初の例になるん じゃないか と思

います。

　 これは前回の国際会議の ときか らの私の主張 なんです けども,フ ァンクシ ・ナル ・プログラ ミング

の スタイルとかオブジェク リ・オ リエンテ ッド・ランゲージのスタイル とい うのは,ロ ジ ック ・プロ

グラ ミングの枠組みの中に うまく自然に融合できるとい うことを実証 しようとしてると言 うこともで

きると思 います。

　 それか ら,さ っき日本側か らの質問が あ りま したけれ ども,新 しいランゲージでの プログラマーと

い うのは,若 い人は非常に早 くで きるようになるんで,年 をとったプログラマーのコンバージ ・ンを

どう考えるか とい うことが大事だ,そ うい うふ うに言わなきゃいけない と思い ます。(笑 声)

　 あといろいろっけ加え るべ きことはあ りますが,関 係データベースマシンのモデル とい うの も,ハ

ー ドウ ェア部分は試作が一応で きて きています。これは先々週にICOTに 納 入 されたとい うことが

あ ります。今週でしたっけ。まあ,す べては進行形であ りまして 日に 日に変 わっていますので,こ と

しの秋の国際会議の ときとか,あ るいは来年の 日独 フォーラムの ときには もっと違 った御報告ができ

るか と思 ってお ります。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　それでは,次 に川合 さんお願い します。

　川 　　合　　私は特にソフ トウ ェアの技術的な レベルが 日本はなか なかハイレベルにな らない とい

うことにっいて2っ の点を指摘 したい と思います。

　 1っ は,こ れはプログラムセールスでe"ざ い ますが,ト ータルの売上高でC"ざ い ます。 この数字は,

ソ フ トハ ウスは日本に大体4,000ご ざいますが,そ の うちの100社 だけ取 り上げた ものでご ざいま

す。 ところが,売 り上げの80%は 上位20%の 社 に独占される らしいので,実 際の売上高はこの図の

倍 まではないだろ うと思います。 この白いマークは,そ の うちパ ッケ ージを売 って売 り上げを上げた
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もののパ ーセンテージでございます。1つ の問題 は,パ ッケージをた くさんつ くって売 ることによつ

て,新 しくつ くらなきゃならない ソフ トウ ェアの分量を減 らして ,そ の分の開発力 とい うか,労 働力

をハイレベルのソフ トウェアの開発 に向けな きゃいけないんじゃないか とい うことが1つ ございます。

　 もう1つ の問題はいいソフ トウェアをいか にしてっ くるかとい うことなんですが,そ のためには基

本的 な技 術を開発するアカデ ミックなフ ィール ドの リサーチと,実 際にインダス トリーが ソフ トをつ

くった りユーザーが使 った りす るときの問題 をいろいろコンバインして,う ま くミックスして扱わな

い といけない。だか らそうい う人 たちが開発に一緒 に参加す るとい う仕掛 けが必要 じゃないかとい う

ふ うに思 います。

　 1つ の例 として,私 のいますIPAの ソ フ トウ ェアテクノロジー ・センターといいますが,そ こで

どうい う試み をしてるかについてら よっとお話しいた します。

　 従来,資 金の援助 をずいぶんや ってお りまして,そ れに加えて3年 前か ら実際 にソフトウェアの開

発 を実施するとい うことを始めました。そこでは アカデ ミックフ ィール ド,イ ンダス トリー,ユ ーザ

ーの人た らが集 まって きて
,こ こに数年滞在 して実際に開発 を行 う。 その成 果はまたパ ブリックにデ

ィス トリビュー トしまして皆 さんに使 って もらうという仕掛けをいま考えてお りますの で,技 術をデ ィ

ス トリビュー トす る1つ の道 としての例 をお話 ししま した。

　 以上で ございます。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　あ りが とうございま した。

　 それでは,岸 田 さんお願 いします。

　 岸 田(通 訳な し)

　 元 岡 主 査 　 　では,佐 藤 さんお願い します。

　佐 藤 資料の コピーがあ りますので,し ゃべ る方は少 な くしゃべ ります。

　私 はここで汎用 コンピュータの関係,特 にハイエン、ドについて若干飾れたい と思います。 これは汎

用機の 日本 における設置金額の表で して,年 々大体十数パーセン トの伸びで,83年 度末 として大体

5ト リリオン円強になっております。これは 日本の各 コンピュータメーカーの売上高の表でありま して
,こ

の表 は汎用機だけじゃな くて,パ ー ソナル コンピュータ も含 めた形の表 にはな ってお りますが ,こ れ

でおわか りのよ うに,私 どもの富士通が数年前にIBMに トップに立 って以来位置を堅持してお りま

すが,主 として富士通,日 本電気,日 立,こ の3社 がIBMと と もにお互いに張 り合 ってるとい う状

況 でございます。

　特にコメントはあ りませんが,先 ほどの富士通,日 立,日 電 は主 として超大型機か ら小型機 まで,

む しろ東芝,三 菱 さん,沖 電気 は中 ・小型あ るいは周辺端末 ,あ るいはOA機 器,そ ういった ところ

を中心 に製造が されてお ります。

　 ここで一言汎用機の うちのハイエ ン ドについて若二F触れたいと思 いますが,こ こにあ ります ように,

主 として先 ほどの上位3社 が中心にな って,そ れぞれ速いパ フォーマンスあるいはパ ッチシステム と
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いうことについて覇を競 ってる状況 でございます。そこで,基 本的 にはそれを実現す るためにハイデ

ンシテ ィのLSIま た はパ ッケージング,あ るいはそれに関連 したマフ トウ ェア,そ ういったものに

っいて鋭意開発 を進めてお ります。 と同時に高い信頼度を得 るとい うこと。いわゆ るラスで ござい ま

すが,そ こに非常に注意を払 ってお ります。

　 そのほか,大 型機についてはいわゆる国際協 調とい うことについて も力を注いでお りますが,こ れ

にっいては次にまた触 れた いと思います。

　 これはいまの3社 の一番大型の コンピュータの性能 を一応総括 してまとめたもので,特 に個 々には

御説明いた しませんが,言 うなれば,こ うい うところで複数 の社が とにか くお互 いに覇 を競 うとい う

ことがある意味では 日本の コンピュータ産業の技術 レベルを,あ るいは製造 レベルを上 げるとい うこ

とに大 きく寄与 してると思 ってお ります。

　特 に大型機については,い わゆる国際協力 とい う形で,現 在 この3社 にっ きましては,た とえば富

士通 はお国のシーメンス社,あ るいはイギリスのICL社,あ るいはアムダール社,こ れは アメ リカ

でございますが,各 国の企業 と,た とえばOEM供 給,あ るいはソフ トウェア,技 術,製 造協力,そ

うい った ことをや ってお ります。

　 同 じように,日 立社におかれ まして も,お 国のBASF,あ るいはオリベ ッテ ィ,あ るいはNAS,

こ ういった会社に対 してOEM契 約 で供給 してお ります し,同 じようにNECも フランスのBULL

あ るいはUSAのHISに 対 して大型機の供給あるいはクロスライセンスとい うよ うなことを実際 に

行 ってお ります。

　 富士通の この表 に本当はニクス ドルフ さんをつけ加えなきゃいけないのか もしれないんですが,つ

い数 日前にそ うい った記事が新聞に出てお りますので,今 後は入れ なきゃいけないん じゃないか と思

ってます。

　 次 に,ス ーパーコ ンte　=一 夕について も一言触れたい と思い ます。先ほ どETLの 柏 木 さんが御説

明になったのは,こ れ また先の ナシ・ナル ・プロジェクトであ りますが,こ れはむしろきょうのプロ

ダク トであ りまして,過 去,ス ーパー コンピュータの領域についてはアメ リカ軍がず っとその地位 を

ちゃん と築いていたわけですけれ ど も,日 本 グループとしては7,8年 前 に私 どものFACOMが,

性能は低いですが,初 めてIAプ ロセ スユ ニッ トをつ くった とい うことを機にその後開発がなされて,

今 回,ア メリカと同等 レベルの コンピュータを,富 士通'はFACOM-VPを,日 立 さんは810を

あ るいは日電 さんはSXを 開 発す るに至 ってお ります。

　 これは最後のチ ャ・一 トですが,い まの3社 の スーパーコンピュータですが,先 ほ ど話があ りました

よ うに,富 士通 と日立についてはすでに1号 機 を出荷 してお ります し,NECのSXに つ きま しては

85年 の サスクオ一夕ー にデ リバ リーが予定 されてお ります。いずれにして も非常に速いスピー ドのタ

ーゲ ットをね らって まして,一 番速い性能 としては1.3ギ ガ フロプスとい う性能をねらってお ります

し,こ こでは,ア ーキ テクチャー的に は現在の延長のパ イプラインの アーキテ クチ ャーによってお り
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ます。特にそれを使 う素子 についてはや はりハイスピー ドのLSIテ クノロジーとい うのがベースで,

そのために汎用機で使われてる先端技術 を極力使 お う。そ うはいいなが ら,必 要 なところには,た と

えば ラージキ ャパシテ ィメモ リーの ようなところにはスタテ ィックの64キ ロビッ トのMOSメ モ リー

を使 うとい うようなこともや られてお ります。

　 あ と,こ こではやはりいま世の中にあるソフ トウェアを有効にそのままこの機械に乗せ られるとい

うところか ら,強 力 なフォー トランコンパイルを持 っているとい うのが特徴でございます。

　非常に簡単でございますが,ジ ェネラルパーパ スコンピュータの分野での,特 にハイエン ドについ

て簡単に御説明いたしま した。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　あ りが とうございました。

　 では,浦 城 さんお願い します。

　浦 城OAと い うテーマでシ ・一 トスピーチ とい うのはなかなかむずか しいテーマでござい

まして,簡 単にや らせていただきます。

　 日本は世界の大体0.3%弱 の 面積 なんですが,そ こに3%弱 の人間が住んでいて,10%前 後 のG

NPを や って るとい う国で ございますが,一 方,土 地 も非常に狭いために多 くの食糧 とか自然資源 と

い うのは輸入 してるわけであ ります。 したが って生産性の向上 とい うことが非常に重要な課題 とい う

ことにな ってお るわけです。

　御存知の ように,第2次 産業の分野では,日 本では製品の品質 とか,あ るいは生産性の向上 とい う

ことに関 して非常に グッドクオ リティー を得 るに至 ってお りますが,オ フ ィスの方の状況 としまし

ては,決 して進んでる状況 ではございません。 しか し,い ま日本 には約2,500万 人 を超えるホワイ ト

カラーがお りまして,そ め60%以 上 は大体オフ ィスで仕事を しているという状況にあるわけでござい

まして,オ フィスの生産性 を向上す るということは,き ょう現在 は工場 との生産性の差が非常にアン

バランスな状態になっているわけであ りまして,今 後の経済成長 を続け る上には,オ フ ィスの生産性

を上げるとい うことが非常に重要な課題 にな っていると思います。

　 しかし,OAと い う言葉は非常にバ ットワー ドで ございまして,定 義や概念 も余 りは っきりしない

わけであ りますが,・大体 データ ・プロセ ッシング ・プロダク トあるいはビジネス ・プロダク ト,コ ミ

ュニケー シ・ン ・プロダク トとい った ものを3つ の土台 といた しまして,新 しい技術をどん どん取 り

入れなが らオフ ィスの生産性向上 とい う広い目的に向か って発展 し,次 第に統合化 され,シ ステム化

されるプ ロセス全体 を指 しているか と思います。

　 OAプ ロダク トとい う言葉 も生まれま して,日 本ではパー ソナルコンピュータ,ワ ー ドプロセ ッサ

ー
,フ ァクシ ミリといった もの をOA御 三家な どとい ってお りま して,そ の需要の伸 びはここに示 し

ます ようにここ数年来非常に急激な伸びをいた してお ります。

　現在のOAプ ロダク トは,主 体 はシングルファンクシ ・ン,ス タン ドアローンの ものが多 いわけで

すけども,こ れ も先ほどお話があ りましたよ うにどんどんマルチ ファンクシ・ン化 し,イ ンチグレー
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ト化 してい く。あるいはLANを 介 してネ ッ トワーク化 してい くとい う方向 に向か っているわけであ

ります。

　 しかし,こ こで きょうちょっとお話 し申し上げたいのは,OAの 目標 とい うのがオフィスにおける

人間のい ろんな活動の生産性 を上げ るとい うことか ら,そ こに働 く人間の言葉 とか,あ るいは組織 と

個人のかかわ り合い とか,オ フィスが狭い とか広い とい ったような環境,そ うい ったような ものに強

く影響 を与える もの と思います。

　 そこで,本 日は,日 本語 とい う言語の特徴 とい うのが 日本のOA環 境 に どうい った影響を与えてい

るか とい うことについて簡単にお話 ししたい と思います。

　 日本語 は,リ トゥンランゲージとしての特徴は漢字か なま じり文 とい うことでございます。漢字 と

い うのはチ ャイニーズキャラクターを土台 としたイデオグラフィックな文字であ りまして,通 常私 ど

もは2,　OOO～3,000,実 際 人名 とか地名 を入れますと1万 種以上の字がCざ います。かな文字 とい う

のはホネテ ィックな文字でeざ いまして,2つ の クラスがあ って,お のおの数十種類 あ ります。それ

か ら漢字 の字体とい うのは非常に コンプリケーテ ッドな ものが多 ございまして,中 には30エ レメント

を超えるようなものが ございます。

　 3番 目の特徴 としては,音 声学的 といいますか,ホ ネテ ィックには比較的 シンプル といわれてお り

まして,音 節の種類 とい うのは112種 程 度で,ヨ ーロ ッパ言語が数千か ら数万の ホネテ ィックシラブ

ルがあるのに比べます と非常に シンプルとい うことで,こ の点,音 声認識 といったような立場か らは

ややや さしいんではないか といわれてお ります。

　 一番の問題はキ ャラクターセ ットが非常に大 きい とい うことでございま して,こ れが アルファベ ッ

トに比べ まして入力問題 とい うのを大変むずか しくしてお ります。そのために,日 本 では従来 よりタ

イプライターの普及 というのが欧米 に比べて非常 に低いのが特徴です。

　 日本語 のコー ドの入力方法 としては,1つ は タブレ ットインプ ットと申 しまして,1,000～3,　 OOO

の字 をタブレット上に配置 して,そ れ をペ ンタ ッチで入力す る方法 とか,あ るいはマルチス トローク

ダイ ビングと申 しまして,漢 字を2つ ない し3つ のス トロークの組み合わせに1対1に 対応 させ まし

て,そ れ でタ ッチタイピングを可能にす る方法 とい った ような ものが ございますが,こ こに書いて ご

ざいます漢字かな トランスレーションとい う,キ ーボー ドか らはホネテ ィックレターで ございますか

な文字を用いてワー ドとか クローズ単位 に入力 して,そ れを リー ドオンリーメモ リーとか フロッピー

デ ィスクに含まれているデ ィクシ ョナ リーを使 って自動的に変換をす るとい う方法が数年前 より開発

されま して,現 在非常 に広 く普及 し始 めま した。 しか し,日 本語にはホモニム スが非常に多いために,

その適切な選択法 に関 していろん な工夫や研究が行われてお ります。

　 もう一つの特徴 は,タ イプの普及が非常に低い ということで,日 本のオフ ィスでは手書 きの ドキュ

メン トが大変多い とい うことです。 それをその まま伝送で きるファクシ ミリの普及 とい うのが欧米に

比べて非常に高い とい うの も1っ の特徴か と思います。
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　 あ と,字 形が複雑 とい うことは欧米 に比べま してややハ イリゾリューシ ・ンのデ ィバイスを必要 と

する とい うわけで ございまして,デ ィスプ レーやプリンター もややハイリゾリューシ ョンの ものが必

要にな ってお ります。漢字を表現す るには,一 部省略 した としまして も16×16ド ッ ト,通常の品質

では24×24ド ッ ト程度が必要で,ハ イクオリテ ィの ものには さらに高い ドットマ トリックスが必要

といわれてお ります。

　 そこで,1つ の 日本の特徴か と思い ますけれ ども,情 報化社会 を迎えて,日 本の非常に狭いオフ ィ

スには,印 刷物のみ な らず手書 きの文 書などが山盛 りとあふれて おるわけでござい ますが
,こ れを何

とか減 らす,AO　・一パーレスオフ ィスといった ものが 日本のOAで の非常に重要なゴールになってお り

ます。

　 それを実行するためには,イ メー ジの情報 とコー ドの情報をハ イブリッ ドな形 で記録 して,そ れ を

非常に効率的 な検索が で きるイメー ジファイリングシステムとい うのがニーズ として非常に強 くなっ

ておるわけであ りますが,そ れを実現するためにオプテ ィカルデ ィスクの開発が数社によって されて

お りまして,こ こに書いてeざ い ます ように,1枚 の デ ィスクで,A4サ イズで数万枚 ,ラ イブラリ

ーをつけます と100万 枚 を超 える ドキュメン トの蓄積が可能 になる,そ うい ったファイ リングシステ

ム もできかか ってお ります。

　 これは私 どもの会社で開発いた しました ヒッ トフ ァイル とい うものでございます けども,こ の1枚

の光 ディスクには数万枚 の ドキ ュメン トが貯蔵されるわけで ございます。 これは これの簡単な構成図

でございます。 このファイリングシステムを,い まは こうい った状態でございますけれ ども,さ らに

マルチファンクション,あ るいはワー ドプロセ ッシングの機能 とか,LANへ の接続 とい ったような

機能,そ ういった も.のをつけなが らどんどん発展 してい くと思い ますが,こ ういった製品は,ユ ニー

クな もの とは申 し上げませんけれ ども,日 本のOAに おいては非常に受け入れ られてい くであろ う製

品 というふ うに思 ってお ります。

　以上,簡 単でございますが。(拍 手)

　 元 岡 主 査 　 　あ りが とうございました。

　 それでは,相 磯 さん。

　相　　磯　　私は,日 本の情報技術 と大学の教育研究 との関係 について簡単にお話 しを申し上げま

す。

　 ここに幾つかの数字を出しますが,こ れは昨年文部省か ら発表 された統計資料 でございます。'簡単

にお話 ししますが,ま ず,日 本 のアンダーグラデ ュエー トの大学が幾 つあるか とい うのが書いてφ り

ますが,ナ シ ョナル とい うのが国立大学,ロ ーカルガバメン トとい うのは 日本では公立大学,そ れか

らプライベー トユニバーシテ ィ,私 立大学。全部で455校 あ ります。その うち国立大学 は21%。 多

くは私立大学であ ります。 この ほかにテクノロジーに関する2年 制 のカレッジが 日本には20ぐ らい

あ ります。ここには入 ってお りません。 それか ら,こ の うち大学 院を持つ大学が ここに書いてあ りま
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す。 これは後ほ どごらんいただければ結構 かと思います。

　大学の学生であ りますが,ア ンダーグラデュエー トの学生 は全部で約180万 人 ぐらい。 これ は文

科系,理 科系全部の学部 を含んだ ものです。 その うち女性は22%。 残念 なが らコンピュータサイエ

ンスを専攻す る学生は どの くらいか とい う詳細なデータは示 されてお りません。恐 らく数%の オーダ

ーだと思います。日本の社会の要求に こたえていない とい うのが 日本の大学の実情です。 日本の大学

はダイナ ミックに変わ らない とい う欠 点が ございます。エ ンジニア リングデパー トメン トに関 しては

一番 ニーズの多い学部は機械工学。 その次が化学です。その次が電気 ・電子だと思 います。 コンピュ

ータサイエンスは数か らいえばずっ と小 さい学部です。 しか し,コ ンピュータの勉強は,コ ンピュー

タサイエンスデパー トメン トのほか に電気あるいは数理工学科,そ のほかの ところでや ってお ります

ので,数 か らいえばかな りの数になるか と思います。ここには大学院の学生の数が書かれてお ります。

これ も後ほ どごらんいただ きたい と思います。

　 これは理学,サ イエ ンス,あ るいはテクノロジー,エ ンジニアリングを専攻 してい る学生 の数であ

ります。理学 は全体の3.2%。 エ ンジニアリングは19%。 大 学院の学生はマスターのサイエンスは

全体の10%,エ ンジニ アリングに関 しては41%。 ですか ら日本の大学 院の41%は,マ スター に

関 してはエンジニアリングを勉強 してい る学生 とい うことにな ります。

　 これは スタッフの数であ ります。まず教育研究関係の スタ ッフは,こ こに書いてあ りますように大

体 日本の大学には10万 人 ぐらいお ります。下の方は事務系統`1)人で す。約15万 人 トータルでお りま

す 。

　 以上が非常に大 まかに見 た大学の横顔です が,こ れはサイエ ンスとテクノロジーに関す る研究全体

をながめた数値です。 これは国立の研究所の リサーチ ャーの数。大学におけ る研究者の数,イ ンダス

トリーにおけ る数。それか ら,こ れは予算の額であ ります。

　 日本の大学は全部文部省が管轄 してお ります。 したがいまして,通 産省の大型 プロジ ェク ト,先 ほ

どの第5世 代あるいは スーパーコンピュータの研究の予算は大学に直接付与 され ることはあ りません。

原則 としてできないことになってお ります。

　相 磯 はい,ICOTで もなかなか許されないというg)が 実 情です。普通,元 岡先生初め私

ど ももた くさんICOTか ら もらってるんではないか と思 ってる人が多いんですが,そ れは事実に反

す ることです。

　 しか し,文 部省は科学研究 を助成す る助成金 を持 ってお ります。 これをグランッ ィンエイ ドといい

ます。 これは1982年 の数 ですが,大 学か ら出たアプ リケーシ ・ンの数 は約4万3,000テ ー マ。これ

に対して約3分 の1ぐ らいの1万3,000ぐ らいに対 して約380億 円 の予算が与え られてお ります。

1年 間に大体 この くらいの数。しか し,こ れは全体であ りますか ら,イ ンフォメーシ・ンテクノロジ

ーに関 してはこれまた数%と い うことにな ります。
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　 しかし,イ ンフォメー ションテクノロジーに関 しては,最 近重要研究課題 にな ってお りまして,特

別な補助金 が準備 されてお ります。 これは ことしか ら3年 間特別な予算が計上 されました。 その研究

の テーマは,こ こに書いてあ ります ようにインテ リジ ェン トプロセ ッシング。大変長いんですが,日

本語では多 元知識情報の知的処理 と統合化に関する研究。これは 日本の通産省の第5世 代 のコンピュ

ータの研究 な どの重要性 を反映 して文部省で もナリッジインフォメーシ・ンの研究 をしましょうとい

うことに なったわけです。

　 これが4つ の大 きなテーマであ ります。 りサ ーチの期間は3年 間ですが,こ の研究に参加をしてい

る リサーチ ャーは32グ ル ープです。この中には元岡先生 も入 ってお ります し,私 も入 って るわけです。

そのほか公 募をします。オープンに して魅力的な研究 をする人 をこのグループに入 れる予定 です。大

体10～20グ ル ープです。予算は,こ としは約2億1,000万 円,来 年2億 円,3年 目が1億6,000

万 円,合 計5億7,000万 円 とい う大変 ささやかな予算 であ ります。

　以上お話 し申 し上げましたように,日 本の大学 としては余 り予算がございま甘んので,最 先端の研

究には文部省側か らは余 り積極的に参加 できない とい うのが実情です。

　そ こで,最 後に私が申 し上げたいのは,イ ンフォメーシ・ンテクノロジーのように技術進歩が激 し

い分野では,大 学の研究,教 育だけでは十分 であ りません。最 も重要なのは,や は り私 は企業教育だ

ろ うと思います。企業教 育にはいろいろあ りまして,各 企業が積極的にやるケース,そ れか ら,大 学

では ございませんが,専 門の トレーニ ングをす る学校がかな りの数存在す るとい うことであ ります。

　以上が 日本の大学 を取 り巻 く状況です。(拍 手)

　 シペルスキ主査　　 5分 ずつ発表 させていただ きます。

　ジ ロ ワ　　 これまた非常に広範な複雑な ものを5分 でお話 し申し上げますが,パ ラレル ・プ ロセ

ッシング ・アーキテクチ ャーの分野に関 して言及 したい と思います。幾つかのデザイ ン決定 をして初

めて建設がで きるわけですけれど も,ま た,そ の決定 はパラレリズムを陰にす るか陽にす るかとい う

問題 が あ ります 。　 エ クス プ リセ ッ トに し ます とア プ リオ リ ・ノウン ・パ ラレリズムをス トラ

クチ ュアデ一夕タイプに使 うことにな りますが,こ の決定 と関連す る決定 としては,デ ータフロー ト

コン トロールを使 うか,あ るいはデ一夕ス トラクチ ュアのアーキテクチ ャーの アプローチをとるか と

い う問題が あ ります。データフローがよ り一般化 されたや り方ですが,同 時 にオーバーヘ ッドも非常

に高 くな ります。 とい うのは,こ のデータ ・デ ィペンダンス ・アナ リシスとい うのはか な りのオーバ

ーヘ ッドがかか ります。 トークンタギングが いま一般化 してお りますが,こ れはメモ リーな どに関す

る要求 も非常 に高い ものであ ります。それに加えま して,デ ータフローマシンは効率的 にデ一夕スト

ラクチュアを扱 うということができません。

　それか らほかの決定が ございます。た とえば ス トロングリー ・カ ップル ドの ものを使 うか。あるい

はルースカップル ドの ものを使 うか とい う問題があ ります。その答 えはいろいろなニーズに よって変

わ ってきますが,将 来のシステムの リクワイヤメン トとい うものを少 し挙げてみま した。一部は少 な
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く と も こ こ に あ る は ず で す 。

　 ま ず,ハ イパ フ ォ ー マ ン スの もの,パ ラ レ ル オ ペ レ ー シ ョ ン を 通 じ て これ を行 う と,非 常 に 高 価 な

ス ー パ ー コ ン ピ ュー タ テ ク ノ ロ ジ ー で は な くて,パ ラ レ ル オ ペ レ ー シ ・ン を通 じて 行 う と,非 常 に ハ

イ ス ピ ー ドな コ ン ピ ュ ー タ は 高 度 な 技 術 に よ っ て ギ ガ フ ロ プ ス を実 現 し な くて は な らな い わ け で す が,

も う少 し中 庸 な パ フ ォ ー マ ン ス の こ と を こ こ で は い っ て お り ま す 。

　 そ れ か ら,よ りマ ル チ エ ク ス テ ン シ ブ な もの,こ れ は ソ フ トウ エ ア トラ ン ス ペ ア レ ン トで な け れ ば

な りま せ ん 。 コ ン ピ ュ ー タ が ダ ウ ン して し ま う よ う な もの は 受 け 入 れ られ な く な って く る で し ょ う。

そ れ か ら オ ペ レ ー シ ョナ ル シ ス テ ム フ ァ ン ク シ ョン も必 要 と さ れ ま す 。 ま た,ク ル ー シ ャ ル シ ステ ム

フ ァ ン ク 治 ・ ン も よ り よ く保 護 す る 。 これ は ハ ー ド ウ ェ ア あ る い は フ ァ ー ム ウ ェア に よ っ て 保 護 す る 。

あ るい は コ ン ピ ュ ー タ ・オrパ ー ホ ー ル ・ーハ ィ ア ラ キ ー の 管 理 下 に 置 く。 そ れ か ら ソ フ トウ ェ ア ク

ラ イ シ ス も何 らか の 方 法 に よ っ て 解 決 し な け れ ば な りま せ ん 。 こ れ は 以 前 に も言 及 され ま し た 。

　 これ は パ フ ォー マ ン ス を コ ス トで 割 った もの 。 コ ス ト比 較 対 パ フ ォ ー マ ン ス で あ りま す 。 こ こ で は

ハ ー ドウ ェ ア コ ス トが あ り ま す 。 こ ち らは 在 来 型 の メ ー ン フ レ ー ム 。 こ れ は 高 い 方 に あ りま す 。 こ

ち らの 方 が1単 位 高 い わ け で す が,よ り よ い と言 うべ きで し ょ うか 。 マ ル チ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ シ

ス テ ム は大 体 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と同 じ レ ン ジ。 コ ス ト も大 体 同 じ で あ りま す 。 パ フ ォ ー マ ン ス

が よ くな る わ け で す 。 そ れ か ら,非 常 に 興 味 深 い こ と に,ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ も大 体 同 じ単 位 コ ス

トに な りま す 。 そ れ か ら マ イ ク ロ コ ン ピ ュ 「 タ ・テ ク ノ ロ ジ ー は安 い テ ク ノ ロ ジ ー の リ ク ワ イ ヤ メ ン

ト全 部 を満 た し ま す 。 か な り大 量 に 生 産 で き る 。 ま た,集 積 度 も非 常 に 高 い 。 で す か ら大 き な パ ッケ

ー ジ ン グ を 必 要 と し な い 。 何 千 ものICを 必 要 とす る こ とは な い わ け で す 。

　 それ か ら ク ー リ ン グ の 問 題 が あ りま す け れ ど も,ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ テ ク ノ ロ ジ ー は 全 く逆 に な

りま す 。 集 積 度 が 低 く,ハ イ パ ワ ー で 非 常 に ク ー リ ン グが 高 くつ き ま す 。 ボ リ ュ ー ム も低 い 。 な ぜ 同

じ レ ン ジ の と こ ろ に 属 す るか と い うの は,SIMDマ シン あ る い は パ イプ ライ ンマ シ ン の ア ー キ テ ク チ

ャ ー の 利 点 が あ る か らで す 。 で す か ら,非 常 に 高 い 技 術 が あ っ て も単 位 コ ス トは 同 じ に な り ます 。 ま

た,パ フ ォー マ ン ス は 相 変 わ らず 非 常 に い い と い う こ と に な りま す 。

　 私 ど もの 努 力 の 主 な もの は,こ の3つ を 組 み 合 わ せ る と い う こ と です 。 そ う し ま す と 単 位 コ ス トが

低 くな る 。 も ち ろ ん,そ ち らで 話 し て お られ る よ うに ス ー パ ー コ ン ピ ュー タ の 性 能 は 得 ら れ ませ ん け

れ ど も,こ こ で の サ ウ ン ドバ リ ヤ ー は100メ ガ ホ ン 当 た りの レ ンヂ で す 。 メ モ リ ー バ ン ド ウ イ ッズス

も限 られ て お り ま す 。 マ キ シ マ ム パ ン ド ウ イ ッズ ス達 成 で き る マ キ シ マ ム メ モ リ ー バ ン ド ウ ィ ッ ス ス

で す 。

　 可 能 な マ シ ン デ ー タ タ イ プ で す 。 何 らか の 形 で 私 ど も実 験 シ ス テ ム で 実 施 し て お りま す 。 あ る い は

実 施 の 努 力 を し て お り ま す 。 タ イ プ メ ト リ ック ス,こ れ は典 型 的 な マ ト リ ッ ク ス オ ペ レ ー シ ・ ン,そ

れ か ら グ レ イ ス ケ ー ル イ メ ー ジ,表 現,こ れ もメ ト リ ッ ク ス で す 。 イ メ ー ジ プ リプ ロ セ ッ シ ン グ セ グ

メ ン テ ー シ ョ ン な ど で す 。 ス タ ン ダ ー ド オペ レ ー シ ョ ン で,ア イ コ ニ ック の 分 野 で す 。 タ イ プFFT,
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そ れ か ら フ リ ー エ ン ト ラ ン ス フ ォー ム,リ ス ペ ッッ。

そ れ と そ れ の オ ペ レ ー シ ョ ン。 た だ,こ れ は す べ て マ ト リ ック スで す 。 こ れ を よ り一 般 化 して ダ イ ナ

ミ ック ス トラ ク チ ュ ア を 設 け よ う とす る とい うこ と を して る。 メ ー ト リ ック ス か ら脱 出 し よ う とい う

こ と を し て お り ま す 。 そ の 結 果 リ ス トオ ペ レー シ ・ン とい う もの が 出 て き ま す 。 そ れ か らユ ニ フ ィケ

ー シ ョ ン オ ブ ジ ェ ク ト
,属 性 の,ま た タ ー ム の セ ッ ト,そ れ か らユ ニ フ ィケ ー シ ョ ン な どが あ りま す 。

　 次 の 問 題 は ス トロ ン グ リ ー ・カ ッ プ ル に す る か,そ れ と ブル ー ス リ ー カ ッ プ ル 。 これ は 一 般 的 な 答

え は な い6こ れ は リク ワ イ ヤ メ ン トに よ って く る と 申 し ま した わ け で す が,こ れ は 非 常 に ス ト ロ ン グ

な カ ッ プ ル ド シ ス テ ム で す 。 これ は イ メ ー ジ ア ナ リ シ ス シ ステ ム,画 像解 析 シ ス テ ム で して,も うす

で に 開 発 さ れ た もの で す 。 こ れ は 個 々 の グ レ ィ ス ケ ー ル メ トリ ッ ク ス デ 一 夕 は デ リケ ー トメ モ リー,

フ レー ム バ ッ フ ァ ー メ モ リ ー,専 用 メ モ リ ー に 入 って お り ま す 。 デ ー タ フ ロ ー は チ ャ ン ネ ル シ ステ ム

を通 じ る もの で は な くて,特 別 なDMAチ ャン ネ ル に よ って 行 わ れ ま す 。4プ ロ セ ス ほ ど プ ラ グで き

ます 。1億 ほ どの6ポ イ ン トオ ペ レ ー シ ョン ・パ ー ・セ カ ン ド,あ る い は2.5億 フ ロ ー テ ィ ン グ オ ペ

レ ー シ ・ン,FFTの 場 合 に は そ れ が 可 能 に な りま す 。 これ らの プ ロセ ス は マ ル チ フ ァ ン ク シ ョン で

す 。 い ろ い ろ な 画 像 解 析 の オ ペ レ ー シ ・ン の リ ス トで ご ざ い ま す 。

　 こ れ が100メ ガ フ ロ ッ プ,ワ ー ク ス テ ー シ ・ ン の 概 念 で す 。 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で 計 画 中 の も

の で す 。 卓 上 に 乗 せ て そ の 科 学 的 な応 用 が で き ま す 。 シ ミ ュ レ ー シ ョン な どが 可 能 に な り ま す 。 非 常

に ス ト ロ ン グ リー カ ッ プ ル ドシ ス テ ム で す 。 も ち ろ ん これ が デ 一 夕 フ ロ ニ と同 じ コ ス トで 同 じパ フ ォ

ー マ ン ス を や る と い う こ とは で き ませ ん が
,こ れ は ル ー ス リー カ ッ プ ル ドシ ス テ ム で す 。 多 くの ノ ー

ト,メ モ リー ペ アが イ ン タ ー コ ネ ク シ ョン ネ ッ ト ワー ク で 接 続 さ れ て お り ま す 。　 エ ン キ ュ ー バ イ

パ ー キ ュな どが ご ざい ま す 。 これ らの ネ ッ トワ ー ク の 実 現 性,フ ィー ジ ビ リテ ィを 見 ま す と,ピ ン に

よ る 制 限 な ど を考 え な け れ ば な りま せ ん 。1.24の ノ ー ドを 接 続 す る な らば ピ ッッ エ リエ ン ネ ッ トワ

ー ク ぐ らい しか で き ませ ん
。 ピ ッ ッ エ リエ ン ネ ッ トワ ー ク は こ れ らの メ ガ バ イ トの イ ン タ ー コ ネ ク シ

ョ、ン パ ン ドウ ィヅ ス で す と この く らい し か 期 待 で きま せ ん 。 ル ー ス リ ー カ ップ ル ド シ ス テ ム の 私 ど も

の 解 決 法 は ち ょ っ と異 な っ て お り ます 。 これ は280メ ガ ビ ッ トバ ス に 基 づ い た もの で あ りま す 。ス ロ

ー テ ッ ドリ ン グ バ ス レ ス コ ミ ッ シ ョ ン フ リ ー プ ロ トコ ー ル で24メ ガ バ イ ト ・パ ー ・セ カ ン ドで 幾 つ

か の ノ ー ドを 接 続 し て,'各 プ ロセ スの ク ラ ス タ ー が あ り ま し て,]6ほ ど,64を 非 常 に ハ イ ス ピ ー ・

ドの パ ラ レル バ ス に 接 続 い た し ま す 。

　 そ れ か ら ト ラ ン ス ミ ッ シ ・ン パ ン ドの パ ラ レ ル ・ウ ィ ズ ス を長 い もの で は な くて 短 い もの で 行 う。

そ れ で イ ン タ ー ノ ー ドコ ネ ク シ ョン ス ピ ー ドは25メ ガ バ イ トを達 成 す る とい う こ とで,こ れ は い ま

ま で 提 供 さ れ る もの よ り もよ い もの で あ り ま す 。 向 こ う1年 半 か ら2年 に 実 現 近 い もの を 御 説 明 い た

し ま し た。 以 前 の プ ロ ジ ェ ク ト との 関 連 に お い て 開 発 す る もの で ご ざ い ます 。

　 (拍 手)

　 グ ロ ウ　 　 も う何 日 も何 日 も話 は 続 け られ る と思 い ま す け れ ど も,議 長,皆 様 方,も う少 し一 般
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的なコメン トを させていただ きます。

　非常 に興味深い話 し合い を見 てみまして,2っ の極端な意見があると思います。すなわち全 く違 っ

た目的 を持 っていると。1つ は技術指向の もの。これは皆様方か ら御発表 もあ りましたが,非 常 に感

銘 を受 けました。ですけ ども,私 ど もの発表に も見 られ ます。 たとえばジロワ先生のコメン トに もあ

りましたがR&Dの 研究開発を この面で行 ってお ります。それか らまた,私 自身何年 も研究 を行 って

お りまして,日 本の これまでの実績に大変 印象深い ものがあると感銘 を受 けてお ります。

　 しか しなが ら一方 では,現 在 では もっと現実的なテクニカルオペ レーシ ・ン,あ るいは開発,コ ン

ピュータの生産を今 日の オフ ィスオー トメー ションに合わせた形での生産,開 発が必要 であ るとい う

ことです。、幾 つかのコンピュータが もうすでに実用化 されてお りますが,も っともっと現実的な もの

であ ります。 もちろんいろいろな欠点 もございます。皆様御存 じの ように。しか しなが ら,い ろい ろ

な目標 を達成す るために改善がな される と思いますが,幾 つかの業界で もこの データプロセ ッシング

とい う大 きな問題を克服す るであ りましょう。すなわち,わ れわれの経験におきま してはチ ャレンジ

が ございます。特に ドイツにお きま しては,現 在の ところハー ドウ ェアの面でのチ ャレンジがあ りま

す。しか しなが らもっともっと大 きな形で,ソ フトウェアでのチ ャレンジ,課 題が ございます。

　 ソフトウェアについてお話 し申し上 げるときには,現 実的 な分野 としては オフィスオー トメーシ ・

ンの分野での ソフ トウェアの問題が ございます。問題 というのは解決 されなければ なりません。 コン

ピュータを使 って,ま た人 々に よって,す なわち技術屋 ではない人 によってコンピュータを使用する

とい うことが必要なわけです。 コンピュータについての教育を受けてない人 たちであ ります。 たとえ

ば弁護士 です とか ビジネスマンであ ります。 この人 々の中には技術 とい った ものを全 く嫌いな人 もい

るわけです。 しか しなが ら,オ フ ィスコンピュータ,OAを 使 っていか なければな らないわけです。

こうい った皆様方か ら発表 されたよ うなプロジェク トの中でOAを 使 っていか なければな らないわけ

です。ですか ら研究側の課題 としてはどうす るかとい うことですが,こ の限定 されたキャパ シテ ィ,

特 にソフ トウェアのキ ャパ シテ ィについては限定 されてお りますが,し か しなが ら多額の投資が必要

だ とい うわけです。 たとえば弁護士に適切 なアプ リケーシ ョンプログラムとい うのは違 うわけです し,

あ るいはプロモーターカーを修理す るよ うな商売をしてる人 には全 く別のソフ トウェアパ ッケージが

必要なわけです。ですか ら投資額 とい うものはほかのハー ドウェアへの投資額に比べ ます と大規模な

ものになってるわけです。ですか ら,わ れわれとしましては,遠 い将来に向 けて発明 していかなきゃ

な りませ ん。す なわ ち既存の ものを将来の 目的に合わせて改善を していかなければな りません。 です

か ら現状 といたしましては,現 在利用可能 なソフトウェアのパ ッケージを利用 していて,　 た とえば

COBOL,皆 様COBOLに は欠点が多いとおっしゃる方 も多いと思いますがCOBOLを 使 って,ま た,

コ ンピュータの分野では,い いにしろ悪いに しろ市場が科学者に よって決め られ るのではな く,市 場

が決 めてい くわけです。CBXタ イプのベー スの もの,こ れ も余 りよい言語ではあ りませんけ ど,す

でに使 われてるわけです。　 UNIXも 市場 に出 ようとしてお ります し,で すか らこ うい った方向に
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向か ってるわけです。すなわ ちUNIXが スタンダー ドになろ うとしているわけです。われわれは

こうい った現状 を受け入れなければなりません。

　 皆様 もっと未来指向の方 もい らっしゃるか と思いますが,現 実に直面 した場合,現 実 に生 きていか

なければならないわけですか ら,未 来に向けて現実 を受け入 れつっ方向修正 をしていかなければな ら

ないわけです。ですか ら,未 来指向ばか りではな く,現 状を も考慮に入れて行動 しなければならない

とい うことだけを述べ たい と思 います。(拍 手)

　 ケーニヒス　 　時間が余 りあ りませんので私 も簡単に したいと思 います。

　 ごく簡単にコメン トしたい と思い ます。ブリッチュ,ま たジロワ先生の方か ら述べ られた点 について

コメン トさせていただ きます。

　 フォー トレランス ・アーキテクチ ャーは ドィッでは大変重要視 されてお ります。 ここ10年 ほ どで

は重視 されると思います。1995年 までにはすべ ての コンピュータアプリケーシ ョンの90%は フ ォ

ー トレランスになると思います
。 これ らのアプリケーションがテ クニカルな もの になるか,テ クニカ

ルエンジニアリングの ものか,あ るいは商業用 の ものにな るか とい うのはわか りませんが,ア ーキテ

ク トとい うのはフォー トレランスプリンシプルに依存 しなければな らない と思います。 ドイツにおき

ましては幾 つかの活動が行 われてお りますが,ブ リッチュさんの方か ら先 ほど言及 されま したが,1

つ は ニクス ドルフで行われてお ります。

　 ち ょっと補足 させていただきます と,こ の プロジェク トの アーキテクチ ャーに関 してですが,皆 様

御存 じのよ うに,フ ォー トレランスシステムは,も ともとはフェールセーフの もの として発明されま

した。た とえばエア トラフ ィック,航 空管制用,あ るいは軍事用の ものとして,フ ェールセーフの も

のとして開発 されま した。　 しか しなが ら問 題 と しては,ハ ー ドウ ェア リダ ンダ ン シー性 が あ

るとい うこと,非 常に高価 につ くとい うこと,そ して保守 も高価 であ るとい うこと,そ れか らい ろい

ろな先端技術が使われているとい うこと。 ですか らアクテ ィブ リダンダンシー　 という,あ るいはソ

フ トウ ェ ア リダンダンシー とい う新 しい コンセプ トができて きて実用化 され,ハ ー ドウェアに追 い

つ くようになれば,わ れわれが目的 としているコンセプ トとい うのはクラスタータイプの コンピュー

タ,た とえば2つ の完全な形の,コ ンプ リー トな形 のコンピュータシステムがルーズな形で周辺機器

に よってカップルされてるとい うこと。 ですか ら原則的にはお互いに独立 した形の もの であるとい う

こと。周辺機器,た とえばデ ィスク,あ るいはファイルサー ビング,ス トア リングデ ィバ イス等 々は

少な くと もデ ュアルポー トアクセ スシステムが附属 してるとい うこと。 この処理 は常に1つ のマシン

のみで行 われ るとい うこと。 これは非常に経済性が高 くなります。 それか らいろい ろなメカニズムに

よってシンクロナイズす ることがで きるとい うこと。たとえばタワープロセ スをときどきシンクロナ

イズす るとい うこと。 それか らまた1つ 重要な点 は,将 来にお きま しては,こ のような システムを使

うユーザーは,今 日の アプリケ ーシ ョンを変 えることなくその まま応用す ることができるとい うこと

です。 たとえば スタンダー ドオペ レーシ ・ンシステム,こ の場合 はUNIXで す が,岸 田 さんが お
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っしゃいましたように,現 在のUNIXと 同 じような ものを応用 することができるとい らことです。

　われわれは こうい ったアーキテクチ ャー,ま た将来の アプ リケーシ ・ンをいろいろ考えてみまして,

エ ンジニア リングの部門で,た とえばプラン トコン トロールとかプロセ スコン トロール,ま た,業 界,

た とえば商業部門で も使えるとい うこと。たとえば銀行。24時 間就業体制です とか,そ うい うこと

に も使 える とい うものであ ります。ですか ら,こ うい うコンセプ トが将来の アプ リケーシ ・ンには必

要であるとい うことを申 し上げたい と思います。(拍 手)

　 シペルスキ主査　　私 どもの方か ら最後のコメントを。

　 メ ラ ー　　皆様方に書類を準備いた しま したので,簡 単に申し上げたい と思います。

　現実の今 日の ビジネスのニーズ と,そ れか ら将来の リクワイヤメン トをいかに合致 させてい くか と

い うことに関 して言及があ りましたが,こ れ らの 目標 はわれわれの アソシエーシ ・ンの作業 に関 した

ものであ りまして,非 常に実用的な リサーチプロジェク トを企業の共同の リサーチのテーマ として掲

げま した。GMDそ の他の機関,そ の幾つかは企業 自身が資金 を拠 出しているものがあ ります。それ

か ら開発研究省か ら資金が50%ほ ど拠出されてる もの もC"ざ い ます。ゲー トウェーをい ろいろなL

ANの た めに開発す る,　PTTの ためにLANを つ くって,そ のためのゲ ー トウェーを開発 してい く。

この プロジェク トの ものであ ります。

　 もう一つのプロジェク トは,4月1日 に開始 された ものであ りまして,こ れ も共同 リサーチプロジ

ェクトであ りまして,ポ ータブルなソフ トウ ェアツールの ものであ ります。 これを差 し上げたい と思

います。

　 あ りが とうござい ました。(拍 手)

　 シペルスキ主査　　最後に私 ど もの情勢に関 して1つ 申し上 げるな らば,大 学 でのすべてのプロジ

ェク トを御説明するとい うことはいた しませんで した。コンピューター科学 を提供 している大学にお

きましては,多 くの研究が行われてお ります。20ほ どの大学 がこれを行 ってお りますが;ほ とんど

が ドイツの リサーチアソシエーシ ョンが資金 を拠出 してお りまして,こ れ らのアソシエー シ ョンのメ

ンバーは大学 であ りま して,資 金 は連邦政府の方か ら拠出 されてお ります。

　 L方,政 府は1億 ドイッーi'ルクを コンピュータ科学研究のために,向 こう3年 間のために拠 出いた

しました。 これぽ組織化された研究のための額であ ります。ですか ら非常に広範なテーマで,・いろい

ろな大学で研究が進 められてお ります。次回に御報告で きるか とも思 います。御質問のお答 えとい う

形 でこれ を差 し上げたい と思います。

　 元 岡 主 査 　 　いま,い ろいろな立場か らいろいろなお話 を伺 って,わ れわれが情報交換 を もっと

や らなければいけない と。 もっと十分 な時間をかけてお互いに話 し合 えばよ り多 くの ものが得 られる

とい うことは,恐 らく今 日,午 後,こ こでお話をお聞 きにな った方々の共通の印象だろ うと思います。

　 そうい う意味で,こ の フォー ラムが来年以降 も続 けられて,ま ず必要 なことは情報交換 をや ってお

互 いがよ く理解す る。 それをや ってるうちに恐 らく共同で研究 しよ うとい うテーマが見つか って くる
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んだろうと思い ます。今後や ってい く上に,テ ーマを しぼ ってやれば より深い話 し合いがで きること

になると思いますけれ ども,私 の印象では,ま だ しぼる前に もうち ょっとテーマを選ぶにして も,わ

りあいいろんな種類の ものを含めることがで きるよ うに,わ りあい ブロー ドなテーマを選んで,次 回

やるとい うことがいいんじゃないか と思いますが,い かがでしょうか。

　 シペルスキ主査　 　コメン トして くだ さい。

　 グ ロ ウ　　 いまお っしゃったよ うに,い ままで議論 されたことは非常に広範な ものであ りまして,

い かにメニューが豊富 であるか とい う印象があ ります。メニ ューをすべて食べ るとい うことは適切で

ないわけで,選 択が必要にな ります。消化す るためには幾つかに焦点 をしぼるとい うことで,コ ンピ

ュータの中で も幾つかのサ ブカテゴ リーができるわけであ りますが ,た だ,ど れをよ り深 く掘 り下げ

て研究 してい くか,議 論 してい くか,あ るいは どれをより強調す るか とい う問題が出て きます。ある

いは将来の テクノロジーに焦点 を合わせるべ きか ,幾 つかの コンピュータアプリケーシ ョン,た とえ

ば ビジネスの応用,産 業応用に しぼ るべ きか,あ るいは大学用 を研究す るのか,現 状を踏 まえた もの

で現実的な,実 用なネ ットワー クの研究,ソ フ トウェアの開発 などをすべ きか。これ1まわれわれが非

常に悩んでいる問題 であるわけですが,あ るいは,将 来の まだ競争の余 りない分野に焦点を合わせる

べ きか。いろいろな点が考 えられ ましょう。

　 シペルスキ主査　　 これ らのフォーラムで何が達成できるか とい うことを考 えるべ きだ と思います。

幾つが非常に多 くの国際的な ワークシ ・ップがあ りますか ら,1つ の 問題に しぼるとい うよ りは,問

題は,一 般 国民が関心を抱 くよ うな問題を選択することがふさわ しいのではないか と思います。

　 た とえばマン ・マシン ・インターアクシ ョン。これはだれで も関心を持つよ うな問題なんです。 そ

れか らフ ォー トレランスであるとか,ト ランスペアレンシー,組 織の中の コン ピュータの利用の透明

性の問題,そ れか ら,ど んなアーキテクチ ャーで もその トランスペ アレンシーを保障す るとい うこと。

こういうような フォー'ラムにすべ きだと思 います。後で一般大衆に向けて説明 できるような,メ デ ィ

アを通 じて説明 されるようなテーマを選ぶべ きだと思います。 よ り専門化 され たものや,国 民にあ る

関心 を抱 くような もの。

　 それか ら隠れた問題 として,ス タンダーデ ィゼーシ ョンの裏にいろいろな問題が あ ります。 コ ミュ

ニケーシ ・ンばか りでな くてソフ トウエアオペレーシ ・ンの側面な どがあ ります。 これは まだ未解決

で,ま だスタンダデ ィゼーシ ・ンの委員会で取 り上 げられていない問題であ ります。ですか ら,国 際

レベルでその標準化の問題が取 り上げ られないな らば,少 な くとも2国 商 レベルで これを取 り上げ ら

れ ないか とい う問題があ ります。

　 メ ラ ー　　 ここに参 ります前に,元 岡先生に申 し上げたいんですが,ド イツの産業 との関心のあ

る有志の者 と会議をいたしま して,非 常に彼 らがこの'フォーラムに積極的であ った,期 待を していた

とい うことでございます。 トーマス氏が申 しましたように,こ れ らの フォーラムで取 り上げ られた問

題は,そ の業界あるいは リサーチ ラボラ トリーに持 って帰るべ きだと思います。 この会議は初めて全
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体的 な外観を双方が得 るとい う意味で開催 された ものであ ります。 ここか ら1年 とい うのはち ょっと

長過 ぎると思 います。ですか ら1年 過 ぎる前に2番 目の ミーテ ィングを開催 しまして,1つ か2つ の

サ ブジェク トに焦点をしぼるべ きだと思い ます。よ り専門的なデ ィスカ ッシ ・ンをこの1つ ない し2

つ のサ ブジェク トについてすべ きだと思います。

　 1つ の主要 なサ ブジェク トで私 どもの関心事 として指摘 されたのは,パ ワフルフ ォル トトレランと

マルチコンピュータシステムであ ります。 メーンフレームコンピュータでソフトウ ェアプログ ラムコ

ンパチビリテ ィCii>問題 その他 でございます。これが日本の方に とって も関心のある話題であ るな らば,

1日 かiナて次回の ミーテ ィングで議論で きるのではないか と思います。 もちろんこれのためには周到

な準備がなされるべ きだと思います。準備委員会な どを編成 して,た とえば3ヵ 月前に会議 を開催 し

て,1日 の エキ スパ ー トの会議 を,あ るいは2日 で もいいんですけれ ど も,そ の後で具体的 なこの問

題について開 くとい うこと。ただ,日 本側か らの御提案 もぜ ひ伺 いたい と思います。 もちろん 日本側

で もこれについて考 えられ ると思いますので。

　元 岡 主 査 　 　フ ォー トトレラン トシステムの問題 は非常に大事な問題であ るとい うことはわれわ

れ も理解 してお ります し,わ れわれの方 に もそれの分野の専門家の グループ とい うのが あ ります。 き

ょうはそちらの専門の人は余 り出ていませんけれ ども。

　 ただ,フ ォー トレラン トシステム とい って も考えてい る対象だ とかなんとかによってか な り変わ っ

て くるので,ド イツ側で考 えてい らっしゃるフ ォー トレ'ラン トのシステムとい うのが もうち ょっと具

体的にどんな ものであるか とい う,ど の辺のフ ォー トレラン トシステムを重点的に取 り上 げようとし

てい るか とい うことを書いたペ ーパーで もありました ら,そ れをお送 りいただけると,わ れわれの方

として検討す るのに都合がいい と思います。

　 柏 木 きょうの印象か らい きます と,ド イツ側はマーケ ットプ ッシ ュ型,日 本側の話 とい う

のはマーケ ットプル型の話だ ったとい うふ うに総括で きると思 うんです。いま ドイツ側か ら御提案の

大変現実に近い話にな ります と,こ れはプライベー トインダス トリーの競合 といいますか,競 争 とい

いますか,そ うい う問題が絡んで きて,デ ィテールデ ィスカ ッシ ョンとい うのはなかなかや りに くい

課題になると私は考 えるわけです。 むしろ もうち ょっとマーケ ッ トプル型の方に共通の課題 が出て く

る方が,こ うい う2国 間で協議す るにはふさわ しい課題 になるん じゃないか とい う印象を受け るわけ

でございますが。

　 シペルスキ主査　 　例 を挙げていただけますか。

　 元 岡 主 査 　 　マン ・マシン ・インターフェースみたいな ものはそ うで しょうね。

　 柏 木 そうですね。 マン ・マシン・インターフェー スで もより現実的な話にな ります とプラ

イベー トファームのノウハ ウに触れ る部分 もかなり出て くるんで,デ ィテールデ ィスカッシ ・ンとい

うのは大変むずか しい話 にな って くると思いますが。

　 元 岡 主 査 　 　しか し,イ ンテリジ ェン ト・マ ン ・マシン ・イ ンターフェースとい うような,少 し
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ア ドバンスしたテクノロジーを含めれば……。

　川 合 マン ・マシン ・インターフェースといいます と,心 理学的な効果を どうい うふ うに定

量化できるのか とい うような側面か らの アプローチ も取 り上げるとい うふ うにす るとかな り前向 きの

話になるん じゃないか と思 うんです。

　元 岡 主 査 　 　いまフ ォー トトラン トの システムの話 であるとか,そ れか らマン ・マシン ・インタ

ーフ ェースの話が出ました
。 これは,や は りいまの段階では,わ れわれはそ うい うもの をイグザ ンプ

ルとして取 り上げて議論を したとい うことで,次 回,そ れをテーマに してやることを決めた とい うと

ころまでは時間の関係でいかなか った と。今後文通 を通 して,本 会議でどう決 まるかわか りませんが,

われわれの ところとしては,私 とシペルスキ先生 との間が中心になって,そ れぞれ 日本側,ド イツ側

の意見 をまとめて もらうちょっと話 を詰 めてい くとい うことできょうの結論にしたい と思いますが,

いかがでしょうか。

　　　　　 〔「異議 なし 」の声あ り〕　 (拍 手)

　 シペルスキ主査　　最後に,非 常に興味深い議論 をして くだ さったことに関 してお礼申 し上げたい

と思います。皆様方 にプレゼン トが ございますので差 し上 げたい と思います。

　毎 日新 しいアイデ アが私 どもの分野で出てまい ります。 ですか ら,知 識でこれ を取 り扱 うな らば,

ど うや って世界で起 きているい ろい ろなことが ナリッジ ・インフ ォーメーシ ・ン ・プロセ ッシングに

どうい う影響 を与えるか とい うことを常に私 どもは考えてい なくて はならないとい うふ うに思います。

　 ささやかなプレゼ ントを皆様に差 し上 げたいと思 います。　 (拍 手)

、

閉　　会
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10.半 導 体

10.1　 開 会 あ い さつ及 び メ ンバ ー紹 介

　ル ーゲ主査　　これは半導体のワークシ ・ップです。

　では,メ ンバーを紹介 します。

　駐 日ドイツ大使館の シュンクさんです。この方は物理学者でい らっしゃいますので,ぜ ひこのグル

ープに入 りたい と要請があ りました。半導体分野について研究 をな さっている方です。将来 にっいて

の問題 を扱 います。そして,将 来の相互協 力な どについて討論 したいと思 います。

　 このプログラムに よります と,2名 の方がまず導入部分 として,半 導体 の状況についてお話 しいた

だきます。すなわち,日 本側は田中先生か ら,そ して ドィッ側のスピーカーはガル ブル ヒ ト博士でジ

ーメンス社の方 であ ります。

　 これがいわゆ るウ ォームアップとな りまして,皆 様方 の関心 を喚起 しこれをたた き台 として,討 議

を進 めてい きたい と思います。 この スピ「 カーの方 か らお話をいただいた後,境 界線な りを定義 して

いきたいと思 います。すなわ ち,お 互いに関心 を持 っている分野は どこであるか,そ して相互協力が

できるような ところが どこにあ るのか,こ れを見定めてい きたいと思 ってお ります。、つ まり,現 在,

何 が製品にされ,製 造化 されているか とい うことに関 してはお話がで きないわけで,た とえば来年,

製品化を目指 して現 在,研 究が行われていること,も しくは向こう2年 間で製品化が計画 されている

ことに関 しては協力がで きないわけですので,こ うい ったことは除きまして,ど こか ら始めた らよろ

しいか,考 えてい きたい と思います。す なわち,協 力で きるところと協力できない ところ,こ れを考

えてい きたい と思います。 そして,こ れ を開放型に した方が よろしいのか,そ れ ともた とえば10年

とい う期限を区切 りまして考えた方がよろしいのか,い ろいろ考 えていきたいと思い ます。

　 この方法で よろしいでしょうか……。　 もしよろしければ,こ の方法 で進めさせていただ きます。

　 そして,今 回のワークシ ・ップの目標は,少 な くとも'2つ か3つ の トピックを見つけまして,お 互

いに興味のあ る分野 として2つ か3つ,選 んでい きたい と思 ってお ります。 そして,そ の分野 につい

て協力 を始めてい きたい と思 ってお ります。そして次回,い ろいろこ うい った似通 った ミーテ ィング

が開かれ ると思い ますので,そ の ミーテ ィングに向けて努力 してい きたい と思います。

10.2　 当分 野 に おけ る研 究 開 発動 向 の報 告

ルーゲ主査　　では,田 中先生にお話をお願いいたします。

10.2.1　 概況報告 一 日本の半導体産業 と研究開発動 向
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　 田　　中　　最初に私の話はセ ミコンダクターインダス トリー,半 導体産業の特徴の ような ものを

らよっとお話を して,そ の次に日本 で半導体産業が どんな状態にあるだろ うか。3番 目に,日 本にお

ける研究開発動向についてお話 をいたしたい と思います。

　 半導体産業の特徴は,簡 単に言えば技術開発が非常に早い とい うことと,そ れか らマーケ ットとい

いますか,市 場 の拡大 も同時に非常に早い,こ れが世界の半導体産業の特徴 であると私は思 ってお り

ます。

　 その幾つかの例を ここで ちょっとお話を したい と思いますが,こ れは皆 さんよく知 ってお られ ます

LSIの ワンチ ップに トランジスタが幾つ載 るか とい うことは,年 とともに どうい うふうに変わ って

い くかとい うことを示 した絵であ ります。現在,256キ ロ ビッ トのは製品化 されてお りまして,こ と

し初 めに]メ ガ ビットの発表が ございました。恐 らく生産に入 るの はまだ先 だと思いますが,そ れで

現在 は,日 ・米 ・独 ともに1988年 ごろの4メ ガ ビットのメモ リーを目指 して進んでい るとい うのが

現状 であ ると思 います。

　 一方で,市 場の拡大が どのようにな ってい るか とい うことを示すのは,こ の絵であ ります。

　 それで,こ れはデータクエス ト社 のデータであ ります需要予測ですね。 それによります と,こ れは

非常 に市場の拡大は急速であ りまして,1989年 には256キ ロ ビットのチ ップを実に20億 個,　 2

ビリオンのチ ップを生産 しなければいけ ません。

それ か ら もっ と驚 くべ きこ とに,そ れか ら91年 に は1メ ガビ ットのチ ップを4ビ リオン,そ れ

か ら93年 に は実 に6ビ リオンのチ ップをつ くらねばいけません。それであ りますか ら,恐 らく91

年 あ るいは92年 には半導体の世界のマーケ ッ トというのは恐 らく10兆 円,10兆 円 といいます と,

ち ょっと計算 したんですが,何 マル クになるか といいますと,ハ ンドレッドビリオン ・ドィッ　 マルク

のマーケ ットが世界 に広が ることにな ります。 いま世界 で生産 している64キ ロ ビットのDRAM, ,

これ の生 産 が この辺 で あ ります 。 で あ ります か ら,ほ ぼ この予 測 は 正 しいの で は ない か と

思 い ます。

　 それで,私 は これのチ ップでな くて,世 界 で生産 される総 ビット数ですね,ダ イナ ミックRAM,

これ をプロットしてみま した。 そ うします と,驚 くことに世界 で生産 される総 ビシト数 とい うのが,

非 常にきれいな指数関数ですね。 イクスポーネンシャル関数にのってい るとい うことがわか りました。

もしこの点線 を真 っす ぐ延長す ると2000年 には とてっ もない市場 が開けます。　 それ は,こ の辺 で

新 しいシステムの技術開発が行 われ るとい うことを期待 しての話であ ります。そ うします と,恐 らく

100メ ガ ビット,100億 個 っ くらねばならない,そ うい う計算にな ります。 これは夢 と考 えて よろ

しい と思います。

　 これがいまの世界の半導体産業の進 んでいる現状 を非常によくあ らわ してい るのではないか と思 い

ます。

　 それで,日 本の現状 はどうな っているか と申 します と,こ れはここがユナイテ ッドステイツ,こ れ
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は全部が世界 のICの 生 産額 です。この白い部分がユナイテ ッドステイツ,こ の部分が 日本,そ れで

この上の白い部分が ヨーロ ッパであ ります。 このように世界で生産が伸びているんですけれ ども.大

体,現 在1982年 にはアメ リカが全世界の59%,日 本 が33%,そ れ で ヨーロ ッパが大体8%と い

う比率にな ってお ります。 この比率が これか らどう変わるかわか りませんけれ ども,と にか く非常に

急激な売 り上 げの増加がわか ります。

　 これの将来 を見 るための一つの資料 として 日本における売 り上げ と.そ れか らセルスオプイ ンタ レ

スサーキ ット,そ れか らR&D,そ れ か ら工場への投資,こ れが どのよ うに変化 しているかを,グ ラ

フでお見せ します。そ うします とこの 白い部分 が,こ れがセールスです。 それか ら,左 側の この白い

部分が工場へ の投資,イ ンベス トメ ントです。それか ら,こ の黒い部分がR&Dで あ ります。 これで

見 ます と大体わか りますよ うに,83年 に は売 り上げの大体30%を 次 の設備投資に向けてお ります。

それか ら約10%,あ る いは15%をR&Dに 使 っているとい うのが,日 本の実情であ ります。これ

はかな りの量 であ りまして,84年 度 には実 にこの設備投資が倍の7000億 円,で すか ら7ビ リオン

マルクスを記録するの であろ うとい うふ うに言 われてお ります。 ですか ら,こ んな ところまで来 るわ

けであ ります。そ うい うことが,日 本の半導体産業が急激に発達す る理 由であ ります。

　 であ りますか ら,わ れわれが心配 していることは,売 り上 げの10%をR&pに 使 ってい くとすれ

ば,恐 らく研究人 口が足 らなくなるであろうとい うことが,い まの 日本の現状であ ります。

　 それか ら,こ うい うものが どうい うふ うな トレン ドで動いているか とい うことをち ょっとお見せ し

ます 。

　 これは3年 後の,こ れは生産高の推移 ですけれど も,こ れ を見 ます と1986年 に はインダス トリー

用のICが どん どんふえてい きまして,コ ンシューマエ レク トロニクス用のICが む しろ比率 として

は減る傾向にあ る。 このことは電子産業全体に対 して も言えるζとであ りまして,イ ンダス トリーエ

レク トロニクスとい うものが,コ ンシュマーエレク トロニクスをどん どん しのいで発達 している,そ

うい うことを,こ の半導体の産業の推移 もよく示 してい るわけであります。

　 それか ら,も う一 つの興味のあ る話 とい うのは,ICの セ ーーールスが ございます。横軸にICの セ ー

ルスが書 いてあ ります。 それで,縦 軸 にそのセールスの中でMOSLSIの 占 める比率を ここに書 い

た ものであ ります。御承知の ように,MOδ のLSIと い うのは メモ リーを初めとして,比 較的集積

度の高い,比 較的高級な もの を意味 してお りまして,,そ うい う意味で半導体の企業 として望むことは,

そ のセール スが多 くて,そ れか らMQS化 レ シオが高い とい うものが,恐 らくその技術並 びに販売力

の程度をあ らわす ものであ ります。

　 それで,こ こにUと 書 いてあ りますのは アメリカの,ユ ナイテ ッ ドステイツの会社であ ります。そ

れか ら,赤 いのは ジャパニーズカ ンパニーであ ります。大変失礼ですが,こ の縁が ヨーロ ッパの カン

パニーであ ります。

　 これで見 ます と,こ のUはMOSテ ック100で あ りますか ら,100%MOSと い うことはそれ以外・
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つ くっていないわけですか ら当然 であ りますが ,そ れ を除 きます と大体,日 本の企業のMOS化 比率

とい うものは,か な り上に来 ています。アメ リカの企業はセールスは多いんですがMOS化 比率が低

い。つま り,比 較的やさしいICを た くさんつ くっているとい うことを意味 してい るわけであ ります。

恐 らく今後,数 年後にまたこの模様は大幅に変わ ると思いますけれ ども,こ れが 日本の半導体産業の

技術的内容 とい うものを,あ る程度あ らわしてい ると思います。

　 あ と数分 しかあ りませんが,大 急 ぎでや ります。

　 次に,日 本 における半導体技術 の トレン ドとい うものを ちょっとお見せ します。

　 これ もよく知 られてい ることですけれども,こ れが トランジスタのフューチ ャーサイズです。それ

か らこれがイヤーであ りますが,こ れが過去のであ ります。現在,1メ ガ ビ ットのチ ップが 日本によ

って試作 されたのであ りますけれ ども,そ れ をします と,ま さにこの真上に参 りまして ,い まの進歩

とい うものが比較的順調にい っているであろ う。88年Cう にな りますと,恐 らくO.　7マ イクロメ ー

ター ぐらいが試作 されることになるであろう。それは恐 らくこの トレン ドどお りに進んでいるとい う

ことを意 味してお ります。

　 その ワンメガ ビットの チ ップが どうい うふ うになっているかとい うことを ちょっとお見せ します。

　 これがチ ップサイズであ りま して,こ れがセルのサ イズであ ります。この256K,こ の値が ここ

に,す でにこれはで きてお ります。それか ら,ス ケ ーリングローによって見積 もった値 がこれであ り

ます。75ス ケ ア ミリナ一夕ー,そ れか ら36ス ケ アマイクロメーター。　 ところが実際にで きた もの

はどうなるか といい ます と,50平 方 ミリ,チ ップの大 きさ。っま り,265Kに おけ る チップサイズ

とほ とん ど変わ らない,そ うい うことが言われています。それか ら,そ れ ぞれのサ イズ もスケー リン

グローよ りはるかに小さ くな ってお ります。これは一つのデバイスの進歩 と,そ れか らキ ャパシター

を極力,い ろい ろな新 しいタイプのキ ャパ シターをつ くったとい うことが,;つ の特徴であ ります。

　 これか ら類推いたしますと,チ ップサイズがスケーリングローによりますと64メ ガビットで,約3000ス ケ ア

ミリメーターでありますが,恐 らくその半分近くになるのであろう。そうしますと,大 体12ミ リメータースケア と

いうぐらいにまでなるんじゃないか。そ うす ると,非 常に使 いやすい ものが出て くるように思います。

　次に,こ れはVLSIの メ モ リーの話であ りますけれ ども,日 本 におけるいまの開発 の動向 とい う

のは,VLSI,大 規模集積回路のメモ リー と,そ れか ら超高速の ロジックであ ります。この二 つが

象徴的 であ りま して,い まどうい うふうにい ってい るか といいます と,こ れはまだラボ ラ トリーベー

スの値 であ ります。 シリコンのパイポー ラデパィス,こ れはNTTのECLが 発 表 したんであ ります

けれ ども,こ れは非常に早 くなって きておりまして,50ピ コセカン ドパ ーゲイ トとい う値 を出 して

お ります。それか ら,ガ リウムァセナイ ドのインテルサーキ ット,こ れ も大体 いまラボ ラ トリーベー

スでは4キ ロビットがで きてお りますけれ ども,大 体 ,50ピ コセカン ドか ら100ピ コセカン ドの間

この辺にな ってお ります。

　それか らもう一つ,HEMTが ご ざいます。　 これは 日本で開発 されたデ ィバイスであ りますけれど
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も,リ キ ドナ イ トロテンペ レチ ャー で10ピ コセカ ンドパーゲイ トぐらいまでい くであろ うと,こ

うい うふ うに言われています。 もちろんこれ らはまだいずれ もラボラ トリーのであ りまして,生 産に

はなってお りません。このHEMTの1キ ロ ビッ トの メモリーセルが今度,発 表 され まレた。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

　 それか ら最後に もう1つ,こ れは片岡 さんがお話になると思い ますが,い まナシ ・ナルプ ロジェク

トでや ってお ります スリーダイメンシ ョナルデバイス,こ れは非常 なハイスピー ドロジ ックになるパ

ラレスプロセ ッシングを行 う新 しいタイプの デ ィバイスになる可能性があ りますので,片 岡 さんがこ

れはお話 しいただけると思います。

　 それか ら,こ の辺のことにつきま しては菅野先生 も高橋先生 もシ ョー トコメントがいただけると思

います。

　 それか ら,こ の ような トレン ドをまとめてしましたのはこの絵で ございます。これはハイスピー ド

の,も う皆 さん御存知 と思いますが,先 ほ どお話 をしたシリコンのバイポーラ,ち ょっとその前に,こ

の点線は]980年 の,そ れか ら黒 いのは1990年 の 予想値であ ります。 ところが最近,先 ほ どお話

をした シリコンのバ イポーラはもうこの辺に来 てお りまして,ラ ボラ トリーベースではこの90年 の

予測を超 えて しま ったようであ ります6そ れか ら,HEMTは 恐 らくもうこの辺に来 てお るであろ う。

　 そ う言 います と,も うこれ でおわか りと思いますが,こ うい う一つ一つの素子の高速性 とい うもの

がほぼ限界 に来た とい うことを私は考 えてお ります。 これ を超 える ものは,あ るいはこの スリーダイ

メンシ ョナルデ』パ ィスか もしれない ということを,私 は大変期待 してお ります。

　 それか ら,先 ほ どお話 をしたよ うにこうい うものをや って,イ ンフォメーシ ョン リボ リューシ・ン

が,い ろいろなことがで きるであろう。カメラテクノロジー も,フ ォ トグラフテクノロジー も恐 らく

ドラステ ィックな変革 を受けるであろ うとい うことは,す でにわれわれ,予 想 してお ります。 フィル

ムの時代は終 わるであろう。

　 そちい うことであ りまして,こ のような応用 につき ましでは小田川 さん並びに石立 さんがお話 しい

ただけ ると思います。

　 ちょっと時間を超 しまレたが,ど うもあ りが とうございま した。,　 (拍 手)

　 ルーゲ主査　 　'田中先生1ど うもあ りが とうございました。

　 少 し個人的 なコメン トを申し上げたいと思います。

　 っい1年 半前だったんですけれど も,日 本の牧本先生,日 立の方なんですけれ ども,こ れは半導体

の物理学者でい らっしゃるんですけれ ども,こ の方が国際エ レク トロンデ ィバイスの ミーテ ィツグ,

これはサンフランシスコで開かれたんです けれ ども,そ の中で導入の スピーチをして くださいました。

そして,IBMの マ イクロビーさん と,そ れか ら第2番 目に牧本 さんが しゃべったんですけれ ども,

その会議で。 そして,こ の国際会議にお きま して,ス ピーカーはいつ も終わ りの言葉は冗談 で締め く

くることが多いわけです。 そして牧本 さんがお っしゃったには,自 動化工場についてお話に なってい

たんですけれ ども,締 め くくりは,多 額のお金 を自動化工場 にかけ るべ きであ ろうとい うふ うにお っ
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しゃいました。そ して,そ ういた します と4メ ガビッ ト,16メ ガ ビットのメモリーがで きる。4と

16の メ ガ ビットのメモ リーが できるとい うふ うに言 ったんです。そ して4と16と い う数字 を出 した

ときに,そ の数字を聞いて2,000人 の人が大笑い してしま ったんです。 というのは,こ れはつい1年

半前だったんですけれど も,人 々は笑ってしまいました。 とい うのは,4と か16と い ったよ うなのは,

本 当にそん なこ とは絶対になることはない とい うふ うに言 って,実 現する可能性がない じゃないか と

言 って失笑を買って しまったんですけれ ども,こ れはつい]年 半前の ことで した。

　 ただ,こ れか らも進展は進 む と思 います。2～3年 前,人 々はアメ リカにおいて,ま たヨーロッパ

において もこ う言 ってい ました。1メ ガビッ トが もう最終 目標だ とい うふうに言 っていたときもあ り

ました。

　 次のスピーチに入 っていただけますか。

　 ガルブル ヒトさん。

　 ガルブル ヒ ト　　 皆様,ま ず導入部分 といたしまして,R&Dは いわゆ る市場 と,そ れか ら工場生

産及びその人材の関係であ りますけれ ども,こ れはすべて相互に関連の深い分野であ ります。 そして

R&Dで 強 い立場 を誇る とい うこ とであ りますけれ ども,製 造に裏づけが されていな くて もいけませ

んし,そ れか ら結局人 材が そろ っていない と」結局R&Dで 優位に立てないわけであ ります。

　 私の個人的な見解なんですが,や は り優秀な人材 こそR&Dを 裏 づけるものであ る。 それか ら市場

のペネ トレー シ ョンです とか参入です とか,製 造化に も大 きな影 響を与えると思 ってお ります。した

がいまして,日 本 と ドイツの人 々と,そ れか ら時間的な変化 とに考 慮 したい と思 ってお ります。

　 そして,も ちろん両 国の人 々 とい うのは伝統に裏づけされてい るわけであ ります。 そして勤勉を誇

って初めて働けるわけであ り'ます。そして日本 の特徴 と ドイツの特 徴はよ く似ていると思 います。 日

本の方は非常に勤勉ですけれど も,ド イツ人 もしか りであ り,友 情 で結ばれてお ります。

　 ドイツは ここ数年,非 常 に国家経済が繁栄 してお ります。 しか し,そ の天然資源については限界が

あるわけであ ります し,そ れか らまたいろいろなベース労 働に関 しまして も限度があるわけです。 し

か し,そ れに もかかわ らず,い ろいろ考え方を ドイ ツ人が変え まして,省 エネタイプのエネルギーに

変 えました り,そ のエネルギー消費を抑えるために,産 業的にエ レク トロニクスな どに移 って きたわ

けであ ります。そ して,現 在 この方向が進んでいるわけであ りまして ,大 幅に改善 されてお ります。

　 そして,マ イクロエ レク トロニクスとい う分野があるんですけれ ど も,こ れが非常に重要な分野で

あ ります。数年前はほんの ちょっとしか優先順位 が与 えられていなか ったんですけれ ども,現 在は ド

イツの新聞をに ぎわすほど大 きな優先順位が マイクロエレク トロニ クスに与え られてお ります。それ

か らまた産業 も大 きな投資 をマイクロエレク トロニクスにしてお ります。資本投資及びR&Dに 大 き

な予算を割いてお ります。それか らまた大学の方 も非常に研究 をマイクロエレク トロニクスに向けて

お ります し,マ イクロエレク トロニクスを専攻す る学生の数 もふえております。多大 な成長を遂げて

いるわけであ ります。 マイクロエ レク トロニクスの学科 とい うのは非常に競争率の高い ところで もあ
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ります。

　このように非常 にすば らしい迅速な変化が起 こっているわけであ ります。過去1年 半 ぐらいの間に

ドィッで起 こってお ります。 この時点で私,R&Dと それか ら企業のコンセプ トについて述べてみた

いと思います。私 の企業 と,そ れか らマイクロエレク トロニクスに関 して述べてみたい と思います。

　と申しますのは,ジ ーメンスとい うのは規模において,生 産において も,ま たR&Dに おいて もド

ィッのICの 先 頭を切 る会社であ りますので,ま ずわが社のコンセプ トについて述べ てみたい と思い

ます。これ らはほかの企業に も当てはまることか もしれません。

　まず最初に申し上げたいのが次のこ とです。 これは似通 った表 を日本側ので見せていただ きました

けれ ど も,こ れは現時点におきまして,こ れは世界のIC需 要 の8%し か ドイツは出産 していないわ

けで,そ の中でフ ィリップ スが最大,そ してその次が フ ィリップスに関連 した会社 です。フ ィリップ

スとい うのは西欧ベースの企業で,フ ィリップスとい うのは世界で も有数のICメ ー カーです。そ し

て ジーメンスがヨーロッパで第2位,そ して ドイツでは第1位 です。

　 ここでお見せ したいんですけれ ど も,現 在何 をや っているか,そ して将来,何 をやっていこうと思

っているかをお話 をします。

　私 どもの考 え方はNEC,日 立,東 芝,富 士通 といった ような企業 と非常に似通 ってお ります。 ま

ず第1に,私 どもはシステム ビジネスとい った もの を強化 したい と思 ってお ります。す なわ ち,ア プ

リケーション指向のICを つ くってい きたい と思ってお ります。それか ら第2に メモリーを使 いま し

て,こ のメモ リーとい うのはパ イロ ットプロダク トとして使いまして,プ ロセスデ ィベ ロップメン ト

及び,そ の製品化していきたい と思 ってお ります。そして歩 どま りを上 げま して,品 質 を上 げまして,

いわゆるカス トマデ ィベロ ップメン トとして市場に導入 してい きたい と思 ってお ります。それか らま

た,世 界的に標準化となったマ イクロコンピュータな どに もつ くってい きたい と思 ってお ります。

　 インター フェーマ リーとい うのが あるんですけれ ども,そ れではメモ リーについてまず申 し上げま

す。 これが ドィッの場合であ ります。私 どもの予想 といたしましては,1メ ガ ビットが量産化され る

であろう,そ して1キ ロ当た り毎ヵ月,数 十万個つ くられるであろ う。 これが1987年 か らです。そ

れか ら,こ こには書いてあ りませんけれ ど も,同 じよ うなことが4メ ガ ビッ トで も起 こると思われま

す。大体,時 期的 に89年 です。

　 これが256KRAMで す。 大体,数 値的には先 ほどお見せいただい たもの と同じで,大 体45平 方

ミリぐらいの ものなんです けれ ども,こ れが量産化 されつつあ ります。これが2,000万 以 上のディバ

イスに関しての ものなんですけれ ども,こ れが長期的な信頼性です。20ビ ッ ト,イ ンフロントモビ

リテ ィー,最 初が,002%で す。 これは最初の不良率 なんです けれ ど も,こ れは非常に大 きな数字

であ りま して,ほ かのメーカーよ りもまさってお ります。この信頼性の データとい うのは高い歩 どま

りがない ととって もしょうがないわけで,量 産化な どい ろいろ してお りますけれ ども,大 体 その歩 ど

ま りは日本のメーカーと匹敵で きる ものだ とい うふうに結果が出てお ります。
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　 こちらの数字ですけれ ども,こ れは通産省 と,そ れか ら私 どもの情報源か ら得 た ものなんですけれ

ども,こ れが設備投資であ ります。73年 か ら75年 を基準年度 として]00と い たします と,日 本め

設備投資 は大体13企 業 の平均 なんですけれ ど も,78年Cう か ら設備投資を始めました。かな り急速

に伸 びてお ります。 そして,こ の動向とい うのは,や は りドイツの方 も2年 おくれ ぐらいで同 じよう

な動向で進んでお ります。私 どもの投資状況がこ うであ ります。83年 ,84年 ぐ らいでこういった レ

ー トで投資を続けてい るわけで
,大 体 この ぐらいの投資になると思います。私 どもといた しましては,

日本の企業が行 ったような同率で投資 をしてい きたい と思 ってお ります。

　 しか し,ド ィッでは 日本 よりは数年のお くれが あるわけです。 その理由 というのは,日 本のメーカ

ー とい うのは メモ リー生産で78年 度 で もう歩 どまりが高かったわけです
。これが初めて4kメ モ リー

ができたころですけれ ども,そ して ドイツは同 じ歩 どま りに立つのに]6キ ロメモ リーで82年 ,初 め

て 日本 と同 じような歩 どま りを得 ることがで きたわけです。

　 したが って,ド イツの設備投資の目標 といたしましては,次 のよ うなものです。つまり,64KRAM

を オ ッフ ァー したのが 日本 よ り2年 遅か ったわけで,256に 関 して も2年 ぐらいのお くれがある と

思います。 とい うのは,な か なかその生産能力を伸ばせませんで したので。 しか し,何 とかこのおく

れ といつた ものを,4メ ガ ビ ットメモ リーに関 しましてはお くれを取 り戻 して,日 本 と同調 して進んで

いきたいと思っております。現在,そ の製造施設 をつ くってお ります。かな りの投資を してお ります。そ

して,関 連の開発 も現在,進 行 させてお りますので,お くれ を取 り戻 したい と思 ってお ります。

　 これ も日本の状況 と似 ているんですけれ ども,こ れが プロセ ッサーの ジェネレーシ ョンです。現在,

256kが パ イロッ トプ ロダクシ ョンで,1メ ガ ビットが開発中,4メ ガ ビッ トの方が研究中であ りま

す。

　 これが写真なんですけれ ども,1メ ガ ビットメモリーのセルエ リアの写真であ ります。

　 これが リソグラフィーの結果 であ ります。3か ら1ミ クロンに移行 しつつあ ります。 これがX線 を

使 って行 った もので,フ ァノーバーインステ ィチ ュー トと協力 して行 ってい る研究です。 そして,O.　3

マ イクロンス トラクチャーがで きつつあ ります。

　 ジーメンス社は こうい った投 資を行い まして,向 こう3年 間におきましてMOS生 産能力を倍増 させ

たい と思 ってお ります。 そしてこのプログラムとい うのは,ド イツの研究省のサポー トを受 けてお り

ます。そ して部分的には,こ の研究とい うのは フ ィリップスも加わ ってお ります。

　私 どもはこのメモ リーの分野 で協力ができたらと思 ってお ります。オープンな態度 をとってお りま

すので,た とえばフレンチキ ャパ シターです とかCDス トラクチャーですとかX線 の技術です とか
,

4メ ガ ビット,16メ ガ ビット,そ れ以上 といったようなことなんですけれ ども,い わゆ る任意の セ

ルの アーキテクチャーにお きまして考えたい と思 ってお ります。1メ ガビットになるんで しょうか
,

4メ ガ ビットに もなるか もしれ ません。 しか し,一 番 オプテ ィマムなセルアーキテ クチ ャーは どうい

うものであ るのか,こ れか ら見つけていかな くてはいけないわけで,こ れに追随 した装置ですとか,

一89一



自動化 も必要であ ります。ですか ら,こ うい った分野で協力がで きた らよろしいのではないか と考え

てお ります。

　マイクロコンピュータに関 してですけれ ども,私 ど もは世界の標準に見合 ったマイクロコンピュー

タをっ くってい きたいと思 ってお ります。要す るにIBMと その互換性のあるものをつ くりたいと思

ってい るわけで,日 ・本の メー カー も同 じよ うなことをなさってい ると思い ます。 それか らまたケース

.パ イ ・ケー スでいろいろな協力など も,い ろいろな企業 と行 ってお ります。

　現時点 にお きましては,16ビ ッ トまで,も し くは,緑 が製造部分 でありますけれ ども,そ して こち

らの方は80,83,こ れ は16ビ ッ トマイクロコンピュータで,こ れが現在,開 発中であ ります。そ

して,こ とし末までに出て くる予定であ ります。

　 これはワンチ ップマイクロコンピュータの拡張部であ りまして,32ビ ットについて交渉を現在 して

お ります。 インテル との交流,も し くは協力の ものです。 それか らまた,日 本の企業 との動向 と比べ

てみまして も,大 体同 じ方向に進んでいる と思います 。日本 とぜひ協力 したい と思 ってい るわ けです。

　 最近,日 本の大手の企業 と一緒にな りま して,製 品に関 して交流をす るとい うことを決めておりま

す。そ して,将 来 も世界的な標準化ができるのではないか と思 ってお ります。 とい うのは,す べてい

ままでのところ標準 とい うのは,ア メリカの企業が標準 となって きたわけです。そ してNECが 初 め

て自分の標準をつ くろ うとなさってい るようであ りますけれ ども,私 ど もも共 同戦線 を張 りま して,

世 界標準をつ くってい きたい と思 ってお ります。 そして,フ ィリップスと手 を組む ことがで きれば,

必ずやヨ.一ロ ッパ型の標準になるのではないでしざ うか。そして日本型を標準化す ることもで きるで

あ りまし ょう.。そういた します と,日 本 とヨーロッパが一緒になれば,世 界の2分 の1以 上はカベー

することがで きるわけです。それ か らまた,製 品の交流 もあ ります。 それか らまた共同で著作権です

とか,こ うい った問題 に も対処で きると思 います。 これ も一つの可能性だと思います。

　 また,ア プリケーシ ・.ン指向のICで あ ります けれ、ども,こ れについては手短 に申 し上げます。通

信 についてち ょっと述べ たい と思います。 そして,少 し娯楽関係について も申し上 げた.いと思います。

　 通信の分野であ りますけれ ど も,私 どもは世界規模 にお きまして,プ ロダク トファミリー,ICフ

ァ ミリー,ア ナログデ ィジタルテ レホンサ'T・キ ットを開発 したい と思 ってお ります。これはISDN

用 の ものであ ります。まずは,小 さな規模 の ものを64キ ロ ビットでつ くります。そして これ を拡張

させていきまして,い わゆ るボルツベン ドISDNプ アソバーオプテ ィックなシステムに変 えてい き

たい と思 ってお ります。 これは1.6ギ ガ ビットの ものです。

　 それか ら,第1世 代の製品は アナ ログデ ィジタル回路 であ ります。た とえばこれがその例 なんです

け れ ど も,こ れ は 回 路 の もの で,サ ブ ス ク ラ イ バ ー ラ イ ンボ ー ドの もの で あ り.ま して,こ れ が 最 も一

番 関 心 の 高 い分 野 で あ り ま す 。 この チ ッ プ セ ッ トを 開 発 い た し ま し た 。 そ し て イ ン テ ル 及 び フ ィリ ッ

プ と も提 携 し て お りま し て,ベ ン タ ー ク ラ ップ を つ く ろ う と し て お りま す 。 そ し て,テ レ コ ム カ ン パ

ニ ー と の 主 な 部 分 を と ろ う と思 っ て い る わ け で あ りま し て,10社 の う ち6社 は ヨー ロ ッパ の テ レコム

一90一



の会社であります。 そしてジーメ ンスは特に強いわけで,特 に ヨーロッパではICに おいては強いわ

けで,通 信にっいて も強いわ けです。

　 そして,企 業 とい うのは非常に重要な役割 りを果 たしてい るわけであ りまして,こ のニューメデ ィ

アとニ ューサービスに関 しまして も企業が イニシアチブをとってお ります。バ スです とかプロ トコル

インターフェース,こ うい った ものの標準化に関 して も,企 業が主導権を とってお ります。そして,

標 準化いたしましてスタンダー ドなバス,そ のバスの標準化な ども会議を開 きま して,ジ ーメンスか

らはこの バスコンセ プ トを導入 し,フ ィリップス,イ ンテル,AMDで す とか,い ろいろな ところか.

ら支援 をいただく形 で世界に紹介す ることができると思います。 これに関 しましては,日 本 とは全 く

コンタク トが いままでなか ったわけですので,ぜ ひ この点 で も交流をもう少 し進めていきたい と思 っ

てお ります。

　 また,フ ィリップ スはいろい ろな貢献をして くれています。特 に娯楽の分野なんですけれ ども,エ

ンターテーメ ン トの分野なんですけれ ども,こ れは ビジュアリーテキストとい うものです。,これは昨

年 ドイツで導入 されました。 フ ィリップスが この大 きなデ ィスプレーICを 開 発 しました。ア イロン

と呼ぶ ものなんですけれ ど も,こ れはICだ け でなく,す べてのアーキテ クチ ャー及びプロ トコルの

コンセプ トに関係 してい ます。 これが非常 に大 きな関連 したチ ップです。 、

　 問題はこういった種類のチ ップ,ICコ ンセプ ト及 びアーキテクチャーが標準化で きるか どうか と

い う問題 です。 ヨーロ ッパだけでな く,日 本で も標準化がで きるか どうか とい うのが一つの問題です。

　 このエンターテーメン トの分野なんですけれ ども,こ れはまだよ く知 られてはお りませんけれど も,

エ ンターテーメン トの分野におけ るICの 革 新 とい うのは ヨーロッパ中心です。多 くの製品 というの

が 日本で もつ くられてお ります し,ヨ ーロッパで もつ くられてお りますけれ ども,由 来はヨー ロッパ

が多いわけです。 これはスタンダー ドの比較なんです けれ ども,こ れがロジックの標準です。TTL,

CMOS-Aが マ イクロコンピュータにあ ります し,こ れは最初のイニシャルメモ リーは,最 初には

メモ リーはアメ リカが導入 した ものです。 しか し,西 欧の方 もフ ィリップスとジ=メ ンスが主力 とな

りまして,こ うい った ものを導入 してお ります。 これ らはエンターテーメント用のチ ップです。

　 日本の強味 とい うのはこの量産化にあるわけであります。 しか し,こ れに基づ きましていろいろな

チ ップセ ットとい った ものが,い ろい ろな分野で出現 してお ります。

　 この スライ ドなんですけれ ども,こ れはジーメンスのチ ップセ ッ トであ ります。 これはテレビ用の

ものです。 フィリップスは もっと もっとこれ以上のチ ップもオ ッフ ァーで きます。それか ら,こ の エ

ンターテーメン トの分野なんですけれ ども,な か なか この協力はむずかしい と思いますの で,た だ こ

の点ではわが社が非常に強力 であ るとい うことだけ強調 してお きたいと思います。

　 こちらはどちらか とい うとその装置 などが問題にな って きます し,ど の ようにその結果が なるか は

わか らないんですけれ ども,こ の装置の分野におきま しては,少 し話 し合いがで きるのではないで し

ようか。 とい うのは,ア メ リカとい うのはほとんどエンターテーメン トの分野では余 り大 きな役割 り
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を果 たしてお りません。

　次,セ ミカスタムの ことなんですけれ ども,こ れはチ ップデザインの ことです。セ ミカスタム,つ

まりカス トマー用のデザ インであ りまして,セ ミカスタムとい うのが重要性 を増 してお ります。一 つ

の例 はツール及びインターフェースを標準化す ることです。 日本は この標準化の問題を どの ように対

処な さろ うとしているのか,ぜ ひ知 りたい と思います。 そして,お 互いに話 し合いをすれば標準化で

きるか もしれません。 それか らまた,標 準化するとい うことに話がま とまれば,共 同で標準 を決 めて

いきたい と思 ってお ります。 もしくは規格 を決 めてい きたいと思 ってお ります。 そうでない と間違い

を起 こしてしま うか もしれません。

　 それか ら,パ イポーラーに関 して最後 に申 し上げたいのは,こ れはECLゲ ー トアレーであ ります。

私 ど もが製造 し,か つ開発 した ものです。 これはパ イロット製造 してお ります350ピ コセカン ドゲー

トアレー,2,500の ゲ ー トアレーがあ ります。200ピ コセカン ド,そ れか ら8,000ゲ ー トアレー,360

ピン を開発 しました。 これを50ピ コセカン ドと比較いたします と,大 体 こういったゲー トアレーとい

うものは,大 体全般的ゲー トアレーに言 えることであ ります。すなわ ち,単 一の アンローデ ッドゲー

トだけに言 うもので もあ りません。全般的 に当てはまるものです。

　 こちらは日本 の企業が製造してい るものに匹敵します。 どちらか とい うと,こ ちらの方が,私 ども

の方が進んでいるのではないでし ょうか。

　 ドイツの大学 と,そ れか ら研究機関について申 し上 げませんでしたので,と い うの はエングル先生

がきの う,も うすでに ドイツの大学につ いて御説明 しましたので,私 は申し上げませ んで した。

　 ちょっとまとめます。

　 ドイツの人々の考 え方 とい うのは変わ ってお ります。すなわち,昔 はマイクロエレク トロニクスに

関 して大 きな抵抗感を持 っていたんですけれど も,こ のごろは非常 に関心が増 してお ります。 ドィッ

は非常 に重要な役割 りを果た しているわ けで,マ イクロエレク トロニクスの製造 と,そ れか ら研究に

大 きな役 割 りを果 たしてお ります。そして,フ ィリップスとジーメンスがマイクロエレク トロニクス

のヨー ロッパにおけ る製造 と,R&Dの 主 力であ ります。そして,ジ ーメンスとい うのは多額のR&

Dを 行 っているわけで,1メ ガ ビットを4メ ガビットのメモリーセグメン トに大 きく投資 してまい り

ま した。それか らまた同様 に,フ ィリップス も同じような研究を行 ってお ります。また,投 資 を行 っ

てお ります。歩どまりも高 く,品 質 も高い ものであります。現世代の ものの方が前の よりず っと高 く

なってお ります。 マイクロコンピ ュータの スタンダー ドファ ミリーであ りますけれど も,こ れ とそれ

か らテ レコム,そ れか ら半導体製品 といったよ.うな ことが主な関心品目であ ります。 そして,そ れぞ

れ別の技術的なターゲ ッ トがあ り,か つ別の市場 を対象 としてお ります。

　 現在,日 本 とドィッとい うのは世界経済 において第2位,第3位 を占める国であ ります。 したがい

ま して,お 互いに協力 し合いまして,一 致協力 して技術及び人間の頭脳を使 っていきたい と思 ってお

ります。そして,人 類の技術的な発展 に貢献 していきたい と思 ってお ります。ですか ら,ぜ ひ トライ

してみよ うではあ りませんか。
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どうもあ りが とうございました。　 (拍 手)

ルーゲ主査　 　ガルブル ヒト先生,ど うもあ りがとうございました。

10.3 .討 議

　 ルーゲ主査　 　スケ ジュールに従いまして,こ れか ら自由討議の時間に移 ってい きたいと思 います。

　柳 井 主 査 　 　ここでフ リーデ ィスカ ッシ・ンに入 りますけれ ども,日 本側 としまして,た だい ま

田中先生か らお話があ りましたよ うに日本側の参加者 の方か ら少 しずつコメントを していただ こうと

思います。

　 まず菅野先生,簡 単なお話をち ょっとお願い します。

　菅　　野　　先 ほど田中先生が示 されたいろいろな集積 回路に関する リレータイムが将来,ど のよ

うに改善 されてい くかとい う問題であ りますが,あ あい うその将来の問題 を議論す る場合 には,デ ィ

バ イスの大 きさ並びに
,そ れに伴 って電圧が,特 に回路電圧がどの ように変わ ってい くか とい うこと

を前提 として,議 論す る必要があ ります。

　以下にお見せ しますのは,最 近,私 どもの研究室で行 ったCMOSの スケー りングダウンに関す る

問題であ りまして,こ れは決 してIBMが か って提案いたしました単純なスケー リングダウンの法則

を使 ったわけではあ りません。考 え方 としましては,デ ィバイスの中の電界の強 さを一定 に保つとい

う前提の もとで スケー リングダウン,縮 小をしてお りますか ら,そ うい う意味 ではIBMが 前 に行 っ

た縮小化の法則に近い ものであ りますけれ ども,縮 小化に伴って基板の不純物濃度が増大 し,そ れに

よって電子の移動度が減少する問題,そ れか らソースにおける寄生抵抗,パ ラセテ ィックレジスタン

スですが,そ れが増大す る影響 も考慮 してお ります。

　 これの結果 を見 ます と,こ ち ら側が,こ れがゲー トの長 さであ りまして,こ れが1ミ クロンを意味

いた します。 これが0、1ミ クロンの場合でありまして,nMOSイ ンバーター,そ れか らnMOSゲ

ー ト
,つ ま りファンナウ トが1の 場合 を考 えてい るわけですが,nMOSと それか らCMOSに つ き

まして,一 応室温 と77度Kの 場合 について検討 してみたわけであ ります。

　そ うします と,お およそ1ミ ク ロンに至 るまではほとんど比例的なスケーリングの法則が成立する

ことがわか りますけれ ども,ゲ ー トの長 さが1ミ クロンを割 りまして,01ミ クロンに近づ くに従 っ

て,た とえば スイッチ ングデ ィレーとい うものは,ゲ ー トの長さを短 くしてい くに従 って ,期 待 した

ほ どは短 くならないとい うことが わか ります。

　 これはソースの寄生抵抗が大 きくな るか らのわけで あ りますが,同 時に注意 しなければいけないこ

とは,こ の ときには回路電圧 も同 じように スケー リングダウンされているとい うことであ ります。

　この理論計算ではここで2.5ボ ル トの回路電圧 を仮定いたしま したか ら,こ こではO.　25ボ ル トな
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るわけであ りまして。ゲー トの長 さが小さ くなる従って,CMOSも か な り早い,50ピ コセカン ド

ぐらいのゲー トデ ィレーが実現で きるとい うことで,こ れは先 ほどの田中先生の示 されたグラフと大

体一致する ものであ ります。

　 ところが一つ気をつけるべ きことは,回 路電圧が減少す るに従 いま して,サ ブスレッシ・一 ドカレ

ン トの影響が大 きくな ります。 ここがやは りO.　1ミ クロンゲー トであ ります。ですか ら,0、1ミ クロ

ンゲー トぐらいを考 えます と,CMOSと い え どもスタン ドバイパ ワーが大 きくな りますか ら,果 た

してO.　1ミ クロ・ンゲー トの ときにCMOSの テ クノロジーがnMOSテ ク ノロジーに比べ て,本 当に

意味を持 って くるか どうか とい うことは,大 変疑問になります。

　 この縦軸はスタン ドバイパ ワー,静 止時の消費電力 であ りますけれ ども,CMOSで の 電力消費は

御承知のよ うにクu'ッ ク ブリケンシーによります から,た とえば100メ ガヘルツでの動作 を考 えます

と,CMOSで も0,1ミ ク ロンゲ ー トで もって,　 O.　05マ イ クロワットパーゲー トぐらいの電力消費

にな ります。 それを先ほどのnMOSの パ ワーと比較 してみます と,.ほ とん ど同 じにな りまして,0.1

ミク ロンゲー トとい うことを考 えた場合に,CMOSが どの くらい意味 を持 って くるか とい うことは

疑問に思われます。

　 しか し,い ずれにしまして もこのレベル,O.　 1ミ クロンとか0.2～0、3ミ クロン,こ の辺の レベル

まで くればCMOS,　 nMOSと もに相 当に早 く動作す るわけであ ります し,昨 日のエングル先生の

お話に もあ りま した し,本 日の ガル ブルヒ トさんのお話に もあ りま したように,エ ックスレーりソグ

ラフ ィーとい うのが ドイツにおいて大変大規模な,イ クステンシブな研究が行 われているとい うこと

を伺います と,そ うい うリソグラフ ィーを使 って,こ うい うO.　2ミ クロンとか0.3ミ ク ロンぐらいの

MOSFETの 動 作 を相互に協力 して研究を進めるとい うことは,十 分に意味があるんではないか と

私 は思 ってお ります。

　 それか ら特 に重要 なことは,先 ほど申し上げましたように,こ うい うスケー リングダウンに従 って

回路電圧が減少 しなければな りません。現在の ところでは,こ れは よく御承知のよ うに5ボ ル トスタ

ンダー ドとい うのがTTLと の 両立性 といいますか,コ ンパテ ィビリテ ィーを考え ると,動 かす こと

が非常にむずか しくて,現 在,3ボ ル トスタンSi-一 ドとい う話があるようであ りますけれ ども,　M　O

Sの 電 界効果 トランジスタを非常に高速で動かそ うとい う場合には,も う少 し電源電圧 を下げる必要

があ るわけで,こ れは一つの企業だけが電源電圧を下げるとい って も,・それはほ とん ど不可能に近 い

わけで,国 際的な協力が ない と,実 際には5ボ ル トスタンダー ドを3ボ ル トな り1ボ ル トな りに して

い くとい うことは不可能だ ろ うと思います。

　 ですか ら,こ ういったLSIの デ ザ インをする上での電源電圧の問題 に関して も,私 は国際的 な協

力をす る十分な可能性があるん ではないか とい う.ふうに考 えてお ります。

　 以上です。

　 柳 井 主 査 　 　どうもあ りがと うございました。
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　 では,引 き続 きまして,そ れぞれ簡単にお願い したいんですが,高 橋 さんか ら。

　 高 橋 高橋 でございますが,こ こで ちょっと紹介 させていただきたいのはスニノぐ一ラティス,

あ るい は ス ー パ ー ス トラ ク チ ャ ー デ ィバ イ ス とい う こ と に つ い て,少 し御 紹 介 させ て い た だ き た い と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

思います。

　 御存知のよ うに,1981年 か ら日本のナショナルプロジ ェク トとしてフューチ ャーエ レク トロンデ

ィバイスとい うプロジェク トが発足いたしまして,10年 の期間でやろうとい うことでございます。

　 その中には幾つかあ りますが,代 表的 な もの といたしまして,ス ーパーラテ ィスデ ィバ イス,ス リ

ーデ ィメーシ ョナルIC
,対 環 境,こ れにつ きま しては ドクター ・片岡が後ほ ど御説 明いただけ ると

思いますので,私 はこちらの方について若干,御 紹介 したい と思 ってお ります。

　 先ほど来,デ ィバイスの寸法 とい う話が出てお りますが,デ ィバイスの寸法 を横 と縦 とを分けて示

したのが この図でCざ います。 こちらは横型の寸法で,い ままで話の出ましたMOSや 何 かの寸法で

ございます。 こち らは深 さ方向 といいますか,厚 み方向の寸法でございます。いままでの横方向の寸

法を見てみます と,大 体1ミ クロン,あ るいは1ミ クロンを切 るとかい うことがいろいろ言 われてお

りま して,し か し厚 さ方向の寸法を見 ます とかな り厚いところでや ってい る。実際の バイポーラ トラ

ンジスターあた りは,い わゆる拡 散技術 とかCVDを 使 ってお りまして,そ のコン トロールは大体

1,　OOOオ ングス トローム以上 だろう。 さらにこれ を もうちょっと精度 を上げまして,イ オンインプラ

ンテーシ・ンにな ります と,も う一 けた深 さ方向の精度が上が って,数 百オングス トロームまで来て

いる。 このあた りがいまMOSト ランジスターや何かいろい ろ使われているわけですが
,さ らにこの

縦方向の寸法を もうちょっと精度 を上げ ようとします と,こ うい う技術ではなくて,MBE,あ るい

はMOCVDと い う技術 でい ろいろや られてお りま して,そ のよ うに深 さ方向の寸法が小 さ くな りま

す と,い ろいろいままでにない新 しいデ ィバ イスが出て くるであろう。一応,便 宜上 ここか ら下をク

ラシカル なデ ィバ イスといたします と,こ こか らは量子論的な効果 を持 ったデ ィバイスがい ろいろ出

て くるであろ う。 このあた りをここ10年 か けて模索 して,新 しい現象に基づ く新 しいデ ィバイスを

つ くろ うとい うのが,ナ シ ョナルプロジ ェク トの一 つでございます。

　 そうします と,新 しいデ ィバイスとい うのはどういうのがあるだろ うか とい うことを見てみます と,

スーパーラテ ィスを例 にと ります と,大 体4つ ぐらいあるのではなか ろうか。1つ は,ド クター ・江

崎が1970年 に提唱いたしました例の プ ロッホオシレー シ.ン によるディバイスで ございます。 も

う1っ がモジュレーション ドー ピ ン グに よ る,い わゆるツーデ ィメンシ ョナルガスの エレク トロン

ガスの もので,こ れはいまHEMTや 何 かで実際にデ ィバイスとしてつ くられ始めてお ります。3番 目

はサ プエナジーバン ドを使 ったいわゆるカンタム ウェル レーザーダイオー ド,こ れあた りもデ ィバイ

スとしてか なり積極的 に取 り組 まれてお ります。4番 目といたしましては,そ れ以外の もの といたし

まして,た とえば,金 属 と半導体 でBCSセ オ リーに従わない超伝導の材料がで きるのではないだろ

うか。 この ような ものがいろいろ考 え られてお ります。
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　 ちょっと時間がないので次に移 らせていただ きますが,次 はスーパース トラクチャーデ ィバイスに

っいて考 えてみます と,い まの ようにた とえば縦方向の コン トロールが できるようにな りますと,い

わゆ る縦方向を使 ったデ ィバイスとい うものが,か な りつ くられて くるのではないだろうか。これが
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

横 方 向 で ご ざ い ま し て,い ま のMOSト ラ ン ジ ス タ ー,あ る い は バ イ ポ ー ラ トラ ン ジ ス タ ー は ち ょ っ

と こ こか ら抜 け て お りま す 。 もち ろ んMOSト ラ ン ジ ス タ ー が こ こ に入 り ま し て,バ イ ポ ー ラが こ こ

に あ り ま す が,こ れ か らの デ ィバ イ ス と し て は い ろ い ろ こ う い う もの が 考 え る も ん で は な い だ ろ うか 。

　 た と え ばMESFET,こ れ は も うす で に コマ ーシ ャルベ ース に な っ て お りま す が,ス テ ー マ,　 これ

は横方向ですが,そ れでFEMT,　 い ままでわ りに話題に出てお りましたHEMTあ たbも いまは開

発中 とい うことで,間 もな くものになるのではないだろうか。

　 そ れ に 対 し ま し て,縦 方 向 の デ ィバ イ ス と して い ま 開 発 が 行 わ れ て お り ま す が,御 存 知 のSITが

や られ て お りま し て,そ れ 以 外 に も,た と え ば ヘ テ ロ ジ ャ ン ク シ ョン を使 っ た トラ ン ジ ス タ ー ・ ヘ テ

ロ バ イ ポ ー ラ トラ ン ジ ス タ ー,あ る い は メ タ ル ベ ー ス トラ ン ジ ス タ ー,ト ン ネ ル ベ ー ス ダ イ オ ー ド ト

ラ ン ジ ス タ ー,こ うい う もの が い ろ い ろ あ りま す が,こ れ あ た り は す で に ア イ デ ア と して は も う20

年 あ る い は30年 前 に 出 て い る もの で ご ざ い ま す 。 と こ ろ が,い ま ま で は こ れ を つ く る テ ク ノ ロ ジ ー が

な か っ た 。 と ころ が,最 近 そ うい うテ ク ノ ロ ジ ー も開 発 さ れ ま し た の で,こ うい うの も これ か らい ろ

い ろ開 発 され て く る の で は な い だ ろ うか 。

　 あ る い は も う一 つ 別 の もの で,SITの 範 籍 に 入 りま す け れ ど も,い わ ゆ る タ ー ミナ ル ベ ー ス トラ

ン ジ ス タ ー,あ る い は バ リス テ ィック トラ ン ジスタ ー,そ うい う トラ ン ジ ス タ ー とい うの が,こ れ か らか

な りハイスピー ドトランジスターとして注 目されて くると思います。 こち らの縦型のデ ィバイスがな

ぜいいか とい うことですが,一 つは光IC,OEICで しょうか,そ れ との ドッキングとい うことを考

えます と,縦 型のデ ィバ イスとい うのはわ りに使いやすい とい うことで,こ れか らはこういうデ ィバ

イスとい うもの もかな り出て くるのではないだろうか と思 ってお ります。

　 そこで最後でございますが,こ れか らは どうなるであろ うか とい うことをスーパーラテ ィスを例に

ち ょっと考えてみます と,い ま行われてい るスーパー ラテ ィスの ものを考 えます と,い わゆる実空間

におけるエネルギーレベルの コン トロールをやってお ります。例のサブバン ドを使いま して,カ ンタ

ム ウエルとかレーザーダイオー ドとか何かいろいろつ くられてお りますが,こ れか らは こち らの方向

ではなかろ うか。ただし,い まここで これを紹介すると,先 ほどルーゲさんがおっしゃったように多

分一笑に付 されるのでは ないか とい うような気がいたしますが,こ れは実現す ることを期待 したいと

思います。

　 さらに厚 さ方向の精度を数 オングス トロームでや るようにな ります と,い わゆ るk空 間におけるエ

ネ ル ギ ー レ ベ ル が コ ン ト ロ ー ル で き る だ ろ う 。 そ う し ま す と,キ ャ リア の イ フ ェ ク テ ィ ブ マ ス も コ

ン トロ ー ル で き る の で は な い だ ろ うか 。 こ れ が で き ま す と,半 導 体 の モ ビ リテ ィ ー 自体 もコ ン ト ロ ー

ル で き る の で は な い だ ろ うか と い う よ うに 考 え て お りま す 。
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　 ただ,そ うい うテクノロジーは どうい うテクノロジーがあるか とい うことで,こ れ は本 当に漫画で,

こにで御紹介す るのはちょっと申しわけないんですが,ち ょっと漫画を出 させ ていただ きます と,い

ま厚 さ方向のコン トロールの精度のいい とい うのはMBE,あ るいはMOCVDと い うものですが,

それぞれ一長一短があ りまして,こ れか らはこのいい ところ,あ るいはこのいい ところの両方をとっ

て,MOMBEと い う手法が一つ考え られ ると思 います。 さらにこれが成長い たしまして,こ んな漫

画 をちょっとかいてみ たんですが,MOMBEが 無 事に成長 した暁 を考 えます と,今 度はPHOTOC

VDとMOMBEと の ドッキ ングで,い わゆる光 を使 ったPHOTO　 MOMBEと い うテクノロジーと

い うのが,こ れか らかな り重要 になってくる。 このあた りのテクノロジーとい うのが,い まの数 オン

グス トローム,あ るいは10オ ン グストローム以 下のコントロールとい うことに,数 年後にはメインに

なって くるの ではないだろ うか と考 えてお りま して,日 本のナショナルプロジ ェク トでは,い まその

あた りの ところを研究を行 ってお ります。

　 簡単でございますが,以 上ですご

　柳 井 主 査 　 　どう もあ りが とうございました。

　 では,時 間の関係 もございますので,引 き続いて片岡さんか らひとつお話 しいただきたいと思いま

す。お願いい たします。

　 片　 　岡　 　先 ほど田中先生か らお話がありました将来 の可能性 ということで,3次 元 のICの 研

究開発について,少 し御紹介 してみたい と思います。

　 1981年 に,い ま高橋先生がお っしゃられた フューチャーエレク トンデ ィバイスとい う,基 礎研究

的な意味合いのプロジェク トとい うことで,多 くの方々の御協力を得 なが ら,現 在新 しい技術 を生み

出そ うとい う努力が 日本で続 け られてお りまして,そ の一つにス リーデ ィメンシ・ナルICと い うの

がございまして,御 承知のよ うに,現 在の産業ベ ースでのICと い うのは,半 導体の表面 にいろんな

素子 をインチ グレニ トす るとい う技術でございますけれ ども,さ らにいろいろなエレク トロニ ックな

可能性を引 き出すのに,深 さの方向に もインテグレーシ ・ンしたらどうか とい う考 え方が この発端で

ございます。

　深 さの方向にインテグレーシ ・ンす ることによって,わ れわれがイクスペク トできるインプルーブ

メ ントとい うか,性 能の向上 としては どうい うものがあるか と考 えてみます と,大 体,3つ わ れわれ

は目的意識を持 ってお ります。最初 はパッキングデンシティーを非常に高めることがで きるのではないか。

これは大体4年 前の計画でございますが,4年 前 の段階でワンチ'ップで16メ ガのメモリーが こういう

ことでできないか,そ れが一つの目的 でございます。 それか ら2番 目は,立 体的 な配 置をとる ことに

よ って,素 子間の コネクシ ョンの最短距離をとる可能性が出てきますので,そ うい うことで全体 とし

ての ロジ ックの スピー ドを非常 に上げ られないか。大体,平 均 として100ピ コセ カン ド以下 ぐらいを

考えま した。それか ら3番 目として,い ろいろな機能を集積化することに よって,全 体 として非常に

インテ リジェン トな機能 を持たせ られ るのではないか。特にセンサーと組み合わせて,イ ンテ リジェ
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ン トセ ン サ ー の 実 現 を 図 っ て み よ う。

　たとえば,こ れは皆 さん も御承知だ と思い ますが,左 側が人間の網膜,レ テ ィナーの構造で して♂

この辺にいわゆるフォ トセ ンサー,リ セプターセルが ございますけれ ども,そ の下に この りセ プター

セルか らの信号を処理するある程度の信号処理 システムがついてお ります。かな り処理 された ものが

視神経 として脳に行 くわけですけれ ど も,若F,こ れ と似 たような構造 を3次 元の集積化 とい うこと

によって実現 できやしないか。た とえば,表 面がCCD的 な,あ るいはフォ トセンサーの アレイ,次

に トランスファー ・ゲー トとか,あ るいはメモ リーとか ロジックとか,い ろいろな機能を積み重ねて

い くことによって,ま さに これは信号の完全なパ ラレル処理にな りますけれ ども,そ うい うことに よ

って新 しい種類の インテ リジェン トな,イ ンテグレー トされ たチ ップとい うか,デ パィスを実現で き

るのではないか,そ ういうような考え方を持 ってお ります。

　 こうい う ものに対する非テ クノロジーとい うのは,何 とい って も次 々と積み重ね ますか ら,絶 縁物

の上に強い半導体 をつ くってい く,シ リコンオンィンシュレ一夕ーの技術 が中心 になります。そして,そ

れ もその 下のデ ィバイスを破壊 しないで,次 々に よい結晶をつ くってい くために低温で,局 部的にだ

けデポジッ トしたポリシリコンをリクリスタライズして単結晶 にす る。 そのためには,レ ーザービーム

な りエ レク トロンビームを使いますけれ ども,そ うい う技術が中心にな ってい こうか と思います。

　 最近,こ うい う目的に向か って日本 で行 われている仕事 を若干紹介 いた します と,こ れはたとえば

1例 ですけれ ども,大 体,現 在,2層 ～3層 か らなるデ ィバイスが試作 しつつございますけれど も,

た とえば断面図が この ように,ア クテ ィブなデ ィバイスが2層,大 体 日本では2層 まではできるよう

にな りま して,材 料的 には3層 ぐらいまでできるように なってきてお ります。こ うい うことでコネク

シ ョンをし,次 々とデ ィバ イスをつ くり込 んでい く。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 この ときに,こ れはち ょっと汚い写真ですが,Eビ ー ムの スキ ャニ ングによって局部的に リク リス

タライズしていく。 たとえば1例 を ごらんに入れます と,こ んな感 じでデポジ ットしたポ リシリコン

の膜が リクリスタライズされて,シ ングルクリスタルにな ります。

　 こうい うところにいろいろなデ ィバ イスをつ くり込むわけでございますが,こ れは2重 につくりま

したCMOSの シ フ トレジスターの例で ございま して,こ れをだんだん と拡大 してい きます と,こ ん

な感 じです。図がち ょっと汚 くて申 しわけないんですカ1,こ ん な感 じで,実 は ここの ところに下のデ

ィバイスが透けて見 えます。 これは上のデ ィバイスですが,下 のデ ィバイスが透けて見 える。層状に

つ くり込んでい く。

　 こ うい う こ と に 関 連 し ま し て,ド イ ツ で は エ ッ ク ス レ ーの リ ソ グ ラ フ ィー が 進 ん で い る よ うで ご ざ

い ま す が,一 つ の 基 礎 技 術 と し て これ は 電 総 研 で ス トレ ッ ジ リ ン グ,こ れ は ス ト レ ッ ジ リ ン グ で す が,

こ こ に 直 径10メ ー タ ー の ス トレ ッジ リ ン グ が ご ざ い ま し て,こ れ か らの ・ この シ ンクロ トロン レデ ィエ

ー シ ・ ン を使 った り ソ グ ラ フ ィー の 研 究 を し て お りま す 。 こん な 感 じ で す が,リ ン グ が ご ざ い ま し て,

そ こか ら光 が 出 て ま い り ます 。 こ の 光 の 中 の ソ フ トエ ッ ク ス レ イ の 成 分 を 使 い ま す 。
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　 これは炉口の ところの写真ですが,パ ターンの転写をいた しますが,い まの ところこんな感 じでい

ろいろな ものができてお りまして,こ の場合は これが大体 コンマ数 ミクロン,コ ンマ3～5ミ クロン

ぐらい。 アスペク ト比が10以 上 ぐらいの もので,い ろいろな形状の ものが行われてお ります。 ドイ

ツではきっとデイジーで こうい うお仕事 をやってお られ ると思いますが,こ うい う基礎研究などに も

将来 の研究課題の一つになるのではないか と思われます。

　 いずれにいた しまして も,先 ほ どの超格子 も,そ れか ら人間の組織に非常に近いような深 さ方向の

インテグレーシ・ンとい うような意味で も,こ れは現在の技術 を進めていくとい うの とは違いまして,

1990年 代 の新 しい技術 の種になるような創造的な技術 の開発 とい うことを目標にしてお りまして,

ア ウ トバーンを超高速 で突 っ走 るとい うことではなくて,ロ マンテ ィッユ ・ス トラーセを右を見 たり

左を見 たりしなが ら,楽 しみなが ら新しい技術を開発 してい きたい,そ うい うふうに考 えてお ります。

　 以上でございます。

　柳 井 主 査 　 　どうもあ りが とうございました。　 (拍 手)

　 それでは引 き続 きま して,東 芝の小田川さんか らちょっとお願い します。時間 もあれでございます

か らできるだけはし ょったか っこうでお願 いします。

　小 田 川 　 はい,簡 単にや ります。

　 いままで同 じようなお話が何回 も出ていますが,1メ ガか ら4メ ガ,4メ ガが0.8ミ ク ロンぐらい,

あ るいはO.　7ミ クロンぐらい,こ こら辺までは光の ステ ップ ・アン ド・リピー トでいくと思います。

それで16メ ガが光 でい くかどうかは ちょっとクエスションだ と思います。 それか らその先 は64メ ガ,

あ るいは256メ ガ,こ の辺は光ではで きない と思います。 この場所 はXレ イ,あ るいはエ レク トロ

ンビーム,あ るいはエレク トロンフラッド,あ るいはエクスマレーザー等々,何 か新 しい ものを探 さ

な くちゃいかん。それで,そ うい うファンダメンタルなところが一つのお互 いに協力 して開発す る場

ではないかな。 ドイツは非常に基礎技術が強いんで,そ うい うところで一つ,一 緒に協力す る場所 が

あるん じゃないか と思います。

　 それか ら2番 目の話,こ れでお しまいなんですが,こ れは産業部門,あ るいは もっとはっきり言 う

とエレク トロニクスの インダス トリーの部門での協力の一 つの提案 です。 ロジックICの 将来の コン

サンプシ ・ンの動向が書いてあ りますが,TTLの よ うなスタンダー ドロジ ックは,そ れほ ど伸びな

い。フルカスタム,あ るいはセ ミカスタム,そ の中で も特 にゲー トアレイ,そ の伸びが非常に足い と

いうふ うに思います。

　ゲー トアレイの中で 日本,特 に東芝はCMOSに 非 常に力を入れ てお りまして,現 在でほぼ1万 ゲ

ー トパ ーチ ップ
,将 来は数万,あ るいは10万 とかい うふ うにインテグレーション,上 が ります。それ

か ら,い ままでCMOSが 一番弱か ったスピー ドなんですが ,　VLSIテ ク ノロジーで,ス ピー ドも

先ほどお話があ りましたよ うに1ナ ノセカン ドを切 りま して,現 時点ですでにサブナノに入 っていま

す。ですか ら,た とえばO.1ナ ノセカン ドぐらい非常 に スピー ドが早 くなって きている。先ほどガル
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プルヒ トさんが言われ たように,ECLは 非 常にシーメンスさん,強 いんですが,　CMOSの エ リア

では東芝 も御協力できるん じゃないか と思 います。

　システムエンジニアのデザインエ ンジニアは,住 まい コンダクターのフ ィール ドのデザインエンジ

ニアの100倍 あ るいは1,000倍 の数 のエンジニ アが世界中にい ると思います。そうい う,た とえば ド

イツの システムエンジニアの方がゲ ー トアレーのデザイン,こ れは1週 間 ぐらいで楽に マスターで き

るんですが,そ うい うのをマズターして,ど ん どんゲー トアレーでシステムをLSI化 していきます

と,シ ステムが非常に大幅に小 さくな りま して,た とえば このゲー トアレーを使い ます と普通のフル

カスタマーよ りも一けた ぐらい少ない期間,そ れか ら開発費,そ れか らデザ インのマンパ ワーで済み

ますの で,た とえば2～3ヵ 月で新 しいLSIを どん どんつ くれますので,そ ういうことでつ くりま

すと,エ レク トロニ クスの エキ ュー スメン トは非常に コス トコンペデ ィテ ィブで小型な ものがで きる。

これはエレクトロニ ックの インダス トリーを活性化するのに,や っぱ り一 つの武器にな るのではない

かな と思 ってお ります。

　以上 です。

　柳 井 主 査 　 　ど うもあ りが とうございま した。

　引 き続 きまして石立 さんか ら。

　石 立(英 訳が入 ってきて聞 きとれず)

　 日本は比較的早 くか らマイクロコンピュータの開発を始めてお ります。 これが御承知の インテルの

製品 です。このインテルの製品は,実 は 日本のある電卓 メーカーが注文 をしてつ くった ものであると

い うことは,皆 さん よく御存知だ と思います。 とい うことで,日 本 で もほとん どアメリカと同 じよう

な時期に こうい うようなマイクロプ ロセ ッサーが開発されま した。それが始ま りの過去のお話です。

　 それか ら,こ れは現在です。]982年 の 第4・ 四半期か ら83年 の 第3・ 四半期 までの,こ れは数

量 一 数であ らわしたシ ェアです。大体,全 体で 日本は世界の3分 の]ぐ らいの生産をいたしてお り

ます。

　 シングルチ ップの分野 では,日 本は特 に4ビ ットでは非常に大 きくシェアを持 ってお ります。この

後のは全部 日本のオ リジナ リテ ィー,日 本が最初に開発 したチ ップであ ります。 これ はなぜか といい

ます と,日 本ではVCR,ビ デオカセ ットレコーダー,そ れか ら家庭の いろいろ電気製品に多 く使われ

れてい る。そ うい うことで 日本がこの シングルチ ップの4ビ ットでは非常に シェアが高い理 由であ り

ます。

　 つ ま り,日 本はマ イクロプ ロセ ッサーをまずは家庭で使 うよ うに努力を したわけであ ります。

　 ところが,残 念なが らこの8ビ ッ ト,16ビ ッ トの分野にお いてはまだ十分 とは言 えません。 これ

でわか りますように,い わゆ るアメ リカオリジナルの製品がまだまだ多 ございます。

　 これ は未来,こ れか らでございますが,こ こに書いてあるとお りで ございますけれ ども,従 来あ る

ソフ トウェアを活用す るためには,や は り現 在のポピュラーなマイクロプロセ ッサー と,ア ッバー ド

一100一



コンパテ ィブルでなければいけない。 もちろんユーザーをた くさん抱え込 む必要が ある
。 しかし,そ

れだけではいけない と思います。 もっと高いパ フォーマンスのマイクロプロセ ッサーを開発 しない と

いけない。それか ら,た くさんの トランジスターがインテグレー トされるよ うにな ります と
,将 来 は

CMOSで な ければならないであろ う。 そ うす ると,　CMOSに 適 した特殊 な回路 あるいはアーキテ

クチャーとい うようなものが必要になるか もしれません。 もちろん こうい う問題,著 作権の問題 もい

ま騒がれてお ります。

　 そこで,こ うい う最近,日 本で新 しいマイクロプロセ ッサーを開発 しよ う,ジ ャパニーズオリジナ

ルの,日 本の新 しいマイクロプロセ ッサーをつ くろ うとい う試みの一つが これ でございます
。

　 これは 日本電気,NECコ ーポ レーシ ・ンになっていますが,こ れは日本の ほかの,　NEC以 外 の

会社で も同 じようなことが行われてい ると私は思います。ただ ,私 がただいま知 ってい るのは,こ れ

しか知 らないか らです。 こうい う新しいアーキテクチ ャーの ものをつ くる予定 にな ってお ります。

　 これは16ビ ッ ト,こ れ は32ビ ッ トでございます。

　 たとえば どうい うところが新 しいか といいます と,こ れは インテルの8088の ア ップワー ドコンパ

テ ィブルの大 きさだと。デー タバスを二つ使 いまして,こ のALU ,ア リスメデ ィック ・アンド・ロ

ジ ック ・ユニ ットにこちらか らデータを入れる
,こ ちらか ら入れ る,こ れ を同時に入れることがで き

ます。 そういうよ うな方法でたとえばスピー ドを早めてい く。 それか ら,こ このエフェクテ ィブア ド

レスの ジュネレ一夕ー とい うのがあ ります。 これ も従来の回路 よりもはるかに短 くていい
。たとえば

こうい う方法で高速 化を図 る。 こうい うのが1例 で ございます。

　 もう一度,こ の話であ りますが,も ちろん私ど もはただ1社 だけでや6た のでは,十 分広いユーザ

ーを確保す ることがで きません
。 それか ら,ソ フ トウェアを新 しく開発 して くれる人た ちがた くさん

要 ります。そ うい うことでぜひと も,こ れ はNECの み な らず,日 本のいろい ろな会社のマイクロプ

ロセ ッサーについて も,ぜ ひ皆 さん方 と一緒に御相談 をして,開 発を していきたいと思います。

　 以上で ございます。

　柳 井 主 査 　 　どう もあ りがと うご ざいま した。

　以上で 日本側の参加者の方々か ら幾 つかのコメン トを追加させていただいたわけで ございます。 こ

のほかに,わ が国でかな りこうい う半導体関係で進んでい るのは光関係のデ ィバ イス,レ ーザーを初

めとしてオプ トエ レク トロニ ックデ ィバ イス,な い しは先の話 としてはインテグレー トレーザーオプティッ

クスとい うものを対象に したような研究 というの もか な り行われてお ります。 この点につ きましては

時間の関係 もございます し,参 加者の関係 もございまして,御 紹介いたしかね ましたけれど も,大 体

の ことは ドソッ側の方 も御存知だ と思いますので,そ の辺 も含め てこれか らのデ ィスカッシ ョンの種

にしてい ただきたい と思 います。

　 どうもあ りがと うございました。

　 じゃあ,あ とルーゲさんの方で ちょっとコンダク トしていただ きたいと思いますが,場 合 によって
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は ドイツ側の方に何かち ょっとコメン トを追加 していただ くことがあればですが。

　ルーゲ主査　　た くさん コメントはあるんですけれ ども,と いうのは非 常に大 きな トピックですの

で,い ろいろ言いたいことはあ ります。片岡先生は3次 元の ことについてお っしゃいま したし,私 も

これには関与 してお ります。 ウイッスラー先生 もそ うです し,来 月は そち らをお尋ねすることにな っ

ております。それか らX線 に関 しまして も興味のあるところです し,そ れか らスケー リングの問題 も

言及 されました。

　私 自身はコメン トしませんで,ほ かの方が コメン トがあるか聞いてみたいと思います。 そして最 後

に 日本側 か ら少 しサゼ ッシ ・ンをいただ きたい と思い ます。 それか ら,ス ピーカーの方々か らもい ろ

い ろ御意見をいただい て,ど の分野で協力がで きるかを考えてみ たい と思います。それはガルプル ヒ

トさん も提案が出ましたし,ロ ーレンツさん もあ りま したし,シ ェー ドリヒさん,エ ングルさん も何

か提案ございますか。

　 私の コメン トといたしま しては,マ テリアルサイエンス,材 料科学の方 とそれか ら,エ ンジニアリ

ングに分け られ ると思 うんですけれ ども,そ してその中にX線 も材料科学の一部 ですか ら。 これを一

つの もの としてまとめまして,デ ィバイスのコンセプ ト,た とえばマイクロプロセ ッサーのような分

野 とい うのはデ ィバイスコンセプ トとして まとめられ ますし,そ れか らデザインコンセプ トとい うも

の もあると思い ます。 これ は東芝の方 々が おっしゃったような ものです けれ ども,つ まりCMOSの

デ ザインを もっと追求す るといったよ うな ことができる と思います。 したが って,こOj　 3つ の分野 で

分け られ るん じゃないでし ょうか。

　 ローレンツ　 　ー つだけ追加 したいんです。

　 (フ ーゲル トと通訳は言 っています。)

　 ルーゲ先生に追加です。提案 を出 したいんですけれ ども,こ の提案 とい うの はガルブル ヒトさんが

もうすでに提案 した ことなんですけれ ども,こ れに関 して もう少 しつけ加えたい と思います。 と申 し

ますのは,次 の ような理由があ るか らです。

　 すべての主要国におきましては現在,新 しいコ ミュニケー ション,通 信の インフラをつくっている

最中であ ります。 この構造 とい うの は,世 界的な規模でオープ ンなス トラクチ ャーにすべ きだ と思 っ

てお ります。そ して,い ろいろな国 々とい うのは世界中の規格化,標 準化をめ ぐって働 くべ きだと思

ってお ります。っま り,こ の オープンス トラクチ ャーを実際に実現す るための標準化が必要 と考 えて

いるわけです。

　 しか し,基 本 であ りますけれど も,基 本 とい うのは もちろんICで あ ります。いわゆる公衆ネッ ト

ワーク用のICで あ ります。 しか し,い わゆるプライベー トな,専 用回路に関す るICも 必 要であ り

ます。たとえばLILSPIBXと い ったようなものなんですけれど も,そ れか らまた端末の装置 も

すべ てそれであります。

　 ガル ブル ヒ トさん も御提案 なさいましたよ うに,こ の分野 での協力が必要 とお考 えで しょうか。す
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なわ ち,標 準化,規 格化の問題なんですけれど も,バ ス,こ の提案されてい る大 きなコ ミュニケーシ

ョンシステムに関する標準化につい て協力ができるとお考 えで しょうか。すなわ ち,第2の 標準化の

目標 といたしましては,ツ ール とインターフェースの ものです。すなわち,セ ミカスタムICの ツー

ル とインターフェースに関して も標準化が必要だ とお考えでしょうか。

　そして第3番 目の分野は,可 能性では あ りますけれども,世 界的に有効な標準化がで きるか どうか

とい うこ と,す なわ ちインターアクテ ィブビデオテクス トに関しまして,い ろいろなことが提案ざれ

てお りますけれ ど も,こ れに関して世界的な標準化がで きるとお考えでし ょうか。

　ぜひこの点に関 して日本側の コメン トをいただ きたいんですが。

柳 井主 査

ローレンツ

柳 井主 査

ローレンツ

柳 井主 査

直 ちに これについての何か御返事 をいたす必要はありますかし ら。

ノ ーo

デ ィスカッシ ョンの中 で,で は申 し上げたい と思います。

提案に関す る追加事項 でしたので。

それではルーゲさん,い ままで出てきたい ろい ろなお話の中か ら,ド イツ側でお考

　えにな って,ど んな問題が共通の ミューチュアル インタレス トとして取 り上げ られそ うか,ま ず ドイ

、

　ツ側で ピックアップ していただけませんか。

　　ルーゲ主査　 　やは り分 けて考 える方がいいと思 うんです けれ ども,じ ゃあ項 目とい うことで,ト

　ピックとい うことで申し上げます。

　　では,私 個人の考 えで,議 長 としての発言 ではあ りません。私 といたしま しては,3次 元 の シリコ

　ンの層 を挙げたい と思います。 とい うの は,私 もこれに関しては経験 が ございます し,い ろい ろ ト

　ランジスタもつ くってまい りました。CMOS等 い ろいろつ くってまい りましたので,そ して私 ども

　リーク リスタライゼーシ ・ンの方法 も開発いたしました。私 自身はイオン注入について研究 をしてお

　ります。

　　それか らまた,シ ンク ロトロンの操作に関 しまして も協力できるかどうか考 えた方がいい と思 うん

　ですけれ ども,た だ,チ ェックをまず しなくてはいけません。 とい うのは,こ の件 というのは私 の研

　究所 だけで行 っていることではeざ いませんで,い わゆ る5社 だと思 うんですけれ ども,5社 の ドイ

　ッの会社 と一緒に協力が現在,な されているか らです。

　　ただ少なくともゴール,目 標について述べ ます。 目標 とい うのはシンクロ トロンをつ くります。 そ

の径が大体1.6メ ー トルです。 つまり半径が σ8メ ー トルです。 この ような シンクロ トロンをソフ ト

　エックスレイ用 につ くりたい と思います。これは リソグラフ ィーのための ものです。 これは とって も

お もしろい分野だと思 います。 ただ,私 個人だけで これをしましょうと提案 することはで きないんで

　す。ほかの人が絡んでますか ら。

　　また,第3の 協力の分野 といたしましては,昨 晩のデ ィナーで申し上げま したよ うに,イ ンチグレ

　ー トされだ三次元のICと,そ れか らセンサーの技術です。 とい うのは,こ の分野,シ リコンとい う
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のはエ レク トロンホールのムーブの媒体だけに使 われる ものではなく,シ リコンとい うのはほかに も

用途があ ります。す なわち,湿 度,圧 力,温 度な どを測定す るの に適当な ものです。そして,マ イク

ロメカニクスとい うのが 新分 野として育 ってお ります。 マイクロメカニクスと呼ばれてい るもんなん

ですけれど も,こ うい った新 しい分野があ りますので,私,全 面的に賛成です。

　すなわち,イ ンテグレー トされ た多機能インテグヒー トセ ンサー,そ して信号処理プロセ ス,特 に

1990年 代 に向けたこういったものを一つのその協力分野 として考えたい と思います。これはあくま

で も可能性 なんですけれ ども,ど うで しょうか,ど なたかメモ していただけたで しょうか,私 が申 し

上げた ことを。

　菅 野 私は,そ れではちょっと概念 的な分類 について述べ たい と思います。 ち ょっ と概念を

分類 してみましたので。

　 いままでの討論 を分類 してみます と,協 力の可能性 とい たしましては,基 礎的なプロセ ステクノロ

ジーに関する分野 とい うのが一つあるのではないか と思われます。その中で も特 に何人かの方が議論

をされたのが,エ ックスレイリソグラフ ィーの分野であ りまして,こ れは ドイツ側で も共同研究が行

われてい るとい うお話で あ ります し,日 本 で も電子技術総 合研究所 であ ります とか,高 エネルギー

研 なんかの装置を使 いま して,エ ックス レイ リソグラフィーの研究 が行 われてお ります。

　 さ らに,ソ ウルではありませんけれ ども,強 力X線 発生装置を使 った研究 というの も行 われてお り

ますので,ソ ウルの方法が適 当であるか どうか,あ るいは回転 ターゲ ッ ト型のX線 発生装置 を使 うの

が適 当であるか どうか とい うよ うなこと も含め て,エ ックスレイリソグラフ ィーとい うのは,一 つ集

中的に今 後協力がで きる大 きなテーマではないか と思います。

　 その ほかに,先 ほど小田川さんか ら御 提案があ りま したような,も っと広い基本的なプロセス技術

についての コラボレイション もできるか もしれ ません し,そ れか らいまルーゲ先生 と片岡さんからお

話が ございましたよ うな,3次 元 の シリコンレイヤーとい うの も一つのテーマか と思います。

　 それか ら二番 目の大 きな トピックスは,や は りスタンダーダィゼーシ ・ン,特 に国際 的な標準化の

問題であ りま して,恐 らく大部分の方が共感を持たれるだろ うと思われ るのは,マ イクロプ ロセ ッサ

ーの標準化 とい うことで.こ れはガルブル ヒトさんか らの御提案 もございましたし,日 電の石立さん

か らの御提案 もあ りまして,現 在,汎 用の マイクロプロセッサーの使用 がか なりアメリカ中心 に動い

ているとい うことが多いとい うことを考えます と,日 本 とヨーロ ッパでやは り御相談をして,マ イク

ロプ ロセ ッサーな り,そ うい うものの標準 化を図 るとい うことは,十 分 に意味があるだろ うと思われ

ます。

　 それ と若干関係があ りますけれど も,特 に カスタムLSIの デ ザインツールであ ります とか,イ ン

ターフェースを含めまして,そ うしたカスタムLSIの 設計方法,デ ィザ インメソ ドロジーに関す る

標準化 といいますか,双 方での規格 をで きるだけ合わせ るとい うこと も十分に意味があるんではない

か と思われます。
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　 その中には,小 田川 さんがさっき言われましたシーメンスでECLテ ク ノロジーが非常 に強 く,

日本側でCMOSの テ クノロジーが強い とい うことを上手 に利用す るとい うの も一つの方法だと思い

ます し,そ れか ら項 目としては余 り大 きくないか もしれませんけれ ども,さ っき私が申し上げた回路

電圧の標準化の問題 とい うの も,ド イツ と日本で両方で御相談する価値が あるんではないか と思われ

ます。

　 それか ら新しい研究分野 といたしま して,ル ーゲ先生がお っしゃったいまのセンサーの問題は,こ

れは 日本では特に先ほ どお話が あ りました電子技術総合研究所 の片 岡部長が中心になって,非 常に大

規模な研究が行われている分野で もあ りますので,こ の分 野はまだいろいろな可能性を検討する基礎

的な段階にある と思いますか ら,学 問的な レベルでの共同 とい うのは十分 に可能なんではないか とい

う気がいたします。

　 いま皆 さんの御意見 を伺 いなが らごく簡単にまとめてみ ます と,こ うい うことになると思 うんです

が,こ れにさらにつけ加えるべ きもの をおっしゃっていただければつけ加えます。

　 柳 井 主 査 　 　どうもあ りが とうございました。

　 エ ン グ ル 　 　私 もちょっとまとめてみ ようと思 ったんです。私 もまとめてみました。私 な りにま

とめた もの も,や は り大体,先 生の と似 てお ります。少 し私 の区分 けの仕方はそち らの もの とはち ょ

っと違 っているんですけれ ども,小 田川 さんがおっしゃったことなんです けれ ども
,16メ ガ ビット

の製造方法が どうい うふ うになるのかまだわか ってお りません。16メ ガ ビッ トメモ リーの方なんで

すけれ ども,つ ま り範 囲を広 げた方がいい と思 うんです。

　 X線 の リソグラフ ィーを少 し拡大 いたしまして,こ れは一つの可能性としてとらえまして,最 も可

能性の高 い ものであるわけなんです けれ ども,も う少 し範囲を広 げたらよろ しいん じゃないでしょう

か。すなわち,こ れに対抗するよ うな方法が出てくるか もしれませんので ,そ れを入れる余地 を残 し

てお きたい と思います。

　 菅 野 これはいわゆる非常に有望な技術の一つとい うことなんですけれど も。

　 エ ン グ ル　 　私は分 け方をち ょっと変えたわけです。私 の分け方 とい うのは,4メ ガ ビットメモ

リー とい うのは,.特 に もうすでに進展が されてお りますので,も う少 し何 らか形がは っき りした上で,

す なわち市場に導入直前にな った ようなところでは協力で きると思 うんですけれ ど も,16メ ガビット

の方 はまだまだ時間があります。4メ ガビットの方は もう時間がないか もしれませんけれど も
,16

メ ガ ビッ トの方はまだ時間的余裕があ ります。特に 日本については
,い ろいろなメーカーが競合 して

いるわけなんですけれども,競 争が厳 しいとい うことはよ く知 ってお ります けれ ども
,個 々の企業 も

しくはメーカーとい うのは リソースが十分にないか もしれないわけで
,す なわち次世代の問題 を取 り

扱 えないか もしれないん じゃないで しょうか。 たとえば,シ ーメンスとフィリップスの間には4メ ガ

ビットRAMに 関 しましては協力がで きなか ったか もしれないけれ ども
,将 来は16メ ガ ビッ トに 関し

て協力がで きるか もしれ ませ ん。 そして,日 本の企業間で もこうい った協力が可能になるの ではない
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で し よ うか 。

　つま り,16メ ガ ビッ トでの協力 とい うのはこれが機動力 となりまして,日 本の企業は非常 に競争 は

厳 しいんですけれど も,そ の基本的な研究分野においては競合の垣根を取 り払いまして,共 同して行

えることがで きるのではないか と思 ったんですけれ ど も。

　 このX線 の リソグラフィーに関しま しては,も う少 し全般 的な枠組みで とらえたい と思 う'んです。

すなわ ち,エ キ ュイプメン トデベロ ップメン ト,装 置の開発 といった ような大 まかな言葉でま とめた

いんですが,い かがでしょうか。X線 リソグラフ ィーではなく,も う少 し全般的な枠組みでまとめた

いんですけれ ども。

　 トーマス先生 もお っしゃっていましたように,コ ンパ ク トシンクロ トロンであ りますけれ ども,こ

のシンクロ トロンに関 しまして,可 能性を述べ られていました。すなわち試作の段階 なん ですけれど

も,85年 末 までに試作で きるのではないか,そ して日本企業 もこれに協力 とい う形で参加できるので

はないか と思 っています。 この ようなこともトーマスさんが述べ てい ましたので,こ れ を少 し拡張 し

まして,他 の分野にまで広げた らよろしいん じゃないで しょうか。す なわ ち,ほ かの装置の開発にま

で範囲を広げたいと思 うんですけれ ども,い かがでしょうか。

　 最 後に,標 準化,規 格化の問題 なんですけれ ども,私 も同 じよ うな ものを出 しました。電圧です と

か,そ れ か らテ レ コ ム の 標 準 化 で す と か,こ うい っ た こ と を私 も考 え て み ま し た 。 これ は ガ ル ブル ヒ

ト さ ん が お っ し ゃ っ た こ と で あ り,ド ク タ ー ロ ー レ ン ス もお っ し ゃ っ て い ま し た 。

　 それか ら,2項 目追加 したいんです けれ ども,一 つは 二=一 デ ィバ イス,そ れか ら現在のデ ィバイ

スの限界 といったよ うな ことについて,そ して第2番 目に追加 したい項 目は,ス ーパー ラテ ィス構造

の分野であ ります。現在,す ば らしい研究が シュツ ットガル トで行 われ てお りますので,や は りこの

分 野 も大 いなる協力が期待 できます。

　 したがいまして,私 はこの業界用の16メ ガ ビッ トメモ リーか ら基礎研究に橋 をかけ るとい う形で,

私 はま とめてみたわけです。

　 菅野先生の方は もう少 しワイドな リス トに したい と思 うんですけれ ども,そ して残 り時間 を使いま

して,別 に決定 をしなくて もいいわ けで,現 実に どうい った可能性があるのかまとめてい きたいと思

います。そして,そ の優先順位だけを決 めたいんですけれ ども,す なわ ち,そ のウエー トづけを残 り

の時間で行 ってはいかが でしょうか。

　 それか らもう一つ言い忘れたんですけれ ども,も う一つ重要 な点が あ ります。 これはアメリカで言

えば 「西部を目指せ 」とい うことにな るんですけれど も,す なわちNECは 「西部を目指せ 」とい う

ことで,マ イクロプ ロセ ッサーに現在,力 を傾けてい らっしゃるわけなんですけれども,先 週,私,

NECに 伺 ったんですけれ ど も,そ のときこういったお話を伺いま した。つま り,ジ ーメンスの こと

を言 ってい るわけではないんですけれ ども,そ の ジーメンスの研究所 も現在,32ビ ッ トのPP4の 研

究をしています。
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　 したが って,こ れ も一つの協力の可能性が ある と思 うんですけれ ども,標 準化だけでな く,将 来の

動向を見定めて,も う少 しよ りバランスの とれた,均 衡の とれた ものを目指 していきたい と思い ます。

つま り,現 在の ところアメ リカとの結 びつ きが とって も強過 ぎるんですけれども,で きれば将来はバ

ランスの とれ た関係にしたい と思 ったわけで,一 方向だけ,い まはワンウエーで行われているのをツ

ーウエーに したい と思 ってい るわ けであ ります
。

　柳 井 主 査 　 　私の個人的な意見だけを ちょっとつけ加 えさせていただ きます。

　 それはエ ングル先生がいまニ ューデ ィバ イスとい う概念 を導入 されたわけでございますけれ ども,

ニ ューデ ィバイスとい うものの中 に,現 在,皆 さんが二 己一デ ィバイスと言 ってや ってお られ るのは,

どちらか とい うと トランジスタだ とか真空管だ とかい う昔か らあるアクテ ィブエ レメン トのファンク

シ ・ンを新 しい形で実現するとい う考 え方がちょっと強過 ぎるように思 うんです。現在,使 われてい

るデ ィジタル ロジ ックサーキ ットの基本的なフ ァンクシ ョンは,単 なるスイッチでしかないんです。

スイッチとい うものを見たときには,二 つの接点間を導体でつなぐとい うだけなんです。ですか ら.

そ うい う観点か らニューデ ィバ イスとい うもの を考えな きゃいけない面が多 いとい うことが一つ。

　 それか らもう一つは,こ れはマイクロプロセ ッサー等の スタンダリゼー ションなんかに関連する,

あ るいはニューアーキテクチ ャーにも関連するようなことですけれ ども,そ うい うシグナルの処理 と

いうもの を考えた場合に,そ れ じゃあ何が本 当に必要 なデ ィバイスの ファンクシ ・ンなのか。 それを

ニ ューデ ィバイスを考 える場合には先 に考えてい ただきたい。ニ ューデ ィバイスを考 える場合にはそ

れを先に考 えてい ただいて,ニ ューデ ィバ イスを考え出 していただ くとい うこと もやっていただ きた

いように思います。

　将来の夢の ような ことをち ょっとこれに加 えます と,人 間の脳細胞の持 ってい るファンク ション,

それができるようなデ ィバイスがあれば,そ れだけでネッ トワー クは組め るはずですか ら,わ れわれ

が必要 とす るネ ットワークは組めるはずなんですが,そ んな もの までいかな くて も,そ の中で基本的

な幾つかが実現 されていれば,そ れで組 まれたネ ットワークとい うのに対 しては,ニ ューアーキテク

チャーが考 えられ,よ りシンプルな構造の ものがで き得る可能性が あるので,要 す るにネ ットワーク

の側,あ るいはファンクシ ョン,ネ ッ トワークとい うのは,そ の ファンクションの側か ら見て何が欲

しいか とい うファンクシ ョンを出 し,そ れを実現するようなニ ューデ ィバ イスを考えるとい う方向 も,

私 は とっていただきたい と,こ ういうふ うに思 っています。

　私が申し上げたのはただ希望で ござい ますので,ニ ューデ ィバ イスとい う言い方の中で取 り上げて

いただけばよろしい と思います。
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10.4　 ま と め

柳 井 主 査 　 　この辺でひとつ優先順位をつ けてみ ていただけますか。

　菅 野 とにか くまず確認 しておきたい ことは,順 番 は別としま して,い まの5つ の分野に分

かれるだろ う。1つ は基礎的 なプロセ ス技術 とい うこと,2番 目は標準化 とい う問題,そ れ それか ら

3番 目はセ ンサー,そ れか ら4番 目は現在ある素子の動作限界,そ れか ら5番 目が新 しいデ ィバイス

とい う こ と で,そ の 中 に は ス ー パ ー ラ テ ィス デ ィバ イ ス も含 め た り.い ま 柳 井 先 生 の お っ し ゃ っ た 新

しい ファンクシ ョナルデ ィバイス も含 めるとい うことで,大 体5つ に分類 できるとい うふ うに考えて

よろしいん じゃないか と思いますが,も しそれでよろしか った らその後,順 番をつける。

　柳 井 主 査 　 　ルーゲ さん,よ ろしゅうございますか,そ れで。

　 ルーゲ主査　　 yes,

　 柳 井 主 査 　 　ガルブル ヒ トさんか らちょっとコメ ン トを。

　 ガルプルヒ ト　　 6番 目をつけ加えたいと思います。 これは自動 化を製造するとい うことであ りま

す。 さもなければ,も っと深い ところまでは行 くことができないと思い ます。

　 ルーゲ主査　　非常によい点である と思います。 ファブリケーシ ョンプロセスの 自動化をつけ加え

ることは,よ いことだと思います。 アメ リカの カリフォルニアで始 まりましたルールが あ ります。 フ

ルバキ ュームプ ロセ ス,真 空の プロセ スとい うものがあ ります。 これはベーシックセルの設計の新 し

い分野であ ります。 このルールはす なわ ち50平 方 ミリメーター以上のチ ップは,十 分 な歩 どまりを持

って生産することができない ということであ ります。 これは前の レクチ ャラーが言 ったことであ りま

すけれ ど も,先 ほ ど御指摘があ りましたように,た しか先生の発表の中だ ったと思いますけれど も,

16M,64Mは200～300平 方 メー トル,平 均 であるとい うことであ りますけれども,そ れでは ど

うした らよいか。そ うします と,そ のプロセ スを変 えなければな らない。プロセ ス自体がダス トー

粉 じんをつ くっている とい うことで,こ れが大 きな問題 とな っているわけであ ります。企業 の方々は

これは協力で きる分野か どうか とい うことをチ ェックしていただ く必要があると思いますけれども,

それか らよい協力 といた しま しては,新 しい分野 を切 り開 く上で協力がで きると思います。

　 60年 代 の ころデンマーク,そ れか らアメ リカに行 きまして,.イ オ ン注入の開発をや りま した。 そし

て,こ の イオ ン注入が技術の基礎 とな ったわけであ ります。われわれ,3次 元 レイヤーにっきまして

話をしてお ります。実験の結果をお話にな りま したが,私 どもも実験 の結果があ ります。では,ど う

い うふ うにそれを解説す るか とい うことにつ きまして,こ の点につい て協力を開始す ることが,非 常

によいわけであ ります。コンピュータで設計する場合に,そ れでは どうや って設計す るか とい うこと,

ど うやって3次 元 にす るか とい うこと,ス ピー ドを どうす るか とい うこと,そ うい うことが協 力の始

ま りであると思います。
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　ガルブルヒ ト　　 オー トミゼー ションの中にエンジニアの夢 といたしまして,写 真の比較 をいた し

ました。写真 一 非常にむずか しい時代の写真 と,そ れか らもう]つ はカメラであ りますけれども,

もうただ シャッターを押せば写真が 出て くるとい うよ うなもの も出てきてお ります。ですか ら,タ イ

プインをいた します と,そ うす ると即座 にゼ ロックスコピーの ようになって出て くる,そ のようなI

Cが で きたらどうか とい うよ うな ことを考 えてい るわけであ ります。ゲー トアレイ1～2の メタルゲ

ー トアレイといった ような ものを使 いま して
,そ してよい解像度を持 ったプ リン トを実現す ることが

で きるのではないか とい うような こと も考え てい るわけであ ります。それか ら,自 動化の アッセ ンブ

リーライン,プ ロセ ス全体を自動化す るとい うよ うな こと,そ れを私 どもは入れたい と思います。

　柳 井 主 査 　 　小田川 さん とか石立 さんは多少意見があるか もしれないけど,非 常にいい面がある

ん じゃないでしょうか。

ゴーボ レーシ ・ンがで きる面が非常 に多いん じゃないかと思 います。それをいかに組み合わせるかは,

もう企業 その ものの問題です けれ ども,フ ァンダメンタルな技術をつ くり上 げてい くとい うことは,

コーポ レー トで きると思いますね。

　田　　中　　ここで私が申 し上げたいのは,コ ーポレーシ・ンの,国 の間のコーポ レー シ・ンと企業

の間の コーポ レーシ ョンと,ち ょっと区別して考 えないと混乱が起 こるのではないでしょうか。 ここ

で決める ことは,企 業の ことをではなかなか決め られないとい うことはあります。企業を制約す るこ

とは少 しむずか しいか もしれませんね。

　菅 野 ここでは決め ることはで きな くて,こ の幾つかのテーマについて.協 調を図 ってい く

いろんな方法での協調を図 る可能性を探究す る。田中先生がおっしゃるように,政 府間の協力 とい う

話 と企業間の協力 とい う話はそれ ぞれ別の次元の問題だ と思いますか ら,こ こでは協 力の可能性のあ

るテーマを リス トア ップす る。 きょうとところで きるのはその程度だろうと思います。

　柳 井 主 査 　 　きょうや る話は菅野 さんがいま言われた程度で,ど うい うものな ら協力が できそ う

か。具体的に今度,協 力す る方法はテーマ ごとに違 ってくると思いますんで,そ うい うことはまた来

年に向けて考 えておいて,来 年のデ ィスカッシ・ンの ところで もう一遍デ ィスカスし直す とい うふ う

に考 えた方がベターじゃないか と思います。

　 それ と同時に,や は りここで出 てくるもの は,エ ングル先生のおっしゃるガイ ドラインでございま

して,そ のガイ ドラインに従 って,た とえば企業間の協力の場合には もう企業同士で二そのガイ ドラ

インに従 うか従わないか は企業の独自性.独 自判断に任せた方が よろしいと私 も思います。

　 そ うす ると,な かなか リファイン ドされた優先順位をつけ ることはむずか しいと思 いますので,大

体の優先順位,そ れ ぐらい をつけさせ ていただ く,そ んな ことでルーゲ先生,エ ングル先生,よ ろし

ゆうございますか。大体,ア プ同一キ シメ イトな優先順位,プ ライオ リテ ィーをつけていただく。 だ

か ら,1番 が2つ あって もいいと,こ うい うようなつ もりでですね。

　 エ ン グ ル　　 個人的 な意見で申 し上げるとすれば,大 体手を挙げていただいて,何 人の方がそれ
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がいいか とい うのはいかがでしょうか。

　柳 井 主 査 　 　投票 とい うよ うな形が一番簡単だと思 うんですけれ ども,項 目を出してみて,こ う

い うや り方 はど うです,全 部同 じにな った ら困 っちゃうけ ど。

菅 野 その場合 には.た とえばいま6テ ーマありますか ら.お1人 が3回 しか手 を挙げ られ

ない とい うようなルールをつ くっておか ない と,全 部手 を挙 げるとみんな同じ答えにな っちゃいます

か ら。　 (笑 声)

　 ガルブルヒ ト　　次の コメ ントを ちょっと申 し上げたいと思います。

　御存 じのよ うに技術は非常に急速 に進んでお ります。また1年 半,ま た1年 後,ま た何年か後,会

うと,ま た会わないか もわか りません。われわれの話はつい ていけな くな ってしまうか もわか りませ

ん。ですか ら,む しろ2つ か3つ,こ の リス トの中か ら選びまして,そ して1年 待つ とい うことな し

に,大 体の ところで合意 をし,迅 速 な行動 をとってい くとい うのはいかがでし ょうか。私 自身,2つ

選 ぶ といたします と,16メ ガ ビットメモリーテクノロジー,そ してマイクロコンピュータの標準化 と

い う2っ の項 目を選びたいと思います。

　菅 野 そうい う細かいアイテムにっいてや りますか,そ れ とも大 きな……。

　 ガルブル ヒ ト　 　それか ら3番 目は リソグラフ ィーをとりたい と思います。 レーザー,エ ックスレ

イその他 です。

　 菅 野 いまお っしゃったような.わ りに小さなこうい う具体的なアイテムについ てのことを

議論す るのか,あ るいはいま6つ に分類 した大 きな分類の項 目について協力で きるか どうか というこ

とを御意見を伺 うか,そ れによって大分,話 が違います。

　 エ ン グ ル　 　私はち ょっと短 く.ド イツ側のそれぞれのワーキンググループが,デ ィナーで昨夜

話 したことについて申 し上げたい と思 います。 この ことが ガルブル ヒトさんがい まお っしゃったこと

につい ての答えに もな ると思 うんですけれ ども,私 たちは来年の ミーテ ィングが開かれ るまでただ待

っている,座 っているとい うことではな くて,わ れわれが達成いたしました結果をそれぞれの議長 に

よって,た とえば柳井先生 です とか私が審査いたしま して,そ して個々にコンタク トを とり,科 学者

あるいは業界 とコンタク トを とって,わ れわれが言 った ことについての 先方 の観 点 とい うことを聞

きたい と思 います。 そして,ド イツに9月 にまたい らっしゃる,あ るいは私が'8月 に 日本に また来 る

とい ったようなときに.さ まざまな意見の交換 を行 いまして,イ ンターセ クシ ・ンを探す とい う形 に

いたしまして,連 続 して意 見の交換 を行い,先 ほど言 いま したような,何 もしない とい うようなこと

が起 こらない ように したい と思います。

　 というの も,い まここで決定す るということはできないか らです。 これは必ずし も皆,優 先順位に

ここで投票す るとい うことではな くて,私 自身の意見 として申し上げているわけであ ります けれ ども,

この業界のパー トナーの方々にとりまして,非 常に関心のある ものはどうい うものか とい うことを伺
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いたいわけであ ります。

　次の ミーテ ィングは ドイツで開かれ るとい うことを私,申 し上 げました。そして,政 府の2人 の代

表者が指摘したことといたしましては.政 府 といたしましては,た だその恵みを与 えるとい うような

ことだけであ りまして,政 府 の援助 によって.政 府が道 を開 きまして,双 方の国の協力をスムーズに

してい くものであるとい うわけであ ります。 それぞれの組織の間での,た とえばお見合いの仲人の役

割 りを果 たす ような形,そ れが政府である とい うことを言 ったわけであ ります。

　ですか ら,わ れわれの役割 り.機 能 とい うのは,こ れ らの活動 を奨励す るとい うことであ り,こ れ

が私 の答えであ り,協 力 は国 と国であるとい うような ことではない と思い ます。 とい うのは,別 に 日

本株式会社.ド イツ株式会社 とい うものはないわけであ ります。われわれは両方 と も西側のブロック

の国であ りますので,そ れがで きない ことはない と思います。

　菅 野 はい,賛 成いたします。 　 　 　 　 　 　 `

　柳 井 主 査 　 　皆 さん,よ ろ しゅうございますか。大体いまエングル先生めお っしゃったような方

向で.来 年へ向けて仕事 を進めていった らいかがかと思いますん で,そ れではプライオ リテ ィー伺 う

ことも,時 間 もあ りませ んか ら,8月 ない し9月 にはまたエ ングルさんと打 ち合 わせすることもでき

ますので,そ れまでに 日本側は 日本側の委員 の方 と御相談 して,あ る程度,話 を集約 してお く。 それ

か ら,ド イツ側は ドィッ側 でエ ングル さんを中心に考 えをある程度,集 約 しておいていただいて,ま

ず8月 にエングル先生 とその辺のす り合わせをや ってみて,そ してそれをまたフィー ドバ ックしまし

て,9月 末 か10月 に私 ドイツへ ちょっと行 きますので,も う一遍,エ ングル先生 とす り合わせをす

るとい うようなプロセ スで,テ ーマを選んでい くとい うような方向 をとってみたいと思いますが,よ

ろしゅうございますか。

　ルーゲ主査　　 yes,

　菅 野 じゃあこれ私,こ の後のセ ッシ ョンで御説明する とき,も うち ょっと整理 して御提案

させてい ただ くことに……。　 　 　 　 、

　柳 井 主 査 　 　ルーゲ先生,も うこれで時間が過 ぎてしまいました。ちょうど20分 で あ りますので

これで終 えま して全体会議に移 りたいと思いますが,よ ろしゅうございますか。

閉　　会
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11.全 体 会 議(ll)

11.1　 各 分 科 会 報 告

柳 井 議 長 　 　それでは,ち ょっと時間がお くれま したが,大 体皆 さん,お 集 まりのようでござい

ますので,午 後の全体会議をこれか ら開かせていただ きたいと思います。

　まず最初に,各 分科会か らの御報告 をお願い したい と思います。

　時間が余 りeざ い ませんので,1分 科 会当た り10分 程度 で御報告 をいただ きたいと思 いますが,ま

すが,・まずは最初 に,ニ ューメデ ィア分科会か らの御報告 を,レ ポーターの大越先生にお願いいた し

ます。

　大 越 ただいま御紹介いただきました東京大学の大越で ございます。

　第1分 科会,ニ ェーメデ ィア分科会の討議 を御報告 をさせていただきます。

　第1分 科会では,1時 か ら3時 までの2時 間,討 議をいた しました。3時 か ら約20分 間 で最後 の

ま とめをいたしま した。本 日の私の報告 は,そ れに従いまして前半で全体の議論,後 半 ではどの よう

な課題が将来継続 して検討すべ き課題 として出されたか,そ の御報告を申し上 げたいと思います。

　 それで,ス ピーチは初めにキーノー トア ドレスが2つ ござい まして.日 本か らは電電公社 の戸田 さ

ん,ド イツ側か らはテレフォンバウ&ノ ルマルッアイ トの ドクター ・プランクか らございま した。

　 その 後,準 キーノー トア ドレスといたしましてNHKの 沢辺 さんか ら,高 品位 テレビジ ョンの開発

についてのお話があ りました。

　 その後,約8件 の細かな,い ろいろな方の御意見の御発表があ ったわけでC"ざ い ます。

　 お話は,全 体 として私な りに整理いた します と,大 きく分け て3つ の トピ ックがあったよ うに思わ

れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '

　 第1は,公 衆電気通信網にかかわ る問題であります。それ も将来 の ことでありますか ら もうちょっ

と別の言い方 をいたしますと,ISDN－ イ ンテグレイテッ ド・サービセーズ ・デジタル ・ネ ット

ワークとい う言葉に集約 できると思 います。

　 2番 目は,い わゆ るインハウス ・ネ ットワーク,あ るいは別の言葉で言い ます と,LANで あ ります。

小規模な将来志向型の通信網 であ ります。

　 3番 目に,た また ま両 国で大変高品位 テレビジ ・ンについての御関心が高か ったために これがかな

り話題になったのでございます。

　 皆様に御関心のあ りそうなことをピ ックアップいた しま して,そ れぞれ簡単なコメン トを させ てい

ただきたいと思います。

　 戸田 さんか らは,日 本のISDNで あ ります ところのINS.い わ ゆるインフォメーシ ョン ・ネ ッ
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トワーク ・システムが1984年 に運用を開始する 一 ことしであ りますけれ ども.そ れに向か ってい

ろいろな準備が行われてい ること,並 びに将来の展望のお話があ りました。

　一方で,ド イツのISDNに つ きましてはプランク博士か ら,電 話 とテレックスが1985年 か ら90

年 に統合 されて,ま ず第1段 階のISDNと な るであろうと。 さらに.そ れに無線,レ イディオ・ウエ

イブズ,サ テライ ト等 が統合 されて.1990年 代 にいわゆ る交代期のISDNと なるであろうとい う

お話が あ りました。

　 われわれ 日本 の関係者が よく知 ってお りますBIGFONと い う計画は,い わば この第2期 目の大

型のISDNの プ ロ トタイプとい うふうに理解 され ます。

　 2番 目に,イ ンハウス ・ネットワークあるいはLA[Nに 関 しましては,ド イツ側のお話 とい たしまし

て,私 ども日本の者には大変興味のあったことなんですけれども,1900年 に.当 時の皇帝の命令で,

それぞれの私有 され てい る敷地内では,一 切の通信は自由であるとい うことが決め られてお りま した

そうで ございまして,そ れで ドイツの インハウス ・ネッ トワークが大変進んだのであるとい うお話が

ありました。

　 それが,将 来,も っと統合 され たネーシ ・ンワイ ドのネ ットワークにどの ようにつなげ られるカ),

その際の プロ トコールの問題が大変重要であるとい う御指摘があ りました。

　 日本か らは,LANに 関 しては,光 ファイバーネ ットワークの使用が非常に目立つ。諸外 国よ りも多

いとい う御報告があ りました。

　最 後に,高 品位 テ レビジ・ンにつ きましては,ま ず 日本か らは,沢 辺 さんの方か ら,研 究が開始さ

れたの は1970年 で あるとい うことか ら説 き起 こしまして,最 近に至 るまでの研究のお話があ りまし

た。 日本での一応 の標準を決めた とい うお話,そ れか らATT,ITTで もこれを取 り上げ ようとし

ているとい うお話があ りま した。

　 一方,ド イツ側か らは,や は り高品位 テレビジ ・ンに大変関心を持 っているとい うこと,現 在,テ

ユー ブ1つ の投射型 の方向で開発を進めているとい うお話があ りました。

　 実は時間があ りませんので,ご く概略 しかお話 しできないのが残念であ りますけれ ども大体 この よ

うな議論があ りまして,最 後に,そ れでは次回以降,ど のよ うな問題 を取 り上 げようか とい うことに

ついての議論をしたわけであ ります。

　 これは,皆 さんか ら大変活発な御意見が出ました。現在,私 はビューグラフのシー トに持 ってお り

ますけれ ども,こ こに9つ のアイテムが上が っています。 ちょっとこれをお見せいた しま して,御 説

明して,そ の後,こ れをどのように措置すべ きか,わ れわれが考 えてい るところをお話 し申 し上 げた

いと思います。

　　　　　　　　　 (ス ラ イ ドに よ り説 明)

ご く簡単 に申 し上 げます。
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　 1つ は ス タ ン ダ ー ド ー エ ク ス ポ ー ト,イ ンポ ー ト とあ り ます が.今 後 国 際 的 に 二=一 メ デ ィア の

仕 事 を 拡 大 し て い け る問 題 点 で あ り ま す 。

　 2番 目 に,ア ク セ プ タ ン ス ・ ア ン ド ・オ ブ ・ニ ュ ー メ デ ィア,両 方 の 国 一 ド イ ツ 並 び に 日本 に お

い て ニ ュ ー メ デ ィア が 一 般 公 衆 に よ っ て ど の よ うに 受 け 入 れ られ る か,ど の よ うに 使 わ れ るか と い う

こ と を研 究 し て は ど うか 。

　 3番 目 に,PABX－ プ ラ イ ベ ー ト ・ア ン ド ・オ ー ト マ テ ィ ッ ク ・ブ ラ ン チ ・エ ク ス チ ェ ン ジ,

い わ ゆ る 構 内 交 換 で あ りま す が,パ ー サ ス ラ ン,ロ ー カ ル エ リ ア ・ネ ッ トワ ー ク,こ れ が 今 後 ど の よ

う な競 合 関 係 に な る で あ ろ う か 。

　 4番 目 に,ハ イ デ フ ィニ シ ・ン ・テ レ ビ ジ ・ ン,高 品 位 テ レ ビで あ りま す 。

　 5番 目 に,セ キ ュ リ テ ィ ・イ ン テ グ リテ ィ ・オ ー セ ン テ ィ ・ シ チ ュ エ ー シ ョナ ル ・プ ラ イ バ シ ー と

書 い て あ りま す 。 セ キ ュ リ テ ィに 関 連 し た 問 題 を考 察 して は ど うか 。

　 6番 目}ζ,サ ブ ス ク ラ イ バ ル ・ユ ー ジ ン グ ・オ プ テ ィ カ ル ・フ ァ イ バ ー ズ ・フ ァ イ バ ー を使 う こ と

が どれだけの利点があるか。 これはい ろい ろ議論のあ るところであ りまして,あ る段階か ら銅の針金

の技術に変わ っていくであろ うとい うことはわか っているわけであ りますけれ ども,ど の ような速 さ

でそれが行 われ るであろ うか。

　 それか ら,7番 目に,イ ンテ ィグレィテッ ド・オプテ ィックス並びに コヒーレント・オプテ ィカル

・コ ミュニケーシ ョン,こ れは最近,ヘ テ ロ第2光 通信等 の名前で呼ばれ てい る技術であ りますけれ

ども,こ の ような最先端の光通信関連の技術を研究 してみてはどうか。

　 8番 目に,セ オ リテ イカル ・モデ リング ・マ ンマ シンインターフェイス ・アン ド・ラン ・ビフォー

・スタンダーゼ ィシ ョン。標準化が行われる前のLAN並 び にマンマシンインターフ ェイスに関す る理

論的な議論であ ります。

　 最後にインフラス トラクチ ャー,特 にアンダーグラウンドネ ットワーク。 日本 ではCATVネ ッ ト

ワーク等が架空線で構築 され ようとする傾 向があ りますが,御 承知の とお りドイツでは,最 初か ら全

部地下であ ります。 このあた りでは,お 互いに 一 といいますか.わ れわれが学ぶべ き点が多いので

はないか とい うことであります。

　 この ように全部 で9つ のアイテムが挙が りま した。

　 私 どもの了解 では,で きれば2つ,3つ,4つ ぐ らい とい うことで.こ れにつ きましては6月 中 ぐ

らいに両方の国の委員が考 えをまとめて.そ れを両者の委員長,チ ェアマ ン同士が手紙で御連絡 を取

って.も うちょっとしぼ るとい うことが,現 在の私 どもの分科会の考えでござい ます。

　 ち ょうど,い ま10分 にな りまして,以 上で 終わ らせ ていただ きます。

　 御静聴あ りが とうございま した。　 (拍 手)

　 柳 井 議 長 　 　それでは,引 き続 きましてコンピュータ分科会の御報告を,レ ポータの相磯先生に

お願いいたします。
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　 相　　磯　　慶応大学の相磯で ございます。

　 それでは,コ ンピュータ分科会につ きまして御報告申 し上げます。

　 今回は時間が大変短 いとい うこともございまして,各 国の研究開発 に関 してオーバービューをする

ということを主 な目的にいたしました。多 くの時間をそれに割 きまして,そ れを踏まえて次回のフ ォ

ー ラム とい うことを検討すべ きか とい う課題 を抽 出す ることをいた しました
。

　 まず,各 国か らキーノー トスピーチ としまして,1件 ず つ御報告がCざ いました。

　 日本側か らは,電 総研の柏木部長 さんか ら通産省のナ ショナル ・プロジ ェク トの概要について報告

がございま した。

　 すでに1966年 か ら,通 産省はインフ ォメーシ ョン ・テクノロジーのためのナシ ・ナル ・プロジ ェ

クトを幾つか行 ってお りますが,特 に コンピュータに関連 した ものに関して,そ の概要,そ の研究の

目標,そ れか らその成果,そ して現在,進 行中の プロジェク トに関 しては,そ の現状 を御報告いただ

きま した。

　 ドイツ側か らは,プ リッチ ュさんか ら,け さ,ト ーマス部長 さんのお話が ございましたが,そ れに

関連して,ド イツの コンピュータに関す る研究開発の体制,そ して どうい うところに力を入れてい る

か とい う話 を伺い ました。

　 ごく簡 単に御報告申し上げます と,ド イツ側としま しては.'ま ず マルチ ・ネ ットワーク,そ してソ

フ トウェア ・オ リェンテ ッドなニ ューコンピュータ ・アーキテ クチ ャ,そ れか ら現実的 なソフ トウエ

ア ・テ クノロジーに関す る課題について集中的に研究 をしてい るとい うこと。

　加えて,シ ペル スキ先生か ら.実 際のプロジ ェク トグループに関 して御報告がございました。

　 1っ は,ニ ューコン ピュータ ・アーキテクチ ャのグループ。

　 2つ 目は,ハ イパ フ ォーマンスなニ ューメデ ィカルコンピューテーションに関す る研究 グループ。

　 3番 目が,エ クスパ ー トシステムのデザ イン並 びにディベロプメントのための メソ ドロジーに関する

研究。

　 4番 目が,現 在 のソフ トウエ ア ・テ クノロジーの研 究。

　 5番 目が,パ ターン並 びに イメージ ・プロセッシブに関する研究。

　 6番 目が,VLSI・CAD/CAMに 関す る研究。

　 そして7番 目が,ナ チ ュナル ・ランゲー ジ ・アンダスタデ ィングに関す る研究。

　 こうい う実際の プロジェク トグループが現在あるとい うことが報告 をされ ました。

　その後,各 出席者が.5分 ぐ らいの間に,そ れぞれの立場 で,そ れぞれの国の実情 を御報告いただ

きました。

　 日本側か らは,ま ず新世代 コンピュータ技術開発機構研究所の渕所長さんか ら,第5世 代 コンピ ュ

ータの現状
,特 にごく最近開発 されましたシーケ ンシャル ・インフルエンスマ シン並びに リレー シ・

ナル ・デ一夕ベスマ シンに関連 した御報告が ございました。
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　川合 さんか らは,ソ フ トウエア ・テクノロジーの問題の解決のためにどうい うことをしてい るか と

いう話が ございました。

加えて岸田 さんか らは,そ の ソフ トウエアのテク・・ジーをいかに トランスフ・一す るか・そのた

めにどんな努力を払 ってい るか とい う御報告が ござい ました。

一方,・ 二・一助 らは高 士通の罐 さんか ら商 用計算機の現状・ これは現在の昧 のスーパ

ーコンピュータの開発 を含めたお話が ございました。

　 そ し て,日 立 の 浦 城 さ ん か らは,日 本 に お け る オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン.つ ま り 日 本 の オ フ ィ

スの作業の効率 を上げ るために どうい うことをしてい るか とい う話が ございました。

　加 えて,私 が,日 本のインフォメーシ ・ン ・テ クノロジーと日本の大学 の教育研究 との関係を簡単

に御報告申し上 げま した。

　 同 じように,ド イツ側か らも,出 席者の方々か ら,ド イツ側で検討 してい る並列処理 に関する重要

な問題点,そ してフ ォール トトラン トコンピューテ ィングの重要性.そ れか らさらに現状の技術 と将

来の技術 との融合の問題 とい うような ことについてお話が ございました。

　 印象としましては 一 これは私どもの出席者の柏木 さんの御意見でございますが,日 本の研究開発

とい うの は,大 分先の ことを研究を してい るのが多い。つま りインダス トリーを,企 業 を引 っ張 って

い くような研究が多 い一方,ド イツ側の研究は.そ うい う面 もございますけれど も,現 実的 な立場 で

問題 をと らえている研究開発 も含まれ ているとい うような印象をお話 しいただ きました。

　 最後に,そ れ らを踏まえまして,で は,ど うい うことを両国間で検討す るか とい うデ ィスカッンヨ

ンに入 りましたが.残 された時間が大変短 くて,残 念なが ら結論はま とま りませんでした。

　 しか し,次 のような意見が出 されました。

　　1つ は,ま ず情報交換が大変重要 だ。その情報交換 をす ることによって,共 通のテーマが出て くる

ので,も う少 し情報交換 をしたい。

　 同時に,テ ーマを設定 するに当たって,ニ ューテクノロジーに焦点 を当てるのか,あ るいは大学の

研究の ようなものに当てるのか.あ るいは現実的 な問題に当てるのか,そ の辺を もう少 し討議をした

方がいいのか もしれない。

　　そうい うようなお話が ございまして,結 局一応候補 としては.一 般的 な人が興味が持 てるような.

理解 しやすいようなテーマをまず選ぶと.いうの も1つ の例なのではないだろうか とい うことで.た と

　えばマンマシン ・インター フェイス,フ ォール トトラン トコンピューテ ィング,コ ンピュー タ・アー

　キテクチ ャ,あ るいは隠れ た問題 として,ま だ国際的 なスタンダー ドの標準化の委員会が取 り上げて

　いない重要 な課題 を,前 もって両国間で検討す るとい うようなこと もよろしいのではないだろうか と

　い うような話が ございました。

　　以上のような ことで,結 局,結 論は因ませんでしたけれども,そ の ような例 をまず頭の中 に入れて,

　 この後,ド イツ側はシペル スキ先生,日 本側 は元岡先生の間で取 りまとめをしていただくということ
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になりました。

　 以上,簡 単に第2分 科会の御報告 を申 し上げました。　 (拍 手)

　 柳 井 議 長 　 　どうもあ りが とうございました。

　 それでは,引 き続 きまして半導体分科会の御報告 を,レ ポータの菅野先生か らお願 いい たします。

　菅 野 東京大学 の菅野で ございます。

　 半導体関係の分科会では,や は り同様 に ドイツ側 と日本側か らそれ ぞれキーノー トスピーチが ござ

いました。

　 最初に田中先生か ら,半 導体産業の特殊性,た とえばグロースレー トが非常に速 い問題であ ります

とか,技 術開発が非常に急速に進んでいる状況等 についてお話がございまして,特 に 日本におけ る半

導体技術の研究開発状況 についてのお話が ございま した。

　続 きま して,ド イツ側 か らガル ブル ヒトさんが,こ れ も半導体産業の一般的 な技術的な傾向で ござ

いますが,そ れについてお話がござま した後,特 にヨーロッパにおけ る半導体産業の状況 ,特 に特異

性 とい うものについてのお話がございました。

　 その後,日 本側の参加者か らそれぞれ簡単なシ ・一 トトークがございまして,高 橋先生か ら,ス ー

パ ライテ ィスを使 ったデ ィバイス,特 にウエファーに対 して垂直方向に電流を流すよ うなデ ィバイス

とい うのが.光 集積回路 との可能性 も考えて,]つ の 興味ある研究対 象であるとい うお話が ございま

して,そ れか ら電総研の片岡さんか ら,特 に3次 元ICの 問題につ きまして,こ れは 日本 で行われま

した試作,実 験の結果 も含めてプ レゼンテーシ ョンが ございました。

　 それか ら,日 本電気の石立 さんか ら,日 本におけ るマイクロプロセ ッサーの研究開発状況の過去に

おけ る実態 と現状が どうであるか,将 来 どうい うふ うなことが予測され るか。特 に日本電気の例 を挙

げ られまして,標 準的なマイクロプロセ ッサー として,日 本電気が独自の開発を進め てお られるとい

うお話が ござい ました。

　東芝の小田川 さんか ら,大 容量の メモ リーチ ップのプロセステ クノロジーの トレン ドと特にセ ミカ

スタムIC,特 にCMOSで ご ざいますが
,　CMOSを 使 いましたセ ミカスタムLSIの 重 要 性 とい うも

のについ てのお話がございました。

　最 後に.私 が,CMOS,NMOSの スケーリングダウンの ことを申し上げまして,サ ーキ ット・ボル

テージの スタンダーゼ イシ ・ンが,重 要であるとい うことを申し上 げました。

　それで,本 日の主 たる目的が,日 独両国で どうい うコラボレーシ ョンがで きるか とい うことが重要

な問題で ございますので,後 の時間 を使いま して,幾 つかのテーマにっいて,候 補のテーマを挙げた

わけでCざ います。 それ を若干 ビューグラフで もってお 目にかけます ど,1つ は基礎的 なプロセ ステ

クノロジーでございまして,こ れは先ほ どもございました大容量メモリーのテクノ ロジーとい うだけ

ではな くて,一 般的な ファインパ ターン リソグラフィの ことも含めてでございますが,例 としては リ

ソグラフ ィとい うのが1つ 挙 げられるだ ろうと思います。
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その うち特 にxレ イの リソグラ。,に 関 しま しては,ド イツにお きま して,べ ・シー等 でソールを使

いましたXレ イリソグラフィの研究が5社 共同で進め られてい るとい うことでございますし,日 本 にお

きまして も電子技術総合研究所のソールを使いました り,あ るいは高エネルギー物理研究所のソール

を使 ってXレ イリソグラフィーの研究 が進んでお りますので,こ うい うXレ イリソグララィなんかは,も し

可能であれば1つ の重要な共同研究のテーマになるで しょうとい うのが大方の御意見だ ったと思いま

す。

　 さらに.そ れはXレ イリソグラフィとい う,単 にエッチングな り,あ るいはパターン トランスファー

の技術だけではな くて,そ うい うもの に関連 した装置 を開発す るとい うことにまで発展 させ るべ きで

あろうとい う御意 見がございま した。

　 それか ら,2番 目の例 といた しましては,た とえば先ほ ど片岡さんか らプレゼ ンテーシ・ンが ござ

いました3次 元のICと い うことでそれのテクノロジーの問題について も,共 同研究の可能性があ る

'

の ではないか。特 にいわゆ る3次 元ICで のデザ インの問題 とい うのは,将 来に とって非常に重要な

問題になるであろうと。現在,デ ィバイスを2次 元に並べ る,そ のデザ インだけで も大変な思いをし

ているわけであ りますか ら,そ れをさらに もう1つ デ ィメンションをふや して3次 元にす るとい うこ

とは,こ れか ら非常に重要な問題になるだろ うと。

　 さらに16メ ガ ビッ トのメモ リーのテ クノロジーに関 しましては,こ れがちょうど光を使 ってやる

技術が むずか しくて.多 分Xレ イリソグラフィとい うことが可能性 として考 えられる最初 のメモ リーチ

ップだろ うとい うことで.]6メ ガ ビットの メモ リーのテ クノロジーに 関 しまして も可能性が あるので

はないか とい うことが話題 にな りました。

　 2番 目に,製 造過程の 自動化の問題であ りますが,こ れは もちろん量産工場 におけ る自動化とい う

問題は,個 々の企業 の問題 であ りま して,企 業間のむずか しい問題が あるとい うことは当然予測 され

ますけれ ども,そ うではな くて,そ うい う自動化を行 う上での もっと基礎的な面については協力の可

能性があ るのではないか。 たとえばすべ てのプロセスを真空の中に閉 じ込めて行 うとい うよ うなプロ

セスは,も しそれが可能 にな ります と,現 在われわれが持 ってい るプロセステクノロジーな りエク ィ

プメン トなりを大幅 に変更す る必要があるわけであ りますか ら.こ うい う新 しい問題 に関 しては,共

同して検討す る可能性があ るのではないかと思われます。

　 それか ら,現 在,特 にシ リコンのデ ィバイスに関 しま して,そ の寸法 とい うのをどん どん小 さ くし

ていった らば,ど うい う性能が得 られて くるか。また,小 さ くしてい くことに伴いまして.電 源電圧

の問題 もございます し,性 能 自身が どのように変化してい って,ど こに リミッ トがあるか とい うこと

は,こ れはかな りアカデ ミックな問題で ございます し,十 分 に協力の可能性があ るの ではないか と思

われ ます

　　さ らに,エ レク トロニクスとメカニクスとの結合 とい うような ことを考えます と,そ こに1つ のセ

　ンサーとい うのが重要なデ ィバイスになるわ けで ございます し,こ れに関 しましては,日 本にお きま
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しても電総研を中心 としてセンサーに関する研究が集中的に行われているわけで ございますので,そ

うい うセ ンサーに関す る研究 とい うのは,1つ の 協力の可能性のあるテーマだろ うと思われます。

　 さらに,も うち ょっと従来のゲー トとい う観点だけではな くて,シ ステム リクワイァメン トか ら出

てくるところの機能 とい うもの を従来のよ うな方法ではな くて実現す る新 しいファンクシ・ナル ・デ

ィバイスとい うよ うな ものが考え られ ないだろ うか。 これは全 く新しい分野で ございます し,ア カデ

ミックな分野でございますか ら,十 分に共同研究ので きる可能性があるのではないか と思われます。

　 それか らさらに,少 し実際的な ことか もしれませんが,国 際間の共同として重要 な問題 としては,

ス タンダイゼー シ・ンの問題が ござい ます。従来,特 に汎用のマ イクロプ ロセ ッサーな りに関 しまし

ては,そ の仕様 とい うのがアメリカを中心に して行 われて きたわけであ りますけれど も,日 本 とドイ

ツ,両 方合わせ ます と,世 界 じゅうのマーケ ッ トにおいてか な りのシ ェアを持つわけで ございます し,

マ イクロプロセ ッサーの標準化 とい う問題について,日 独両方で協議する価値は十分 にあるのではな

いか と思 われます。

　 それか ら,先 ほ どち ょっと申し上 げましたカスタムLSIの 問題につきましては,現 在各 国,各 企業

で もってそれぞれ独自にデザイン ・メソ ドロジーとい うのが開発 され てい るわけでございますが,そ

のデザインのツールであ ります とか,イ ンターフェイスとか に関 しまして,や は り標準化す る必要が

あ り,そ れに両国間でそれを協議 して進めることは十分に価値があるであろ うと。

　 それか ら,先 ほどのCMOS,NMOSに 関 しまして も,スケ ーリングタウンしてまい ります と,回 路

電圧が必然的 に下がることにな りますが,現 在のTTLコ ンパ テ ィビリテ ィ とい うもの をどこで 振 り

切るか とい うことが重要な問題であ りま して,こ れはなかなか1企 業,あ るいは1つ の国 だけで行 う

ことは非常にむずかしいわけであ りますか ら,国 際的 な協議が有効 であろ うと思われ ます。

　 さらに テレコ ミュニケー シ・ンのエクィプメン トなんかにつ きましても,こ うい う標準化 とい うの

が進め られるのが好 ましい とい う議論がされました。

　 それで,重 要な問題は,こ うい う共同とい うことのテーマを挙 げるのは結構なんですが,ど うや っ

て進めるか とい う問題が一番重要 な問題であ りまして,政 府間で とい うことももらうん考 えられ るわ

けであ ります けれ ども,い ろいろ とむずか しい問題 もあると思います し,個 々の企業の間 でのネゴー

シエーシ ョンによ るコラボレー ションとい うのが1つ 考え られ るだろうと思われます。

　先ほど,終 わ ってか らエングル先生か らも御忠告いただいたんですが,日 本 と ドイツで もってこの

よ うな協調関係を進 めてい くとい うことが.ほ かの国 々に対 して.ほ かの国 々を疑心暗鬼 に追いや る

とい うのがない ようにわれわれ としてはやは り配慮す る必要が あるだろうと思われます。

　半導体のグループの方では,幸 いに しましてチ ェアマンを してい らっしゃいますエングル先生 と柳

井先生が 一 特 に柳井先生は 日本側の半導体の グル ープの主査で もあるわけでございますので,両 先

生の間で もってこの協調を具体的 にどの ように進 めたらいいか とい うことについて,今 後,お 話 し合

いが続け られ ることにな ってお ります。

　　　　　　 ＼
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　幸いに して両先生 とも,こ としの夏に.双 方に訪問 される御予定が ございますそ うでございますの

で,秋 ぐらい までには,具 体的に どの ように進めたらいいか とい う方式について何 らかの合意がで き

るのではないか とい うことを期待 してい る次第でございます。

　以上で ございます。　 (拍 手)

　柳 井 議 長 　 　どうもあ りがとうご ざいま した。

11.2総 括 討 議

柳 井 議 長 　 　以上で各分科会の御報告 をいただいたわけで ございますが.こ れか ら総括討議に入

りたい と思います。時間 も大 して ございませんけれ ども,何 かいろいろ,こ れに関 してコメントが ご

ざいました ら,い ただ きたい と思います。

　まず,チ ェアマンであ りますエングル先生か ら何か ございますか。

　エングル議長　　いまの ところ,私,申 し上 げたい ことは,私,驚 い ているんであ ります けれ ども,

い ろい ろな トピックが,非 常に時間が短かか ったに もかか わ らず出 てきたとい うことです。 これに よ

って,し かるべ き優秀 な方々がお集 ま りになっていた とい う証拠 だと思い ます。

　将来 は,こ ういった話題の中か ら若干の選択をす るとい う役割 りを果 たさなければな らないと思い

ま す 。

　何分 に も資源は限 られてお りますので,そ れ を使 って とりあえずボールを ころがしていか なければ

な りません。それでなければ,歴 史 とい うことにな って しまって,な か なか将来 を遠 くまで一緒に見

通 しなが ら仕事をす るとい うことは不可能にな りま しょう。

　柳井先生 と私,こ のボールをころが し続けなければなりませんが,私 どもとしまして もぜひそれ ぞ

れのグループの議長の方,ま たは ここに来 てお られ る方 々のメンバー,ま たその属 してお られる組織

の皆様に も,こ の協力が実 を結ぶ ように御協力を賜 りたいと思 います。　 (拍 手)

　 柳 井 議 長 　 　あ りが とうござい ました。

柳 井 議 長　 　御参加の皆 さんか ら,何 かまたシ ョー トコメ ントが ございました ら,ど うぞ。

各分科会で,ド ィッ側の議長 をされた先生方か らお話を伺 ってみた らいかがか とい うこともござい

ますので,ま ず第1分 科 会のプロフェッサー ・パーク,何 かございました ら.ひ とつ御感想な り御意見

をお願い したいと思います。

　パ ー ク　 　議長,御 指名 をい ただ きま して,ど う もありが とうございます。
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　 申し上 げたいと思いますが.こ このサプグループは共通 の問題 を泡えていたと思います。 どのサブ

グループ も非常 に多 くの トピックが出たようであ ります。

　私 どもの グループで も特に問題があ ったわけで.一 番重要な問題 を選ぶとい うことがなかなかでき

ませんでした。ほかのグループも同 じだった と思います。　 　 　　 　　 　 　　 '

　 私 ども,や は りいろい ろな問題 を,こ れか ら何週間かの間に検討しまして,何 らかの優先順位 をつ

けなければな らない と思います。 その際には,日 本側及び ドイツ側の代表団の間でよ く意思の疎通を

しま して,か な り数をしぼ り込ん だ トピックを選んで,こ れを一緒に研究するとい うことにしなけれ

ばならない と思います。 そうしません と.大 変数の多い トピックをそれぞれの分 野で選んでしま って,

実 際には何 も詳 し く成果 を挙げ られないとい うことになりかねません。私 どもの グループで も,2つ

か3つ,本 当に協力してや っていけるものを選びたい と思います。

　 それで,2っ の 種類の問題があると思います。

　 まず最初のグル ープの問題は・直接に・何 といいまし ょうか・科学面 一 サイエ ンテ ィフィックな

分野に属する もの,そ れか らもう1つ の グループの問題はユーザーにかかわる もの,こ うい うふ うに

分けることが できると思います。 ,

　 ですか ら,こ の ようなグループ分 けをして最初のグルごプの問題は,た とえば私 どもの グループで

は,集 積光回路であるとか,あ るいはコ ヒー レン トな光の伝送だ とか,こ ういった ものは基礎的な科

学的 な問題ですね。

　それか ら,も う1つ 別のグルー プとしては もっとユーザーに直接関係 した,た とえば標準化の問題

であ るとか,ロ ーカルエ.リアネ ットワニ クであるとか,そ ういった ものが入 ると思い ます。

　それで,こ の次には2つ グループを分けまして,1つ はサ イエ ンス向きのグループ,も う1つ はユ

ーザー関係問題向 きの グループとい うふ うに してや っていった らいかがか とい うふ うに考えています
。

そして,そ れ ぞれ トピックを しぼ り込んでいけばいい と思います。

　柳 井 議 長 　 　ど うもあ りが とうございました。

　それでは,引 き続 きま してプロフェッサー ・シペル スキさんから,ひ とつ……。

　シペルスキ　　あ りが とうござ います。

　私 どものグループのプ レゼ ンテーシ ・ン,レ ポー トか らおわか りの とお り,い ろい ろな側面か ら問

題が論 じられ,ま たコンピュータの複雑性か ら考 えまして も,パ ーソナルコンピュータか らスーパー

コンピュータ,そ れか らテクカルな問題,そ れか らマンマシンの側面,い ろいろな問題が討論 された

わけであ ります。

　そこか ら引 き出された結論 とい うのは,何 らかの形でお互いに知 り合 ってか ら,小 グループを形成

して各問題 を検討 してい く,そ して次の会議の準備をすることが必要であるとい うことが論 じ られた

わけであ ります。

　さて,ど うい うテーマを選択すべ きか とい う問題ですが,一 方では,そ の問題が企業 の関心を引 く
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ような ものでなければな らないとい うこと,そ れか ら研究機関の関心を も引 くものでなけれ ばな らな

い こと。そこか ら暗黙に出て くる問題 として,実 際,企 業 とその機関の間で どうい うテ ーマに関 して

の研究がなされてい るか とい うことが出て きます。

　それか ら,将 来の問題 を検討するに当たって,こ れは通常の特別の専門課題を持 った会議ではな く

て,両 国経済に とって重要な問題を扱 う会議 だとい うことを認識 しなければな りません。ですか ら,

この 日独情報技術 フ ォー ラムか ら,何 らかの形で一般国民 に対する影響力 とい うものが 出て こなけれ

ばな らない と思 うわけです。

　 どうもあ りが とうございました。

　柳 井 議 長 　 　どうもあ りが とう'eざ い ま した。

　 それでは,引 き続 きましてプロフェッサー ・ル ーゲさんか ら,半 導体 の分科会の ことにつきま して

何か 一 あるいは全体的な ことで もよろ しゅうございますが,お 話 をお願い します。

　ル ー ゲ　　柳井先生,ど うもあ りが とうございます。

　私 ど もの討議の初めにわか ったことなんですけれ ど も,非 常に注意 を要す るということがわか りま

した。すなわちサブジェク トを選ぶに当た りましては.余 りに も短期的過 ぎます と,た とえば開発で

すとか,製 品化を目前に備 えているよ うな ものに関しては短期的過 ぎると思 ったわけです。 この分野

は非常に急速 な展開を見せているものですので,特 に半導体 とい うのは発展 が目覚 しいわけです。

　 したがいま して,菅 野先生がお っしゃいま したように,私 ど もといたしましては.い ろいろな トピ

ックについて考 えてみました。 そして,相 互に関心のある分 野を決めてみ ました。そ して,い わゆる

ギブ ・ア ンド・テイクで働いていけるような,そ して 日本 と ドイツがお互いが貢献 し合 えるような.

そ して研究所間で研究がで きるよ うな トピックを見つけよ うといたしました。

　 そして,私 どもがいろいろ識別 した トピックといたしま しては,た とえば企業側が持つ関心事 もあ

ります。出発点 といたしましては向 こう6年 で,も し くは向 う5年 ぐらいで始ま るような もの,そ れ

か らまた企業的な関心事 とい たしましては,10年 後に始ま るような ものに関 して も関心があるか もし

れないわけです。ですか ら,い ろいろ期間がまちま ちなんですけれ ども,ワ ークシ ョップでは非常 に

広範な範 囲を扱 いました。そ して,将 来出てくるような企業間の特に半導体分 野における関心事につ

いていろいろ話し合 ったわけであります。 これだけです。

　 どう もあ りが とうござい ました。

　 柳 井 議 長 　 　ただいま3人 のチ ェアマ ンの方か らいろいろお話 を伺ったわけで ございますが.そ

のほか に参加の方か ら何か ございました ら,コ メン ト等Cざ いました ら.ひ とつ御自由にお願い した

いと思 いますが……。

　 先ほ ど来.第1分 科会の ニューメデ ィアの方,あ るいは第3分 科会の半導体の菅野先生か ら,今 後

の進め方の具体的 なお話が ちょっと出ましたんですが,幸 い,先 ほど菅野先生か らお話が ございまし

たように,エ ングル先生は,こ の8月,日 本 に来 られます。私 も.9月 末 か ら10に か けて ドィッへ

122一



行かなければいけない用事 もございますので,エ ングル先生 と,2回 にわたって,こ の問題について

御相談す る機会 もございますので,そ の間に 日独それぞれで分科会関係の方 々 一 少 し拡大 していた
　 　 　 　 へ

だい てもよろしい と思 うのでござい ますが ・一 で,今 後,協 力関係 を進めてい くような問題を もう少

し煮詰め ていただ くとい うよ うなことをや っていただいた らいかがか と。

　 と りあえず8月 に向けて,先 ほど,ニ ューメデ ィアの大越先生か らは,6月 ぐ らい を目途にとい う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

お話がございました。大体 そんな感 じでよろしい と思 うんですが,何 かそれ ぞれの ワークシ ョップの

範囲内で御検討をい ただ きまして,そ の結果 を受けた形 で,エ ングル先生 と私 とで,8月 に でも,口

頭でいろいろ御相談 をす ると。 これをまたフィー ドバックい たしまして,日 本側,ド イツ側で再検討

を加えて,私,今 度10月 に参 りますので 一9月 末 か10月 にな りますが,そ のころに参 りますの

で,そ の ときに,大 体来年の問題の しぼ り込み とい うことをしてみた らいかがか と,こ んなふ うに考

えてお ります。

　 この辺につ きましては,エ ングル先生 の御意見ございました ら,ど うぞ。

　 あるいは,フ ロアの方の御意見 も含めま して……。

　エ ン グ ル　　基本的には この ように行 っていきたい と思 ってお ります。

　すなわち個人的なお話 をさせ ていただいた後に,こ の ようにしようではないか と思ったわけで,私

もこれに同意であ ります。

　柳 井 議 長　　　トーマス先生,ど うぞ。

　 トー マ ス 　 　どうもあ りが とうございました。

　先ほど申 し上げま した ように,政 府 としては介入 はいたしません。すなわ ちど ういった種類の討議

が,こ の フォーラムの 後に出てくるかに関 しまして介入は一切いた しません。

　 しかし,そ の手続上の問題 をちょっとお聞 きしたいんですが,よ ろしいで しょうか,議 長。

　柳 井 議 長 　 　はい。

　 トー マ ス　　 この3つ の ワークショップがあるわけで,そ れぞれ非常に重要です。 そして共通の

理解 を持つ とい うことが大変大 切なわけで,テ ーマにつ いて共通の理解 を得 ることが大 切です。 きょ

うは部分的 にしか話がつか なか ったわけです。 グループによっては非常によ く提起 されたテーマをし

ぼ り込む ことができま したし,ほ かのグループは もう少 し時間が必要だとい うことにな ったわけです。

　 しか し,こ のテーマの提起の問題であ りますけれ ども,6週 間以上はかか らない方がいい と思いま

す。 と申 しますのは,こ の段階にい きます と,両 国に とって必要 なことは,お 互いに連絡 をとりまし

て,こ こに出席で きなか った人 たちの ことも考 えて,こ の人たちに も,こ の フォーラムでどんなこと

があ ったのか,お 知 らせす る必要が あると思 うんです。 それか らまた,企 業の方 に もニ ュースを伝え

るとい ったようなことが必・要だと思います。

　そして,ど の テーマが1番 支持を得 るのか と,そ して企業側の支援が一番厚 か ったテーマは何であ

るかを決め ることが必要だ と思います。テーマが10と か15あ る とか,そ ういう数は全然問題 じゃな
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いんです。

　た とえば 日本側が最終的には4つ に しか な らないか もしれない。 そして.ド イツ側 も4つ 出 してく

るか もしれない。 その うち,2っ がお互いに興味があ るとい うことになるか もしれません。

　ですか ら,ま ず手続的な問題 といた しまして,各 学会 と業界 を巻 き込んだ,そ して,た とえば ドイ

ツの場合,今 回,す べての学会 と産業が出席 しているわけではないので,ま ず ここで明 らかにしてお
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

きたいのです。

　 6週 間とい う期間を設けまして,テ ーマを もう少 し詰めてい きたいと思 うんですけれ ども,い かが

で し よ うか 。

　 そ して,こ の間の時間 を使いまして,関 係者に話 し合いを しま して,エ ングル先生が また 日本にい

らっしゃいますので,そ の ときには ドイ ツか らの見解をまとめたいと思 ってお ります。その ころまで

には,日 本側の意見 もま とめておいてほしい と思 ってお ります。

　 そして,こ うい った行 き来をいたしまして遅 くとも10月 に は,非 常には っき りとした形でテーマ

を煮詰め,そ してどうい った人々が どうい った企業が参加するのか とい うことを詰めてい きたいと思

ってお ります。 これが非常に重要です。
'

　 とい うのは,私 ど もが ドイツで,そ の企業 に対 しま して,特 に私 ど もが考 えるところの関連 してい

る企業の方に打診をいた します。すなわ ち多分あなたの ところに関係があるので,参 加 した くはない

ですか とい うふうに呼びかけ をしたい と思います。そして,余 り関心が ない とい うことにな りました

ら,も ちろん参加 しな くてよろし.いとい うことになるわけです。

　 しか し,,熱 狂的 な支持があ るのであれば,説 得 いた しまして,ぜ ひ日本側に も同じような トピック

を取 り上げていただ きたい とお願いす ると思 います。

それか ら,次 の手続 としては・ンセ ンサ ・をつ くる・とで・10月 に コンセ ンサスに至 るわけぽ り

ます。そして,そ のころには広範 な基盤がで きてい るわけですので,次 の フォーラムを目指 しまして

働 いてい くことにな ると思います。

　 そして,今 回の フォーラムは非常に成功裡で有意義だ った と思 ってお りますけれども,次 回 もこの

よ うに有意義 なフ ォー ラムになることを期待してお ります。

　 両国にとって,今 回の フォー ラムは非常 に有意義で したので.こ の手続上の問題 として申 し上げま

した。

　 柳 井 議 長 　 　どうもあ りが とうございま した。

　 ただいま トーマス先生か らお話の ございましたことにつ きましては,わ れわれの考 えている.あ る

いはエ ングル先生 と御相談 した点と もほぼ一致 してお りますので.た だいまの手続上の問題 とい うの

は,御 希望の線に沿えるのではないか とい うふ うに考 えてお ります。

　 おっしゃるとお り,こ れは 日本側 とい たしまして,全 企業の方 々に御参加 をいただいたわけでは ご

ざいませんので,当 然,ド イツ側でいま トーマス先生がお話 しになりましたように,日 本側において

一124一



も,も う少 し参加者,あ るいは関係者 との協議を加えまして,そ してテーマを しぼっていった方がよ

ろ しいん じゃないか と思 ってお ります。

　 そのために6週 間以上 とい うお話,も っともなお話 でございますので,6月 中 ぐらいにとい う大越
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ト

先生のお話 も,大 体 その辺 の御意 向が入 っているのではなか ろうか と思います。あ るいは7月 で も結

構 なんでCざ いますか ら,そ れで勘定いたします と2ヵ 月以上の時間はあると思いますので,そ の間

に 一 もっとも夏休みが多分おあ りなので,8月 とい うあれを置 きます と,7月 は余 り使 えないのか

もしれませんが,い ずれにいた しまして も,6週 間以上の時間は十分取れるのではないか と思います。

その間に,日 本側,ド ィッ側で,こ の辺 を,企 業 を含めて十分御検討 したい と,こ うい うふ うに思い

ます。

　 8月 の ときに大体詰めまして,そ の後,9月 末 か10月 初 めに,私,参 りますので,そ の ときは6

週 間 一 その期間とい うの は6週 間 ぐらいになるか もしれ ませんが,こ れ はセカン ド・プロセスなの

で,そ の辺は トーマス先生のお っしゃるような線に大体いけ るの じゃないか と思 うんでございますが ,

この点は,ト ーマスさん,よ ろ しゅうございますか。 ちょっとお伺いしますが……。』

　 トー マ ス 　 　はい。

　柳 井 議 長 　 　それです とコ0月 ぐらいには大体問題をしぼ り込んで,そ して来年の会合 に向けて,

い ろん な準備がで きるん じゃないか と,こ うい うふ うに思います。

　 それでは.ほ かに何かお話 しになりたい こと,あ るいは御意見ございますで しょうか。

　元 岡 これか らわれわれが選 ぼ うとしているテーマの性格の問題 なんですけれども,こ の フ

ォーラムが政府ベースのフ ォーラムであるとい うことを考 えます と,や は りそれぞれ選ばれるテーマ

が国全体に とって関心のあるよ うなテーマであ るべ きなのか。 それ とも,わ りあい インダストリーが

興味のあ るテーマとい うか っこうで選 びます と,国 として選ぶの とかな り性格が違 った ものになって

くるような気がす るんですけれ ども,ど ういった立場か らテーマを選ぶか とい うことについては,全

体会議である程度の方 向づけを していただ くのがいいんじゃないか と思いますが……。

　柳 井 議 長 　 　どうもあ りが とうございました。

　 ただいまの御意見,こ の点につ きましては日本側 としては,通 産の どなたかか ら少 し御返事をいた

だ きたい と思いますが,そ の前に発想の最初が ドイツ側の科学技術省の方か ら出てお りますので.科

学技術省の方の方か ら先に,そ の辺の考え方 をお伺いす るとい うことでよろしゅうございま しょうか。

日本側の方は よろしゅうございますか。

　 それでは,先 に トーマスさんか ら,い ま元岡先生か ら御質問の出ましたような,テ ーマを選ぶ とき

の性格 といいますか,こ の問題の性格 とい うもの についてのお考 え方をちょっとお願 いいたします。

　 トー マ ス　 　 2つ の側面があ ると思います。

　 1つ は,政 府 と民間企業の次元,2番 目 には時間的 な側面があ ります。長期的な開発のためには,

た とえば第5世 代の コンピュータ,こ れは政府主導型 の開発ですが,短 期的には民間企業の ものが あ
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ります。私は,政 府主導の方 に賛同い たしますけれ ども,政 府がテーマを選ぶべ きであると,政 府の

影響力が大であるべ きであるとい うのであれば,こ れは私は賛成 しかねます。

　 というのは,基 本的に はフォーラムの概念 としては,非 常に企業の興味 を引 くよ うなテーマ,つ ま

り企業が これか ら10年,15年 存 続 してい くためには,今 日か らそうい う問題 を検討 していかなけれ

ばな らないような問題を検討すべ きだ と思 うわけです。

　 もちろん多 くの場合,企 業は2～3年 先を見 て,2～3年 存続 しようと,そ うい う視野で考 えてい

るか もしれません。10年,15年 の 視野で考えていないかもしれ ませ ん。それは優先順位,プ ライオ

リテ ィの問題だ と思います。 もう何度 も出ま したように,こ こ2～3の 近視眼的なテーマを選ぶべ き

ではないと思います。 しかしなが ら,企 業の興味を引かないようなテーマを取 り上げるべ きではない

と思います。

　 ですか ら.こ の2つ の集合 を合わせま してその合致 するところが,ま さにわれわれの欲 している分

野であるわけです。

　 ニ ューメデ ィアの グループ,そ れか ら半導体のグループは,そ のような幾つかの テーマを見 きわめ

たわけです。 コンピュータのグループ も,あ と1時 間ほどあれば,何 らか の分野を見 きわめ ることが

で きたのではないか とい うふ うに思 うわけです。

　 ここはむずか しいと思います。 とい うのは 日本側が非常 に合理化 され たアプローチでプレゼ ンテー

シ ・ンをな さった。 ドイツ側ではモザ イクのよ うな形 でプ レゼ ンテー シ・ンを行 ったとい うことです

か ら,た だ,あ と1時 間あれば中のコンセンサスが得 られたか と思います。

　 ですか ら,将 来志向型のテーマを選べ るであろうと。 しか も,企 業や科学者 にとって も関心がある

テーマを選べ るとい うことに関 しては,私 は楽観 してお ります。

　 柳 井 議 長 　 　どうもあ りが とうございました。

　 元岡先生,よ ろしゅうございますか。

　 元 岡 基本的 には,い まお っしゃることはよくわか ります。

　 これは1つ の例 と考 えていただいていいのですけれ ど も,ド イツ側 も新 しい国のプロジごク トとい

うのを幾つかお始めに なった。 日本側 も幾つか国のプロジェク トがあ るわけです。そ うします と,恐

らくドィッ側の プロジェク トとい うのは,ド イツ政府 と企業 との間で協議が行 われて,そ して最 も興

味のある大事 な もの とい うことで,そ のテーマが選ばれ ていると考 えると、現 に日本で取 り上げ られ

ている,具 体的 に言 います と,コ ンピュータの場合であ ります と,フ ィフス ・ゼネレー シ・ン・コン

ピュータの プロジ ェク トと,そ れか らスーパ ー ・コンピュー タのプ ロジ ェク トですが,ド ィッ側に も

それに見合 った幾つかのプロジェク トが ある。 そうす ると,そ の範囲内で協力を考 えれば,客 観的に

見 て国 として重要であると両国が考えているテーマであ り,か つ民間 も,そ れに対 して関心 を持 って

いるテーマであるというふ うに考え られ るわけですけれ ども,そ れについて何かお考 えがおありでし

たら,伺 いたい と思います。
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　 トーマスさん,ひ とつ何か,い まの御質問 といいますか,あ れに対 して御返事は……。

　 トー マ ス　　 はい,ち ょっとど うして も抑 え切 れない欲望があるんですけれ ども,ぜ ひテーマと

して取 り上げまして,私 として考えるところの一番興味深いテーマは何であるか,申 し上 げたいので

すけれ ども,こ こはち ょっと抑えることに します。

　 で,次 の ことを申 し上げたい と思います。

　 つま り,次 の ことは必要 ないんです。すなわ ちすべ ての3っ の グループが,次 の フォーラムにそろ

って参加する必要 はない と思います。

　 ただ,そ のテーマといた しましては,1つ の テーマといいますか,い ろいろなテーマを もちろん見

きわめ るこ とは重要であ ります。つま り非常に よく定義 されているギブ ・アン ド・テイクのベースが

できているわけです。 これが第1。

　 そして,第2の 私の印象 なんですけれ ども向 こう2～3年 にお きまして,第5世 代の コンビ=一 夕

に関連 したテーマ,こ れを多分見つけ ることになると思 うんですけれども,2～3年 後にはギブ ・ア

ンド・テイクの ベー スにちゃんと乗 ると思 います。現在は ,ま だちょっと不十分で,非 常にアンク リ

アなポイン トが あるわけで ,す べ てが明確にあ らわれてお りません。

　 しか し,他 の分野におきましては,こ の共通の理念 といいますか,共 通の関心事 とい った ものが も

うすでにあ らわれてい ると思います。 したがいまして,現 実的なサゼスチ ・ンを申 し上げたいのです

けれど も,残 りの2つ の ワークシ・ップの方は非常 によく定義 されたテーマを もうすでに提示なさっ

ています。 シペルスキ先生 です とか,元 岡先生が一緒にな りま して,2～3点 ,す なわ ち何か共通の

関心 を見出せ るような点が あれば,そ れが見 きわめることがで きれば,そ してその共通の利害があ る,

共 通の関心があ るとは っきりすれば,そ のテ三マに沿 って仕事 をすればいいんです。ですか ら,現 在

のところで深 く詰 める必要 は毛頭ないわけです。

　 元 岡 コンピュータのグループが テーマを見つけるのに困 っている,テ ーマがない とい うこ

とを申 し上げているのではあ りません。逆にテーマがた くさんあ り過ぎて ,そ の うちどれを選べばい

いかの基準がないか ら,そ れの基 準が欲 しい とい うことで言 ってい るのでありまして,先 ほ ど相磯先

生の報告の中に もあ ったわけですが,フ ォール トレラン トのシステムであるとか ,マ ンマシン・イ ン

ターフ ェイスの問題であるとか,ス ーパーコンピュータの利用 とい うような ことも話題にのぼ ってお

ります し,そ れか らパ ラレルプロセ ッシング,そ れか らLANの ゲートウェイの問題等 ,た くさんの提

案があ るので,そ の点,ち ょっと誤解 されないようにお願 いしたい と思います。

　柳 井 議 長 　 　多少話の行 き違い もあったよ うでござい ますが,大 体,元 岡先生の方 としても,ト

ーマスさんのお考 えにな っていることはおわか りにな
ったと思 います し,そ れか らその趣 旨で,そ の

テーマを今 後もう少 し詰めてみるとい うことを,い また くさんあり過 ぎるので ,そ れ をむ しろ,あ る

考 え方 をはっきりさせて詰めてみ るとい うことをおっしゃっていると思い ますので,そ れ で本 日の と

ころはよろしいん じゃないか と思いますが ,い かがで ございま しょうか。 一 よろしゅうござい ます
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か 。

　 じゃ,ほ かに何か コメン トございます でしょうか。

　よろしければ,大 体本 日の全体会議を これで終 ららせ ていただ きたい と思いますが,最 後にち ょっ

と簡単なごあい さつ をさせていただきます。

11.3全 体 ま と め

　柳 井 議 長 　 　本日,非 常に短い時間でございましたけれども,皆 様,非 常に御熱心に御討論いた

だき,御 協力 いただきまして,フ ォー ラムの予定 を企画 どお り終了す ることが できました ことを,心

か らお礼 申し上げます。

　 きょう行 いました討議 を もとにいたしま して,私 な り多少の感想を述べ させ ていただ きまして,全

体のまとめ といた したい と思います。

　御承知のとおり世界の経済社会の状態は,今 日のいわゆる高度情報化社会と,こ ういうものに向け

まして,新 しく動 き出 しておるわけで ございますが,本 日,そ の中で もいろい ろ議論をいただきま し

た半導体,コ ンピュータ,ニ ューメデ ィアと,こ うい うものを初めとしました情報技術の新 しい技術

革新とい うものが今 後の世界経済再活性化 を図 る意味では原動力になってまいることと思います し,

それか らそれに伴いま して,社 会のいわゆる情報化 を うなが しまして,人 間性の豊かな社会建設に役

立 ってい くんじゃないか とい うことを考 えてお ります。

　 特に:け さほ ども申しましたよ うに,日 本 と西 ドイツの両 国というのは,そ れ ぞれ情報化の促進に

非常に積極的に取 り組んでお りまして,世 界全体の情報 化の ためにお互いに協力 してそれを進めてい

くことが必要であ るのではないか と存 じます。

　 先ほどからの分科会の報告でもおわか りのとお り.日 独両国の技術分野における活動はきわめて活

発でございまして,今 日までに も高 い技術成果を上 げているとい うことがおわか りいただけたか と思

います。

　 日本と西独は同じ自由主義経済のもとにありまして,情 報技術分野においても,そ の競争原理を最

大限に発揮 させ'てい くことが非常 に重要であるか と思います し,ト ーマスさんか らもお話が ございま

したよ うに,保 護主義に偏 りがちな ところ もあるとい うような ことが ございますが,そ(D点 に っきま

しては,日 独両国 ともオープンマーケ ッ トを目指 して・非常に積極的に動 いてい るわけで ございます。

　 今 後とも両国の協力によって,そ の辺を積極的に進めてい きたいと思い ます。

　 特 に基礎的 な分野にお きま しては,両 国はお互いに相互的な関係にございますので・今 後 も緊密な

協力関係 を持つ ことがで きる面が非常 に多いん じゃないか と思います。

　　こうい う意味で,今 回や りま したようなフ ォーラムの形,あ るいはそれ をエ クスバ ン ドして・拡張
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いたしま して,相 互の研究開発の成果の交流を図 ってい くとい うことが必要でないか と存 じます。

　 きょう,今 後の検討課題について,各 分科会で御検討いただ きましたわけで ございますが,非 常に

たくさんのテーマをそれぞれお持 ちのよ うで ございます。先ほ どもお話 しいたしましたようなことで ,

もう少 し詰めていただきま して,10月 ぐらいを目途に来年のフォーラムに向けて問題 を集約 できます

ように努力 してまい りたい と思いますが,こ うい う成果 が得 られま したことを,私 として も大変 うれ

しく存 じている次第で ございます。

　 この点につ きま して,エ ングル議長 とも,先 ほ ど来,お 話 ししてお りますので,恐 らく来年に向け

て,い い まとめの形がで きて くるのではないか とい うことを期待 してお ります。

　次回は,明 年,西 独の方 で開催 される とい うことにな ってお りますので.ま た皆様 とお会 いで き,

さ らに有意義な討論に発展 してまいります ことを大変楽 しみに してお ります。

　長 い間,大 変あ りが とうございました。

　 これで,ご あいさつの方は終 わ らせていただ きますが,来 年の時期の ことにつきま して多少何かお

話がございました ら,あ るいは トーマスさん,あ るいはエングル議長か らで もお話 しいただければと

思いますが ……。　　　　　 .　　　　　　 ,

　 エングル議長　　提案 としては,ハ ノーバーフェアの前後とい う提案が出ています。 ここに出席 した

参加者が参加で きるようにとい う意味です。

　それか ら,ド イツのイースターの時期がございますので,い まは っきりした考 えはないんですが,

この目標 に向か って努力 したい と思います。 日本側のコメン トもいただ きたいと思います。

　 この方向でよろしいか ど うか,こ れは重要な問題であるとお考えになれば 一 もちろんイースター

の時期を変え ることはで きませんけれど も(笑 声),こ れ はカレンダーでセ ットされてしまってお り

ますけれど も,何 らかの形 で,こ の周 りに妥協策 を探す とい うことが可能だ と思います。御意見があ

れば,伺 いたい とい うふ うに思います。

　まず 日に ちを決めたい と思います。つま りハノーバーのフェアの前とい う御意見がいま出ましたが,

企業側の問題 として.そ のフェアの前には忙 しく,後 になって くたびれて しま うとい う問題があ ります。

ですか ら,ど ちらにせ よ問題があ ることには変わ りないんですけれ ども……。

　日本側か らのお考 えを伺 いたい と思います。 これは非常 に重要 だとお考えになれば,そ れ を指摘 し

ていただきたい と思います。あ るいは,も う少 し指定 して,美 しいところに閉 じ込めてやるべきであ

るとい うふ うにお考 えになるか,そ のハノーバーのフェアの時期は非常に忙 しいわけですか ら,私 とし

ては,こ の時期では なくて,も う少 し静かな環境の中で会議を行 ないたい と思 っているわけですけれ

ども,そ れは個人的 な私の意見ですが,も う少 し御意見を求めまして,い ま即座 に決定す るとい うこ

とはできませんか ら,で きない立場にあ りますので・…・・。

　私の方か らも,閉 会 の辞 を少 し申 し上 げたい と思います。

　全 く異なった トピックを挙げたい とい うふ うに思います。非常に短いんですが,一 日,非 常に勤勉
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に仕 事をしました。ですか ら,レ セプシ ・ンで楽しんでいただきたいとい うふ うに思います。 この レ

セプシ ・ンの機会に,お 互いに個人ベースでお知 り合いにな っていただきたい とい うふ うに思います。.

　 「行 きましょう」とい うふ うに申 し上 げて閉会 にしたいと思い ます。

　 あ りが と うございました。

　柳 井 議 長 　 　レセ プシ・ンを用意 してお ります。大体5時30分 ごろか ら,会 場は昼食 と同じ場

所 で行ないますので,ご ゆっ くり御歓談い ただ きたい と思います。

どうもあ りが とうございました。

午 後5時13分 閉 会

以　　上
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